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はじめに
科学技術会議の第18号答申「新世紀に向けてとるべき科学技術の総合的基本方
策について」においては、科学技術と人間・社会との調和を図ることが科学技術
政策上の重要課題として位置づけられ、「科学技術活動の展開に当たっては、科
学技術のみが先行するのではなく、人間・社会のための科学技術という原点に立
って、人間そのものに対する理解を深めながら、科学技術と人間・社会との調和
を図ることが重要」とされている。
さらに、政府の方針においても、国民生活の向上を目指す生活重視型の政策の
推進が示されているところであり、この趣旨に沿い科学技術政策の展開を図るこ
とが求められている。一方、科学技術課題について見ると、医療、防災、福祉の
ように国民に身近で生活と密着した科学技術のみならず、食料、資源リサイクル、
通信、生産、土木等様々な分野においても、生活と関連が深く、科学技術と人間
・社会との調和を図る上で特に重要な科学技術は極めて多岐にわたるものと考え
られる。
本調査においては、人間・社会との調和を図ることの一環として、また生活重
視の立場から、人間・社会に関わりの深い研究課題の抽出を行い、一般国民及び
有識者の意識を調査することにより、人間・社会に関わりの深い科学技術の総合
的な推進方策及び各研究課題に係る施策の立案に資することを目的とする。
本中間報告は、平成6年度及び平成7年度の2ヶ年度事業として実施する調査
の初年度（平成6年度）の調査結果をとりまとめたものである。
1．調査の全体概要
（1）初年度（平成6年度）
人間・社会に関わりの深い科学技術の将来動向を調査するとともに、技術予測
調査の成果を活用しつつ、研究課題を網羅的に抽出し、それらに対する知識度、
重要度、課題推進に対する意見、人間・社会との調和に関する配慮の度合い等に
ついて一般国民へのアンケート調査を実施することにより、人間・社会に関わり
の深い各研究課題について、国民の属性（性別、年齢別等）に応じて意識の分析
を行い、それに基づく推進方策の検討を行う。
また、人間・社会に関わりの深い科学技術の一分野として、特に一般国民にと
って身近であり重要性に対する認識も高い防災科学技術を取り上げ、より詳細な
事例調査を行う（＊）。
－1－
（2）2年度（平成7年度）
社会・経済全体を視野に入れた立場からの意識として、特定の科学技術分野に
偏らない有識者（人文・社会科学系の学者、マスコミ関係者、評論家、審議会委
員等）に対して、
①1年目の結果を踏まえて、質問項目をさらに検討、充実させたアンケート調査
を実施し、各研究課題ごとの推進方策について取りまとめる。
②科学技術と人間・社会との調和の全般に関するヒアリング調査を実施し、事例
調査の結果も踏まえ、人間・社会に関わりの深い科学技術の総合的な推進方策
について取りまとめる。
＊：防災科学技術に関する事例調査は、別途実施されることとなっており、報告
書についても別途作成される。
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生活関連科学技制守謬租題喜こ関する忠言指鬼許可査
∽
初 年 度 2 41三上珪 1別不幸さ れ ・うノ戎エリに
匝査方針と調査方法の検可
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（有識者に対する意識調査）
社会・経済全体を視野に入れた立場からの
意識として、人文・社会科学系の学者、マ
スコミ関係者、評論家、審議会委員等の特
定の科学技術分野に偏らない有識者を対象
として、
0 1年目の結果を踏まえて質問項目を更に
人間・社会に関わりの深い
（一般国民に対する意識調査）
人間・社会に関わりの深い科学技術の研
究課題を抽出、整理し、一般国民を対象 検討、充実させたアンケー ト調査を実施
としてアンケー ト調査を実施 ・早期実現への期待度
・早期実現への期待度 ・課題推進に対する意見
・生活との関係の度合い ・人間・社会との調和に関する配慮の
・課題推進に対する意見 度合い
等 ・研究の推進における問題点 科学技術の総合的な推進方
・推進体制、方法
等
○ヒアリング調査を実施
策の立案のための基礎資料
人間・社会に関わりの深い
各研究課題の研究開発に係
l
（意識調査結果の分析） （調査結果の分析、取りまとめ）
各研究課題について、国民の属性（性別、 人間・社会に関わりの深い科学技術及び各
年齢別等）に応じて意識の分析を行い、 研究課題について、一般国民及び有識者の る施策の立案のための基礎
それに基づく推進方策を検討 意識に基づき、それぞれの推進方策を検討 資料
l l
（詳細な事例調査）
特に一般国民にとって身近で重要性に対する認識も高い防災
科学技術についての詳細な事例調査
2．平成6年度の調査方法
2．1　「生活関連科学技術調査委員会」の設置
本調査を実施するに当たっては、科学技術政策研究所内に有識者からなる「生
活関連科学技術調査委員会」を設置した。
本委員会においては、本調査の実施方針をはじめとしてアンケート調査方法そ
の他生活関連科学技術に関して幅広い助言や理論的な助言を得た。
なお、本委員会では、生活関連科学技術に関して様々な視点から議論を行った
ので、その概要を参考資料6にまとめた。
本委員会では今後さらに議論を深め、最終年度に生活関連科学技術を推進する
に当たっての理念としてとりまとめ、生活関連科学技術政策の総合的な推進方策
に反映することとしている。
生活関連科学技術調査委員会名簿
（委員長を除き五十音順、敬称略）
委員長　　白根　祀吉　　多摩大学経営情報学部教授
委　員　　小池　信子　　国民生活センター・フェロー
委　員　　竹村　真一　　東北芸術工科大学助教授
委　員　　園　　紀彦　　東京工業大学工学部専任講師
委　員　　中村　祐二　　（株）東芝生活文化研究所所長
事務局　科学技術政策研究所
総　務　研　究　官　　　　　　　　　柴田　治呂
（生活関連科学技術政策調査研究プロジェクトチーム）＊
第1調査研究グループ総括上席研究官
第2調査研究グループ上席研究官
第1調査研究グループ上席研究官
第2調査研究グループ上席研究官
第2調査研究グループ研　究　官
企画課長
情報システム課長
市橋　正生　チームリーダー
武藤　英一
大森憲一郎
岡本　信司
松尾　浩道
小嶋　典夫
前田　義幸
＊：上記チームは、科学技術政策研究所内で生活関連科学技術政策に関する調査
研究を横断的体制の下で総合的・効率的に進めるために設置されたものであ
る。
2．2　平成6年度調査の内容
平成6年度調査においては、一般国民を対象とした全国規模のアンケート調査
を行い、その結果を集計、分析して調査研究を行った。具体的には以下の通りで
ある。
－4－
（1）技術予測調査の成果を活用した調査
第5回技術予測調査（参考参照）で設定された1，149の未来技術の中から、人間
・社会に関わりの深い未来技術として191の未来技術を抽出して、各未来技術に関
して、以下の項目を質問した。
（D早期実現期待度
（専門家による実現予測時期を同時に提示し、それよりも早く実現して欲
しいか、遅くてもいいか）
（参生活との関係に対する意識
（当該未来技術が「私たちの生活」とどれくらい関係があると思うか）
③実現することに対して抱く不安、心配
（平成5年度調査「科学技術が人間・社会に及ぼす影響に関する調査」か
ら得られた「科学技術を推進する上での配慮事項の分類」を踏まえて選
択肢を設定。具体的には、「人間への悪影響」「環境悪化・健康上の支
障」「情報利用の問題」「犯罪・事故増加」「人間的触合減少」「文化
・倫理面での問題」「その他」）
（2）制度面や各領域の視点から見た一般国民の意識調査
生活者重視の観点からの科学技術政策を検討していく上で、前に述べた個別の
高度な技術テーマ以外に、制度面や各々の科学技術の領域に関する国民の問題意
識を把握しておくことは、有意義である。
このため、以下の事項についてアンケート調査を実施した。
なお、調査にあたっては、各課題についていくつかの選択肢を提示している。
（か生活関連における科学技術の貢献
（診一般国民への情報提供
③一般国民の希望への適合状況
④もっと力を入れることを望む生活関連の科学技術の領域
⑤高齢者・障害者の暮らしと科学技術
⑥日々の仕事と科学技術
⑦資源の有効利用・廃棄物処理と科学技術
また、アンケート調査においては科学技術について日頃考えていることについ
て自由回答を求めており、多くの方から貴重なご意見を頂いている。そこでこの
結果を集計し参考資料に掲載した。
そのほか、アンケート調査票及び主なアンケート集計結果については参考資料
に掲載している。
なお、アンケート調査票における設問の記述に多少長いものがあるため、本報
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告書においては簡略化した表現を適宜用いている。このため、正確な設問の記述
については参考資料を参照されたい。
一6－
（参考）第5回技術予測調査の概要
1．調査の概要
〇日　　的：長期的視野に立って我が国の技術発展の動向を探り、科学技術政
策、研究計画の立案等に役立てるため、1971年（昭和46年）以来
約5年ごとに実施。
○調査時期：第5回調査については、科学技術政策研究所が1991年7月から
1992年1月にかけアンケート調査を実施し、1992年11月に結果を
公表。
○調査方法：科学技術のあらゆる分野にわたり1，149課題を設定。
約3，300人の専門家に対し分野別にアンケート調査を実施（回答者
は約2，400人）
アンケートはデルファイ法による（アンケート調査を2回実施。
2回目は1回目の結果を提示し意見を収れんさせる。）
○予測期間：30年間（～2020年）
○調査項目：重要度、実現予測時期、実現に際しての阻害要因（問題点）等
2．調査結果の概要
（1）重要度
全般的な傾向として、環境保全、疾病の克服、自然災害の克服等に関する
課題について重要度が高く評価。
（2）実現予測時期（予測の中央値）
フロン代替品の実用化
臓器移植の欧米なみ実施
電気自動車の普及
エイズ治療法の確立
自動通訳電話の開発
地震予知技術の開発
がん予防薬の開発
宇宙往還機の実用化
常温超電導体の開発
→1998年
→2001年
→2004年
→2006年
→2008年
→2010年
→2013年
→2013年
→2017年
（3）実現に際しての阻害要因（問題点）
”技術面”の指摘が最も多いが、”コストダウジ、”資金面”、”制度面”、”文
化面”等の要因を指摘された課題もあり、多面的な推進策が必要。
ー7－
2．3　平成6年度アンケート調査の概要
○実施時期：1995年2月11日～3月5日
○対象者：18歳以上70歳代までの一般国民2，040人
〔警慧需品孟‡考慮した全国24市町村（全国の市町村か〕
○回答者：1，249人（回収率：61．2％）
内訳：〔性別〕男性605人（48．4％）女性644人（51．6％）
〔年齢別〕18～29歳243人（19．4％）
30～59歳745人（59．5％）
60歳以上261人（20．1％）
○調査手法：訪問留置法
（調査員がアンケート対象者を訪問して質問票を渡し、後目再
び訪問して回答票を受け取る方法）
なお、今回のアンケート調査は設問の分量が多いため、同
一のアンケート対象者に対して2回に分けて調査を実施
2．4　分析の手順
（1）アンケート調査結果の単純集計及びクロス集計
「2．1　平成6年度調査の内容」の「（1）技術予測調査の成果を活用した
調査」及び「（2）制度面や各領域の視点から見た一般国民の意識調査」のアン
ケート調査結果についてはそれぞれ単純集計及びクロス集計を行った。
この結果は、「3　平成6年度アンケート調査の結果」としてとりまとめた。
一8一
3　平成6年度アンケート調査の結果
3．1　技術予測調査の成果を活用した調査
（1）単純集計結果
（9早期実現期待度
第1回問5①及び第2回問1①では191課題の未来技術について、専門家が予測
した実現時期に対して、早期実現への期待度（「今すぐにでも実現してほしい」、
「予測された時期より早く実現してほしい」、「予測された時期ぐらいに実現し
てほしい」、「予測された時期より遅くても構わない」、「実現はずっと遅くて
も構わない」）について質問した。
ここでは、191課題の早期実現期待度の比較のために「早期実現期待度指数」と
して「今すぐにでも実現してほしい」～「実現はずっと遅くても構わない」の5
段階評価にそれぞれ＋10、＋5、0、－5、－10の点数を付けて集計した。（＊）
したがって、プラス側に大きいほど早期実現への期待が高いことを表しており、
指数0は専門家が予測した技術課題の実現時期と同じ時期ぐらいに実現して欲し
いということを表している。
なお、早期実現期待度指数は小数点2位以下も算出されているがここでは見や
すさの点から省略している。したがって、表中の指数が同じでも小数点2位以下
の数字が異なっているので順位は異なる。
191課題の早期実現期待度指数については、指数0（専門家が予測した技術課題
の実現時期と同じ時期ぐらいに実現して欲しい）以上の課題は136課題（全体の
71．2％）あることがわかった。
また、191課題の早期実現期待度指数と実現予測時期についての関係を調べた結
果、両者の間に特に明確な関係は兄いだせなかった。（参考資料5参照）
なお、191課題全ての早期実現期待度指数及び順位については参考資料4を参照
されたい。
表3－1－1は191課題を早期実現期待度が高い順に並べたもの（上位30課題）
である。
これら上位30課題の内訳を見ると「地震予知」（設問の記述は「大地震の発生
を数日程度前に予測できるようになる」以下同様に簡鴫表現を使用）（指数8．0）、
「地震等で埋まった人間探索機械」（指数6．8）などの防災分野10課題、「がん予
防薬」（指数7．8）、「エイズ治療」（指数7．4）などの医療・福祉分野9課題、
「重油汚染海域修復」（指数6．7）、「フロン代替品」（指数6．3）などの環境保
全分野9課題、「家ダニ、かびの屋内での発生制御」（指数6．0）、「高度冬用タ
イヤ」のその他2課題となっており、安全・安心追求型の分野の課題に対する早
期実現の期待が高いことがわかる。
これは、平成5年度に科学技術政策研究所が実施した「科学技術が人間・社会
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に及ぼす影響に関する調査」における「医療、防災、環境といった人類の生存に
関わる具体的技術に対する期待が高い。」という調査結果（この調査では分野別
と20課題の個別課題に関して質問）と一致している。
ただし、アンケート実施時期（1995年2月～3月）が阪神・淡路大震災
（1995年1月17日発生）の直後であったことが、どの程度調査結果に影響
したのかについては地震前のデータがないため不明であるが、従来も期待度が高
かった「地震予知」（指数8．0）が1位となっているのはともかく「地震等で埋ま
った人間探索機械」（指数6．8）が4位、「消火活動ロボット」（指数6．3）が8
位と上位にあるのは、今回の地震の際に問題になった技術に対する期待が表れた
と思われる。
また、この表中にはないが「テロなどへの高度防止設備」（指数5．0）が35位と
なっており、アンケート調査後の3月20日に発生した地下鉄サリン事件の影響
は受けていないにもかかわらず、比較的期待度が高いことが注目される。
これに対して早期実現期待度の低い課題（低い順に30課題）（表3－1－2）
は、明確な分野に分類することは困難であるが、強いて言えば「小規模学校用生
徒役ロボット」（指数－3．9）、「ベビーシッターロボット」（指数－3．4）などの
行動省略・ロボット化、コミュニケーション簡単化といった分野に関するものが
多く、これは人間の触れ合いなどに科学技術が介在することはあまり望まれてい
ないことを示している。
さらに「大深度地下都市」（指数－4．1）、「超々高層ビル」（指数－4．1）、
「海上都市」（指数胃2．4）といった将来の重要な社会基盤であるが、ある意味で
は「現行居住環境の枠を超えた未来技術」に関しては期待度が低いことがわかる。
（＊）早期実現期待度指数＝ （＋10）×A＋（十5）×B＋0×C＋（胃5）×D＋（－10）×E
A＋B＋C＋D＋E
A：「今すぐにでも実現してほしい」と回答した人の人数
B：「予測された時期より早く実現してほしい」と回答した人の人数
C：「予測された時期ぐらいに実現してほしい」と回答した人の人数
D：「予測された時期より遅くても構わない」と回答した人の人数
E：「実現はずっと遅くても構わない」と回答した人の人数
指数0：「予測された時期ぐらいに実現してほしい」
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表3－1－1技術予測課題に対する早期実現期待度（期待度上位30課題）
室温王塾型臥＿豊艶室温狙堕産道塾
2010　　　　　　　　　　8．0
2013　　　　　　　　　　7．8
筐駐直量＿＿選塵垣塾軋＿＿－＿＿＿＿＿＿
1048地震予知
1063がん予防薬
1061エイズ治療
1094地震等で埋まった人間探索機械
1002重油汚染海域修復
1047火山噴火予知
1045集中豪雨災害の予知・予報
1046消火活動ロボット
1001フロン代替品
1049完全分解性プラスチック
1012医薬品の有効性・安全性検定法
2013動脈硬化治療
2062老人性痴呆治療
1051化学物質汚染土壌の無害化
2047地すべり、崖くずれの発生予測
1016人工眼
1022家ダニ、かびの屋内での発生制御
1052二酸化炭素排出抑制
1015アレルギー疾患治療
2048大気汚染物質除去
2045高度火災報知器
1092総合的ホームセキュリティーシステム
2002有害廃棄物の無害化
1050省化学肥料型農業
2094地震発生警報システム
1020障害者用意志言語変換ポータブル装置
2049酸性雨被害回復
2076高度冬用タイヤ
1044集中豪雨等局地気象の短時間予報
1064精神分裂症治療
??????????????????????????????????????? ??????????????????????????????????? ???????????????????????????〈???????????????? ? ????????????????????????????????????????????? ????????????????????????????????????
注）1．「質問番号」はアンケート調査における質問番号で、千の位がアンケート
調査の回数（第1回目か第2回目）を十の位及び一の位が設問番号（第1
回目の場合は問5、第2回目の場合は問1）
例：質問番号「1048」→アンケート第1回の問5（48）
2．「実現予測時期」は専門家による実現予測時期（年）
3．「早期実現期待度指数」は「今すぐにでも実現してほしい」～「実現はず
っと遅くても構わない」の5段階評価にそれぞれ＋10・＋5・0・－5・－10の点数を
付けて集計したものであり、プラス側に大きいほど早期実現への期待度が
高いことを表す。
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表3－1－2　技術予測課題に対する早期実現期待度（期待度低い順30課題）
実現予測時期早期実現期待度指数筐坦重畳＿選塁毎車名＿＿＿＿＿■■■■＿＿＿＿＿＿＿－
2075冬眠法等による生体保存
1091大深度地下都市
2089超々高層ビル
1074小規模学校用生徒役ロボット
2074ベビーシッターロボット
1029寝ているうちに若返るカプセル
2043一般の人の長期滞在用宇宙施設
1068味覚、歯ざわり測定機
1021人工現実感を利用した居間・庭園
2040海上都市
2022においコントローラー
1089立体映像会議
2066孤独緩和用対話型ロボット
2042人間型作業ロボット
2041超高速旅客機
1090宇宙半導体工場
2088空中回廊使用小型都市新交通システム
1010バイオテクノロジーによる魚の品種改良
2026次世代CATV
1043特定道路での高速リニア自動車システム
1033音声の指示でつながる電話
2032電子化オフィス
1084アイデア支援用の対話AIシステム
2090海峡横断用水中モノレール
1083数百mの高度な動く歩道
1008月の資源利用
2063海中観光
2029線路の上などを利用した立体都市
1018室内環境のパーソナル化
1040高速道路等における自動運転
2020
2016
??????????????????????????????????????????????????????????
一5．3
－4．1
－4．1
－3．9
?????????????????????????????????????????????????????????
????????????????????
一1．6
－1．6
－1．6
－1．6
－1．5
－1．4
－1．2
－1．1
注）1．「質問番号」はアンケート調査における質問番号で、千の位がアンケート
調査の回数（第1回目か第2回目）を十の位及び一の位が設問番号（第1
回目の場合は問5、第2回目の場合は問1）
例：質問番号「1048」→アンケート第1回の問5（48）
2．「実現予測時期」は専門家による実現予測時期（年）
3．「早期実現期待度指数」は「今すぐにでも実現してほしい」～「実現はず
っと遅くても構わない」の5段階評価にそれぞれ‡10，＋5，0，－5，－10の点数を
付けて集計したものであり、プラス側に大きいほど早期実現への期待度が
高いことを表す。
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②生活との関係に関する意識（生活関連度）
第1回問5②及び第2回間1②では191課題の未来技術について、生活との関係
について、生活との関係に対する意識（「大いに関係がある」、「ある程度関係
がある」、「どちらでもない」、「あまり関係がない」、「全く関係がない」）
を質問した。
ここでは、191課題の生活関連度の比較のために早期実現期待度指数と同様に
「生活関連度指数」として「大いに関係がある」～「全く関係がない」の5段階
評価にそれぞれ＋10、＋5、0、一5、－10の点数を付けて集計した。
したがって、プラス側に大きいほど生活との関連度が高いことを表しており、
指数0ほぞの技術課題と生活との関係についてはどちらともいえないということ
を表している。
また早期実現期待度指数と同様に表中の指数が同じでも小数点2位以下の数字
が異なっているので順位は異なる。
191課題の生活関連度指数については、指数0（生活との関連についてはどちら
ともいえない）以上の課題が167課題（87．4％）あった。
なお、191課題全ての生活関連度指数及び順位については参考資料4を参照され
たい。
表3－1－3は191課題を生活関連度が高い順に並べたもの（上位30課題）であ
るが、その内訳は「フロン代替品」（指数7．8）、「完全分解性プラスチック」
（指数7．2）などの環境保全分野12課題、「地震予知」（指数8．4）、「総合的ホ
ームセキュリティ・システム」（指数6．8）などの防災分野9課題、「がん予防薬」
（指数7．5）、「医薬品の有効性・安全性検定法」（指数7．1）などの医療・福祉
分野6分野、「太陽光（熱）冷暖房」（指数6．7）、「家ダニ、かびの屋内での発
生制御」（指数6．5）などのその他3課題となっている。
この結果は、生活関連科学技術課題であるか否かについて議論のある「フロン
代替品」、「重油汚染海域修復」などといった課題についても国民は生活と関連
があると見なしていることがわかった。
これらを表3－1－1の早期実現期待度が高い課題と比較するとほぼ同じ課題
が上位にきていることがわかる。
また、生活関連度が低い課題について低い順に並べたものが表3－1－4であ
り、これも表3－1－2の早期実現期待度が低い課題と比較するとほぼ同じよう
な課題が並んでいる。
ここで、191課題全てについての生活関連度指数と早期実現期待度指数との関係
を調べるために分布を調べてみたものが図3－1－1で、ここから明らかなよう
に両者の間には強い相関が見られる。
したがって生活関連度が高いと思われている課題が早期実現期待度も同様に高
く、国民が生活に関連した未来技術の早期実現を期待していることがわかる。
－13－
表3－1－3　技術予測課題に対する生活関連度（関連度高い順30課題）
筐過重＿葺＿＿＿＿＿課題短縮名 実現予執時期
2010
1998
2013
2001
2004
2004
1999
2007
2003
2001
2004
2015
2003
2003
2007
2010
2003
1999
2015
2005
2007
2004
2007
2015
2004
2006
2007
2012
2004
2004
彗星迫逗産道塾
8．4
7．8
7．5
7．2
7．1
6．9
6．8
6．8
6．8
6．8
6．7
6．6
6．5
6．5
6．5
6．5
6．5
6．5
6．4
6．4
6．3
6．3
6．3
6．3
6．3
6．3
6．2
6．2
6．1
6．0
1048地震予知
1001フロン代替品
1063がん予防薬
1049完全分解性プラスチック
1012医薬品の有効性・安全性検定法
1002重油汚染海域修復
1092総合的ホームセキュリティーシステム
2002有害廃棄物の無害化
2045高度火災報知器
1045集中豪雨災害の予知・予報
2001太陽光（熱）冷暖房
1052二酸化炭素排出抑制
2048大気汚染物質除去
1022家ダニ、かびの屋内での発生制御
2013動脈硬化治療
2061予防医学
1034都市ゴミなどの自動分別技術
1044集中豪雨等局地気象の短時間予報
1096人工降雨
2037家庭用自動分別ゴミ箱
2094地震発生警報システム
1046消火活動ロボット
1051化学物質汚染土壌の無害化
2062老人性痴呆治療
1050省化学肥料型農業
1047火山噴火予知
2049酸性雨被害回復
1015アレルギー疾患治療
2023高度浄水技術
1094地震等で埋まった人間探索機械
注）1．「質問番号」はアンケート調査における質問番号で、千の位がアンケート
調査の回数（第1回目か第2回目）を十の位及び一の位が設問番号（第1
回目の場合は問5、第2回目の場合は問1）
例：質問番号「1048」→アンケート第1回の問5（48）
2．「実現予測時期」は専門家による実現予測時期（年）
3．「生活関連度指数」は「大いに関係がある」～「まったく関係がない」の
5段階評価にそれぞれ＋10，＋5，0，－5，－10の点数を付けて集計したものであり、
プラス側に大きいほど生活との関連度が高いことを表す。
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表3－1－4　技術予測課題に対する生活関連度（関連度低い順30課題）
質問番号　　課題短縮名
2075冬眠法等による生体保存
2043一般の人の長期滞在用宇宙施設
2089超々高層ビル
1089立体映像会議
1074小規模学校用生徒役ロボット
1091大深度地下都市
1029寝ているうちに若返るカプセル
2022においコントローラー
1076地球周辺宇宙観光
1068味覚、歯ざわり測定機
2090海峡横断用水中モノレール
1021人工現実感を利用した居間・庭園
1090宇宙半導体工場
2041超高速旅客機
2088空中回廊使用小型都市新交通システム
2063海中観光
1084アイデア支援用の対話AIシステム
1008月の資源利用
1088次世代高度エレベータ
2028「気」の存在の科学的解明
2074ベビーシッターロボット
2066孤独緩和用対話型ロボット
2040海上都市
2069高度CGを用いた芸術教育、制作
2035人工現実感共有ネットワーク
1033音声の指示でつながる電話
2032電子化オフィス
2042人間型作業ロボット
2082手書き文字可読装置
1080商売用の人工現実感の立体モニター
茎現車捌時乳生活関連度指数
2020
2018
??????????????????????????????
2021
2003
2013
2011
2011
???????????????????
2010
2002
2009
2003
2005
2002
2002
2013
2005
2002
胃3．4
－2．3
－2．0
胃1．8
－1．8
－1．7
－1．2
－1．0
－1．0
－1．0
－0．9
－0．9
?????????????????????????????????????????????????
???????????????
注）1．「質問番号」はアンケート調査における質問番号で、千の位がアンケート
調査の回数（第1回目か第2回目）を十の位及び－の位が設問番号（第1
回目の場合は問5、第2回目の場合は問1）
例：質問番号「1048」→アンケート第1回の問5（48）
2．「実現予測時期」は専門家による実現予測時期（年）
3．「生活関連度指数」は「大いに関係がある」～「まったく関係がない」の
5段階評価にそれぞれ＋10，＋5，0，－5，－10の点数を付けて集計したものであり、
プラス側に大きいほど生活との関連度が高いことを表す。
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図3－1－1技術予測191課題の早期実現期待度指数と生活関連度指数との関係
????
???????
早期実現期待度指数
l・技術予胴叫
③技術に関する不安、心配
第1回問5③及び第2回問1③では191課題の未来技術について、技術の実現に
際しての不安や心配について、その有無と内容（「特に不安や心配は感じない」
と「感じる」に分け、「感じる」と答えた場合には、その不安、心配の内容につ
いて「人間の能力が低下したり、人間が怠惰になる等人間に悪い影響を与える」、
「環境が悪化したり、健康上の支障が生じる」、「情報が増えすぎたり、プライ
バシーが侵害されるなど、情報の利用の面で問題が生じる」、「技術を悪用した
犯罪が増えたり、技術を誤って使うことにより事故が増える」、「人間的な触れ
合いが減る」、「文化や倫理の面で問題が生じる」、「そのほかの不安や心配」
の7つのうち1つを選択）について質問した。
191課題の不安、心配度については、「特に不安、心配を感じない」が70％以下
の課題（30％以上の人が不安を感じると回答）が96課題（50．3％）あった。
なお、191課題全ての数値及び順位については参考資料4を参照されたい。
表3－1－5は191課題を「特に不安、心配を感じない」人が少ないもの、すな
わち、不安・心配を感じている人が多い順に並べたもの（「特に不安、心配を感
じない」が50％以下、つまり半数以上の人が何らかの不安、心配を感じている課題、
課題数35）である。
数字は「特に不安、心配を感じない」と回答した人の全回答者数に対する％で
表している。
この内訳を見てみると、「ベビーシッターロボット」（「特に不安、心配を感
じない」と回答が21．鍋、以下同じ）、「小規模学校用生徒役ロボット」（31．9％）
などのロボット技術のような人間的な触れ合いに関連する分野11課題、「電子化
オフィス」（27．9％）、「高速道路等における自動運転」（37．2％）などの利便性
・効率性向上に関する分野8課題、「食品劣化防止」（41．6％）、「バイオテクノ
ロジーによる家畜の品種改良」（41．6％）などのバイオテクノロジーや食生活に関
連する分野5課題、「大深度地下都市」（29．7％）、「超々高層ビル」（32．3％）
といった現行の居住環境や生活様式の枠を超えるような分野5課題、「冬眠法等
による生体保存」（22．1％）、「寝ているうちに若返るカプセル」（28．3％）など
の生命倫理に関する分野4課題、「人工現実感を利用した居間・庭園」（46．9％）、
「人工現実感共有ネットワーク」（47．4％）のその他2課題となっている。
その結果を表3－1－2及び表3－1－4の早期実現期待度が低い課題や生活
関連度が低い課題と比較すると人間的触れ合いに科学技術が介在するもの、現行
の居住環境の枠や生活様式の枠を超える課題などについてはほぼ似たような傾向
があることがわかる。
また、表3－1－6の「特に不安、心配を感じない」課題の上位は、早期実現
期待度や生活関連度の上位の課題というよりも「地滑り、崖くずれの発生予測」
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（92．1％）、「地震等で埋まった人間探索機械」（91．6％）などの自然事象や災害
等に対する対策や予知・予報に関する分野が30課題中11課題と多い。
したがって、国民は自然事象や災害等に対する未来技術に関しては不安は感じ
ていないが、人間的触れ合いが減少するものや食品に関する課題については不安
を感じていることがわかる。
これは、技術の進歩による人間的触れ合いの減少や安全・健康志向の高まりの
結果といえる。
なお、不安・心配を感じると回答した人について不安要因別に見てみると、次
のとおりとなる。（不安要因別10％以上の課題については参考資料4参照）
ア．「能力が低下したり怠惰になる」
・「家事ロボット」（回答者全体の43．8％の人が「能力が低下したり怠惰にな
る」と感じると回答。以下同じ。）
・「数百mの高度な歩く歩道」（41．9％）
・「人間型作業ロボット」（33．0％）
・「階段、坂も走る個人用の乗り物」（30．2％）
・「図書、資料等の自動要約作成装置」（29．5％）など
ィ．「環境悪化や健康上の支障が生じる」
・「大深度地下都市」（48．0％）
・「廃棄物処理人工島」（40．6％）
・「大深度地下工場」（40．3％）
・「超々高層ビル」（37．7％）
・「海上都市」（36．8％）など
ウ．「プライバシーが侵害される」
・「パーソナル移動電話」（28．6％）
・「次世代IDシステム」（24．0％）
・「あいまい処理可能な電話番号案内システム」（17．5％）
・「次世代CATV」（16．7％）
・「音声の指示でつながる電話」（14．3％）など
工．「犯罪や事故が増える」
・「特定道路での高速リニア自動車システム」（30．6％）、
・「高速無人貨物運搬システム」（26．4％）
・「高速道路等における自動運転」（24．0％）
・「超高速旅客機」（21．1％）
・「高密度運転通勤電車」（19．8％）など
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オ．「人間的触れ合いが減る」
・「孤独緩和用対話型ロボット」（54．7％）
・「ベビーシッターロボット」（54．5％）
・「電子化オフィス」（52．3％）
・「看護ロボット」（40．2％）
・「小規模学校用生徒役ロボット」（38．4％）など
カ．「文化、倫理面での問題」
・「冬眠法による生体保存」（37．2％）
・「臓器移植」（23．3％）
・「寝ているうちに若返るカプセル」（20．1％）
・「バイオテクノロジーによる家畜の品種改良」（11．鍋）
・「高度CGを用いた芸術教育、制作」（10．8％）など
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表3－1－5　技術予測課題に対する不安、心配
（「特に不安、心配を感じない」が50％以下（不安を感じるが50％以上）の課題）
茎墜至塾壁塑＿＿壁長．立地
2010　　　　　21．9
笠置重畳■選塗壁塾星＿＿■【＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
2074ベビーシッターロボット
2075冬眠法等による生体保存
2032電子化オフィス
1029寝ているうちに若返るカプセル
1091大深度地下都市
1074小規模学校用生徒役ロボット
2089超々高層ビル
2066孤独緩和用対話型ロボット
1013人体埋込型装置による診断・治療
2042人間型作業ロボット
1040高速道路等における自動運転
1027教師教育用コンピュータシステム
2038大深度地下工場
1072使用者の習慣を学習する家事ロボット
1017食品劣化防止
2009バイオテクノロジーによる家畜の品種改良
1010バイオテクノロジーによる魚の品種改良
2040海上都市
1043特定道路での高速リニア自動車システム
1083数百mの高度な動く歩道
1014人工臓器
2041超高速旅客機
2008バイオテクノロジーによる新作物
1038在宅勤務
2053核融合発電
1021人工現実感を利用した居間・庭園
1039階段、坂も走る個人用の乗り物
1070看護ロボット
2035人工現実感共有ネットワーク
1057全自動野菜工場
1042高速無人貨物運搬システム
2007廃棄物処理用人工島
2063海中観光
1033音声の指示でつながる電話
2043一般の人の長期滞在用宇宙施設
2020
2002
2022
2016
2006
2015
2002
2006
2013－
2008
2007
2007
2004
2000
2005
2005
2009
2015
2004
2009
2011
2003
2006
2022
2003
2007
2003
2005
??????????????????????????
?????????????????????????????????????????????????????? ????????????????? ???????? ????
注）1．「質問番号」はアンケート調査における質問番号で、千の位がアンケート
調査の回数（第1回目か第2回目）を十の位及び一の位が設問番号（第1
回目の場合は問5、第2回目の場合は問1）
例：質問番号「1048」→アンケート第1回の問5（48）
2．「実現予測時期」は専門家による実現予測時期（年）
3．「特にない」の数値はその課題が実現されることについて「特に不安や心
配は感じない」と回答した全体の回答者の割合（％）で表しており、数字
が低いほど不安、心配を感じている人が多いことを示す。
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表3－1－6　技術予測課題に対する不安、心配
（毎に不安、心配を感じなOが高い順30課題）
茎墾亘塾壁塑＿＿塑拉立上」拉
2008　　　　　92．1
2004　　　　　91．6
堂坦重畳』塵塵塵名＿胃＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿－
2047地すべり、崖くずれの発生予測
1094地震等で埋まった人間探索機械
1044集中豪雨等局地気象の短時間予報
1045集中豪雨災害の予知・予報
2091津波予報
2070高齢者、身障者に対応した公共施設
1047火山噴火予知
2045高度火災報知器
2076高度冬用タイヤ
2094地震発生警報システム
1092総合的ホームセキュリティーシステム
2060自閉症児治療
1048地震予知
2013動脈硬化治療
1081正確な長期気象予報
2001太陽光（熱）冷暖房
2062老人性痴呆治療
1059音楽療法
2024中・高年層用訓練システム
2078道路補修期間半減工事法
1020障害者用意志言語変換ポータブル装置
1046消火活動ロボット
1058気象予報に対応した冷害回避農業
1066高精細度大型カラー平面テレビ
2052ガソリン自動車なみ電気自動車
1078歴史的街並み保存
1093自動排雪システム
2048大気汚染物質除去
2006超伝導送電
1077小地域個人向け気象情報サービス
??????????????????????????????????????????????????????????????
91．5
91．2
90．2
89．9
89．5
88．9
88．8
?????????????????????????????????????????????? ?????????????????
注）1，「質問番号」はアンケート調査における質問番号で、千の位がアンケート
調査の回数（第1回目か第2回目）を十の位及び一の位が設問番号（第1
回目の場合は問5、第2回目の場合は問1）
例：質問番号「1048」→アンケート第1回の問5（48）
2．「実現予測時期」は専門家による実現予測時期（年）
3．「特にない」の数値はその課題が実現されることについて「特に不安や心
配は感じない」と回答した全体の回答者の割合（％）で表しており、数字
が高いほど特に不安、心配を感じない人が多いことを示す。
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（2）クロス集計結果
①男女別クロス集計結果
191課題に対する早期実現期待度を男女別に考察してみると、女性が男性より強
く期待している課題（上位15課題）（表3－1－7、表中の「全体指数」とは単
純集計の数値である。以下同じ。）として例えば「肌の若さを保てる化粧品」
（女性指数2．0）、「サバイバル技術習得用機械」（女性指数5．1）などが特徴的
である。
女性が男性よりも強く実現を期待している課題の中で「アレルギー疾患治療」
（女性指数6．3）、「知能化車椅子」（女性指数4．2）などの高齢者・障害者や子
供の健康などに関する分野が15課題中7課題あるのは、家庭において高齢者介護な
どの役割を主に女性が担っているという現実がある。
また、これに対して男性が女性より強く期待している課題（上位15課題）（表
3－1－8）は「特定道路での高速リニア自動車システム」（男性指数－0．8）、
「高速無人貨物運搬システム」（男性指数－0．2）などの社会基盤の充実や仕事効
率向上を指向した分野が多いことがわかる。
②年齢別クロス集計結果
191課題に対する早期実現期待度を18～29歳〔243人（19．4％）〕、30～59歳
〔745人（59．5％）〕、60歳以上〔261人（20．1％）〕の3つ年齢層別に考察してみ
ると、60歳以上が18～29歳までよりも強く期待している課題（上位15課題）
（表3－1－9）は「中高齢者の個別学習システム」（60歳以上の指数4．0）、
「高齢者、身障者に対応した公共施設」（60歳以上の指数5．2）などの高齢者介護
などに関する福祉、生活安全等に関連した分野が15課題中10課題と多い。
これは明らかに回答者自身が不便に感じていることがそのまま現れてることが
わかる。
これに対して18～29歳までの人が60歳以上の人よりも強く期待している課題
（上位15課題）（表3－1－10）については、明確な傾向が兄いだせないものの
早期実現期待度が高くて指数差が大きい課堪「道路混雑状況衛星通報システム」
（18～29歳の指数5．2）、「海外での国内教育情報ネット」（18～29歳の指数2．2）
など強いていうと情報化社会追求型ということができよう。
③製品の構造や動く仕組みなどに対する関心度別クロス集計結果
今回の調査においては、科学技術に対する関心度を計る一つの目安として第1
回問1に「製品の構造や動く仕組みなどに対する関心があるか」（関心度）の設
問を設けた。
191課題に対する早期実現期待度をこの関心度（第1回問1の「製品の構造や動
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く仕組みなどに関心があるか」の質問に対する回答を「関心高い」〔831人（66．
5％）〕、「どちらでもない」〔177人（14．2％）〕、「関心低い」〔215人（17．2％）〕
3つのグループに分けてクロス集計）に考察してみた。
この結果、関心が高いグループが低いグループよりも期待が高い課題（上位30
課題）（表3－1－11）としては、明確な傾向は兄いだせないものの早期実現期
待度が高くて指数差が大きい課題について見れば「動植物絶滅防止」（関心高い
層の指数5．5）、「臓器移植」（関心高い層の指数4．5）、人工臓器（関心高い層
の指数2．5）など強いていうと社会課題型ということができる。
以上のクロス集計結果から、そもそも今回の調査が生活関連の科学技術課題を
対象としている点もあるが、「生活者」としての女性及び特に高齢者の視点に配
慮していくことが重要であると考えられる。
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表3－1－7　女性が男性より早期実現を強く期待している課題（上位15課題）
星型亘塑壁塑＿＿全鍾進数＿
2007　　　1．0
2012　　　　4．7
2012　　　　5．9
2003　　　　3．8
2001　　　3．3
2001　　　3．6
2020　　　　5．3
2003　　　　4．3
2005　　　　3．4
2015　　　　6．1
2003　　　　6．0
2004　　　　6．2
2002　　　　5．0
2001　　　3．9
2008　　　　4．6
笠置重畳．翠塾塾塾生＿＿胃＿＿－
2073肌の若さを保てる化粧品
1028サバイバル技術習得用機械
1015アレルギー疾患治療
2021知能化車椅子
1007原紙再利用コピー
1011臓器移植
1064精神分裂症治療
1071足の不自由な人用の電気自動車
2056アレルギーを起こさない畜産食品
2062老人性痴呆治療
1022家ダニ、かびの屋内での発生制御
1012医薬品の有効性・安全性検定法
1055高度処理排水の雑用水利用
1059音楽療法
2060自閉症児治療
星道教＿皇主旨盈＿生型羞」去二塁2
－0．2　　2．0　　　　2．2
4．3　　5．1　　　　0．8
5．5　　6．3　　　　0．7
3．4　　4．2　　　　0．7
．0　　3．7　　　　0．7
3．2　　3．9　　　　0．6
5．0　　5．6　　　　0．6
3．9　　4．6　　　　0．6
3．1　　3．7　　　　0．6
5．7　　6．4　　　　　0．6
5．7　　6．3　　　　　0．6
5．9　　6．4　　　　　0．5
4．8　　5．3　　　　0．5
3．7　　4．2　　　　　0．5
4．4　　4．9　　　　　0．5
表3－1－8　男性が女性より早期実現を強く期待している課題（上位15課題）
問番号課題短締名 実現予測時期全体指 男指数 指数性別差（男一女）
1043特定道路での高速リニア自動車システム
1091大深度地下都市
1090宇宙半導体工場
1042高速無人貨物運搬システム
2085リニアモーターカー
2026次世代CATV
2041超高速旅客機
2089超々高層ビル
2040海上都市
2088空中回廊使用小型都市新交通システム
1040高速道路等における自動運転
1087通常音声入力漢字変換タイプライタ
2082手書き文字可読装置
2042人間型作業ロボット
1079パーソナル移動電話
2015　　　－1．7
2016　　　胃4．1
2013　　　－1．8
2012　　　－1．0
2007　　　　0．2
2007　　　－1．7
2011　　－1．9
2015　　　－4．1
2009　　　－2．4
2011　　－1．8
2008　　　－1．1
2008　　　　0．1
2005　　　－0．5
2013　　　－2．0
2001　　－0．3
ー0．8　－2．6　　　1．8
－3．2　　－4．9　　　1．7
－1．0　胃2．6　　　1．6
－0．2　　－1．8　　　1．6
0．9　－0．6　　　1．5
－1．0　－2．3　　　1．3
胃1．3　　－2．6　　　1．3
胃3．4　　胃4．7　　　　L2
－1．8　　－3．0　　　1．2
－1．1　－2．3　　　1．2
－0．5　胃1．7　　　1．2
0．7　－0．5　　　1．2
0．1　－1．0　　　1．1
－1．5　　－2．5　　　1．0
0．3　　－0．8　　　1．0
注）1．「質問番号」はアンケート調査における質問番号で、千の位がアンケート
調査の回数（第1回目か第2回目）を十の位及び一の位が設問番号（第1
回目の場合は問5、第2回目の場合は問1）
例：質問番号「1048」→アンケート第1回の問5（48）
2．「実現予測時期」は専門家による実現予測時期（年）
3．「早期実現期待度指数」は「今すぐにでも実現してほしい」～「実現はず
っと遅くても構わない」の5段階評価にそれぞれ＋10，‡5，0，－5，－10の点数を
付けて集計したものであり、プラス側に大きいほど早期実現への期待度が
高いことを表す。
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表3－1－9　60歳以上の年齢層が18～29歳までの年齢層よりも早期実現を強く
期待している課題（上位15課題）
茎致宣塑竺廻し＿全踵足盤上邑＝呈旦薗
2005　　　　2．2　　　－0．5
2012　　　4．7　　　　2．0
2004　　　　4．0　　　　2．5
2022　　　－2．9　　　－3．5
2003　　　　5．8　　　4．0
2004　　　　2．7　　　1．2
2004　　　3．5　　　2．1
2004　　　3．9　　　2．5
2009　　　　3．9　　　　2．5
2006　　　　3．3　　　　2．5
2008　　　　3．3　　　　2．3
2001　　　1．5　　　　0．2
2003　　　　4．9　　　　3．5
2005　　　　3．9　　　　2．5
2003　　　　6．0　　　　5．0
30～59歳60歳ゼ
2．5
3．8
4．3
胃2．5
5．9
2．7
3．6
4．1
4．1
3．0
3．0
1．5
4．8
3．8
6．0
??????????????????????
?
?．?．?．?． ????．?．???????????60歳以上盈畳＿遜遥塵遜遥」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
1025中高齢者用の個別学習システム
1028サバイバル技術習得用機械
2070高齢者、身障者に対応した公共施設
1029寝ているうちに若返るカプセル
1020障害者用意志言語変換ポータブル装置
2024中・高年層用訓練システム
1024日の不自由な人の誘導ロボット
1060高度義足
2014無侵襲血液検査
2072介助者不要高齢者、身障者生活支援住宅
2027痴呆老人欲求感知装置
2077産業用機器の操作簡単化
1034都市ゴミなどの自動分別技術
2012遺伝子治療
1022家ダニ、かびの屋内での発生制御
表3－1－1018～29歳までの年齢層が60歳以上の年齢層より早期実現を強く期
待している課題（上位15課題）
実現予測時期　全 指 30～59歳60上
1037道路混雑状況衛星通報システム
1076地球周辺宇宙観光
2032電子化オフィス
2074ベビーシッターロボット
1073テストに代わる人間性重視の評価法
1080商売用の人工現実感の立体モニター
2041超高速旅客機
2090海峡横断用水中モノレール
1065海外での国内教育情報ネット利用
1075日英リアルタイム自動通訳電話
1008月の資源利用
1089立体映像会議
2026次世代CATV
2028「気」の存在の科学的解明
2029線路の上などを利用した立体都市
2005　　　　3．3
2016　　　－1．0
2002　　　－1．6
2010　　　－3．4
2005　　　1．6
2002　　　－1．0
2011　　胃1．9
2021　　－1．6
2000　　　1．9
2008　　　1．8
2018　　　－1．6
2011　　－2．3
2007　　　－1．7
2021　　－1．1
1999　　　－1．4
5．2　　　　3．3　　　　3．1
－0．2　　　－1．2　　　－2．3
－0．5　　　－1．5　　　－2．5
－乙0　　　－3．6　　　－4．0
3．0　　　1．4　　　1．2
－0．2　　　－0．8　　　－2．0
胃0．5　　　－1．8　　　－2．2
－0．6　　　－1．5　　　－2．3
2．2　　　1．9　　　　0．6
2．5　　　1．7　　　0．9
－0．5　　　－1．6　　　－2．0
－1．5　　　－2．3　　　胃3．0
－0．5　　　－1．8　　　－2．0
－0．5　　　－1．0　　　－2．0
－0．5　　　－1．4　　　－2．0
注）1．「質問番号」はアンケート調査における質問番号で、千の位がアンケート
調査の回数（第1回目か第2回目）を十の位及び－の位が設問番号（第1
回目の場合は問5、第2回目の場合は問1）
例：質問番号「1048」→アンケート第1回の問5（48）
2．「実現予測時期」は専門家による実現予測時期（年）
3．「早期実現期待度指数」は「今すぐにでも実現してほしい」～「実現はず
っと遅くても構わない」の5段階評価にそれぞれ＋10，＋5，0，－5，胃10の点数を
付けて集計したものであり、プラス側に大きいほど早期実現への期待度が
高いことを表す。
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表3－1－11製品の構造や動く仕組みなどへの関心が高い層が低い層より早期
実現を強く期待している課題（上位30課題）
実現予測時期　全
1021人工現実感を利用した居間・庭園
1080商売用の人工現実感の立体モニター
2035人工現実感共有ネットワーク
1074小規模学校用生徒役ロボット
1076地球周辺宇宙観光
1029寝ているうちに若返るカプセル
1084アイデア支援用の対話AIシステム
2032電子化オフィス
2050動植物絶滅防止
2074ベビーシッターロボット
1023趣味等の指導用コンピュータシステム
1065海外での国内教育情報ネット利用
1010バイオテクノロジーによる魚の品種改良
1085大都市通勤用船舶輸送ネットワーク
2022においコントローラー
2063海中観光
1004道路騒音吸収装置
1011臓器移植
1041図書、資料等の自動要約作成装置
2041超高速旅客機
2088空中回廊使用小型都市新交通システム
2027痴呆老人欲求感知装置
2090海峡横断用水中モノレール
1014人工臓器
1028サバイバル技術習得用機械
1075日英リアルタイム自動通訳電話
2093家庭内応急処置情報システム
2005海洋温度差発電
1008月の資源利用
1089立体映像会議
心
2003　　　－2．6　　　－1．0
2002　　　－1．0　　　0．1
2005　　　－1．0　　　0．1
2006　　　－3．9　　　－2．5
2016　　　－1．0　　　－0．2
2022　　　－2．9　　　－1．2
2005　　　－1．6　　　－0．5
2002　　　－1．6　　　－0．5
2011　　　4．0　　　　5．5
2010　　　－3．4　　　－2．0
2003　　　0．1　　1．0
2000　　　1．9　　　2．5
2005　　　－1．7　　　－0．2
2005　　　0．1　　　0．9
2003　　　－2．3　　　－1．2
2000　　　－1．5　　　－0．5
2014　　　4．1　　　5．5
2001　　　3．6　　　4．5
2010　　　－1．0　　　0．1
2011　　－1．9　　　－0．5
2011　　－1．8　　　－0．2
2008　　　3．3　　　3．9
2021　　－1．6　　　－0．6
2009　　　1．9　　　2．5
2012　　　4．7　　　5．5
2008　　　1．8　　　2．5
2004　　　4．3　　　4．8
2008　　　2．4　　　3．2
2018　　　－1．6　　　－0．5
2011　　－2．3　　　－1．5
胃2．5　　　－3．3　　　　　　　2．3
－0．8　　　－2．0　　　　　　　2．1
－1．0　　　－2．0　　　　　　　2．1
－3．8　　　－4．6　　　　　　　2．1
－1．2　　　－2．3　　　　　　　2．1
－2．5　　　－3．2　　　　　　　2．0
－ユ．9　　　－2．5　　　　　　　2．0
－1．5　　　－2．5　　　　　　　2．0
4．0　　　3．5　　　　　　　2．0
－3．6　　　－4．0　　　　　　　2．0
0．1　　－0．9　　　　　　　1．9
1．9　　　　0．6　　　　　　　1．9
－1．6　　　－2．0　　　　　　　1．8
0．1　　－0．9　　　　　　1．8
－2．3　　　－3．0　　　　　　1．8
－1．8　　　－2．3　　　　　　1．8
3．9　　　3．8　　　　　　　1．7
3．8　　　2．8　　　　　　1．7
－1．0　　　－1．6　　　　　　　1．7
－1．8　　　－2．2　　　　　　　1．7
－1．7　　　－1．9　　　　　　　1．7
3．0　　　2．2　　　　　　　1．7
－1．5　　　－2．3　　　　　　1．7
1．9　　　0．9　　　　　　1．6
3．8　　　3．9　　　　　　1．6
1．7　　　0．9　　　　　　1．6
4．3　　　3．2　　　　　　1．6
2．4　　　1．7　　　　　　1．5
－1．6　　　－2．0　　　　　　　1．5
－2．3　　　－3．0　　　　　　1．5
注）1．「質問番号」はアンケート調査における質問番号で、千の位がアンケート
調査の回数（第1回目か第2回目）を十の位及び一の位が設問番号（第1
回目の場合は問5、第2回目の場合は問1）
例：質問番号「1048」→アンケート第1回の問5（48）
2．「実現予測時期」は専門家による実現予測時期（年）
3．「早期実現期待度指数」は「今すぐにでも実現してほしい」～「実現はず
っと遅くても構わない」の5段階評価にそれぞれ＋10，＋5，0，－5，－10の点数を
付けて集計したものであり、プラス側に大きいほど早期実現への期待度が
高いことを表す。
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3．2　制度面や各領域の視点から見た一般国民の意識調査
（1）生活関連における科学技術の貢献
科学技術の活動は、基礎的・先導的な分野や産業振興の分野のみならず、地球
・自然環境、資源、健康・医療、生活環境、防災・安全対策などの分野において
も進められており、これらの科学技術は、「地球ど調和した人類の共存」や「安
心して暮らせる潤いのある社会の構築」を目標としているといえる。
第2回間2では、これらの生活関連の分野における科学技術の貢献について質
問した。
①生活関連における科学技術のこれまでの貢献の評価
ア．単純集計結果
第2回問2（ア）では、上記の目標に対し、これまで科学技術がどの程度貢献
してきたかについて、その評価（5段階評価（「大いに貢献してきた」「ある
程度貢献してきた」「どちらでもない」「あまり貢献してこなかった」「まっ
たく貢献してこなかった」）を質問した。
その結果、「大いに貢献してきた」と答えた人は19．8％であり、「ある程度
貢献してきた」と答えた人とあわせると、貢献してきたとする意見が71．0％と
なっている。（図3－2－1）
図3胃2－1生活関連分野における科学技術の貢献（過去に対す
る評価／将来に対する期待）
ィ．クロス集計結果
（ア）年齢別クロス集計結果（以下、［年齢別］という）
18～29歳（以下、「青年層」という）、30～59歳（以下、「壮年層」という）、
60歳以上（以下、「高齢層」という）の3つの年齢別で見ると、「大いに貢献
してきた」と考える人の割合は、青年層で10．7％、壮年層で20．7％、高齢層で
25．7％となっており、年齢が高い層ほど、その割合が高くなっている。
（イ）製品の構造や動く仕組みなどに対する関心度別クロス集計結果（以下、
［関心度別］という）
「3．1」と同様に、「関心が高い」、「どちらでもない」、「関心が低い」
の3つのグループに分けてクロス集計を行った。その集計結果は、「大いに貢
献してきた」と考える人の割合については、「関心が高い」層（以下、「関心
が高い層」という）（22．5％）が、「どちらでもない」層（以下、「どちらで
もない層」という）（13．0％）や、「関心が低い」層（以下、「関心が低い層」
という）（13．0％）に比べて高くなっている。
以上から、生活関連における科学技術の貢献の評価については、「ある程度
貢献してきた」とは考えられてはいるものの、必ずしも「大いに貢献してきた」
と考えられてはいないことがわかる。
また、青年層で「大いに貢献した」とする人の割合が、壮年層、高齢層に比
べて少なくなっているが、これは、一つには、製品の構造や動く仕組みなどに
対する関心度が青年層において低い（「関心がある」と回答した人の割合は、
青年層56．0％、壮年層68．5％、高齢層70．9％、となっている。）ことに示されるよ
うに、昨今の若者の科学技術離れといわれる現象が、青年層においても現れて
いる結果と推測される。また、そのほか、高齢層、壮年層の人々は、時代をお
って電化製品、宇宙ロケット等の目ざましい技術の進歩を目のあたりにしてき
たということが反映されていると考えられる。
②生活関連分野における科学技術の今後の貢献への期待
ア．単純集計結果
第2回間2（イ）では、上記の目標に対し、今後、科学技術がどの程度貢献す
るべきと思うかについて、その期待度（5段階期待度「大いに貢献するべき」
「ある程度貢献するべき」「どちらでもない」「あまり貢献しなくてよい」
「まったく貢献しなくてよい」）を質問した。
その結果、「大いに貢献するべき」と答えた人が54．3％と過半数をしめ、
「ある程度貢献するべき」と答えた人とあわせて、貢献を期待する人が91．8％
と大多数をしめている。（図3－2－1）
ィ．クロス集計結果
［男女別］
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上記に述べた目標に対する科学技術の今後の貢献に関し、「大いに貢献する
べき」と考える割合は、男性（58．7％）の方が、女性（50．2％）より高くなっ
ている。
［年齢別］
「大いに貢献するべき」と考える人の割合は、高齢層で52．5％、壮年層で56．
6％、青年層で49．0％となっており、壮年層が高くなっている。
［関心度別］
「大いに貢献するべき」と考える人の割合が、「関心が高い層」（57．6％）
が、「どちらでもない層」（43．5％）、「関心が低い層」（48．4％）より高く
なっている。
これらの結果を、前述のこれまでの貢献に対する意見と比較すれば、「地球
と調和した人類の共存」や「安心して暮らせる潤いのある社会の構築」の目標
を達成していく上で、科学技術に対し、過去の貢献に対する評価よりも、将来
の役割への期待の方が高いことがわかる。
また、男性の方が上記の目標に対する科学技術の今後の貢献への期待が大き
いという結果は、前述したように、男性の方が女性より、製品の構造や動く仕
組みなどに対する関心度が高い（関心があると回答した人の割合は、男性76．5
％、女性57．1％となっている。）ことも関係していると思われる。
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（2）一般国民への情報提供
①一般国民への情報提供の評価
第2回間3では、生活関連分野における科学技術に関して、一般の人々に対
し情報が十分に提供されていると思うか質問した。
ア．単純集計結果
単純集計の結果は、「いいえ」が62．3％、「はい」が10．2％、「わからない」
が26．9％と否定的意見が過半数となっている。
ィ．クロス集計結果
［男女別］
否定的意見の人の割合が、男性（65．6％）が女性（59．2％）よりやや高くな
っている。
［関心度別］
否定的意見の人の割合が、「関心が高い層」（68．0％）が、「どちらでもない
層」（51．4％）、「関心がない層」（50．7％）より高くなっている。
これらの結果から、一般国民は、生活関連分野における科学技術について、
情報が十分提供されていると感じていないことがわかる。
また、製品や動く仕組みなどに対する関心が高いほど、情報が十分提供され
ていないと感じていることに留意する必要がある。
②一般国民への情報提供に関する要望
上記の十分な情報提供に関して否定的意見を持つ回答者に対し、問3胃1で
は、「どのようなことを望むか」を質問した。（なお、複数回答を可とした。）
ア．単純集計結果
「安全性、社会への影響などの情報提供」73．0％、「新聞、テレビなどによ
る積極的報道」63．9％と、これらを要望する意見が多くなっている。また、
「研究内容や進捗状況などの情報提供」46．0％、「必要に応じ利用できる情報
ネットワークの構築」27．5％、「その他」2．2％となっている。（図3胃2－2）
ィ．クロス集計結果
［年齢別］
「新聞、テレビなどによる積極的報道」を希望する人の割合は、高齢層（75．
8％）が、青年層（60．1％）や壮年層（61．1如よりも高くなっている。
これらの結果から、提供を希望する情報の具体的な内容については、研究内
容自体よりも、科学技術の安全性、社会への影響など、自らの生活に直接関係
する事柄が多くなっていることがわかる。また、情報入手手段については、必
要に応じ入手しうる能動的なものよりも、受動的な形でかつ身近に入手しうる
ものに対する要望が多くなっていると考えられる。
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図3胃2－2　生活関連科学技術に関する情報提供に対する希望
生活関連科学技術について、情報が十分に提供されていると思うか
ばい　　　　　　10．2％
いいえ　　　　　62．3％
わからない　　26．9％
安全性、社会への影響などの
情報提供
新聞、テレビなどによる
観梅的報道
研究内容や進捗状況などの
情報提供
必要に応じ利用のできる情報
提供ネットワークなどの構築
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（3）一般国民の希望に対する適合性
①一般国民の希望に対する適合性の評価
第2回問4では、生活関連分野における科学技術に関して、一般の人々の多
様な希望に沿ったものになっていると思うか質問した。（なお、複数回答を可
とした。）
ア．単純集計結果
単純集計の結果は、「いいえ」が41．2％と否定的意見が最も多数となった。
また、「わからない」が37．1％と否定的意見と同程度の数となっている。さら
に、「はい」が20．5％と肯定的意見は、最も少なくなっている。
ィ．クロス集計結果
［男女別］
否定的意見を持つ人の割合は、男性（46．3％）の方が、女性（36．3％）よりも高く
なっており、女性では「わからない」と答えた人の割合が最も高くなっている。
［年齢別］
否定的意見を持つ人の割合は、高齢層（46．3％）が、青年層（40．3％）や壮年層（3
9．6％）よりもやや高くなっている。
［関心度別］
否定的意見を持つ人の割合は、「関心が高い層」（45．4％）、「どちらでも
ない層」（34．5％）、「関心が低い層」（32．1％）となっている。
これらの結果から、一般国民は、生活関連分野における科学技術が、その希
望に沿ったものになっていると感じていないことがわかる。
（診一般国民の希望の適合性に関する要望
生活関連分野における科学技術が、一般の人々の多様な希望に沿ったものに
なっていると思うかとの間4の質問に関して否定的意見を持つ回答者に対し、
間4－1では、「どのようなことを望みますか」との質問をした。（なお、複
数回答を可とした。）
ア．単純集計結果
単純集計の結果は、「科学技術の発達に伴う人間生活への影響に関する評価
の実施」が73．7％と最も多く、「広く世論を聞くための調査の実施」が54．1％、
「個別に希望を聞き、研究に反映させる窓口の設置」が26．5％となっている。
（図3－2胃3）
ィ．クロス集計結果
［年齢別］
「広く世論を聞くための調査の実施」や「科学技術の発達に伴う人間生活へ
の影響に関する評価の実施」を望む人の割合は、高齢層（各63．6％、76．9％）や
壮年層（各53．9％、75．3射　の方が青年層（各42．9％、65．3％）よりも高くなって
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図3－2－3　生活関連科学技術と国民の希望との関係
生活関連科学技術が国民の希望に沿ったものになっていると思うか
ばい　　　　　　20．5％
いいえ　　　　41．2％
わからない　　37．1％
いる。
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これらの結果は、生活関連分野における科学技術が一般国民の多様な希望に
沿ったものとなるためには、科学技術の発達において、人間生活への影響など
を十分に評価し、一般国民の効用を最適に高めるものとなっているかの検討を
一般国民が望んでいることを示すものと考えられる。その一つの要因としては、
地球環境問題、都市の地震災害の発生など、地球的かつ長期的な観点から重要
と判断されるものへの取り組みの必要性が認識されてきていることなどもある
と考えられる。
また、広く世論を聞くための調査を多く望む結果が出ている。これは、広範
囲に広がるニーズを、きめ細かく汲み取っていくことの必要性を示唆している
とも考えられる。
なお、これらを望む人の割合は、高齢層等において高くなっていることが注
目される。
胃33－
（4）生活関連においてもっと力を入れることを望む科学技術の領域
第2回問5では、私たちが豊かでゆとりのある暮らしをしていく上で、どのよ
うな領域の科学技術に関してもっと力を入れることを望むかについて質問した。
（なお、複数回答を可とした。）
ア．単純集計結果
単純集計の結果、もっと力を入れることを望んでいる領域としては、「健康
・医療」（72．8％）、「災害対策」（69．6％）、「環境保全と資源・エネルギ
ーの有効利用」（67．1％）、「高齢者・障害者等の生活支援」（62．9％）の4
つの領域を指摘する人の割合が特に高い値となっている。
これに「住宅・住環境」（38．8％）、「交通・物流」（36．4％）、「労働環
境」（29．5％）が続いている。
また、「教育・余暇」（21．3％）、「情報・通信」（21．1％）、「消費生活
・家事」（19．9％）は、相対的に低いものとなっている。（図3－2－4）
図3－2－4　生活関連におけるもっと力を入れることを望む
科学技術の領域
健康・医療
災害対策
環境保全と資源・
エネルギーの有効利用
高齢者・障害者等の
／主活支援
住宅・住環境
交通・物流
労働環境
教育・余暇
情報・通信
消費生活・家事
その他
わからない
（％）
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［男女別］
「高齢者・障害者等の生活支援」、「消費生活・家事」の領域にもっと力を
入れることを望む人の割合は、女性（各68．6％、24．2別　の方が男性（各56．7％、
15．2％）より、高くなっている。
一方、「交通・物流」、「情報・通信」、「環境保全と資源・エネルギーの
有効利用」の領域にもっと力を入れることを望む人の割合は、男性（各40．0％、
24．0％、71．1％）の方が女性（各33．1％、18．3％、63．4％）より、高くなっている。
［年齢別］
「高齢者・障害者等の生活支援」、「消費生活・家事」の領域に、もっと力
を入れることを望む人の割合は、高齢層（各70．5％、28．7第　の方が壮年層（各
62．6％、19．2％）や青年層（各55二6％、12．3射　より高くなっている。
［関心度］
「環境保全と資源・エネルギーの有効利用」、「情報・通信」の領域にもっ
と力を入れることを望む人の割合は、「関心が高い層」（各71．2％、24．4％）
が、「どちらでもない層」（各61．6％、18．1％）や「関心が低い層」（各56．3
％、9．8％）より高くなっている。
これらの結果から、一般国民は、第一に健康・医療、ついで災害対策、環境
保全と資源・エネルギーの有効利用、高齢者・障害者等の生活支援等の科学技
術の領域に対して、もっと力を入れることを望んでいることがわかる。これは、
「3．1」の技術予測調査の課題を利用した調査結果において示された安全・
安心追求型への期待が高いという早期実現期待度の傾向に一致している。
具体的に見るために、191の技術予測課題からこの間5で述べた10種類の領
域に該当すると思われるものを整理し、表3－2－1～10に示す。健康・医療
（表3胃2－1）、災害対策（表3－2－2）、環境保全と資源・エネルギー
の有効利用（表3－2－3）、高齢者・障害者等の生活支援（表3－2－4）
の各領域においては大半の未来技術について早期実現期待度指数が高くなって
いることがわかる。（参考資料5参照）
－35－
注）表3－2－1～10について
1．「質問番号」はアンケート調査における質問番号で、千の位がアンケート調査の回数（第1回
目か第2回目）を十の位及び一の位が設問番号（第1回目の場合は問5、第2回目の場合は問1）
を表す。
例：質問番号「1048」→アンケート第1回の間5（48）
2．「実現予測時期」は専門家による実現予測l時期（隼）を表す。
3．「早期実現期待度指数」は「今すぐにでも尖現してほしい」～「実現はずっと遅くても構わな
い」の5段階評価にそれぞれ＋10、＋5、0、－5、一10の点数を付けて集計し、回答者全体で平均をとっ
たものであり、プラス側に大きいほど早期実現への期待度が高いことを表す。
4．「生活関連度指数」も、「早期実現期待度指数」と同様に計算したものである。
表3－2－1　技術予測191課題中「健康・医療」に関する課題
質問番号　課題短縮名　　　　　　　　　　　　　　　実現予測時期　早期実現期待度指数　生活関連度指数
1063がん予防薬
1061エイズ治療
1012医薬品の有効性・安全性検定法
2013動脈硬化治療
1015アレルギー疾患治療
1064精神分裂症治療
1062ストレスによる精神障害の予防
2015胎児の先天異常治療
2061予防医学
2060自閉症児治療
2058飲み込みカプセル型内視鏡
2012遺伝子治療
1059音楽療法
2014無侵襲血液検査
2059在宅診断システム
1011臓器移植
2056アレルギーを起こさない畜産食品
2036作業者疲労監視医学システム
1014人工臓器
1026個人に最適の睡眠環境整備法
1086実験動物に代替するテスト法
2057健康度測定技術
2011個人用栄養適正指針
1013人体埋込型装置による診断・治療
1029寝ているうちに若返るカプセル
2013
2006
2004
2007
2012
2020
2009
2013
2010
2008
2003
2005
2001
2009
2005
2001
2005
2005
2009
2006
2007
1999
2002
2006
2022
7．8
7．4
6．2
6．1
5．9
5．3
5．1
5．0
4．8
4．6
4．0
3．9
3．9
3．9
3．7
3．6
3．4
2．5
1．9
1．7
1．6
1．5
1．4
0．2
7．5
5．5
7．1
6．5
6．2
4．1
5．4
4．8
6．5
3．6
5．1
5．5
5．0
4．9
5．5
5．0
4．6
3．7
4．2
3．3
1．6
3．4
3．6
4．1
－2．9　　　　　　　　－1．2
一36－
表3－2－2　技術予測191課題中「災害対策」に関する課題
質問番号　課題短縮名
胃胃l■■■tt■．t胃■■■t■ll■1－．．．．．．．．．．．－．．－．l．．tt．t■■－．－t■■t■■t■■－．・．．．－．一一一．－．・．・．．t．．．llllllllllll．llllltlllllltltllttttlllllllllllllll．1－
1048地震予知
1094地震等で埋まった人間探索機械
1047火山噴火予知
1045集中豪雨災害の予知・予報
1046消火活動ロボット
2047地すべり、崖くずれの発生予測
2045高度火災報知器
1092総合的ホームセキュリティ・システム
2094地震発生警報システム
1044集中豪雨等局地気象の短時間予報
1095テロなどへの高度防止設備
1096人工降雨
1028サバイバル技術習得用機械
1058気象予報に対応した冷害回避農業
2044高度緊急時自動列車停止システム
2091津波予報
2092高安全性航空管制システム
2095人間行動警報システム
寒現予測時期早期実現期待度指数　生活関連度指数
2010
2004
2006
2001
2004
2008
2003
1999
2007
1999
2008
2015
20I2
2009
1999
2001
2003
2008
8．0
6．8
6．6
6．5
6．3
6．0
5．9
5．9
5．8
5．5
5．0
4．8
4．7
4．5
4．3
4．1
4．1
0．3
表3－2－3　技術予測191課題中「環境保全と資源・エネルギーの有効利用」に関する課題
8．4
6．0
6．3
6．8
6．3
5．9
6．8
6．8
6．3
6．5
4．5
6．4
5．2
5．3
4．5
4．2
4．0
2．0
質問番号　課題短縮名　　　　　　　　　　　　　　　　実現予測時期　早期実現期待度指数　生活関連度指数
1002重油汚染海域修復
1001フロン代替品
1049完全分解性プラスチック
1051化学物質汚染土壌の無害化
1052二酸化炭素排出抑制
2048大気汚染物質除去
2002有害廃棄物の無害化
1050省化学肥料型農業
2049酸性雨被害回復
1003熱帯林再生
1055高度処理排水の雑用水利用
1034都市ゴミなどの自動分別技術
2001太陽光（熱）冷暖房
2004アルコール燃料バス・トラック
2037家庭用自動分別ゴミ箱
2052ガソリン自動車なみの電気自動車
1004道路騒音吸収装置
2050動植物絶滅防止
2003砂漠化防止植物
1007原紙再利用コピー
2051風力発電
1054宇宙太陽発電
2006超伝導送電
1006水素自動車
1005高効率太陽電池
2004
1998
2001
2007
2015
2003
2007
2004
2007
2007
2002
2003
2004
2003
2005
2008
2014
2011
2009
2001
2004
2017
2020
2013
2004
6．7
6．3
6．3
6．0
5．9
5．9
5．8
5．8
5．7
5．2
5．0
4．9
4．8
4．5
4．2
4．2
4．1
4．0
3．4
3．3
3．3
3．3
3．3
3．1
2．9
6．9
7．8
7．2
6．3
6．6
6．5
6．8
6．3
6．2
6．0
5．8
6．5
6．7
5．9
6．4
5．4
5．7
3．6
3．8
3．5
4．2
4．9
4．6
5．1
4．2
ー37－
1053深海底石油採取
2005海洋温度差発電
2007廃棄物処理用人工島
1056バイオテクノロジーによる作物の品種改良
2010食料増産
1009海洋牧場
2053核融合発電
2054深海底鉱物資源採取
2008バイオテクノロジーによる新作物
2009バイオテクノロジーによる家畜の品種改良
2038大深度地下工場
1008月の資源利用
??????????????????? ?????????????????????? ?????????????? ???????????????? ??????????????
?????
表3－2－4　技術予測191課題中「高齢者・障害者等の生活支援」に関する課題
????????????????? ?????????????????
?
質問番号　課題短縮名 実現予測時期　早期実現期待度指数　生活関連度指数
2062老人性痴呆治療
1016人工眼
1092総合的ホームセキュリティ・システム
1020障害者用意志言語変換ポータブル装置
1071足の不自由な人用の電気自動車
2070高齢者、身障者に対応した公共施設
1060高度義足
2021知能化車椅子
1024日の不自由な人の誘導ロボット
2018家庭介護用テレビ電話
2072介助者不要高齢者、身障者生活支援住宅
2027痴呆老人欲求感知装置
1070看護ロボット
2067身障者機能補助ロボット
2024中・高年層用職業訓練システム
2068高齢者、身障者生活指導用機械
2055高齢者支援農業用ロボット
2015
2019
1999
2003
2003
2004
2004
2003
2004
2001
2006
2008
2003
2003
2004
2003
2004
表3－2－5　技術予測191課題中「住宅・住環境」に関する課題
6．1
6．0
5．9
5．8
4．3
4．0
3．9
3．8
3．5
3．4
3．3
3．3
3．2
3．1
2．7
2．7
2．1
6．3
5．4
6．8
4．5
4．0
4．2
3．6
3．5
3．6
4．3
4．4
4．7
5．1
3．0
3．7
3．8
3．1
実現予測時期早期実現期待度指数　生活関連度指数質問吊り　一、－1－拙い所け－
1022家ダニ、かびの屋内での発生制御
2030建物、構造物の耐久性向上
1069空間の変更、部品交換の容易な住宅
1088次世代高度エレベータ
1018室内環境のパーソナル化
2029線路の上などを利用した立体都市
2040海上都市
1021人工現実感を利用した居間・庭園
2043一般の人の長期滞在用宇宙施設
2089超々高層ビル
1091大深度地下都市
－38－
2003
2000
2003
2008
2001
1999
2009
2003
2018
2015
2016
6．0　　　　　　　　6．5
3．8　　　　　　　　5．0
1．0　　　　　　　　2．6
胃1．1　　　　　　　－0．5
－1．2　　　　　　　　0．9
－1．4　　　　　　　　0．5
－2．4　　　　　　　－0．3
－2．6　　　　　　　－0．9
－2．7　　　　　　　－2．3
－4．1　　　　　　　－2．0
－4．1　　　　　　　胃1．7
表3胃2－6　技術予測191課題中「交通・物流」に関する課題
実現予測時期　早期実現期待度指数　生活圏連座塑蓼質問番号　課題短縮名
2046一般道路用自動ブレーキシステム
2078道路補修期間半減工事法
2052ガソリン自動車なみ電気自動車
2031高密度運転通勤電車
2085リニアモーターカー
1085大都市通勤用船舶輸送ネットワーク
2087大都市地下の貨物自動輸送システム
1039階段、坂も走る個人用の乗り物
1042高速無人貨物運搬システム
1040高速道路等における自動運転
1083数百mの高度な動く歩道
2090海峡横断用水中モノレール
1043特定道路での高速リニア自動車システム
2088空中回廊使用ノ」、型都市新交通システム
2041超高速旅客機
2004
2001
2008
2001
2007
2005
2009
??????????????????????????
表3－2－7　技術予測191課題中「労働環境」に関する課題
4．7
4．5
4．2
0．3
0．2
0．1
－0．2
????????????????????
????????
5．9
4．8
5．4
1．9
1．3
1．3
1．3
??????????? ???????????
???????
質問番号　課題短縮名
1031危険環境作業ロボット
2036作業者疲労監視医学システム
2024中・高年層用職業訓練システム
2077産業用機器の操作簡単化
1038在宅勤務
2017画像合成プロセッサ
2031高密度運転通勤電車
2095人間行動警報システム
2042人間型作業ロボット
寒現車邸時期早期実現期待度指数　生活関連度指数
2001
2005
2004
2001
2006
2000
2001
2008
2013
表3－2－8　技術予測191課題中「教育・余暇」に関する課題
3．8
2．5
2．7
1．5
0．5
0．4
0．3
0．3
－2．0
3．2
3．7
3．7
1．9
2．3
0．7
1．9
2．0
0．1
質問番号　課題短縮名　　　　　　　　　　　　　　　尖現予測時期　早期実現期待度指数　生活関連度指数
2024中・高年層用職業訓練システム
1025中高齢者用の個別学習システム
1073テストに代わる人間性重視の評価法
1019サイエンスミュージアム
1036操作を通じての専門能力学習技術
2065伝統的技術、芸術文化習得プログラム
1023趣味等の指導用コンピュータシステム
2069高度CGを用いた芸術教育、制作
1027教師教育用コンピュータシステム
1076地球周辺宇宙観光
2063海中観光
2066孤独緩和用対話型ロボット
1074小規模学校用生徒役ロボット
2004
2005
2005
2001
2005
2001
2003
2003
2007
2016
2000
2002
2006
2．7
2．2
1．6
1．4
0．5
0．4
0．1
3．7
3．6
2．2
2．0
1．4
1．1
1．2
一0．8　　　　　　　－0．2
－0．9　　　　　　　　0．8
－1．0　　　　　　　　－1．0
－1．5　　　　　　　　－0．5
－2．1　　　　　　　－0．3
胃3．9　　　　　　　　－1．8
肩39一
表3－2－9　技術予測191課題中「情報・通信」に関する課題
実現予測時期　早期実現期待度指数　生活関連度指数質問番号　株題短縮名
2093家庭内応急処置情報システム
1030緊急時用双方向ポケットベル
1037道路混雑状況衛星通報システム
1065海外での国内教育情報ネット利用
2080自動翻訳装置
1075日英リアルタイム自動通訳電話
1078歴史的街並み保存
2083電子図書館
1066高精細度大型カラー平面テレビ
2034音声と映像で答える相談システム
1032生活情報提供の対話型映像情報システム
2019電子カメラ・アルバム
1087通常音声入力漢字変換タイプライタ
1079パーソナル移動電話
1035あいまい処理可能な電話番号案内システム
2064立体テレビ
2086電子投票
2082手書き文字可読装置
1082文字情報を人間並に音声化する機械
2084次世代IDシステム
2081電子化新聞・手紙
2035人工現実感共有ネットワーク
1080商売用の人工現実感の立体モニター
1041図書、資料等の自動要約作成装置
2028「気」の存在の科学的解明
1084アイデア支援用の対話AIシステム
2032電子化オフィス
1033音声の指示でつながる電話
2026次世代CATV
lO89立体映像会議
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4．3
1．4
1．8
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表3－2－10　技術予測191課題中「消費生活・家事」に関する課題
実現予測時期　早期実現期待度指数　生活関連度指数質問番号　課題短縮名
tllllllllltl．1llllllllllll胃lllllllllllltllllllllllllltlttllllllllllllllllllllllllltll胃tt胃胃胃胃胃胃ltttttttttttttttttttttttttt－
2076高度冬用タイヤ
2023高度浄水技術
1093自動排雪システム
2016生鮮食品の長期鮮度保持
2033薬品、食品の無菌包装化
1081正確な長期気象予報
2020自己修理機械
2079外部空間用省エネ型エアコン
2073肌の若さを保てる化粧品
1077小地域個人向け気象情報サービス
2039消押者の好みの製品の安価生産技術
2025機械の使いやすさの科学的計測技術
2071家庭用生鮮食品鮮度調整機械
1057全自動野菜工場
1017食品劣化防止
1072使用者の習慣を学習する家事ロボット
1067伝統の味などを好みに調節できる技術
2022においコントローラー
1068味覚、歯ざわり測定機
2074ベビーシッターロボット
1999
2004
2002
1999
2003
2003
2003
2002
2007
1999
2008
2006
2005
2005
2000
2004
2002
2003
2003
2010
5．6
4．7
4．5
3．3
3．1
2．5
1．7
1．6
1．0
0．9
0．8
0．1
0．0
－0．1
－0．2
－0．7
－0．9
5．6
6．1
4．7
5．2
4．6
3．6
2．6
2．6
2．1
2．2
2．4
0．9
2．3
3．0
3．1
2．0
1．2
－2．3　　　　　　　肩1．0
－2．6　　　　　　　－1．0
－3．4　　　　　　　－0．4
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（5）高齢者・障害者の暮らしと科学技術
第2回間6では、高齢者や障害者が、安心で快適な暮らしをしていく上で、科
学技術にどのようなことを望むかについて質問した。（なお、複数回答を可と
した。）
ア．単純集計結果
単純集計の結果、各選択肢を望む人の割合は、「災害時や緊急時においても
安心できるようになる」（74．7％）、「看護・介護が容易になる」（71．3％）
が高く、次に、「高齢者や障害者が働きやすくなる」（57．5％）、「健康の維
持・増進が図られる」（50．6％）、「日常の製品や住宅、施設等が利用しやす
くなる」（45．9％）と続き、「日常の移動が容易になる」（30．3％）、「学習
や社会参加活動が容易になる」（27．0％）は、相対的に低いものとなっている。
（図3－2－5）
図3－2－5　高齢者や障害者が安心で快適な暮らしをしていく
ために科学技術に望むこと
災害時や緊急時においても
安心できる
看護・介護が容易になる
高齢者や障害者が働き
やすくなる
健康の維持・増進が図られ
る
日常の製品や住宅、施設等
が利用しやすくなる
日常の移動が容易になる
学習や社会参加活動が容易
になる
わからない
その他
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（％．）
ィ．クロス集計結果
［男女別］
「高齢者や障害者が働きやすくなる」や「災害時や緊急時においても安心で
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きるようになる」を望む人の割合は、女性（各61．2％、77．6射　が男性（各53．6
％、71．6％）より高くなっている。
［年齢別］
「健康の維持・増進が図られる」を望む人の割合は、高齢層（64．4％）において
壮年層（44．0％）や青年層（47．9％）より高くなっている。また、「日常の製品や住
宅、施設等が利用しやすくなる」及び「日常の移動が容易になる」を望む人の
割合は、壮年層（各48．1％、31．5％）や青年層（各46．1％、35．8％）が高齢層（各
39．5％、21．5％）よりもが高くなっている。
［関心度別］
「健康の維持・増進が図られる」を望む人の割合は、「関心が高い層」（55．
2％）が、「どちらでもない層」（40．1％）や「関心が低い層」（41．9％）より、
高くなっている。
これらの結果は、高齢者・障害者が暮らしていく上で、科学技術の分野にお
いても、災害時や緊急時においても安心できるようになること、あるいは、看
護・介護が容易になることなどが、高く望まれていることを示している。また、
働きやすくなること、健康の維持・増進、日常製品や住宅、施設などが利用し
やすくなることなどがこれに続いている。これらから、安全・安心の確保が、
利便性の向上より、強く望まれていることがわかる。
なお、各選択肢に対し、技術予測191課題から対応するものを記すと表3－
2－11のようになる。但し、各選択肢に共通するものについては、基本的生体
機能として分類した。
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表3－2－11技術予測191課題中「高齢者・障害者の暮らし」に関する課題
（第2回問6の項目による分類）
質問番号　課題短縮名　　　　　　　　　　　　　　　　実現予測時期　早一期実現期待度指数　生活関連度指数
⊥＿」星室畦堂竪急瞳にお吏工＿も皇道ヱ皇る＿よ＿iになる
1092総合的ホームセキュリティ・システム
2018家庭介護用テレビ電話
2－重量二公立が塵易＿になる
2072介助者不要高齢者、身障者生活支援住宅
2027痴呆老人欲求感知装置
1070看護ロボット
旦＿直匪畳空陸重畳避飽皇堂上もなる
2067身障者機能補助ロボット
2024中・高年層用職業訓練システム
2055高齢者支援農業用ロボット
4＿」藍昼型組技工迫退避国＿られる
2062老人性痴呆治療
2068高齢者、身障者生活指導用機械
且＿＿＿月濫旦製品堂鑑皇」薗遥雲迫迎1凪上皇主上
2070高齢者、身障者に対応した公共施設
1024日の不自由な人の誘導ロボット
且＿＿巨＿藍の技塾遊星易になる
1071足の不自由な人用の電気自動車
2021知能化車椅子
1024日の不自由な人の誘導ロボット
＿Z＿＿一望豊里社会参迦遥勉蚕室易になる
（特に該当なし）
土工ヱムヨ邑直な基本飽生座毯誌
1016人工眼
1020障害者用意志言語変換ポータブル装置
1060高度義足
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（6）日々の仕事と科学技術
第2回間7では、通勤等を含め日々の仕事との関係で、科学技術に対してどの
ようなことを望むかについて質問した。（なお、複数回答を可とした。）
ア．単純集計結果
単純集計の結果、各選択肢を望む人の割合は、高いものから、「労働環境の
健康・安全面における改善が図られる」（63．2％）、「通勤ラッシュ、通勤時
間等の通勤環境の改善が図られる」（50．5％）があり、次に「仕事の面白さや
ゆとりなどに対しての配慮がなされる」（40．8％）、「いわゆる『きつい、汚
い、危険（3K）』な作業の機械化が図られる」（39．9％）と続き、「仕事場
における労力の軽減が図られる」（29．4％）、「科学技術の急速な進歩等に対
応した技術を習得する仕組みが作られる」（29．0％）、「情報ネットワーク・
システムなどにより在宅勤務が実現される」（24．7％）は相対的に低いものと
なっている。（図3－2－6）
図3－2－6　日々の仕事との関係で科学技術に望むこと
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労働環境の健康・安全而l
おける改善
通勤ラッシュ、通勤時間等の
通勤環境の改善
仕事の面白さやゆとりなど
対しての配慮
3K作業の桂城イ
仕事場における労力の軽
科学技術の急速な進歩等に対
した技術を習得する仕経lみ
情報ネットワーク・システ
などによる在宅勤務の実現
わからな
ィ．クロス集計結果
［年齢別］
「仕事場における労力の軽減が図られる」を望む人の割合は、青年層（22．6
射、壮年層（29．3％）、高齢層（36．0％）と年齢が高くなるほど高くなり、「い
わゆる『きつい、汚い、危険（3K）』な作業の機械化が図られる」を望む人
の割合は、高齢層（44．1％）や壮年層（41．2％）が、青年層（31．3％）より高くな
っている。また、「科学技術の急速な進歩等に対応した技術を習得する仕組み
が作られる」を望む人の割合は、高齢層（36．4％）が青年層（27．0％）、壮年層
（27．2％）より高くなっている。
［関心度別］
集計結果は、「労働環境の健康・安全面における改善が図られる」を望む人
の割合が、「関心が高い層」（65．2％）及び「どちらでもない層」（65．0％）
において、「関心が低い層」（53．0％）より高くなっている。また、「仕事の
面白さやゆとりなどに対しての配慮がなされる」や「科学技術の急速な進歩等
に対応した技術を習得する仕組みが作られる」においては、「関心が高い層」
（各42．7％、32．3％）が、「どちらでもない層」（各37．3％、22．0％）、「関
心が低い層」（各37．2％、21．9％）より望む人の割合が高くなっている。
これらの結果から、労働環境の健康・安全面の改善や通勤環境の改善などに
おいて科学技術に対する一般国民の期待が高いことがわかる。また、今後高齢
社会を迎えることを考慮すれば、高齢層において壮年層、青年層より望む人の
割合が高いものについて留意する必要がある。
なお、各選択肢に対し、技術予測191課題から対応するものを記すと表3－
2胃12のようになる。
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表3－2－12　技術予測191課題中「口々の仕事と科学技術」に関する課題
（第2回間7の項目による分類）
質問番号　課題短縮名　　　　　　　　　　　　　　　実規子測時期　早期実現期待度指数　生活関連度指数
土＿－＿＿豊飽盈星型塵塵二安全直にお止る改善赴図られる
2036作業者疲労監視医学システム
2095人間行動警報システム
之＿」昼勤乏＿2＿乞1」迫∃迦射乳星型通勤最遠担i改善呈出透
2031高密度運転通勤電車
1085大都市通勤用船舶輸送ネットワーク
註＿」±塾功直良さ空虚＿と旦虹とに迫土工配庭直なさあ透
2025機械の使いやすさの科学的計測技術 2006
4　いわゆる「きつい、汚い、危険（3K）」な作業の機械化が図られる
1046消火活動ロボット
1031危険環境作業ロボット
2055高齢者支援農業用ロボット
2042人間型作業ロボット
＿5＿⊥仕重畳にお止る豊力旦経過塑凪も逸る
2077産業用機器の操作簡単化
2017画像合成プロセッサ
2004
2001
2004
2013
6－＿＿軋堂迫鮭旦急速な進歩笠に軋直上」並歯皇室建出二五仕組養蚕腫迄お透
2024中・高年層用職業訓練システム　　　　　　　　　　　2004
L」童亜主上上旦＝之＿二と互主立など堤＿よ旦在室勉遜逝去遡追＿塾
1038在宅勤務
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（7）資源有効利用・廃棄物処理と科学技術
第2回問8では、資源の有効利用や廃棄物の処理を図っていく上で、科学技術
に対してどのようなことを望むかについて質問した。（なお、複数回答を可とし
た。）
ア．単純集計結果
単純集計の結果、各選択肢を望む人の割合は、高いものから、「資源の再利
用がふえる」（79．1％）、「廃棄物による環境への影響が低減される」（78．7
％）、「ゴミの分別・収集が清潔・簡単にできるようになる」（68．0％）があ
り、「製品などが長く使えるようになる」（43．3％）及び「少ない資源で製品
などが作られる」（42．2％）は、相対的に低いものとなっている。（図3－2
胃7）
図3－2－7　資源の有効利用・廃棄物処理に関して
科学技術に望むこと
資源の再利用がふえる
廃安物による環境への影響が
低減される
ゴミの分別・収集が清潔・
簡単にできるようになる
製品などが長く使えるように
なる
少ない資源で製品などが作ら
れる
わからない
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（％）
ィ．クロス集計結果
［年齢別］
集計結果は、「ゴミの分別・収集が清潔・簡単にできるようになる」につい
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ては、望む人の割合が、青年層61．3％、壮年層68．2％、高年層73．6％と年齢層
が高くなるほど、高くなっている。
これらの結果から、一般国民において、資源の再利用の増加に対する科学技
術への期待が高いことがわかるとともに、廃棄物による環境への影響の低減や
ゴミの分別・収集の清潔・簡単化に対する科学技術の役割への期待が高いこと
がわかる。一方、科学技術による製品の寿命の長期化や、少資源型製品の開発
に対する一般国民の期待は、資源の再利用より低いものとなっている。
なお、各選択肢に対し、技術予測191課題から対応するものを記すと表3－
2－13のようになる。
－49一
表3－2－13　技術予測191課題FF】「資源の有効利用や廃棄物の処理」に関する課題
（第2回問8の項目による分類）
質問番号　課題短縮名　　　　　　　　　　　　　　　実現予測時期早期実現期待度指数　生活関連度指数
⊥＿」乱狙堕直弘温昼ふ去る
1055高度処理排水の雑用水利用
1007原紙再利用コピー
ヱ＿底産物による還塩会旦畳饗蚕低減される
1001フロン代替品
1049完全分解性プラスチック
2002有害廃棄物の無害化
2007廃棄物処理用人工島
ユー＿呈ミ＿旦分弧⊥収監変造温＿」配塾三笠亘る＿よう＿にな透
1034都市ゴミなどの自動分別技術
2037家庭用自動分別ゴミ箱
4＿＿＿製品な＿ど塵長上」藍去るよう＿になる
（特に該当なし）
旦＿＿＿坐な吏盗遮ヱ製品など赴任られる
（特に該当なし）
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4　まとめ一生活関連科学技術政策の樹立に向けて
本年度のアンケート調査においては、一般国民を対象に技術予測調査の成果を
利用した人間・社会に関わりの深い191個別課題に関して早期実現期待度、生活関
連度、不安・心配度について調査を実施した。
このように191もの具体的な個別課題に関するアンケート調査はこれまで前例が
なく、今回初めて明らかになった調査結果は、具体的な個別課題に関する国民の
声ということで極めて意義深いものがある。政策担当者や研究従事者は、この結
果を真撃に受けとめて実際の政策立案、研究推進や製品開発にあたるべきである。
また、今回の調査においては制度面や各領域に関する意識調査も併せて行うこ
とにより、生活関連科学技術の推進にあたっての具体的な制度面や領域に関して
も配慮すべき点が明らかになった。
これらのアンケート調査結果を踏まえて、現時点での生活関連科学技術政策に
関する意見を以下のようにとりまとめた。
（1）生活関連科学技術における防災、健康・医療、環境、福祉の分野の重要性
今回の調査によって、「地震・火山噴火予知」、「がん予防薬」、「エイズ治
療」、「フロン代替品」など早期実現期待度が高い具体的な課題名が明確になる
とともに、個別の課題についても指数化された期待度が求められた。
この結果は、今後の政策立案、研究推進や製品開発にあたっての優先度や重要
度を決める一つの指標として活用されるべきである。
また、従来の調査結果においても防災、健康・医療、環境、福祉の分野が重要
であることがわかっていたが、今回の191課題に関する調査により、個別課題レベ
ルでも防災、健康・医療、環境、福祉といった分野の生活関連科学技術について
の早期実現期待度が高いことが実証された。
生活重視の政策展開にあたっては、これらの分野の研究開発をより一層強化し
ていくことが望まれる。
（2）生活関連科学技術の対象課題
「生活関連科学技術」の定義はあいまいであり、様々な議論がなされているが、
今回の調査において生活関連度、早期実現期待度を調査したことにより、個別具
体的な課題と「生活との身近度」が明らかになった。
このような調査方法により、一般国民が生活関連科学技術として具体的にどの
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ような個別課題や分野、領域を考えているのかが明らかになった。
この結果、国民にとって「生活」という概念は、家庭生活という狭い範囲だけ
でなく、環境、防災等を含めて幅広く理解されていることが明らかになった。生
活科学技術政策の立案にあたっては、このように「生活」の対象を広くとって検
討を進めていく必要がある。
また、生活関連度が高いとされた課題については、早期実現期待度も高いこと
が明らかになっており、国民のニーズとして生活関連度の高い課題をより積極的
かつ重点的に推進していく必要がある。
（3）生活関連科学技術推進にあたっての留意点
①技術実現に際しての不安、心配への対応
今回の調査においては、「その技術が実現されることに対して不安、心配を感
じている」と答えた人が3割以上を越える個別課題数は、半数に達している。
また、不安、心配の具体的内容についても明らかになったので、各個別課題の
政策担当者や研究従事者はその点を十分留意して研究の推進や製品の開発を行う
べきである。
これは（諺の制度面での問題点とも関係するが、課題の実施に関しては、その研
究の意義、内容、問題点といった点をできるだけ国民に対して明らかにし、課題
推進にあたってのコンセンサスを得る必要がある。
②情報提供等諸制度の充実
制度面の課題としては、まず、6割以上の人が情報の提供に関して不十分であ
ると考えており、そのためには安全性、社会への影響及び研究内容や進捗状況な
どの情報提供、新聞、テレビなどによる積極的報道などを強く望んでいる。
これら国民の期待に答えることが重要であるが、研究内容や進捗状況などの情
報提供については、科学技術の悪用の危険性、機微技術や知的所有権などの問題
があることにも留意すべきである。
また、多様な希望に沿った科学技術の実現に向けては、科学技術の発達に伴う
人間生活への影響に関する評価、広く世論を聞くための調査の実施などが強く望
まれている。
したがって、生活関連科学技術の実施にあたっては、このような国民の要望を
十分に配慮した制度の充実を図っていく必要がある。
一52－
これらの結果を踏まえ、平成7年度（最終年度）においては有識者に対するア
ンケート調査等を実施し、生活関連科学技術に関する総合的な推進方策をまとめ
ることとしている。
－53－
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参考資料1
アンケート調査の質問票及び単純集計結果
ー57－

科学技術と生活とかかわりに関するアンケート（第1回目）
（単純集計結果）
（調査の趣旨）
現在、我が国においては、生活者を重視した政策の重要性が指摘されており、科学技術
についても、この趣旨に沿った政策の展開が求められております。
このアンケート調査は、科学技術会議（内閣総理大臣の諮問機関）において生活者を重視
した科学技術政策のあり方等について検討するため、科学技術と生活とのかかわりについ
ての一般の方々のお考えを広く調べようとするものです。
調査は、（社）輿論科学協会が科学技術庁・科学技術政策研究所の依頼を受けて行って
おり、その結果は平成7年夏頃に公表される予定です。
なお、このアンケート調査の回答は統計的に集計されるのみであり、個々の回答結果が
外部に公表されることはありません。
（ご記入のお願い・記入方法）
この調査は、質問項目数が多いため、前後2回に分けて実施いたします。
本日　月　日にお預けいたしました第1回目の調査のアンケート用紙は、　月　日に回収
におうかがいする際に調査員にお渡し下さい。
また、その際にお持ちする第2回目調査についてもご協力賜りますようお願いいたします。
1．ご記入は、黒または青のボールペン、万年筆または鉛筆でお願いします。
2．各質問については、該当する回答項目の番号を○で囲んで下さい。
3．「その他」にあてはまる場合は、○印に加え、ご面倒でもその内容を具体的に記述し
て下さい。
4．回答の個数については「○は1つ」「○はいくつでも」などの指示がありますので、
その指示にしたがって下さい。
5．ご不明な点がございましたら、下記担当者までお問い合わせ下さい。
祉団法人　輿論科学協会
〒151東京都渋谷区千駄ヶ谷4－8胃6　シルバービル
TEL O3－3401－1131　担当　書牟田（よしむた）
大阪事務所
〒540　大阪府大阪市中央区徳井町2－2－14　大阪屋徳井ビル
TEL O6－941－2290　　担当　矢　倉
ー59－
問1　あなたは、製品の構造や動く仕組みなどに関心がありますか。
（○は1つ）
1．非常に関心がある
2．ある程度関心がある
3．どちらともいえない
4．あまり関心がない
5．全然関心がない
無回答
12．7％
53．8％
14．2％
15．1％
2．1％
2．1％
問2　あなたは、「科学技術の発達は人々を幸せにする」という意見についてどう思いま
すか（○は1つ。）
1．まったくそのとおりだと思う　　　　　7．7％
2．そう思う
3．どちらともいえない
4．そうは思わない
5．まったくそうは思わない
無回答
33．1％
47．2％
8．9％
1．0％
2．1％
問3　あなたは、科学技術の発達には良い面と悪い面のどちらが多いと思いますか。
（○は1つ）
1．非常に良い面が多い
2．良い面が多い
3．良い面と悪い面は同じくらいである
4．悪い面が多い
5．非常に悪い面が多い
無回答
3．3％
44．4％
46．8％
3．4％
0．1％
2．1％
問4　あなたは、パソコン（家庭用ゲーム機を除く）やワープロを持っていますか。
（○は1つ）
1．両方持っている　　　　　　　　　9．9％
2．パソコンのみ持っている　　　　　7．0％
3．ワープロのみ持っている　　　32．2％
4．両方とも持っていない　　　　48．7％
無回答　　　　　　　　　　　　　　　　2．2％
－60－
問5　以下に、今後実現されるであろう重要な技術テーマと、多数の専門家が予測した、
その技術の平均的な実現時期をあげてあります。これらのテーマそれぞれについて、
つぎの（9～③の質問にお答え下さい。（数字は全て％で示しています。）
①　早期実現期待度
あなたはこの技術について、専門家が実現を予測した時期よりも早く実現してほしい
と思いますか、それともそうは思いませんか。1～5のうちから1つを選んで下さい
②　生活との関係に対する意識
この技術は、私たちの生活とどれくらい関係があると思いますか。1～5のうちから
1つを選んで下さい。
③　不安、心配
あなたは、この技術が実現されることに対して不安や心配を感じますか。1～8のう
ちから、1つを選んで下さい。
※また、「8　その他の不安や心配」を感じるとお答えになった方は、具体的に不安
や心配の内容を（　）にご記入下さい。
－61一
①　 単調実現 助持度 （わ　 生柏 との関 係に対す る懲沌 （あ　 不 安、心配
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蔓第 品 晶
1 ）オ ゾ ン層 を敬壊 せず地球温 暖化 に も間超 がな いフ ロンの代替 品が で きる。 1993年 （3 年後 ）
52．1 24．8 19．8　 2．0　 0．7　 0．6 65．9　 25．9　 5．1 1．7　 0．4　 1．0 66．5　 2．6　 25．1　 0．8　 1．8　 0．4　 0．4　 1．4　 1．4
2 ） 琵 諸 幣 流出 した石油 な どで 汚染せ れ た海 をも とに もどす ことが で 2004年 （9年 後）
46．3　 41．2 10．6　 0．6　 0．5　 0．9 52．3　 36．3　 7．0　 3．0　 0．6　 8．8 63．7　 2．7　 29．3　 0．5　 1．4　 0．2　 0．2　 1．0　 1．1
3 ）破壊 された触帯 林を もとに もどす ことが で 毒るよ うになる。 2007年 （12年後 ）
34．3　 39．2　 22．1　 2．6　 1．0　 0．8 42．6　 39．6 10．6　 5．5　 0．5　 1．2 68．4　 3．3　 22．6　 0．2　 1．3　 0．4　 1．4　 1．1 1．4
4 ） 糟 契 幣 誓 収す る装置 が道路 に設 置 され 、環墳 墓韓 ぐらい に聴音が 減 2014年 （19年後 ）
25．0　 41．2　 24．9　 5．2　 2．8　 0．9 38．0　 43．6 11．5　 4．8　 0．9　 1．2 68．7　 6．2 15．1　 0．6　 5．4　 0．3　 0．5　 1．9　 1．2
5 ）現在 のものに比q 2 倍 以上の効 率を持つ 、大 き くて薄 い太陽電 池が で 曽る。 2004年 （9 年後 ）
19．6　 33．2　 34．7　 8．6　 2．8　 1．0 26．3　 42．2　 20．4　 8．6　 1．1 1．4 81．3　 3．8　 5．9　 0．9　 4．6　 0．4　 0．4　 0．9　 1．7
6 ） クリーンなエネ ルギ ー源 であ る水素を燃料 とす る 自動車 が広 く使 われ るよ う
にな る。
2013年 （18年後 ）
19．7　 37．3　 30．2　 8．3　 3．4　 1．1 32．1　 44．2 15．0　 6．3　 0．8　 1．6 70．7　 2．5 11．4　 0．8　 8．8　 0．2　 0．3　 3．1　 2．1
7 ）用が済 んだ らコ ピーを消去 し、原紙を再度 利用 でき るコ ピーシス テムがで き
る。
2001年 （6年後 ）
25．8　 28．5　 33．9　 8．2　 2．9　 0．7 22．6　 38．5　 24．3 11．4　 1．9　 1．3 78．4　 2．2　 3．4ド　 4．8　 7．1　 0．6　 0．7　 1．0　 1．8
8 ）月 にあ る資源 （シ リコ ンな ど） を利用す る ことがで きるよ うにな る。 2018年 （23年後 ）
5．2 15．7　 38．2　22．3 17．2　 1．4 5．8　 21．9　 36．5　 25．0　 9．0　 1．7 59．4　 3．6 17．1 1．0　 7．7　 0．8　 3．4　 4．2　 2．9
9 ）寺 欝 に よ 。環境 を最適に管 軋 た効 率の よい魚の養 融 （海洋 牧場 ）が 2005年 （10年 後）
10．0 19．9　 43．2 17．6　 8．2　 1．1 16．9　 40．8　 25．6 11．7　 3．3　 1．8 59．2　 6．5　 23．2　 0．9　 2．6　 1．6　 2．2　 1．6　 2．1
10）墓誌吉 完襟 基 線 鮎 矧 洪 姑 出 船 礫 胤 に軌 、など 2005年 （10年 後）
6．2 13．0　 37．2　24．7 17．4　 1．412．8　 35．2　 28．3 16．3　 5．3　 2．1 42．ユ　　 8．2　 2乱 2　 0．9 10．8　 1．1　 7．8　 3．4　 2．4
11）鵠 空 、心臓 ・肝鷹 などの膿器 の移植 が、究在 の欧米 なみ に行わ れるよ うに 2001年 （6年 後）
30．3　 28．2　 27．8　 7．3　 5．5　 0．7 33．6　 40．6 16．7　 4．9　 2．5　 1．7 50．5　 3．8　 4．6　 2．9 10．6　 0．5　 23．3　 2．3　 1．5
12）医薬 品の有効性 や安全性 を迅速 にかつ 確実 に確 かめ るこ とが で 畠るよ うにな
る。
2004年 （9年 後）
49．6　 27．6 18．7　 2．0　 1．2　 0．9 56．3　 29．9　 9．7　 1．8　 0．6　 1．8 73．5　 4．7　 6．8　 3．0　 7．8　 0．5　 0．8　 1．1 1．8
13）鳶 鉛 糟 を埋 め込む こ とlこよ 。、病気 の診断 や治療 、健康 管即 で 2006年 （11年 後）
14．0　 22．0　 30．4 18．4 14．3　 0．9 27．0　 42．2 18．0　 8．2　 3．4　 1．2 35．9 16．7 11．0　 7．9 14．5　 3．0　 6．0　 2．6　 2．2
14）金書聖 を組 みこんだ人 工す い嵐 人工 じん臥 人工 肝耶 どの人工 臓器が 2009年 （14年 後）
15．8　 29．9　 35．6 10．2　 7．0　 1．6 26．6　 42．7 18．9　 7．3　 2．8　 1．8 44．6 12．7　 12、7　 2．2　 14．9　 1，4　 7．3　 2．1　 2．2
15）多 くの檀額の ア レル ギーを治 す ことが で きるよ うに なる。 2012年 （17年 後）
42．9　 36．1 17．1 1．9　 1．2　 0．8 44．4　 39．6 11．4　 3．1　 0．8　 0．8 76．5　 6．7　 9．9　 0．9　 2．1　 0．3　 0．8　 1．2　 1．8
18）人工 の目に より、 目が 見え ない人 が見 る ことが で きるよ うにな る。 2019年 （24年 後）
44．8　 34．6 16．0　 1．8　 1．9　 0．9 40．4　 35．9 14．4　 6．0　 1 8　 1．4 75．3　 6．3　 6．3　 1．6　 4．8　 1．0　 1．8　 0．7　 2．2
11）烹学 芸彙第舗 猷 菅 呈禦聖 等忠恕 盲管去 ミ 緒 言皇 雪た鵠 ㌘ 。・ レ ト
18）軍鶏 鮎 折 韻 与 盲 会誌嘉 島誓 急 晶蟻 挽 押 那 智 、剛 隼
19）鮎 晶ヂ紺 相 聞 磐 力 を育 て られ るサイ エ ンス ミュー ジアム （科学
20）障害者 が 自分 の意志 を音掛 こ変 換で きるポ ータ ブルな会話装 置がで 象る。
21）端 部 躍 綿 細 ！鶴 建 畏 聖 網 鮎 瓦 曹 や
22）慧晋 空電至 言謡 督 舘 消 磨 の 子脚 ア レルギーを起 こき恥 皺 に ：
23）等管 こ至 指 三二習 転 用 毒 蓄妄 競 三 と鮎 憎 君鎧 空漂 豊 壌
24）管 ㌢ ＝ ビ ングセ ンタ胃 などで、 目の不 自由甘人 を鰐導す る ロボ ッ トがで …
2000年 （5 年後）
2001年 （6年 後）
2001年 （6 年後）
2003年 （8 年後）
2003年 （8 年後）
2003年 （3年 後）
2003年 （8年 後）
2004年 （9 年後 ）
12．4 15．4　 39．5 19．0 12．7　 1．0 20．8　 38．6　 23．7　 12．0　 3．7　 1．2 41．6　 25．9　 20．6　 1．1　 2．3　 3．7　 1．4　 1．9　 1．6
9．5 12．8　 36．7　 24．9 14．9　 1．2 10．4　 30．3　 31．3 19．9　 6．8　 1．4 55．2 13．9　 5．5　 8，1　 3．4　 8．8　 2．6　 仇9　 1．7
16．3 19．9　 44．3 12．0　 6．4　 1．1 12．9　 35．2　 33．1 ユ3．5　 3．8　 1．5 83．2　 4．3　 1．3　 1．5　 2．2　 4．0　 1．4　 0．5　 1．6
42．3　 33．5 19．8　 2．2　 1．0　 1．2 30．9　 38．2　 20．2　 7．6　 1．7　 1．4 86．0　 1．9　 1．4　 3．0　 2．4　 3．1　 0．3　 0．2　 1．8
7．0 10．2　 30．7　 25．9　 24．4　 1．8 7．2　 20．1 31．2　 27．1 12．3　 2．046．9 13．1　 5．8　 2．6 11．8 10．2　 6．0　 1．2　 2．4
45．6　 32．0 17．9　 2．3　 1．3　 1．0 47．6　 38．0　 9．4　 3．1　 0．6　 1．278．6 4．9 0．9　 0．7　 1．4　 0．5　 0．2　 1．0　 1．8
11．1 18．2　 41．5 17．7 10．4　 1．1 10．6　 30．9　 33．6 16．8　 6．0　 1．9 51．7　 5．4　 0．8　 2．1 1．5　 35．5　 1．8　 0．2　 1．1
27．6　 29．5　 30．7　 6．6　 4．6　 1．0 23．4　 38．4　 25．2　 8．6　 3．0　 1．4 59．2　 3．2　 0．3　 1．1　 6．8　 26．1　 0．9　 0．3　 1．4
???
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25）宕壷更 植 譜 瞥 鍋 も 鋳 智転 調 鮎 覚、判断能力など ； 2005年 （10年後）
15．5　27．6　44．1　 9．4　 2．5　 1．0 19．0　44．0　26．2　 8．2　 1．8　 1．0 81．2　 5．1　 1．2　 2．4　 1．0　 6．2　 1．3　 0．1 1．4
28）舐 誓 訟 駅 娼 振 舞 譜 弊 豊 ㌘方法がわかるように 2006年 （11年後）
20．8　20．6　35．9 15．5　 6．2　 1．0 24．0　35．1　24．3 12．2　 2．7　 1．7 67．3 13．0　 5．9　 2．5　 5．3　 1．3　 1．8　 0．8　 2．2
27）つ盲三三曹 甥 朋 難 甜 細 心 磐 の能力を拡大するためのコ 2007年 （12年後）
7．7 14．5　40．3　25．3 11．4　 0．9 8．6　28．4　36．5 19．1　 5．7　 1．7 37．3 12．2　 1．5　 5．7　 3．4　34．7　 2．9　 0．7　 1．6
28）普雪：事故、遭難などの過削 邪 推 対処できる技術岬 得できる桝 がで 2012年 （17年後）
35．3　31．0　26．3　 4．0　 2．2　 1．1 35．9　38．5　18．3　　4．2　 1．6　 1．4 76．9　 4．6　 2．3　 1．7　 8．3　 2．8　 0．5　 0．9　 1．9
29）寝ている間に若返るようなカプセルができる。 202鵠 堵 以降）
13．8 12．0 17．0 15．2　40．7　 1．4 15．1 16．5　23．1 17．9　25．9　 1．6 28．3 18．7　 9．6　 1．2　13．9　 2．2　20．1　 3．6　 2．3
30）告辞 漕 雪原芳志雷餌 吾持 旭 丘苧即 冥営至難 悟 と、雛 した 1999年 （4 年後）
33．6　26．5　30．9　 4．6　 3．4　 1．0 31．2　40．8　19．1　 5．4　　2．0　 1．5 78．0　 1．5　 1．5　 7．3　 7．4　 1．7　 0．4　 0．2　 2．0
31）主美事墓羞禦王墓鼻と空宕諦 轟 E 急謂 塁吉幕 究晋呈筈還左だ 畠、 2001年 （8 年後）
27．3　30．7　33．8　 5．0　 2．3　 0．9 20．7　37．1 28．2　 9．5　 3．0　 1．4 71．1　 8．8　 3．2 f l．1 10．0　 2．3　 0．6　 1．0　 1．8
32）菜森識 那 珊 禦 漕 献 瓢 戯 珊 ㌍ 紺 野 る端 2001年 （6 年後）
13．5　20．0　41．6 16．3　 7．1 1．4 16．3　40．8　25．5 12．3　 3．0　 2．05 ．3 11．5　 ．8　 9．8　 5．0 14．7　 0．6　 0．3　 2．0
33）群 雲細 雪毒完裏書誓書㌘ 。、後は音声で桁 すると希望のところへ自動 2002年 （7 年後）
7．7 11．0　37．4　25．9 16．5　 1．5 8．9　24．7　33．1　22．5　 9．2　 1．6 49．2 14．4　 1．3 14．3 10．3　 7．4　 0．9　 0．2　 2．0
34）鍋 と‡雪盲最 報 告 宗吾h 雪空管と紙 ガラス那 どに日脚 に分 2003年 （8 年後）
38．9　28．1 25．1　 5．0　 2．2　 0．7 48．8　35．4 11．1　 2．6　 1．0　 1．1 81．1　 8．9　 3．3　 1．4　 1．9　 0．9　 0．8　 0．3　 1．4
35）鮨 琵 刑 から軌 でいる電耕 号を糾 できる自動粥 案内システム 2004年 （9 年後）
10．2 17．1 39．2 19．8 12．3　 1．4 10．6　28．0　34．1 17．8　　7．4　　2．0 56．9　 8．8　 0．9　17．5　 8．8　 3．7　 1．0　 0．2　 2．2
36） 取 組 譜 な技術を・実際に酢 しなが ら習射 ることができる装置 2005年 （10年後）
11．9 18．1 44．9 16．1　 7．9　 1．0 11．3　29．8　37．1 15．0　 5．3　 1．5 54．9 15．6　 1．1 1．4　 7．0　15．1　 2．9　 0．5　 1．6
37）嶺 禦 墨禦貼 盲h 莞管雷雲鶉 獣 譜 ㌘ としている道路の混雑の程度 2005年 （10年後）
26．5　30．7　28．9　 9．8　 3．8　 0．6 27．5　43．2 17．5　 8．3　 2．3　 1．1 76．1　 4．2　 2．1　 4．5　 9．5　 1．2　 0．7　 0．8　 0．9
38）芸崇 一箪お品 富岳i 罷 毒綿 雪；系三姦扁 右左ざ ミリなどの矧 こ2006年 （11年後）
10．8　21．1 41．7 18．3　 7．1 1．0 16．6　35．4　28．3　13．5　　4．6　 1．8 45．6　 9．8　 0．9　 7．3　 3．9　29．9　 0．6　 0．1 1．8
39）平なところ、階段、坂にかかわりなくどこでも走る個人用の乗物ができる。 2007年 （12年後）
10．9 14．7　38．6　20．8 15．9　 1．2 13．1 33．4　28．2 16．9　 6．7　 1．8 47．0　30．2　 8．8　 0．7　 8．5　 2．1　 0．5　 0．7　 1．5
40）吾空曹 苫嘉呈吾呈嘉も姦姦芝湧 告富里 加等曹官 幣 釈 やすなど 2008年 （13年後）
9．3　15．1　35．1 23．1 16．5　 0．9 12．9　34．7　27．5　16．7　　6．5　 1．8 37．2　29．1　 3．4　　0．8　24．0　 1．2　　0．5　　2．0　 1．8
41）図書や資料の要約を、望みの文字数で自動的に行 う装置ができる。
42）群 誠 措 譜 甥 鮎 払 禦 砦 艶 呈呈 ロメ‾ トル以上出る、貨
2010年 （15年後）
2012年 （17年後）
7．8 14．3　39．7　22．9 13．8　 1．5 8．3　24．8　34．6　21．8　 8．0　 2．5 56．8　29．5　 0．4　 2．3　 2．0　 3．0　 3．3　 0．2　 2．3
8．1 15．4　38．7　21．4 15．4　 1．111．7　28．2　31．6 18．3　 8．2　 2．0 47．8　 7．0　 9．8　 1．1　26．4　 2．4　 1．4　 2．4　 1．6
43）曹菅雷名雷 讃 急と至急等書芸至難 琶躊 完畠票 掌舘 等露 ：時速 2015年 （20年後）
7．8 14．0　33．6　23．9 19．5　 1．1 10．2　28．9　30．2 18．7　10．0　 2．1 42 8　 7．6 12．2　 1．0　30．6　 0．9　 1．2　 2．0　 1．8
44）盲議 論 鮎 毎豊 習甜 弼 融 際 豊 相 野 、集中柄 、豪 1999年 （4 年後）
2001年 （6年後）
41．8　29．0　24．7　 2．2　 1．2　 1．0 46．4　38．0 11．0　 2．5　 0．6　 1．7 91．5　 1．7　 1．2　 1．4　 1．5　 0．5　 0．3　 0．2　 1．7
45）聖 悪雪景 館 肱 土石流の発生を、か別 の精度で予知 し予射 る
50．4　29．2 17．2　 1．1　 0．6　 1．4 50．8　35．1　 9．5　 3．0　 0．2　 1．4 91．2　 0．8　 1．9　 1．8　 1．4　 0．7　 0．4　 0．2　 1．6
46）誓宏親 指 髭 描 雷鳥 空う議 だ ‾トの消火や、火災融 での生存 2004年 （9年後）
2006年 （11年後）
2010年 （15年後）
49．3　29．9 17．1　 2．2　 0．6　 1．0 47．6　33．9 13．1　 3．0　 0．7　 1．685 8　 3．1　 0．9　 0．9　 5．1 1．5　 0．6　 0．6　 1．5
47）火山の噴火を 2 － 3 日前に確実に予劃できるようになる。
48）大地震の発生を数日程度前に予測できるようになる。
52．0　29．7 15．1 1．5　 1．0　 0．8 50．3　30．3 13．0　 4．1 1．1 1．3 89．5　 1．0　 1．6　 2．6　 1．8　 0．3　 0．4　 1．2　 1．8
71．7 18．5　 7．4　 1．0　 0．7　 0．8 74．0 19．1　 5．0　 0．5　 0．2　 1．2 87．8　 0．8　 1．4　 3．1　 2．3　 0．4　 0．6　 1．8　 1．7
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49 ）土や水の 中に捨 てて も自然に分解 されて無 害な もの にな る1ラ対，タが で きる。 2001年 （6 年後）
49．7　 28．5 18．2　 2．2　 0．7　 0．6 55．7　 32．7　 8．6　 1．8　 0．1　 1．073 9 2．6 8．6　 0．3　 1．1　 0．3　 1．0　 0．8　 1．3
50）票 慌 豊 を効果 的に使 う農業が行 われ 、肥料 によ る地下水 の汚染が 減 2004年 （9年 後）
43．0　 32．3　 20．5　 2．6　 0．6　 1．0 48．5　 35．0 11．9　 3．3　　 －　 1．372 4 3．0 9．3　 0．6　 1．9　 0．3　　 －　 1．0　 1．5
51）農薬 などの化学 物質で汚 染 され た土地 を もとに もどす ことがで きるよ うにな
る。
2007年 （12年 後）
44．3　 33．4 19．3　 1．5　 0．6　 1．0 48．1 33．5 13．1　 3．8　 0．4　 1．1 74．7　 2．4 17．5　 0．6　 1．4　 0．2　 0．5　 1．0　 1．6
52）群 濃 禦 竺李 精 管 官主 抽 懲 二酸化 炭素 の排 出量 を・舵 の 8割 程 2015年 （20年後）
43．7　 34．7 17．0　 2．6　 1．0　 1．1 51．0　 32．3 12．5　 2．8　 0．4　 1．0 78．1　 2．3 14．4　 0．8　 1．5　 0．1　 0．2　 0．5　 2．2
53） 1 0 0 0 メー トル より疎い海底 か ら、 経済的 に石油 を採取 す ることがで きる
よ うにな る。
2005年 （10年後）
19．1 27．7　 40．5　 8．0　 3．8　 1．1 26．2　 42．6　 か．5　 4．9　 1．4　 1．4 61．6　 2．6　 24．4　 0．3　 6．6　 0．1　 0．6　 1．9　 1．8
54）毒鮎 駈 霊 宝聖 祭 雪盲書 聖雪 畠完葺 きルギ ‾を利 肌 て発電 し、 その 卸17年 （22年後）
23．0　 34．0　 30．6　 7．7　 3．5　 1．2 33．9　 38．2 18．4　 6．6　 1．1 1．7 72．8　 1．3 11．1　 0．8　 9．6　 0．3　 0．9　 0．9　 2．3
55）沓猫 触 言ヒ辛糟 芋言聖 茹宗棺 庸 雪 空空 悪賢 、園芸 や洗車 な 2002年 （7 年後）
35．0　 33．8　 27．1　 2．2　 0．9　 1．0 40．1 38．8 16．2　 2．7　 0．7　 1．4 82．0　 1．4 11．8　 0．4　 1．5　 0．2　 0．2　 0．3　 2．1
56）粕 孟 鏑 質 と芸と よ毒措 産 壷 露 語 富空曹 禁等盲聖 号だ な宣き い・ 2002年 （7 年後）
13．9　 23．6　 42．9 12．0　 6．2　 1．3 23．3　 43．0　 23．6　 6．0　 2．4　 1．7 51．7　 7．1 24．7　 1．0　 5．4　 0．8　 4．8　 2．4　 2．1
67）指 指 宗 主品 群 詑 架 磐 や熟度 の珂臥 収臥 包装を すべて 自動 2005年 （10年後 ）
9．4　 16．5　 43．8　 ユ9．5　 8．7　 2．1 17．2　 39．6　 28．3　 9．4　 3．3　 2．2 47．7　 21．6 11．8　 0．3　 2．6　 8．8　 1．6　 3．0　 2．5
58）雪だ 緒 ’て・高 い精度の気 象予 報に対応 して 、冷害 を防 ぐことがで きるよ 2009年 （14年後 ）
29．0　 35．5　 30．7　 2．3　 1．4　 1．1 34．3　 42．1 17．5　 3．8　 1．1 1．1 85．6　 3．4　 5．7　 1．4　 1．1　 0．5　 0．2　 0．2　 1．9
59） 難 関 誉 病気 を治 した 。・疲れ を とった 。す るこ とが広 く行わ れる 2001年 （6 年後 ）
28．7　 29．4　 33．7　 5．7　 1．5　 1．0 32．8　 39．6 19．9　 5．6　 0．9　 1．2 86．3　 3．5　 1．9　 1．0　 2．2　 2．3　 0．3　 0．6　 1．8
60）娼 甜 酢 鮎 諾 舞 鶴 誓 で き るよ うな・ コ ンビュ‾タを租込 ん 2004年 （9 年後 ）
27．9　 31．9　 31．0　 5．5　 2．3　 1．3 24．7　 34．3　 28．1　 9．2　 2．2　 1．4 80．1　 7．1　 2．4　 0．9　 4．7　 1．9　 0．8　 0．3　 1．8
81）エ イズを治 す ことが で きるよ うになる。 2006年 （11年後 ）
62．1 25．6　 9．6　 0．7　 1．3　 0．6 47．6　 27．1 14．6　 6．5　 3．2　 1．0 81．6　 2．4　 4．8　 3．6　 2．1　 0．5　 2．5　 1．4　 1．2
62）開 音菅野 幣 言誓 法 がで きて、 ス トレスによ る精神の障害 を防 ぐこ と 2009年 （14年後 ）
35．0　 36．0　 23．0　 3．3　 1．4　 1．3 38．0　 37．7 17．1　 4．5　 1．3　 1．4 78．8　 6．7　 3．6　 2．2　 2．1 1．9　 2．3　 0．6　 1．7
83）がん にな るのを防 ぐ薬がで きる。 2013年 （18年後 ）
68．1 21．1　 8．3　 1．0　 0．6　 0．92．4　 26．7　　 7．8　 1．3　 0．6　 1．1 79．5　 3．4　 8．3　 0．7　 3．4　　　　 1．0　 ユ．9　 1．7
64）精神分 裂症 を治す ことがで きるよ うにな る。 202号鵠 援 以降 ）
37．3　 34．7　 24．4　 1．3　 1．0　 0．3 30．2　 33．5　 23．6　　 8．2　 3．0　 1．5 80」　　 4．0　　 3．8　 3．3　　 2．8　 ］．1　 2．2　 0．9　 1．8
65）解 富 里誉錯 棺 粁 掴 憫 瞥 よ 。日相 内の 教翻 軌 旧 を利 2000年 （5 年後 ）
14．7　 23．2　 48．6　 8．9　 3．4　 1．2 12．2　 27．8　 38．3 15．1　 5．2　 1．4 75．7　 2．9　 0．9　 7．0　 1．8　 6．6　 2．9　 0．4　 1．9
66）壁 にかけ るこ ともでき るような、非常 に画像 が きれいで大 型のテ レビがで き
る。
87）伝統 の味 、 うま味 、合わ せ調 味 などを 自分好 み に珂箭 でき る技術 がで きる。
68）食 品な どの味覚 と歯 ざわ りを測 ることがで き る測定 機が で きる。
69）撃 督 宝孟 毒紹 領 謹 告 獣 讐 の組み替 え や部品の交 換が帥 こ
70）寝 た きり老人や 障害者の排 泄や入 浴な どの看 護 を きめ細 か く行 うロボ ッ トが
で きる。
71）普 結 露 絹 濫 言 封 紙 足の不 自由な人 の ための榊 で安 い電気
72）憲 章雷撃 警l 欝 賞 家事の い くつか を、使用者 の習 憮唖 憶 して 、行 う
2001年 （8 年後 ）
2002年 （7年後 ）
2003年 （8 年後 ）
2003年 （8 年後 ）
2003年 （8 年後 ）
2003年 （8 年後 ）
2004年 （9 年後 ）
16．1 19．4　 41．4 13．5　 8．3　 1．4 14．7　 30．3　 34．0 15．1　 4．3　 1．7 85．3　 4．6　 3．0　 1．8　 0．4　 1．8　 0．1　 0．4　 1．8
10．2 12．2　 40．8　 20．8 14．5　 ユ．412．7　 28．6　 32．7 16．5　 7．4　 2．2 56．9　 22．8　 5．2　 1．0　 1．3　 5．5　 4．3　 0．8　 2．2
5．3　 9．1 35．3　 27．3　 21．7　 1．3 7．0 18．3　 34．7　 24 9 13．2　 ユ．8 63．2　 20．8　 4．2　 0．3　 1．2　 4．9　 2．6　 0 8　 2．0
12．3　 21．4　 44．6 15．1　 5．2　 1．4 16．7　 37．0　 28．9 12．6　 3．0　 1．8 80．7　 4．5　 1．4　 1．8　 1．4　 5 9　 1．7　 0．6　 2．0
26．2　 27．5　 33．0　 7．3　 4．8　 1．331．9　 42．8 18．3　 3．8　 1．6　 1．6 47．2　 3．4　 1．1　 0．9　 3．1 40．2　 1．4　 0．6　 2．1
28．5　 32．8　 32．5　 4．0　 0．9　 1．3 25．9　 37．1　 26．3　 7．2　 1．7　 ユ．7 81．5　 2．5　 1．8　 0．7　 7．8　 2．6　 0．3　 0．8　 2．0
13．0 14．7　 32．7　22．3 16．1 1．3 18．0　 30．9　 27．9 14．1　 7．1 1．9 39．6　 43．3　 ユ．5　 0．6　 3．4　 8．3　 1．4　 0．4　 1．6
??ーー
①　早期実現期待度 ②　生活との関係に対する意識 ③　不安、心配
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73）聖 賢 拭 －ふ 料彿 帥 な人間伍 瑚 した 肋 肺 の ための システムが 2005年 （10年後 ）
16．8　 23．5　 39．3 13．0　 6．6　 0．917．5　 33．9　 27．7 13．5　 6．0　 1．3 63．3　 7．2　 0．7 11．8　 2．9　 3．9　 6．3　 2．2　 1．7
74）告讐 雲弊 字 ㍑ 許 誌 鑓 謂 禦 絹 鮎 高 ㌫ 謀 計 ら考え さ 2006年 （11年後 ）
2．8　 6．2　 30．6　 28．6　 30．3　 1．44．8 16．4　 34．7　 24．6 17．8　 1．9 31．9 12．9　 0．6　 2．6　 2．1 38．4　 8．0　 1．2　 2．2
75） 冒毒 鮎 常 習 動的 に通 釈され、 ま るで 日本 語 どう しの よ うに会括 がで き 2008年 （13年後 ）
19．1 22．9　 39．6 10．8　 6．6　 0．918．4　 34．7　 29．2 14．3　 4．0　 1．3 68．6 15．9　 1．0　 2．6　 1．7　 4．6　 3．4　 0．3　 1．8
76）宇宙船 に より地球 の周辺 を観光す る ことがで 畠るよ うにな る。 2016年 （21年後 ）
10．7　 15．7　 34．6 18．4 18．5　 1．1 8．2 17．1 33．9　 25．3 13．9　 1．46 ．9　 2．4 13．7　 1．5 11．9　 1．4　 2．7　 1．4　 2．0
TT）姦晶等 旨讐禁 呈崩 等！盲 貿雪女 呈空和 学鮎 習金 宝雷弊 紙 凱 く 1999年 （4 年後 ）
12．7　 18．5　 48．0 13．0　 6．6　 1．3 14．1 35．7　 31．5 13．3　 3．8　 1．5 84．4　 2．6　 1．4　 4．5　 3．0　 0．7　 1．0　 0．2　 2．4
78）弊 窮 ぎ歴 史的 な環舶 長卿 こわた って保存 す る技 術が広 く行 きわ たるよ 2000年 （5 年後 ）
14．1　 20．8　 51．2　 9．3　 3．0　 1．6 12．2　 32．3　 38．8 11．5　 3．0　 2．1 85．1　 2．2　 2．4　 0．7　 1．1 1．0　 5．0　 0．2　 2．3
79） 1人が 1台 の小型電 話を常 に持 ち、 日本 中 どこにいて も連絡が とれ るように
な る。
2001年 （6 年後 ）
11．8 15．8　 39．1 20．4 12．0　 0．9 15．2　 35．2　 27．4 15．3　 5．3　 1．654．1　 4．3　 1．07　28．6　 5．4　 3．1　 0．7　 0．8　 1．9
80）高富 冨羞品 質 智 チ蓬更 艶 雲要 用 集群 書聖 抽 与も 言持 説 ㌘ 2002年 （7 年後 ）
8．6 11．8　 45．6　 24．0　 10．6　 1．5 7．0　 26．3　 36．3　 20．4　 8．2　 1．8 61．1　 6．6　 0．7　 8．2 14．8　 4．6　 1．4　 0．6　 2．0
81） 1－ 6 ケ月先 の正確 な長期 気象予 報が で きるよ うに なる。 2003年 （3 年後 ）
18．7　 25．9　 43．3　 8．6　 2．5　 1．019．8　 43．2　 25．8　 8．2　 1．8　 1．2 87．3　 1．8　 1．2　 3．4　 2．2　 0．9　 0．9　 0．2　 2．1
82）賽呈 喜純 幸吉娼 雑 言言： 自動的 に人間 が しゃべ るの と同 じくらいの品 2003年 （8 年後 ）
8．8 14．3　 44．2　 20．4 10．7　 1．58．2　 27．0　 36．5 18．6　 7．8　 1．9 56．0　 21．1　 0．8　 2．7　 5．4　 9．9　 1．5　 0．1　 2．5
i83）霊堂 鍔 折 娼 髭 ぞ展 も莞 富貴 吉宗 呈ニ 4 倍 の速 さで動 く・数百 州 2004年 （0 年後 ）
7．4 11．9　 37．9　 25．6 16．2　 1．08．4　 27．9　 33．7　 20．7　 7．9　 1．4 43．1 41．9　 6．7　 0．5　 3．2　 1．4　 0．4　 1．0　 1．8
i84）龍野 睨 雲錨 き告 急撃書 芸姦産 出 亘ごか けを・ コン ビブ タと対 2005年 （10年後 ）
5．8　 11．7　 41．9　 24．0 15．5　 1．16．5　 20．7　 38．0　 23．4　 9．8　 1．7 53．2　 20．1　 0．6　 2．6　 5．6 12．7　 2．6　 0．6　 2．1
85）志警 霹禦 芸適晶 抽 拙 湖 翫 潤 滑 紆 最 悪 以上の高 速の 2005年 （10年 後）
9．8　 17．5　 44．7 18．5　 8．3　 1．2 12．5　 31．9　 29．9 17．1　 6．7　 1．868．5　 6．2 1 0　 0．4　 9．2　 0 7　 1．0　 1．2　 1．9
86）菅 捕 霜 措 曹賢 ウスな どの実 験動物 が使わ れてい る帆 これ にかわ 2007年 （12年 後）
13．6　 23．5　 46．8 10．1　 4．7　 1．4 12．9　 29．9　 35．9 14．1　 5．4　 1．772．1　 3．1　 7．8　 0．5　 9．1　 0．2　 3．5　 1．3　 2．3
87）駐 独 錆 品 ㌣ とを そのま ま濱字配 。の文 に変換す る桟脚 広 く ． 200時 （13年後 ）
10．6 17．7　 41．9　 20．0　 8．4　 1．4 10．4　 30．7　 32．1 18．9　 6．2　 1．854．0　 26．0　 1．0　 7．0　 4．2　 3．2　 2．8　 0．2　 1．6
88）超 高膚 ビルのエ レベ ータの輸送力 が現 在の 5倍 以上 にな る。 2008年 （13年 後）
6．3 11．9　 46．0　 23．3 11．3　 1．1 8．4　 22．3　 35．1 24．6　 9．8　 1．862．4　 7．0　 7．5　 0．5 16．2　 0．8　 0．8　 2．7　 2．2
89） 営禁 書貿甥 縞 慈批 馳 馳 戯 融 細 日 新 増 配 てい 2011年 （16年後 ）
5．0　 9．2　 39．2　 25．9 19．4　 1．4．5 18．0　 34．2　 26．7 16．7　 2．056．4　 4．6　 1．4　 4．0　 5．3　 22．9　 2．9　 0．6　 1．9
90）雪 雲㌘な ど特殊 な糊 をうま く利 用 した・半 導体や薬 な どの工 場か宇宙 にで ； 201時 （1時 後 ）
6．2 12．8　 38．4　 21．5 19．5　 1．6 6．7　 21．2　 33．5　 22．4 13．8　 2．354．5　 3．2　 20．6　 0．7 12．2　 1．8　 3．0　 1．5　 2．5
91）地下 疎 くに都市が で きる。 2016年 （21年後 ）
4．2　 6．6　 28．1 23．5　 36．0　 1．5 6．9 18．2　 28．6　 23．1 21．1　 2．29 7　 3．5　 48 0　 1．1　 5．4　 1．2　 5．0　 3．6　 2．4
92）婆あ 撃雷 姦悪 毒 把 在 銘 監 禦 識 群 僧 h 深 雪 高齢 1999年 （4 年後 ）
46．4　 27．5　 21．9　 2．2　 1．0　 1．0 50．0　 36．5　 9．8　 1．8　 0．3　 1．688．1　 2．1 8　 1．3　 3．6　 1．0　 0．3　 0．2　 1．6
93） 辟 堀 控 昔 h 把 瑠 曹 欝 鵠 汀 ため 、削 った雪を 自 2002年 （7年後 ）
31．8　 30．5　 31．5　 3．2　 1．5　 1．5 34．4　 34．9 19．0　 7．7　 1．8　 2．285 1 4 5 4 5　 0．6　 1．9　 0．7　 0．3　 0．4　 2．0
94）誹 か専 管習㌘ 、なだ れな どで 埋ま った人 間を見つ け ることが可能 な高度虻 2004年 （9年後 ）
54．3　 28．0 14．3　 1．4　 0．6　 1．444．7　 34．3 14．3　 4．1　 0．7　 1．9 91．6　 1．1 1．8　 0．6　 2．2　 0．6　 0．2　 0．2　 1．7
95）孟 冒訪霜 品昆 指 展曹鷺 警に大 きな影 響を与 え る犯罪 を防 ぐための高 2008年 （13年後 ）
36．7　 30．9　 26．5　 3．4　 1．2　 1．4 31．4　 35．7　 22．3　 6．8　 1．6　 2．278 5 1 1 0　 7．0　 8．4　 0．6　 0．9　 0．6　 1．9
96）水不足 の と毒に人 工 的に雨を降 らせ る ことが で きるよ うになる。 2015年 （20年後 ）
37．6　 31．1 22．6　 4．3　 3．5　 0．8 46．6　 36．3 12．1　 2．3　 0．9　 1．865 9 2 2 24 3　 0．4　 3．0　 0．1　 2．0　 0．8　 1．6
????
あなた個人のことについてお伺いします。
Fl　あなたの性別をお知らせ下さい（○は1つ）。
1　男　　　　48．4％
2　女　　　51．6％
F2　あなたの現在の満年齢をお知らせ下さい（○は1つ）。
118～19歳
2　20～24歳
3　25～29歳
4　30～34歳
5　35～39歳
6　40～44歳
7　45～49歳
8　50～54歳
9　55～59歳
10　60～64歳
1165～69歳
12　70歳以上
3．5％
8．7％
7．2％
7．9％
10．6％
10．6％
11．1％
11．2％
8．1％
8．7％
7．2％
5．0％
F3　あなたのお仕事をお知らせ下さい（○は1つ）。
1　農林漁業の自営者
2　商工・販売サービス業の自営者
2．6％
9．8％
3　自由業（医師、弁護士、著述業など）　　　1．2％
4　管理職
5　事務職
6　労務職
7　専門技術職・研究職
8　学生
9　パート・アルバイトの主婦
10　専業主婦
11無職
12　その他（
無回答
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8．5％
14．3％
11．7％
7．6％
5．0％
8．4％
18．9％
10．0％
1．1％
0．8％
F4　あなたの最終学歴をお聞かせ下さい（中退、在学中は卒業とみなす）
（○は1つ）。
1　中学卒業（高等小学校を含む）
2　高校卒業（旧制中学を含む）
3　高等専門学校・短大・大学卒業（旧制高校を含む）　（理系）
4　高等専門学校・短大・大学卒業（旧制高校を含む）　（文系）
5　大学院修了　（理系）
6　大学院修了　（文系）
7　その他（
無回答
13．8％
49．2％
12．6％
22．1％
0．9％
0．3％
0．6％
0．6％
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科学技術と生活とかかわりに関するアンケート（第2回目）
（ご記入のお願い・記入方法）
本日　月　日にお預けいたしました第2回目の調査のアンケート用紙は、　月　日に回収
におうかがいします。
1．ご記入は、黒または青のボールペン、万年筆または鉛筆でお願いします。
2．各質問については、該当する回答項目の番号を○で囲んで下さい。
3．「その他」にあてはまる場合は、○印に加え、ご面倒でもその内容を具体的に記述し
て下さい。
4．回答の個数については「○は1つ」「○はいくつでも」などの指示がありますので、
その指示にしたがって下さい。
5．ご不明な点がございましたら、下記担当者までお問い合わせ下さい。
社団法人　輿論科学協会
〒151東京都渋谷区千駄ヶ谷4－8－6　シルバービル
TEL O3－3401－1131　担当　吉牟田（よしむた）
大阪事務所
〒540　大阪府大阪市中央区徳井町2胃2－14　大阪屋徳井ビル
TEL O6－9ノ41－2290　　担当　矢　倉
ー68－
問1　以下に、今後実現されるであろう重要な技術テーマと、多数の専門家が予測した、
その技術の平均的な実現時期をあげてあります。これらのテーマそれぞれについて、
つぎの①～③の質問にお答え下さい。（数字は全て％で示しています。）
①　早期実現期待度
あなたはこの技術について、専門家が実現を予測した時期よりも早く実現してほしい
と思いますか、それともそうは思いませんか。1～5のうちから1つを選んで下さい
②　生活との関係に対する意識
この技術は、私たちの生活とどれくらい関係があると思いますか。1～5のうちから
1つを選んで下さい。
③　不安、心配
あなたは、この技術が実現されることに対して不安や心配を感じますか。1～8のう
ちから、1つを選んで下さい。
※また、「8　その他の不安や心配」を感じるとお答えになった方は、具体的に不安
や心配の内容を（　）にご記入下さい。
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①　 早 胡実現朋得度 ②　 生活 との 関係に対す る意拙 ③　 不 安、心配
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1 ）講 甥 裡 鮎 豊 艶 紹 賎 難 語 弊 紙 と、て畑 か らの 2004年 （9年 後）
31．0　 37．8　 27．5　 2．4　 0．7　 0．648．5　 38．2 10．2　 1．8　 0．3　 0．9 87．0　 2．6　 6．1　 0．5　 1．2　 0．1　 0．3　 1．1　 1．1
2 ）有 害な廃 棄物を 無害な もの に処理 す ることがで き るよ うに なる。 2007年 （12年後）
40．1 37．2 19．9　 1．6　 0．4　 0．7 50．3　 35．9 10．2　 2．3　 0．1 1．175 5 2 4　 16 0　 0．4　 3．0　 0．1　 0．6　 0．7　 1．2
3 ）超 ！晋整 た要 吉こ諺蛮舶 凱 聖 鮨 持 高 鵠 禦 した土 地に多 く 2009年 （14年 後）
24．0　 31．4　 34．4　 7．6　 1．8　 0．8 24．3　 38．7　 25．0　 8．1　 2．3　 1．6 77．7　 2．5　 14．3　 0．4　 1．2　 0．1 1．6　 0．8　 1．4
4 ）アル コールを燃料 とす る大 型バ スや トラ ックが で き、排気 ガスが大 掛 こきれ
いにな る。
2003年 （8年 後）
31．0　 34．0　 28．9　 4．0　 1．2　 0．9 41．0　 40．3 13．1　 4．1　 0．5　 1．1 81．8　 1．8　 8．8　 0．5　 4．1　 0．1　 0．4　 1．5　 1．2
5 ）学 雷管雪 官幣 圭：辣 いと ころの海水の 温度の差 を利 用 して発電す る ことが 2008年 （13年後 ）
17．5　 27．3　 41．5　 9．4　 3．0　 1．4 23．2　 40．4　 26．0　 7．0　 1．4　 1．973 7 2 0 17．1　 0．4　 3．7　 0．2　 0．3　 0．7　 1．8
6 ）超 伝導の 材料を用 いた電 線がで き、電気 を無駄 な く送 る ことがで きるよ うに
な る。
2020年 （25年後 ）
20．4　 33．0　 38．1　 5．8　 1．7　 1．0 28．2　 41．6　 21．7　 6．1　 0．9　 1．684 6 1 8 4 5　 0．8　 5．7　 0．1　 0．2　 0．4　 1．9
7 ）管 主増 産 誓紙 鮎 あ梵 至鵠 鉛 製 乱 用 な もの は リサ イクルす 2003年 （8年後 ）
14．8　 25．6　 41．5 10．6　 6．2　 1．3 24．7　 41．8　 22．9　 6．8　 1．8　 2．248．0　 2．3　 40 6　 0．4　 2．2　 0．3　 2．0　 2．6　 1．6
8 ）踏 甜 粕 由 瀾 賭 抽 誠 忠 さん収 穫で 象るな どの 優れた性 2003年 （8年後 ）
8．3 19．8　 42．5 19．0　 9．0　 1．3 17．5　 39．4　 27．8 10．8　 2．9　 1．845．4　 8．6　 23 4　 0．9　 9．5　 0．6　 7．0　 2．6　 1．8
9 ）曹 党重 き幣 左盲あ毒完賢 韻 絹 甑 聖 鵠 訟 捉 嵩 がた く 2005年 （10年後 ）
7．3 15．5　 40．8　 23．9 11．8　 1．0 14．7　 38．0　 31．2 12．5　 3．8　 1．74 ．6　 7．1 20．0　 1．0 11．6　 1．5 11．8　 3．7　 1．8
10）語 倉鮎 撃管誓 ‡今だ璃 誓 作 。出す 機能） を飛 躍的に 向上 させ て、食料 2011年 （16年後 ）
10．2　 22．3　 46．1 13．1　 7．0　 1．4 18．9　 39．8　 27．5　 9．5　 2．3　 2．082．2　 7．8 18 8　 0．3　 3．8　 0．6　 2．3　 1．8　 2．5
11）若鮎 離 京 開 拓 別 語 傭 欝 た豊 な批 応 じて適正 2002年 （T年後 ）
13．3　 24．8　 42．8 12．7　 5．4　 1．3 21．7　 40．1　 26．1　 8．2　　 2．1　 1．872．9　 8．7　 3．8　 6．2　 1．3　 1．7　 2．7　 0．4　 2．2
12）崇雛 海 鮮 諾 誓 訣 製 、よ うにす るな ど・遺 伝子 レベルでの 2005年 （10年 後）
31．2　 29．2　 29．2　 5．5　 3．9　 0．9 37．6　 38．5　 17．3　　 3．4　 1．2　　 2．0 59．6　 6．2　 7．3　 3．2 10．8　 0．4　 9．3　 1．8　 1．5
13）動脈硬 化を治す ことが で きるよ うに なる。 2007年 （12年 後）
44．9　 34．9 17．5　 1．4　 0．7　 0．6 46．7　 38．7　 11．0　 1．8　　 0．8　 1．0 87．4　 2．6　 4　2　 0．6　 2．0　 0．1　 0．8　 0．8　 1．5
14）配 空 曹 悪 弊 悟 取 して断 てい るが、同 じ検査 を・血を採 2009年 （14年 後）
28．1 32．3　 30．7　 5．3　 3．0　 0．7 32．5　 38．7　 21．6　　 4．9　　 0．8　 1．5 82．3　 2．2　 4．3　 2．2　 5．2　 0．6　 0．6　 0．8　 1．8
15）奇形 や代謝の異 常な ど胎児 の先天 的 な異 常を治 す ことがで きる ようにな る。 2013年 （18年 後）
36．9　 32．0　 25．5　 2．9　 1．6　 1．0 33．6　 37．ユ　 19．6　　 6．4　 1．8　 1．4 67．9　 5．8　 6．0　 2．5　 6．7　 0．5　 7．4　 1．1　 2．1
16）警鮎 管警禦 闇 惣 こよ 。、生 鮮食 品の鮮度 を長 い抽 こわた って保つ こ 1999年 （4年後 ）
24．7　 26．4　 39．8　 5．9　 2．2　 0．9 33．7　 41．9　 18．4　　 4．0　　 0．8　 1．2 76．2　 6．1 10．3　 0．7　 2．2　 0．4　 0．6　 0．8　 2．6
17）空賞 品産品 姦轟 椚 ㍍ 貯 鵠 詔 した 。カラ‾の絵 を描け る
18）相 貌 呈呈捕 幣 も曽 群 書 を砧 詫 て鑓 左 亘； 姥 野言：掛
19）暮雲 告辞 雪空塙 評 汎 澗 品 鮎 盈 皆 野 に再 び映配
20）簡単 な故障 は機械 自身 で修理 し得 る機 械がで きる。
21）聾 轄享露 質 誉 こもその ま捕 れる ような二 知脚 糊 をす る高糾
22）欝 習品 鮎 需 た くない状態化 し、 自分の 好みの 酌 をか もし出せ る
23）頼 経 需 琵 蛮 ‾ によ り浄水 技術 が格段 に向上 し、始 でお
24）毀 聖 殿 群 最 空 譜 瞥 習軋 、高度 の削 削こつ くための棚
2000年 （5年 後）
2001年 （6年 後）
2002年 （T年 後）
2003年 （8 年後）
2003年 （8 年後 ）
2003年 （8 年後）
2004年 （9 年後）
2004年 （9年 後）
11．8 16．8　 45．6 17．5　 7．1 1．0 10．4　 25．5　 37．5　 18．5　　 6．7　 1．4 7ユ．9 12．3　 1．1　 2．7　 5．3　 2．8　 1．8　 0．1　 2．0
22．9　 30．9　 38．0　 5．0　 2．2　 1．0 25．3　 42．6　 24．1　 5．5　 1．4　 1．1 68．9　 1．6　 0．8　 5．4　 1．5 19．1　 0．2　 0．4　 2．1
10．2 16．2　 45．8 19．4　 7．0　 1．4 9．4　 25．6　 40．5 17．7　 5．2　 1．5 74．8　 3．4　 0．9　 7．3　 6．5　 3．4　 1．7　 0．1　 2．1
16．3　 22．0　 43．9 12．4　 4．3　 1．1 15．4　 38．2　 30．0 11．6　 3．3　 1．5 68．9 15．1　 0．7　 0．9　 8．5　 2．8　 0．8　 0．4　 2．0
25．5　 32．6　 34．5　 4．8　 1．7　 1．1 22．3　 37．8　 27．4　 8．8　 2．5　 1．3 78．8　 4．7　 1．4　 0．6　 6．8　 4．6　 0．3　 0．5　 2．2
6．3 11．3　 33．4　 25．9　 22．0　 1．16．1 19．7　 33．7　 25．9 13．3　 1．4 62．4 11．9 13．7　 1．0　 3．8　 1．4　 3．0　 0．5　 2．3
35．1 28．9　 29．6　 4．0　 1．4　 1．0 48．1　 33．0 16．1　 2．8　 0．9　 1．4 82．0　 2．3　 9．6　 0．7　 2．3　 0．6　 0．5　 0．2　 1．8
19．4　 26．8　 42．1　 8．4　 2．3　 1．0 23．2　 39．2　 25．9　 8．3　 2．1 1．3 86．3　 2．7　 1．4　 2．0　 1．3　 2．4　 ユ．6　 0．5　 1．8
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25）警弊 習曹 増 訂 るため、桝 の使いやすさを科学的に数字で討 こ 2006年 （11年後）
8．6 17．8　47．2 18．4　 6．9　 1．1 9．6　28．7　36．3 17．6　 6．0　 1．7 76．4 10．3　 0．6　 2．7　 4．5　 2．1　 0．7　 0．7　 1．9
26）畠晶震 音左手砦㌘上の租 を見ることができるケ‾プルテ レビが糊 以上 2007年 （12年後）
7．9 12．2　35．1 25．7 18．0　 1．010．4　27．1 29．8　22 1　 9．4　 1．452．8 1．3　 3．5 16．7　 2．0　 7．6　 3．1 1．5　 1．4
27）曹仝聖 の向上のため、食欲や排泄など痴呆老人の欲求を感知する資財 で 2008年 （13年後）
21．9　33．2　34．4　 6．5　 3．0　 1．0 29．0　42．6　20．6　 5．3　 1．2　 1．4 66．1　 6．3　 1．9　 3．1 1．4　17．3　 1．8　 0．6　 1．6
28）殺気など、いわゆる’ガ の存否が科学的に解明される 202鵠 璃 以恥
9．2 14．5　36．9　21．5 16 4　 1．5 9．8 18．8　35．1　22．2 12．2　 2．062 3　 4 5　 1．8　 6，9　 8．6　 3．4　 9．0　 1．0　 2．6
29）鉄道の線路の上などを利用した立体都市が建設される。 1999年 （4 年後）
6．2 11．1 43．3　24．9 13．1 1．4 8．8　26．0　37．2　18．4　　7．8　 1．752．9　 1．5　24 9　 0．8　 7．9　 0 9　 3 6　 5．1　 2．3
30）冒ぎ晶呈妄去誓 が 1 0 0 年以上 もつようにな。、家や橋などの耐久性が大 ； 2000年 （5 年後）
26．6　29．4　37．5　 4．0　 1．3　 1．3 32．3　40．1　20．7　 4．3　 1．0　 1．7 82 7　 1．6　 7．4　 0．3　 3 0　 0．6　 1．1 1．4　 1．8
31）姦悪謂 完禦 雷誓 券品 を冒認 孟諸 妄畠畠田 等雪豊野 鵠 ㌘ 2001年 （6 年後）
9．5 17．2　48．3 16．8　 6．3　 1．8 13．9　32．4　32．4 13．9　 4．9　 2．4 58．8　 6．2　 5．4′　0．7 19．8　 1．7　 0．9　 4．2　 2．3
32）享浮舘 空夷昌之真之姦票芝詣雪蒙群 駅 等盲呈緒 言ニタを使 った離 2002年 （T年後）
5．5 10．8　41．6　27．2 13．3　 1．5 7．6　25．7　34．0　22．7　 8．2　 1．8 27．9　 8．4　 0．8　 5．3　 2．8　52．3　 1．2　 0．1 1．4
33）轟 絹 駕 帯 頭 聖 措 星 譜 誉 酎 食品をとても棚 に ’2003年 （8 年後）
21．5　27．6　41．7　 6．3　 1．8　 1．0 27．1　43．6　21．6　 5．2　 1．0　 1．6 83．8　 3．7　 6．2　 0．6　 1．9　 1．0　 0．3　 0．7　 1．8
34）苦貼 貼 吉要用 隻貢雪£軍票 誇 ま鉱 群 吾 機能や法律に肘 2003年 （8 年後）
12．7　20．3　45．3 13．9　 6．0　 1．8 13．1　36．3　32．7　12．3　　3．6　 1．9 58．0　20．3　 0．8　 4．2　 3．1　 9．1 1．8　 0．1　 2．5
35）禁空甥 窓指 晶で箸篤 学晋仝雲シ既 望 ム貫禦 習甥 素謡 豊 か 2005年 （10年後）
6．1 12．4　45．9　23．9 10．1 1．6 7．6　22．5　38．1　22．2　 7．7　 1．947．4　 5．4　 1．0　 6．6　 3．5　31．9　 1．8　 0．2　 2．2
36）遠余韻 2 欝 吉宗車書 聖 総 領 曹 脛 覿 譜 切琳 養などを 2005年 （10年後）
18．7　25．7　43．2　 8．6　 2．7　 1．1 21．9　40．8　25．5　 8．3　 2．0　 1．5 77．6　 3．9　 2．2　 6．0　 2．4　 4．5　 1．3　 0．6　 1．5
37）富空手詣 孟請 号晶嘉詮絹 畠h 雪空墨 守禦 Uに分け、楽に運搬ができ2005年 （10年後）
31．5　32．2　28．4　 7．0　 2．2　 0．6 47．6　36．3 10．7　 3．6　 0．9　 0．9 71．7　17．0　 5．4　 0 5　 1．3　 0．6　 0．9　 1．2　 1．4
88）だ嘉品甥 譜 揉 奇警 保つなどのため・工脚 深さ数百メ細 トルの地下 2007年 （12年後）
7．0 14．9　40．8　23．1 12．8　 1．4 11．6　34．3　31．0　15．1　 6．4　 1．5 39 3　 3．8　40．3　 0．5　 6．8　 1．5　 2．3　 3．5　 2．0
39）琶 舞 ラ 曹 虹 技 迅 鍔 譜 惑 拷 欝 鵠 横臥 形や 2008年 （13年後）
12．7　20．7　42．8 15．6　 6．9　 1．4 15．9　36．7　29 1 12．7　 4．2　 ユ．3 81．0　 5．0　 1 9　 3．4　 1．9　 1．5　 2．2　 0．9　 2．2
40）梅の上 に都市ができる。 2009年 （14年後）
5．7 1仇0　35．9　25．0　22．2　 1．3 7．6　22．7　35．5　21．4　11．5　 1．4 42．6　 1．7　36．8　 0．7　 4．4　 1．1　 4．5　 6．0　 2．2
41）曽菅晶帯 は 碍 管管品 競 指 晶学も施委忌票；阜呈呈予 （コンコル ド 2011年 （16年後）
8．2 11．5　33．0　26．3 19．9　 1．0 7．5　22．7　28．9　26．2　13．3　 1．4 45．0　 2．9　21．5　 1．0　21．ユ　 1．3　 1．7　 3．4　 2．2
42）甥 を撃基歪吾真宗 岸真書讐急告呈詣 ．儒 誌 票 宗 男 競 訂 2013年 （18年後）
．2　日．3　3乱3　26．7 17．2　 1．4 8．2　25．ユ　34．8　21．4　　9．0　 1．5 36．8　33．0　 ユ．4　 0．7　ユ0．2　 9．8　 1．9　 4．0　 2．3
43）宇宙に一般の人が長い間 （おおよそ 1年以上）滞在する施設ができる。
44）呈謡 苫空音齢 錫 製鮎 正喜崇 空曹 寺富合‡官幣 圭：、った障害物
2018年 （23年後）
1999年 （4 年後）
2003年 （8年後）
6．3 10．1 32．7　23．6　25．7　 1．5 5．1 14．2　30．4　27．5　21．1 1．6 49．9　 5．4　21．7　 1．0　 8．3　 3．3　 4．9　 3．1　 2．3
32．7　28．2　31．6　 4．2　 2．2　 1．19．9　38．8　21．3　 6．6　 2．1 1．4 82．5　 2．1 1．1　 0．9 10．5　 0．5　 0．3　 0．2　 1．8
45）概 宗管領 錆 貼 鮎 で藻努結 き弊 紀 、ち早 く畑 の敗 を見つ
44．0　31．1 21．2　 2．2　 0．3　 1．149．3　37．5　 9．0　 2．5　 0．2　 1．5 88．9　 1．5　 1．2　 1．3　 3．8　 0．4　 0．5　 0．4　 2．0
46）雪警烹青空鮎 怨 吉富至圭鼻も 哲 雑 著讐 見つけて日脚 にプレ‾ 2004年 （9年後）
36．8　29．1 25．1　 6．1 1．8　 1．0 42．1 37．9 13．3　 4．3　 0．9　 1．5 75．4　 9．4　 0．9　 0．9 10．2　 0．6　 0．2　 0．7　 1．8
47）地すべりや崖くずれの発生を予測する技術が向上 し、人命の姐矢が大畠く減
る。
2008年 （13年後）
48．2　29．9 19．8　 2．3　 0．6　 1．2 42．9　35．5 15．6　 3．3　 1．1 1．8 92．1 1．1 1．8　 0．8　 1．5　 0．2　 0．4　 0．2　 1．8
48）音雪欝 だ璧習誓 っている窒累酸化物などの汚染物質を除去することがで 2003年 （8年後）
46．5　28．0　21．2　 2．2　 1．0　 1．1 48．8　35．1 11．9　 2．2　 0．6　 1．4 84．9　 1．9　 7．8　 0．5　 1．8　 0．2　 0．3　 0．3　 2．2
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49 ）幣 ㌘ な れ よ 。被害 を受け た湖や森林 を もとに も どす こ とがで 毒 るよ うに 2007年 （12年後 ）
40．6　 35．3　 21．6　 1．4　 0．5　 0．6 45．2　 37．3 12．7　 3．4　 0．4　 1．0 82．2　 1」　 12．0　 0．5　 1．1　 0．2　 1．0　 0．7　 1．0
50）聖 譜 撃 禦 雅 紀 鴨 か 。、 少な くな った腑 や植物 を絶滅か ら救 2011年 （16年後 ）
27．5　 33．7　 30．8　 5．4　 1．6　 1．024．5　 35．8　 27．4　 9．5　 1．7　 1．180．7　 0．9　 6．6　 0．7　 2．8　 0．4　 5．0　 1．4　 1．4
51） 錆 呈品指 甚轟 菖雪空聖 県 誓 い るもの の 4 倍 程か 級 の出力 が得 2004年 （9 年後 ）
22．7　 29．2　 39．2　 5．3　 2．0　 1．5 26．8　 40．1 22．9　 6．2　 g．2　 1．782 0 1 3 7 5　 0．4　 5．4　 0．2　 1．0　 0．6　 1．7
62）野 雲 名裏 昌益 顆 を姦 綿 雪雪 踏 懲 いの性能 （速度、 航続塵 削 2008年 （13年後 ）
29．4　 33．1 29．1　 5．3　 2．1 1．0 35．8　 41．6 16．1　 3．5　 1．7　 1．4 85．3　 1．8　 4．1　 0．5　 4．5　 0．3　 0．2　 2．0　 1．4
53）撃聖 韻 管 羞空曹 餌 等曹含1 号甑 と： そこで発 生す る大 量の エネル 20瑠 璃 以降 ）
13．1 21．1 35．9 15．6 13．1 1．2 24．5　 33．2　 27．6　 8．2　 4．6　 1．846．8　 2．6　 27．9　 0．9　 16．5　 0．2　 0．6　 2．7　 1．7
54）学誉聖 裏 書 認 紅 完呈 レトなどのげ れか の鉱物 資源 を経 済的 に採取 2006年 （11年後 ）
8．7　 18．8　 44．8 18．7　 7．4　 1．5 10．2　 27．0　 39．6 15．7　 5．6　 1．9 59．2　 1．6　 25．7　 0．6　 7．3　 0．2　 1．1　 1．8　 2．5
55） 柑 翫 躍 姦智 靴 さ舶 用 折 是管学 習竺 冒轟 墓誓‡ 雪た悪賢 で 2004年 （9 年後 ）
14．9　 27．9　 43．0 10．1　 3．0　 1．0 18．z　 40，0　 26．6 10．8　 2．7　 1．868．8　 17．1 1．2　 0．5　 4．2　 5．0　 1．0　 0．8　 1．5
56）ア レルギ ーを起 こさない牛乳 や卵 などの畜産 食品 をっ くる ことが で きるよ う
に なる。
2005年 （10年後）
24．0　 30．7　 34．9　 6．5　 2．7　 1．2 29．5　 40．8 19．7　 6．2　 2．0　 1．8 76．6　 3．8 13．1　 0．7　 1．7　 0．1　 0．8　 1．4　 1．8
57）年齢 に応 じた健康度 を科学 的に数字 で表す こ とが で きるよ うにな る。 1999年 （4 年後 ）
16．4　 20．3　 44．9 11．8　 5．4　 1．2 22．2　 37．1　 27．6　 9．3　 2．3　 1．5 81．0　 4．5　 1．8　 6．2　 1．0　 1．4　 1．6　 0．7　 1．8
58）配 野 王号報 告霊 宝 旁写 苦労豊富 昌益品 詰艶 も子 の内壁 を映配 して 2003年 （8 年後 ）
27．3　 32．1　 34．1　 4．0　 1．4　 1．1 31．8　 42．2 19．9　 3、9　 0．8　 1．4 78．8　 2．6　 5、4　 1、8　 7．7　 0．2　 0．7　 0．9　 1．8
59）増 澤営繕 讐 矯 品品 岳品名品 展か雷 管禁 は在 宅のま まで適切 な師 2005年 （10年後 ）
26．2　 30．8　 34．3　 5．8　 1．8　 1．0 35．2　 42．3 17．1　 3．4　 0．8　 1．3 74．6　 3．3　 1．6　 6．1　 4．5　 7．4　 0．6　 0．8　 1．2
60） 自閉 症の子 ど もを ある程度治 す ことがで きるよ うにな る。 2008年 （13年後 ）
29．5　 35．9　 30．9　 1．7　 1．0　 1．0 24．7　 34．8　 28．8　 7．3　 3．3　 1．0 83．0　 1．8　 1．0　 3．0　 0．6　 2．6　 1．1　 0．6　 1．4
61）誓書 描 き 短苦 語 圭欒 手 書き 毘 錯 乱 溺 富 田 を別 してそ も 2010年 （15年後 ）
32．5　 35．1 27．8　 2．8　 0．8　 1．0 46．8　 37．3 11．7　 2．2　 0．4　 1．6 82．8　 4．0　 3．1　 2．3　 2．1 1．2　 2．4　 0．5　 1．6
82） アル ツハ イマー型痴 呆な どの老人性 痴呆 を治す こ とが でき るようにな る。 2015年 （20年後 ）
42．7　 37．6 16．1 1．9　 0．6　 1．144．6　 39．2 10．7　 2．9　 0．7　 1．8 86．9　 2．3　 2．3　 2．2　 1．0　 1．5　 1．2　 0．5　 2．0
63）君恋鮎 髭 菅冒烹 雪暫薔 監 守 だな 宝チ うにな るとと もに、 海底 に観 光 2000年 （5 年後 ）
7．4 10．8　 40．4　 24．4 15．6　 1．3．3 19．4　 39．2　 24．9　 8．7　 1．5 48．4　 2．0　 35．8　 0．7　 6．6　 0．8　 2．0　 2．1 1．8
64）メガ ネをか けないで も立体 的な映像 が見 られる立体 テ レ ビがで きる。 2001年 （6 年後 ）
10．5 14．1 41．9　 22．0 10．4　 1．110．1 23．7　 36．8　 21．6　 6．4　 1．4 78．5　 7．6　 5．1　 2．0　 2．2　 1．0　 0．8　 0．7　 1．9
65）欒 茅軍票掩 真群 墓嘉 錆 普： 伝舶 技 術、芸 術文 化を菅射 るため の
86）都市生 活者 の孤独 を緩和す るよ うな、対話 を して くれ るロボ ッ トが で きる。
67）讃 貢豊 苦 幣 増 え るよ う、身障者 の機能 を補助 する ロボ ッ トが広 く
68）葦戸吾 も甘栗 亨雫 甥 撃 貼 鏡 接 も鷺 鳶 覿 禦 、労 臥 休
69）嘉 と詣 嘉 志 郎 調 整 警部 聖 を活用 して芸 術の教育 礼 た 。・
70）禦 舗 鮎 鮎 玩 幣 欝 賢 哲 加 入 と同 じよ うに利卵 色
71）請 だ 鮮 食品 を好 みの＃度 や熟成度 に簡整 で きる機脚 広 く使 われ るよう
72）曹幣 ‡雪 哲専禁 増 毒甥 乞鰻 霜 1 轟苦れ想 漕 甑 軌 とを
2001年 （6 年後 ）
2002年 （7 年後 ）
2003年 （8 年後 ）
2003年 （8 年後 ）
2003年 （8 年後 ）
2004年 く9 年後 ）
2005年 （10年後）
2006年 （11年後）
9．5 13．7　 54．7 15．2　 5．3　 1．69．8　 27．4　 40．8 15．6　 4．5　 2．0 81．0　 3．8　 1．0　 2．2　 0．7　 3．4　 5．0　 0．6　 2．2
4．2 10．2　 39．8　 27．1 16．8　 1．8 6．9　 22．4　 37．0　 21．4 10．7　 1．6 32．7　 4．0　 1．0　 ユ．4　 1．6　 54．7　 2．2　 0．4　 2．0
19．6　 30．9　 40．0　 6．5　 1．5　 1．517．4　 38．3　 31．3　 8．8　 2．6　 1．7 76．1　 3．4　－0．7　 1．5　 3．6　 11．8　 0．6　 0．2　 2．1
18．2　 29．5　 40．5　 8．5　 2．ユ　 1．220．5　 43．7　 25．4　 7．0　 1．9　 1．5 70．9　 3．0　 1．2　 3．9　 2．0 15．9　 1．1　 0．5　 1．5
7．4 11．7　 46．4　 23．0　 9．8　 1．87．6　 20．4　 39．9　 21．9　 8．4　 1．8 64．6　 9．7　 0．7　 2．2　 1．7　 7．8 10．8　 0．6　 1．9
26．3　 31．4　 36．8　 2．9　 1．0　 1．624．3　 41．6　 26．1　 5．0　 1．2　 1．8 89．9　 2．5　 0．6　 1．0　 1．3　 2．2　 0．2　 0．2　 2．1
8．6 18．0　 44．8 18．9　 8．1 1．715．1 35．3　 32．3 1ユ．0　 4．3　 1．9 64．1 14．0 11．0　 0．9　 3．2　 1．8　 2．0　 1．0　 2．2
23．4　 30．9　 34．7　 7．1　 2．8　 1．127．6　 41．1 21．9　 5．8　 1．9　 1．7 61．2　 3．6　 1．3　 1．0　 2．6　 27．8　 0．5　 0．6　 1．4
?」??
①　早靭実現朋得度 ②　生活との関係に対する意識 （諺　不安、心配
儲 予実 予実 予て 実遠
無
大 ある ど あ まい
無
特感 能息 聾壷 プ害 巳る 入滅 詫望 そ配
無
配 駅 鵬 現 く い る ち ま つ にじ 力憎 ラさ 閉る のはて に 程 り り ′こ 欝 がに イれ や 菜 やが 他にて
では
監 調て
ぐほ
望な 笠鳥 璧 票 彙 でも
豊 魚 里 難 くーる
：／
事
故
倫生
理 し の歪
婁
l
もし りし らし 違い とな が な が 心 し 健じ 】 が A□ のるい 冒い いい あ が い な が 配 た 至る が 増 い 面 や
に く い る あ い な は り 侵 え が で 心
技　術　テ　 　ーマ 茎新 品 晶
73 ） い つ ま で も肌 の 若 さ を 保 て る 化 粧 品 が で き る 。 2007 年 （12年 後 ）
19．5 19 ．2　 32．0 17．1 1 1．0　 1．0 20．5　 29 ．7　 25．7　 15．1　 7．2　 1．8 59 ．6　 8 ．4　 16．3　 1．0　 4．3　 0．6　 5．5　 2．6　 1．8
74） 母 親 の 特 性 を 記 憶 し、 必 要 に 応 じて ベ ビ ー シ ッ タ ー の 役 割 を す る 乳 児 保 育 ロ
ボ ッ トが で き る。
20 10 年 （ユ5 年 後 ）
4．5　 9 ．0　 28．7　 2 8．8　 27．6　 1．4 7．4　 25．3　 29．9　 21．9　 13．1　 2．4 21 ．9　 12 ．7　 1 ．4　 0．9　 2．7　 5 4．5　 3．0　 0．6　 2．3
75） 至 難 鳥 チ り・ 人 間 を 生 き た ま ま 矧 即 こわ た っ て 保 存 す る こ とが で き る ： 20瑠 璃 以 降 ）
4．2　 5．6 19．6 19．9　 49 ．1 1．65．7 12．2　 23．0　 23．8　 33．4　 1．9 22 ．1　 9 ．8　 5 ．8　 1．0　 16．9　 2．6　 3 7．2　 2．5　 2．2
76） ス パ イ ク タ イ ヤ と 同 等 以 上 の 性 能 を 持 ち 、 道 路 を 削 ら な い 冬 用 の タ イ ヤ が 広
く使 わ れ る よ う に な る。
1999 年 （4 年 後 ）
4 4．8　 2 6．7　 24．0　 2．6　 1．0　 0 ．9 40．4　 38．2　 13．5　 4．6　 1．8　 1．4 88 ．8　 1．0　 5 ．8　　 0．4　 1．9　　 0．2　 0．2　　 0．1　 1．5
77） 離 髭 質 繋 譜 掛 るよ う 鳩 巣 用 の 機 械 や 役 僧を 、 鰭 で も 簡 単 に 200 1年 （6 年 後 ）
13．9　 2 2．9　 45．7 11．0　 4 ．9　 1．6 14．3　 30．4　 3 4．6　 14．2　　 4．3　　 2．2 63．6 11．6　 1．4　 0．8 18．7　 1．4　 0．4　 0 ．5　 1．8
78） 道 路 の 舗 装 の 補 齢 に か か る 期 間 が 半 減 で き る工 事 の 方 法 が で 畠 る。 200 1年 （6 年 後 ）
3 1．2　 3 2．4　 3 1．1　 3．3　 1．0　 0 ．9 30．4　 41．4　 20 ．5　 5．0　 1．3　 1．486．2　　 2．2　 5 ．5　　 0．7　　 2．9　 0．3　　 0．5　　 0 ．3　 1．4
79 ）広 場 や ′くス 停 な ど人 が 集 ま る 屋 外 で 使 え る 省 エ ネ 型 の エ ア コ ンが で き る。 2002 年 （7 年 後 ）
18．1 2 2．3　 3 9．0 12．2　 7．5　 0 ．917．5　 36．1　 2 8．8　 11．5　　 4．6　 1．5 68．6　 7．4 1乱 2　 0 ．7　 1．4　 0．3　 0．6　 1．0　 1 ．7
80 ）伊 勢 禦 離 京 漕 玩 総 を 外 国 尉 こ珊 で き る 自動 翻 訳 装 置 200 3年 （8 年 後 ）
16．0　 23．3　 4 4．8　 9．8　 4．7　 1．3 14 ．8　 31．1 3 3．4 13 ．5　 5．4　 1．874．5　 14．3　 0 ．8　　 2．3　 1．3　　 2．0　　 2．8　　 0．3　 1．7
81 ） 詳 細 払 戯 傭 絃 緒 鵠 ㌣ ‾ タ の 画 面 を 使 って や 。 と り す 20 04年 （9 年 後 ）
8．3　 12．5　 44．8　 22．6　 10．4　 1．4 9 ．5　 31．7　 33．9 16．7　 6 ．1　 2．253．3　 1．8　 1．6 11．6　 2．5 13 ．4　 3．1　 0．8　 1．8
8 2） 碧 雲 雪 空 雫 雷 重 ㌘ 日本 文 を 読 み 込 む こ との で き る 装 置 が オ フ ィ ス で 広 く使 20 05年 （10 年 後 ）
7．8　 13．4　 46．7　 22．2　 8．2　 1．8 7 ．2　 23．6　 39．1　 20，9　 7．0　 2．2 68．9 18．3　 0．8　 3．0　 1．3　 3．4　 2．0　 0．3　 2．0
83） 習 雪 芸 慧 乱 撃 Z l 名 論 品 戸 鮎 指 完 吾 繁 晋 亘 措 鑑 こ映 し出 す 20 05年 （10年 後 ）
13．2　 21．4　 44．8 14 ．0　 5．0　 1．5 12．7　 33．6　 34．4 13．3　 4．1 1．875．7　　 7．8　 1．4　　 5．5　　 2．0　　 3．5　 1．8　　 0．2　　 2．0
84） 在 ； 接 着 豊 島 益 享 警 聖 紹 て 酔 え も 矧 増 野 、 指 私 声 的 ど を 2005年 （10年 後 ）
9．8 13．8　 42．3　 20 ．1 13．0　 1．1 12．1 28．6　 31．5 18．1　 8．2　 1．652 ．0　 1 ．8　 1．0　 24．0　 12．7　 1．2　 5 ．8　　 0．3　 1．3
85） 雪 空 票 禦 是 呈 晶 孟 緒 論 蛮 菖 宝 措 ；圭毒 互 三 ‾ タ ‾ カ ‾ （磁 石 の 力 で 浮 2007年 （12年 後 ）
1 1．8　 19．6　 38．0 19 ．2 10 ．3　 1．0 12．4　 32．6　 28．7 18．6　 6．2　 1．4 56 ．3　 2 ．6　 14．7　 0．6　 19．4　 0．1　 1．0　 3．4　 1．9
86） 語 頭 砦 袋 欝 糟 宗 吾 乏 亡 妻 雪 盲 童 罷 語 借 シ ス テ ム を使 って 、 粥 ： 200時 （13年 後 ）
11．8　 15 ．2　 37．4　 2 1．0　 13 ．2　 1．4 13．1　 29 ．1　 30．4 19．1　 6．6　 1．7 55 ．0　 6 ．3　 0．6 12．7　 14．7　 5．4　 3 ．0　 0．6　 1．8
87） 窪 禦 占 晶 品 謂 轟 指 追 字 号 雪 雲 手 套 欝 富 野 に 投 け た トンネ ル を 2009年 （14年 後 ）
9 ．5 16 ．4　 42．9　 20 ．7　 9 ．0　 1．4 10．2　 3 1．8　 34．0 17．3　 4．8　 1．8 63 ．3　 3 ．8 13．6　 1．1 11．9　 1．1　 0 ．6　 2．3　 2．2
88 ）叢 塞 忘 禦 詑 京 撃 誓 書 讐 って ・ 高 層 ビ ル の 間 を 自 由 に 行 き来 で き る小 型 の 2011年 （18年 後 ）
6．7 11．8　 37．4　 25．8 17 ．1 1．3 7．0　 2 1．8　 34．3　 23．2 11．8　 1．953．6　 6 ．3 14 ．3　 1．8 18．0　 1．2　 1．2　 3．1　 2．5
89 ）快 適 に住 め る高 さ 1 0 0 0 メ ー トル 以 上 の 超 々 高 層 ビル が で き る 。 2015年 （20年 後 ）
3．8　 5．8　 27．9　 28．6　 32 ．6　 1 ．3 4．6 】胤 1 29 ．1 25．7　 20．7　 1．832．3　 3 ．9　 37 ．7　 0．6　 9．3　 2．3　 2．2　 8 ．8　 2．8
90 ） 轡 横 断 す る な どの た め の ・ 磁 石 の 力 を 利 用 して 走 る 水 中 モ ノ レ ‾ ル が で 202鵠 招 以 降 ）
6．9 12．7　 38．8　 22．3 17．8　 1．56．3 19．2　 3 4．4　 26．2 12．1 1．8 57．5　 2．0　 2 1．2　 0．8　 1 1．6　 0．5　 1．6　 2 ．4　 2．4
9 1） 仝 苦 難 悪 用 して 脚 ．津 波 観 測 を 行 い 、 精 度 の 高 い 津 波 の 予 脚 で き る 2001 年 （6 年 後 ）
30．6　 29．2　 32．3　 4．2　 2．4　 1．228．0　 38．4　 23．0　 6．4　 2．5　 1．7 90．2　 1．4　 1．8　 1．8　 1．9　 0．1　 0 ．2　 0．2　 2．2
9 2） 配 管 糟 鶴 論 調 肪 融 清 拭 と い っ て い い ほ ど 軸 が 2003 年 （8 年 後 ）
31．7　 27．5　 32 ．1　 5．2　 2．2　 1．2 26．8　 38．0　 22．7　 9．0　 1．9　 1．5 77．9　 1 6　 5．8　 1．1　 9．6　 0．3　 0．3　 1 ．4　 1．8
9 3） 絹 票 舘 紺 粗 野 豊 潤 新 船 椚 禦 ㌍ 細 部 20 04年 （9 年 後 ）
30．6　 31．6　 31．3　 3．5　 1．8　 1．2 35．5　 42．2 15．9　 3．5　 1．0　 1．8 83．0　 3．4　 1．4　 4．5　 3 ．0　 1．9　 0．3　 0 ．6　 1．9
94） 晋 鮎 幾 重 急 告 安 手 空 露 菅 息 津 禦 号 た 君 主 ㌘ 知 し、 地 鵬 よ り も 早 20 07年 （1 2年 後 ）
44．8　 29．5　 21．9　 2．1 1．1　 0．9 46．8　 35．7 12．3　 2．8　 0 ．8　 1．58．4　 1．2　 1．0　 3．8　 2 7　 0．3　 0．2　 0 ．8　 1．6
95） † 聖 去 孟 享 雪 狂 警 票 も 誓 書 瑠 完 警 断 言 吾 聖 聖 抒 、 人 間 が 20 08年 （13年 後 ）
14．6　 20．3　 34．0 16．9 13．2　 1．0 1 7．8　 30．7　 29．5 13．4　 7 ．0　 1．650．7　 2 ．2　 2．0　 7．9　 4．2　 3．8　 7．5　 1．5　 2．2
問2　科学技術の活動は、基礎的・先導的な分野や産業振興の分野のみならず、これまで
にお答え頂きました技術テーマのように、塑埋＿二＿且盟還畳」資遜」度盛二厘監一生
遥遠壇」＿随選＿二＿宝仝且監な＿と旦盆盟においても進められています。これらは、「地
球と調和した人類の共存」や「安心して暮らせる潤いのある社会の構築」を目標と
するものといえます。
つきましては、次の間にお答え下さい。
（ア）　あなたは、こ＿也＿皇＿笠、これらの目標に対して、科学技術がどの程度貢献し
てきたと思いますか。（○は1つ）
1　大いに貢献してきた
2　ある程度貢献してきた
3　どちらでもない
4　あまり貢献してこなかった
5　まったく貢献してこなかった
6　わからない
無回答
19．8％
51．2％
11．6％
9．8％
1．8％
5．5％
0．2％
（イ）　あなたは、全後、これらの目標に対して、科学技術がどの程度貢献するべき
だと思いますか。（○は1つ）
1　大いに貢献するべき
2　ある程度貢献するべき
3　どちらでもない
4　あまり貢献しなくてもよい
5　まったく貢献しなくてもよい
6　わからない
無回答
54．3％
37．5％
4．2％
0．8％
0．2％
2．9％
0．2％
問3　問2で述べたような分野（下線部）の科学技術について、あなたは、一般の人々に
対し情報が十分に提供されていると思いますか。
1　はい
2　いいえ
3　わから
無回答
10．2％
なし12：：；：
（「2　いいえ」に○をつけた方は、次の間3－1にもお答え下さい。）
－74－
問3－1　それでは、あなたは、どのようなことを望みますか。次の中からあげて下さい
（○はいくつでも）。
1　研究内容や進捗状況などの情報提供
2　安全性、社会への影響などの情報提供
3　新聞、テレビなどによる積極的報道
4　必要に応じ利用できる情報提供ネットワ胃クなどの構築
5　その他　（下の空欄に具体的に記述して下さい。）
無回答
46．0％
73．0％
63．9％
27．5％
2．2％
0．3％
問4　問2で述べたような分野（下線部）の科学技術について、あなたは、一般の人々の
多様な希望に沿ったものになっていると思いますか。
1はい　　　20．5％
三回≡：：芸なし1芸i：：：
（「2　いいえ」に○をつけた方は、次の間4－1にもお答え下さい。）
問4－1　それでは、あなたは、そのようなことを望みますか。次の中からあげて下さい。
（○はいくつでも）。
1　広く世論を聞くための調査の実施
2　個別に希望を聞き、研究に反映させる窓口の設置
3　科学技術の発達に伴う人間生活への影響に関する評価の実施
4　その他（下の空欄に具体的に記述して下さい。）
無回答
胃75－
54．1％
26．5％
73．7％
2．5％
0．4％
問5　私たちが豊かでゆとりのある暮らしをしていく上で、あなたは、どのような領域の
科学技術についてもっと力を入れることを望みますか。次の中からあげて下さい
（○はいくつでも）。
1　交通・物流
2　労働環境
3　環境保全と資源・エネルギ胃の有効利用
4　高齢者・障害者等の生活支援
5　健康・医療
6　情報・通信
7　消費生活・家事
8　災害対策
9　住宅・住環境
10　教育・余暇
11その他（下の空欄に具体的に記述して下さい。）
12　わからない
無回答
36．4％
29．5％
67．1％
62．9％
72．8％
21．1％
19．9％
69．6％
38．8％
21．3％
1．6％
1．3％
0．5％
問6　高齢者や障害者が、安心して快適な暮らしをしていく上で、あなたは、科学技術に
対してどのようなことを望みますか。次の中からあげて下さい（○はいくつでも）
1　高齢者や障害者が働きやすくなる
2　健康の維持・増進が図られる
3　看護・介護が容易になる
4　学習や社会参加活動が容易になる
5　日常の製品や住宅、施設等が利用しやすくなる
6　日常の移動が容易になる
7　災害時や緊急時においても安心できるようになる
8　その他（下の空欄に具体的に記述して下さい。）
9　わからない
一76－
57．5％
50．6％
71．3％
27．0％
45．9％
30．3％
74．7％
0．9％
1．4％
無回答 0．7％
問7　通勤等を含め日々の仕事との関係で、あなたは、科学技術に対してどのようなこと
を望みますか。次の中からあげて下さい（○はいくつでも）。
1　労働環境の健康・安全面における改善が図られる
2　仕事場における労力の軽減が図られる
3　仕事の面白さやゆとりなどに対して配慮がなされる
4　いわゆる「きつい、汚い、危険（3K）」な作業の
機械化が図られる
5　科学技術の急速な進歩等に対し、技術を習得する
仕組みが図られる
6　通勤ラッシュ、通勤時問等の通勤環境が改善される
7　情報ネットワーク・システムなどにより在宅勤務が実現
される
8　その他（下の空欄に具体的に記述して下さい。）
9　わからない
無回答
63．2％
29．4％
40．8％
39．9％
29．0％
50．5％
24．7％
0．4％
4．0％
0．9％
問8　資源の有効利用や廃棄物の処理を図っていく上で、あなたは、科学技術に対してど
のようなことを望みますか。次の中からあげて下さい（○はいくつでも）。
1　ゴミの分別・収集が清潔・簡単にできるようになる
2　製品などが長く使えるようになる
3　少ない資源で製品などが作られる
－77－
68．0％
43．3％
42．2％
4　資源の再利用がふえる
5　廃棄物による環境への影響が低減される
6　その他（下の空欄に具体的に記述して下さい。）
7　わからない
無回答
79．1％
78．7％
1．3％
1．6％
0．7％
アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。
なお、科学技術について日頃お考えのことがありましたら、下の空欄に自由にお書き下さ
い。
－78－
参考資料2
アントトにおける自由回答の集計拙
－79－

アンケート調査における自由回答の集計結果
本調査においては、科学技術について日頃考えていることについて、自由回答の欄を設けてお
り、以下にその意見を紹介する。（なお、類似した意見は、件数のみ示した。）
ア ンケー トは以 上です 。 ご協力 あ りが と うござい ま した。
なお、科 学技術 につ いて、 日頃 お考 えの ことがあ りま した ら、下 の空 欄 に 自由 にお書 き下 さ
い。
回答数　180件
（科学技術への期待）
・天然資源の少ない人口の多い日本国、健康で豊かな生活を送るためには世界で一番の最高の
科学技術が要求されている。
・人間の社会生活において、科学技術の進歩が生活の基盤をなすので、科学技術の発展により、
ゆとりのある安心して生活出来る社会になることを思い、日頃から科学技術には関心を持っ
ている。
・技術テーマの広さに感動しました。生きる事の幸せを考え、長生きも又楽しいと思った。
テーマの内容もさることながら、苦しんでいる人、悲しんでいる人が少なくなるようにでき
たらと楽しみながら、丸印をつけた。（他3件）
・関係者の方が、開発に努力され、苦労も多いと思うが頑張ってほしい。等（他4件）
・特にヨーロッパ、米国にない科学を振興していきたい。等
・早く実現すると良い。
・小さな事でも、全体でやれば大きな影響になることは多いと思う。そのためには、社会全体
で協力したりしていかなければならない。
・今まで、科学技術について、自分達の生活とはほど遠い世界と思っていたが、これを機会に
少しでも興味を持っていきたい。
（研究予算・研究開発基盤の強化と教育の充実）
・政府は理工系大学の予算をもっと大幅に増加し、研究設備の充実を計り、優秀な学生が多く
安心して学究に邁進出来るようにすべきである。また、技術者はその努力の割合に比して、
報われることは少ないと思われる。もっと技術者、研究者を厚遇すべきである。
（他1件）
・科学技術の進展のためには研究組織の確立と予算の拡充を大胆に計るべきである。特に、英
才教育に力を入れなければ、世界の指導的立場を確保することができない。知的所有権確立
のための方策のスピード化を計ること。中小企業等における研究、アイデアに対する助成促
進策の確立と実行。科学技術情報（国内外）のネットワーキングの充実。等（他2件）
・科学技術に対しての関心が低く、特に、初等、中等教育の理科の授業時間数の減少が憂慮さ
れる。等（他1件）
（科学技術に対する留意すべき点や不安・心配）
・人間が自然の中で、ゆとりを持った生活が出来るような科学技術の発達と、精神面での結び
つきを失わない文化生活が持続できる社会・国である様な進歩を望む。（他9件）
ー81－
科学技術が進歩すればするほど、人と人とのつながりが希薄になり、人の心はますます貧し
くなるように思える事が最大の不安。等（他2件）
人間と人間をつなぐ科学技術には、もっと優しさ（人に対して、環境に対して）、倫理的な
問題を論じていかなければならないと思う。等（他1件）
人間が人間を悪意をもって管理・操作するようなことがあってはならない。等
いくら良い技術があっても利用するのは人間である。しっかりしたマナーを教えて欲しい。
（他1件）
科学技術とは人間をダメ、楽にするのではなくて、人間として向上していくためのものでな
くてはならない。等（他3件）
科学の発達とともに、人間のもつ本来の能力は低下していくもので、これらの能力を低下さ
せないようにコントロールすることが本来の賢い動物と思える。等（他1件）
科学技術の進歩はめざましく、それがますます加速をつけているように思います。このこと
は、私達の生活を豊かにする反面、そのスピードに精神面ではついていけない面もあるよう
に思う。
これ以上、技術革新のスピード・アップをしたら、人間には制御不能になる場面も増えるの
ではないか。その意味では、ゆっくりとじっくりと腰の座った研究開発を望みたい。（他1
件）
技術の発達は、とても喜ばしいが、それを使う人間が限られている現実がある。学習機会等
をふやし、進歩に乗り遅れる人間を作らないような努力をして欲しい。便利なものは、すべ
ての人に公平でありたい。
科学が発達することによっての「副作用」がおこることが気になる。科学が発達することに
よって、どのような欠点が生じるかを深く考えることが大切だと思う。等（他11件）
科学技術が発達しても使うのが人間であるから人為的なミスや事故は必ずおこる。そのとき
に早急に対応できるかどうかによって良い悪いを私は判断する。
科学技術がどの分野で人間に寄与し、どの分野で寄与しないのかを十分に議論され、国民の
コンセンサスを得る必要があると思う。基本的には、社会の有機的構成上、科学技術（機械）
が、無制限に入り得る分野と、感性・倫理上、人間でなければならない分野、言い替えすれ
ば、科学技術（機械）が入りこんではならない分野があり、また、ある部分は機械にまかせ、
ある部分は人間の手によるという、三段階の住み分けのコンセンサスの確立を急ぐ必要があ
る。（他3件）
科学技術は弱者救済のために開発されるべきで、健者による健者のための科学技術の開発で
あってはならない。（他2件）
誰のどのような意見で実現しようとしているのかわからない。等
自然を大切に。科学技術の向上とともに次世代のよりよい地球環墳を残す。（他31件）
今ある資源は、私たちに与えられているものとして考えるのではなく、預けられた者、守っ
ていかなければならないものと考えるべきである。（他1件）
科学技術は必要な分野ではあるが、人間がこの地球で生きていく上で大切なのは、いかに他
の生物と共存して行けるかと言う事だと思う。等（他1件）
あまり科学技術が発達しすぎて人間の働き口がなくなるのではと心配である。（他3件）
大都市が優先されているような気がする。等
功をあせらず、じっくりと平和利用を考えながら事にあたって欲しい。等
国民生活の確保のため、最も必要かつ緊急を要するものから実現して欲しい。等（他1件）
ー82－
沢山の事があるから一つのことを10点満点をとるのではなく、全部の項目で、それぞれが
4点や5点で揃った方がよい。
新しい開発とともにそれが一般に普及するためには、経済性の問題や理解しやすさも重要で
あり、その視点を失った科学技術は国民の支持を得られなくなる恐れがある。等
諸外国と話合いの機会をもっと増やすべきである。
これ以上科学技術の進歩は必要ないと思う。等（他2件）
いろんな方面で高度な技術を用い機械化されて楽にはなるが、その反面自分達の首をしめて
いるように思われる。
多くのテーマが実現すると夢のような世界が実現することになるのではないかと思う。その
時は、人間活動の相当部分が科学技術によりカバーされるとすると、その時人間の存在、幸
福感そのものが問われることになるのではないかと思う。（他1件）
これから研究される事の中に私達にはあまりにも関係がなさすぎる事が多くあるのにびっく
りしてしまう。
（情報提供）
・どのくらい科学技術が発達しているか、また研究されているか、一般の生活の中では情報と
して入ってこない。（他3件）
・技術の進歩がリアルタイムで一般の人々に伝えられると良い。
・技術の両方の面、プラスとマイナスがあることを意識した情報が求められている。
・例えば、原子力発電について考えて見ると、あまり国民に正しく認識されていないと思う。
等（他1件）
・原子力発電所の地震対策について、機会があれば説明など新聞などで知らせて欲しい。等
（他1件）
（個別課題等）
・空中でベッドがなく、床ずれがないような医療施設が欲しい。（他1件）
・今後の老人福祉、交通事故の増大等についてその役目を早急に活用して欲しい。
・エイズの問題を早く解決して欲しい。
・DNA組み替え等「人間」不在の発展は好まない。
・科学技術の発達は時として、人間を不幸にする。これからは、「科学技術対応心理学」や
「心と科学技術」の研究を進めなければならない。
・環境破壊を食い止めて元に戻す技術を真っ先に行って欲しい。等
・大都市に集中するのを管理するシステム
・地震による災害を少なくするため、早く地震予知ができたらならと昨今特に感じる。等（他
1件）
・阪神大震災における問題点についての研究を一段と推進して欲しい。（他3件）
・原子力発電の地震対策を考えて放射能漏れの絶対ないように科学を生かして欲しい。
・安全なエネルギー源がないものか。（他2件）
・ソーラー発電の低価格化の実現
・グローバルな観点から評価できる開発を望む。
・医学の進歩発展のためや、省エネ、リサイクルなど地球を守るための研究開発を進めて欲し
い。等
－83－
・人々がこの世に出生した時、その人の生涯の消費に見合うだけ、国が樹木を植える。
（「アンケート調査」関係）
・全体を通して、「科学技術は善である」という考えが基調である事に抵抗を感じる。等（他
1件）
・アンケートの内容に問題がある思う。解答の部分で適切な表現ができない部分がある。等
（他4件）
・科学技術という事はどんな事なのかはっきりわかっていない著に、このアンケートはあまり
意味がないのではないかと疑問に思うと同時に、このような技術を悪用して犯罪の増える事
が恐ろしいとさえ思う。
・質問内容が多すぎると思う。
・アンケートの目的がわからない。等（他1件）
・本アンケートの調査結果を知りたい。等（他3件）
・主婦には結構難しくて科学技術のことなどピンとこないという方が本音である。等（他4件）
・そんな事まで実現できるのか！？と思わされる事が沢山あり、勉強になった。（他3件）
ー84－
参考資料3
主要クロス集計結果
ー85－

早期実現期待度指数上位30課題の性別、年齢、関心度によるクロス集計結果
『科学技術と生活とのかかわりに関するアンケート』
間5－①早期実現期待度　　　　　　　（Nは人数で、その他の数字は全て％）
48）大地震の発生を数日程度前に予測できるようになる。
N
今 す ぐ に
で も
し て ほ し
い
予 測 時
よ り 早 く
実 現 し て
ほ し い
予 測 時
ぐ ら い に
実 現 し て
ほ し い
予 測 時 ′、
よ り 遅 く
て も 楕
な い
実 現 は
っ と 遅 く
て も 楕
な い
無 回 答
総　 数 1 2 4 9 7 1 ．7 1 8 ．57 ．4 1 ．0 0 ．7 0 ．8
F l　 性 別
男 6 0 5 7 1 ． 1 1 9 ．8 7 ． 10 ．8 0 ．5 0 ． 7
女 6 4 4 7 2 ．2 1 7 ．2 7 ．61． 1 0 ．9 0 ．9
無 回 答 － － － － － －
F 2　 年 齢
1 8 ′、 1 9 歳 4 4 8 6 ．4 9 ． 1 2 ．3 2 ．3 － －
2 0 ′、 2 4 歳 1 0 9 7 0 ．6 1 8 ．3 8 ．3 2 ．8 胃－ －
2 5 へ ノ2 9 歳 9 0 7 6 ．7 1 5 ．6 7 ．8 ・－ － －
3 0 へノ3 4 歳 9 9 7 9 ．8 1 5 ．2 4 ．0 － 1 ．0 ．・－
3 5 へ ノ3 9 歳 1 3 3 6 8 ．4 2 2 ．6 8 ．3 0 ．8 ・－ －－
4 0 ・、 4 4 歳 1 3 3 7 5 ．9 1 9 ．5 3 ．0 － 1 ．5 ・．－．
4 5 へ ノ4 9 歳 1 3 9 7 3 ．4 1 5 ． 1 9 ．4 0 ． 7 1 ．4 －－
5 0 ′、 5 4 歳 1 4 0 6 9 ．3 1 7 ．91 0 ．0 －－ 0 ．7 2 ． 1
5 5 一、 5 9 歳 1 0 1 6 8 ．3 1 8 ．8 7 ．9 2 ．0 1 ．0 2 ．0
6 0 へ ノ6 4 歳 1 0 9 6 7 ．0 1 9 ．31 0 ．1 1 ．8 0 ．9 0 ．9
6 5 ・、 6 9 歳 9 0 6 2 ．2 2 5 ．6 6 ．7 2 ．2 1 ． 1 2 ．2
7 0 歳 以 上 6 2 6 9 ．4 2 1 ．0 6 ．5 － ・－ 3 ．2
無 回 答 － － － － － －
間 1 製 品 の 構 造 や 仕 組 み へ の 関 心
非 常 に 関 心 が あ る 1 5 9 7 0 ．4 1 7 ．0 1 0 ．7 － 0 ．6 1 ．3
あ る 程 度 関 心 が あ る 6 7 2 7 1 ．7 1 9 ．6 5 ．8 1 ．2 0 ．7 0 ．9
ど ち ら と も い え な い 1 7 7 7 0 ．6 1 5 ．8 1 1 ．3 1 ． 1 0 ．6 0 ．6
あ ま り 関 心 が な い 18 9 7 2 ．0 2 0 ．1 5 ．8 0 ．5 1 ． 1 0 ．5
全 然 関 心 が な い 2 6 8 0 ．8 7 ．7 7 ．7 3 ．8 － －
無 回 答 2 6 7 3 ． 1 1 5 ．41 1 ．5 － － －
間5－①　早期実現期待度
63）がんになるのを防ぐ薬ができる。
N
今すぐに 予測時 予測時！ 予測時其 実現は
無回答でも より早く ぐらいに より遅く っと遅く
してほし 実現して 実現して ても楕 ても楕
い ほしい ほしい ない ない
総　　 数 1 2 4 9 6 8 ．1 2 1． 1 8 ．31 ．0 0 ．6 0 ．9
F l 性 別
EEl
ププ 6 0 5 6 6 ．6 2 2 ．6 9 ． 1 0 ．8 0 ．3 0 ．5
女 6 4 4 6 9 ．4 1 9 ． 7 7 ．61 ． 1 0 ．9 1 ．2
無 回 答
－ － － － － 胃
： F 2　 年 齢
； 1 8 ～ 1 9 歳 4 4 7 2 ．7 2 2 ．7 － 2 ．3 － 2 ．3
1 2 0 ・、 2 4 歳 1 0 9 6 7 ．9 2 2 ．0 8 ．3 － 0 ．9 0 ．9
2 5 ′、 2 9 歳 9 0 7 2 ．2 18 ．9 7 ．8 － 1 ． 1 －
3 0 へ ′3 4 歳 9 9 6 9 ．7 2 4 ．2 5 ．1 1 ．0－ ・－
3 5 一、 3 9 歳 1 3 3 6 3 ．2 2 7 ．1 8 ．3 0 ．80 ．8 －
4 0 へノ4 4 歳 1 3 3 7 8 ．9 1 5 ．8 4 ．5 0 ．8 ．－ －・
4 5 ′、 4 9 歳 1 3 9 6 9 ． 1 1 7 ．3 1 1 ．5 2 ．2－ －
5 0 ′、 5 4 歳 1 4 0 6 9 ．3 1 7 ．9 8 ．61 ．4 1 ．4 1 ．4
5 5 ・、 5 9 歳 1 0 1 5 7 ．4 2 7 ．7 1 1．9－－ 1 ．0 2 ．0
6 0 ′、 6 4 歳 1 0 9 6 4 ．2 2 4 ．8 7 ．3 0 ．9 0 ．9 1 ．8
6 5 へノ6 9 歳 9 0 6 1 ． 1 18 ．9 1 4 ．4 2 ．21 ． 1 2 ．2
7 0 歳 以 上 6 2 7 2 ．6 1 7 ．7 8 ．1 ▼－・ ・－ 1 ．6
無 回 答 － － － － － －
間 1 製 品 の 楕 運 や 仕 組 み へ の 関 心
非 常 に 関 心 が あ る 1 5 9 6 7 ．3 1 9 ．5 1 0 ． 1 1 ．3 0 ．61 ．3
あ る 程 度 関 心 が あ る 6 7 2 6 8 ．6 2 2 ．0 7 ． 1 1 ．0 0 ．3 0 ．9
ど ち ら と も い え な い 1 7 7 6 9 ．5 18 ． 1 1 0 ．2－ 1 ．7 0 ．6
あ ま り関 心 が な い 1 8 9 6 4 ．6 2 3 ．3 9 ．5 1 ． 1 1 ． 1 0 ． 5
全 然 関 心 か な い 2 6 6 9 ．2 2 3 ． 1 － 3 ．8 － 3 ．8
無 回 答 2 6 7 3 ．1 1 1． 5 1 5 ．4 － －・ －
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問5－①　早期実現期待度
61）エイズを治すことができるようになる。
N
今す ぐに 予測時其 予測時其 予測時． 実現は
無回答でも より早く ぐらいに より遅 く っと遅 く
してほ し 実現 して 実現 して ても ても楕
い ほ しい ほ しい ない ない
総　　 数 1 2 4 9 6 2 ． 1 2 5 ．6 9 ．6 0 ．71 ．3 0 ．6
F l 性 別
男 6 0 5 5 9 ．0 2 8 ．8 10 ．6 0 ．5 0 ．7 0 ．5
女 6 4 4 6 5 ．1 2 2 ． 7 8 ．7 0 ．91 ．9 0 ．8
無 回 答
－ － － － － －
F 2　 年 齢
1 8 へ一1 9 歳 4 4 7 7 ．3 18 ．2 4 ．5 － － －
2 0 ノ、 2 4 歳 1 0 9 7 0 ．6 2 0 ．2 7 ．3 － 0 ．9 0 ．9
2 5 ・～ 2 9 歳 9 0 7 1 ． 1 1 6 ． 7 1 0 ．0 － 2 ．2 －
3 0 ′、 3 4 歳 9 9 6 8 ．7 2 3 ．2 6 ． 1 － 2 ．0 ・－－
i 3 5 ～ 3 9 歳 1 3 3 5 3 ．4 3 6 ． 1 9 ．0 0 ．80 ．8 －
4 0 ′、 4 4 歳 1 3 3 6 4 ．7 2 7 ．8 6 ．8 － 0 ．8 －
4 5 ′、 4 9 歳 1 3 9 6 4 ．7 2 3 ．7 8 ．6 － 2 ．9 －
5 0 へ ノ5 4 歳 1 4 0 6 3 ．6 2 2 ． 1 10 ． 7 2 ． 1 0 ．7 0 ．7
5 5 へ ノ5 9 歳 1 0 1 5 6 ．4 3 2 ．7 7 ．9 － 2 ．0 1 ．0
6 0 へ ノ6 4 歳 1 0 9 5 3 ．2 3 3 ．0 9 ．21 ．8 1 ．8 0 ．9
6 5 ～ 6 9 歳 9 0 5 1 ． 1 2 6 ．7 16 ． 7 3 ．3－ 2 ．2
7 0 歳 以 上 6 2 5 8 ．1 1 6 ． 1 2 2 ．6 － － 3 ．2
無 回 答 － － － － － －
間 1 製 品 の 構 造 や 仕 組 み へ の 関 心
非 常 に 関 心 が あ る 1 5 9 6 0 ．4 2 8 ．9 7 ． 5 0 ．6 1 ．3 1 ．3
あ る 程 度 関 心 が あ る 6 7 2 6 3 ．4 2 5 ． 1 8 ．9 0 ．70 ．9 0 ．9
ど ち ら と も い え な い 1 7 7 5 9 ．3 2 2 ．0 16 ．4・－． 2 ．3 －
あ ま り関 心 が な い 1 8 9 6 1 ．9 2 7 ．5 7 ．9 1 ． 1 1 ．6 －
全 然 関 心 が な い 2 6 6 1 ．5 3 0 ．8 － 3 ．8 3 ．8 －－
無 回 答 2 6 6 1 ．5 2 3 ． 1 1 5 ．4 － － －
間5－①　早期実現期待度
94）地震、土砂崩れ、なだれなどで埋まった人間を見つけることが可能な高度な機械ができる。
［N 今すぐに 予測時 予画疇 予測時≠ 実現I
無回答でも より早く ぐらいに より遅く っと遅く
してほし 実現して 実現して ても楕 ても楕
い ほしい ほしい ない ない
総　 数 1 2 4 9 5 4 ．3 2 8 ．0 1 4 ．31．4 0 ．6 1 ．4
F l 性 別
田
：乃 6 0 5 5 2 ． 1 2 9 ．3 1 5 ．91．5 0 ．5 0 ．8
女 6 4 4 5 6 ．4 2 6 ．9 1 2 ．71．4 0 ．8 1 ．9
無 回 答
－ － － － － －
F 2　 年 齢
1 8 ′、 1 9 歳 4 4 6 5 ．9 2 2 ．7 6 ．8 2 ．32 ．3 －
2 0 へ ′2 4 歳 1 0 9 5 0 ．5 3 2 ． 1 1 4 ． 7－－ 1 ．8 0 ．9
2 5 ′、 2 9 歳 9 0 6 4 ．4 2 0 ．0 1 4 ．41 ．1 － －－
3 0 ′、 3 4 歳 9 9 6 3 ．6 2 1 ．2 1 3 ． 1 1 ．0－ 1．0
3 5 へ ′3 9 歳 1 3 3 4 7 ．4 3 6 ．8 1 2 ．8 2 ．3－・ 0 ．8
4 0 ノ、 4 4 歳 1 3 3 6 0 ．9 2 7 ．8 1 0 ．5－－ 0 ．8 －－
4 5 へ ′4 9 歳 1 3 9 5 4 ． 7 3 0 ．9 1 1 ．5 2 ．20 ． 7 －－・
5 0 へ ノ5 4 歳 1 4 0 4 9 ．3 3 0 ．7 1 4 ．31．4 0 ．7 3 ．6
5 5 ′、 5 9 歳 1 0 1 4 7 ．5 2 6 ．7 2 0 ．81．0 1 ．0 3 ．0
6 0 へノ6 4 歳 1 0 9 4 9 ．5 2 5 ．7 2 0 ．21．8 － 2 ．8
6 5 ノ、 6 9 歳 9 0 5 0 ．0 2 6 ．7 1 6 ．7 3 ．31 ． 1 2 ．2
7 0 歳 以 上 6 2 5 9 ．7 2 4 ．2 1 2 ．9 1 ．6－ 1 ．6
無 回 答
－ － － － － －
間 1 製 品 の 構 造 や 仕 組 み へ の 関 心
非 常 に 関 心 が あ る 1 5 9 5 6 ．6 2 7 ．0 1 2 ．6 0 ．61 ．3 1 ．9
あ る 程 度 関 心 が あ る 6 7 2 5 3 ．3 2 9 ．9 1 3 ．81 ．0 0 ．6 1．3
ど ち ら と も い え な い 1 7 7 5 3 ． 1 2 5 ．41 8 ．6 1 ．7 0 ．6 0 ．6
あ ま り関 心 が な い 1 8 9 5 8 ．7 2 4 ．9 1 2 ．21 ．6 0 ．5 2 ． 1
全 然 関 心 が な い 2 6 5 7 ．7 2 3 ．1 1 1 ．5 7 ．7－ －
無 回 答 2 6 3 8 ．5 3 0 ．8 2 3 ． 1 7 ．7－ －
ー88－
『科学技術と生活とのかかわりに関するアンケート』
間5－①　早期実現期待度
2）タンカーの事故で流出した石油などで汚染された海をもとにもどすことができるようになる。
N
今 す ぐ に
で も
し て ほ し
い
予 測 時
よ り早 く
実 現 し て
ほ し い
予 測 時
ぐ ら い に
実 現 し て
ほ し い
予 測 時
よ り遅 く
て も 楕
な い
実 現 は
っ と 遅 く
て も 楕
な い
無 回 答
総　 数 1 2 4 9 4 6 ．3 4 1 ．21 0 ．6 0 ．6 0 ．5 0 ．9
F l 性 別
田プフ 6 0 5 4 3 ．0 4 4 ．3
1 1 ． 1 0 ．5 0 ．3 0 ．8
女 6 4 4 4 9 ．4 3 8 ．21 0 ．2 0 ．6 0 ．6 0 ．9
4旺回 答 － － － －
F 2　 年 齢
1 8 へ ノ1 9 歳 4 4 5 4 ．5 4 0 ．9 4 ． 5 － － －
2 0 へノ2 4 歳 1 0 9 4 7 ．7 3 7 ．6 1 4 ． 7－ － －
2 5 ′、 2 9 歳 9 0 5 1 ． 1 4 1 ．1 7 ．8 ．－． － －
3 0 へ ・3 4 歳 9 9 5 6 ．6 3 6 ．4 7 ． 1 ・－ － －
3 5 へ ノ3 9 歳 1 3 3 4 3 ．6 4 9 ．6 5 ．3 1 ．5 ・－－ －－
4 0 ′、 4 4 歳 1 3 3 5 1 ． 1 3 6 ．8 10 ． 5－－ 0 ．8 0 ．8
4 5 へ ・4 9 歳 1 3 9 5 0 ．4 3 6 ．7 9 ．42 ．2 0 ．7 0 ．7
5 0 へ一5 4 歳 1 4 0 4 8 ．6 4 0 ．7 8 ．60 ．7 －－ 1 ．4
5 5 へ ′5 9 歳 1 0 1 3 7 ．6 3 9 ．61 7 ．8 1 ．0 1 ．0 3 ．0
6 0 ′、 6 4 歳 1 0 9 4 0 ．4 4 5 ．91 1 ．0 － 0 ．9 1 ．8
6 5 ′、 6 9 歳 9 0 3 1 ． 1 5 1 ．1 1 4 ．4 －・ 2 ．2 1 ． 1
7 0 歳 以 上 6 2 4 1 ．9 3 7 ．1 1 9 ．4 － ・－．・ 1 ．6
j旺回 答 － － － －
間 1 製 品 の 構 造 や 仕 組 み へ の 関 心
非 常 に 関 心 が あ る 1 5 9 5 1 ．6 3 7 ．1 9 ．4 － 0 ．6 1 ．3
あ る 程 度 関 心 が あ る 6 7 2 4 6 ．3 4 2 ．4 9 ．4 0 ．6 0 ． 1 1 ．2
ど ち ら と も い え な い 1 7 7 4 0 ．7 4 2 ．9 14 ． 7 0 ．6 1 ． 1 －－
あ ま り関 心 が な い 1 8 9 4 5 ．5 4 1 ．31 1， 1 1 ． 1 0 ．5 0 ．5
全 然 関 心 が な い 2 6 5 7 ．7 3 0 ．81 1． 5 － ・－
無 回 答 2 6 4 6 ．2 3 0 ．8 1 9 ．2 3 ．8 －
間5－①　早期実現期待度
47）火山の噴火を2～3日前に確実に予測できるようになる。
N
今すぐに 予測時 予測時 予画疇‾ 実現は
無回答でも より早く ぐらいに より遅く っと遅く
してほし 実現して 実現して ても楕 ても楕
い ほしい ほしい ない ない
総　 数 1 2 4 9 5 2 ．02 9 ．7 1 5 ． 1 1 ．5 1 ．0 0 ．8
F l　 性 別
男 6 0 5 5 0 ．4 3 1 ．6 1 5 ．0 1 ．3 1 ．00 7
女 6 4 4 5 3 ．4 2 8 ．0 1 5 ． 1 1 ．7 0 ．9 0 ．9
無 回 答 － － － － － －
F 2　 年 齢
1 8 ・、 1 9 歳 4 4 6 1．4 2 9 ．5 6 ．8 2 ．3－ －
2 0 へ ・2 4 歳 1 0 9 4 9 ．5 3 0 ．3 1 7 ．4 2 ．8－ －
2 5 ′、 2 9 歳 9 0 5 6 ．7 2 6 ． 7 16 ．7 － ・－ －－
3 0 ′、 3 4 歳 9 9 5 3 ．5 3 5 ．4 10 ． 1・－ 1 ．0 －
3 5 へノ3 9 歳 1 3 3 4 2 ．1 4 0 ．6 14 ．3 1 ．5 1 ．5－
4 0 ノ、 4 4 歳 1 3 3 5 8 ．6 2 7 ．1 12 ．0 0 ．81 ．5 －
4 5 ノ、 4 9 歳 1 3 9 5 2 ．5 2 2 ．3 2 3 ．0 0 ．7 1 ．4 －
5 0 ．′、 5 4 歳 1 4 0 5 2 ．1 2 6 ．4 1 7 ．9 1 ．4 0 ．7 1 ．4
5 5 ′、 5 9 歳 1 0 1 4 7 ．5 2 7 ． 7 18 ．8 3 ．0 1 ．0 2 ．0
6 0 へ ′6 4 歳 1 0 9 5 8 ．7 2 6 ．6 9 ．2 1 ．81 ．8 1 ．8
6 5 へノ6 9 歳 9 0 4 6 ．7 3 2 ．2 13 ．3 3 ．3 1 ．13 ．3
7 0 歳 以 上 6 2 4 8 ．4 3 5 ．5 12 ．9 1 ．6 － 1 ．6
無 回 答 － － － － － －
間 1 製 品 の 構 造 や 仕 組 み へ の 関 心
非 常 に 関 心 が あ る 1 5 9 5 6 ．0 2 6 ．4 13 ．81 ．3 0 ．6 1 ．9
あ る 程 度 関 心 が あ る 6 7 2 5 2 ．1 3 0 ．8 13 ．7 1 ．8 0 ．7 0 ．9
ど ち ら と も い え な い 1 7 7 4 6 ．3 3 1 ．6 2 0 ．3 0 ．6 1． 1－
あ ま り関 心 が な い 18 9 5 2 ．4 2 7 ．5 1 6 ．9 0 ．5 2 ． 1 0 ．5
全 然 関 心 が な い 2 6 5 3 ．8 2 6 ．9 1 1 ．5 7 ．7 － －
無 回 答 2 6 5 7 ．7 2 6 ．9 1 1 ．5 3 ．8－ －
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間5－①　早期実現期待度
45）集中豪雨による土砂崩れ、土石流の発生を、かなりの精度で予知し予報することができるようになる。
N
今すぐた 予画疇 予測時 予測時 実現は
無回答でも実葺 より早く ぐらいに より遅く っと遅く
してほし 実現して 実現して ても構 ても楕
い ほしい ほしい ない ない
総　 数 1 2 4 9 5 0 ．42 9 ．2 1 7 ．2 1 ． 1 0 ．6 1 ．4
　ーF l 性 別
田プ］ 6 0 5 5 0 ．2 2 9 ．4 1 7 ．71 ．0 0 ．3 1 ．3
女 6 4 4 5 0 ．6 2 9 ．0 1 6 ．8 1 ．2 0 ．9 1 ．4
無 回 答 － － － － － －
・ F 2　 年 齢
： 1 8 ～ 1 9 歳 4 4 6 5 ．9 2 2 ．7 9 ． 1 2 ．3 － －
’ 2 0 ～ 2 4 歳 1 0 9 4 2 ．2 3 3 ．0 2 4 ．8－－ ・－ ．．－
2 5 ′、 2 9 歳 9 0 5 0 ．0 2 7 ．8 2 0 ．0 － 1 ．1 1 ．1
3 0 へ ノ3 4 歳 9 g 4 6 ．5 3 3 ．3 1 8 ．2 2 ．0・－ －
3 5 ′、 3 9 歳 1 3 3 4 3 ．6 3 3 ．8 2 1 ． 1 1 ．5－ －
4 0 へ ・4 4 歳 1 3 3 5 7 ．1 2 9 ．3 12 ．8 0 ．8・－ －
4 5 ′、 4 9 歳 1 3 9 5 8 ．3 1 9 ．4 1 8 ．0 0 ．7 2 ．21 ．4
5 0 ′、 5 4 歳 1 4 0 5 2 ． 1 2 8 ．6 1 7 ． 1－ －－ 2 ．1
5 5 ノ、 5 9 歳 1 0 1 4 3 ．6 2 7 ． 7 2 2 ．81 ．0 1 ．0 4 ．0
6 0 －、 6 4 歳 1 0 9 5 1 ．4 3 1．2 1 0 ． 1 2 ．80 ．9 3 ．7
6 5 ′、 6 9 歳 9 0 4 6 ．7 3 4 ．4 1 2 ．23 ．3 1 ．1 2 ．2
7 0 歳 以 上 6 2 5 4 ．8 2 7 ．4 1 4 ．5 ・．－ 1 ．6 1 ．6
無 回 答 － － － － － －
間 1 製 品 の 構 造 や 仕 組 み へ の 関 心
非 常 に 関 心 が あ る 1 5 9 5 9 ．1 2 1．4 1 5 ．70 ．6 0 ．6 2 ． 5
あ る 程 度 関 心 が あ る 6 7 2 5 0 ．6 3 0 ． 1 1 6 ．5 0 ．9 0 ．61．3
ど ち ら と も い え な い 1 7 7 4 2 ．9 3 2 ．2 2 1 ．51 ．7 1 ．1 0 ．6
あ ま り 関 心 が な い 18 9 5 1 ．3 2 9 ． 1 1 6 ．41 ．1 0 ． 5 1．6
全 然 関 心 が な い 2 6 4 6 ．2 2 3 ． 1 2 6 ．9 3 ．8・．－－ －－
無 回 答 2 6 4 2 ．3 4 2 ．3 1 1 ．5 3 ．8－ －
間5胃①　早期実現期待度
46）消火活動にロボットが導入され、コンビナートの消火や、火災現場での生存者の発見や救助に利用され
るようになる。
l
！N
今 す ぐに 予 測時．、 予測 時． 予測時其 実 現は
無 回答で も よ り早 く ぐらいに よ り遅 く っ と遅 く
してほ し 実 現 して 実現 して て も構 て も楕
い ほ しい ほ しい ない な い
総　 数 1 2 4 9 4 9 ．3 2 9 ．9 1 7 ． 1 2 ．2 0 ．6 1 ．0
F l 性 別
男 6 0 5 4 9 ．6 3 1．7 1 6 ．01 ．7 0 ．5 0 ．5
女 6 4 4 4 9 ． 1 2 8 ． 11 8 ．0 2 ．6 0 ．6 1 ．6
無 回 答 － － － － － －
F 2　 年 齢
1 8 ′、 1 9 歳 4 4 5 6 ．8 2 5 ．0 1 1 ．4 4 ．5 2 ．3
2 0 へノ2 4 歳 10 9 3 7 ．6 3 3 ．9 2 5 ． 72 ．8 －
2 5 へ ′2 9 歳 9 0 5 2 ．2 2 4 ．4 2 3 ．3 －－ － －
3 0 へ ・3 4 歳 9 9 5 6 ．6 2 3 ．2 18 ．22 ．0 － ・．－
3 5 へ ′3 9 歳 13 3 4 4 ．4 3 4 ．6 18 ．02 ．3 0 ．8 －
4 0 ′、 4 4 歳 1 3 3 5 5 ．6 3 1 ．6 1 1 ．30 ．8 0 ．8 －
4 5 ′、 4 9 歳 1 3 9 4 8 ．2 3 0 ．9 16 ． 5 2 ．9 0 ．7 0 ．7
5 0 へ ・5 4 歳 1 4 0 5 0 ．7 3 1 ．4 14 ．31 ．4 ・．－ 2 ．1
5 5 ′、 5 9 歳 1 0 1 4 3 ．6 2 9 ．7 2 1 ．8 2 ．0 1 ．0 2 ．0
6 0 へ ノ6 4 歳 1 0 9 5 7 ．8 2 4 ．8 1 1 ．91 ．8 1 ．8 1 ．8
6 5 へ ノ6 9 歳 9 0 4 3 ．3 3 1 ．1 16 ．75 ．6 －．・ 3 ．3
7 0 歳 以 上 6 2 4 8 ，4 3 2 ．3 14 ．51 ．6 － 3 ．2
無 回 答 － － － － －
間 1 製 品 の 構 造 や 仕 組 み へ の 関 心
非 常 に 関 心 が あ る 1 5 9 5 8 ．5 2 1 ．4 1 5 ． 7 1 ．3 1 ．3 1 ．9
あ る 程 度 関 心 が あ る 6 7 2 4 8 ．4 3 2 ．4 1 5 ．81 ．8 0 ．4 1 ．2
ど ち ら と も い え な い 1 7 7 4 5 ．2 3 2 ．21 9 ．8 2 ．3 0 ．6 －－
あ ま り 関 心 が な い 1 8 9 4 9 ．2 2 8 ．0 1 7 ．53 ．7 0 ．5 1 ． 1
全 然 関 心 が な い 2 6 5 0 ．0 2 3 ．1 2 3 ． 13 ．8 －－
無 回 答 2 6 4 6 ．2 1 9 ．2 3 0 ．83 ．8 －
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間5－①　早期実現明待度
1）オゾン層を破壊せず地球温暖化にも問題がないフロンの代替品ができる。
N
今す ぐに 予測時． 予測時其 予画時 実現は
無回答でも より早 く ぐらいに より遅く っと遅く
してほし 実現 して 実現して て も ても楕
い ほ しい ほしい ない ない
総　 数 1 2 4 9 5 2 ． 1 2 4 ．8 1 9 ．8 2 ．0 0 ．7 0 ．6
F l 性 別
男 6 0 5 5 1 ．9 2 7 ． 1 1 8 ．71 ．3 0 ．8 0 ．2
女 6 4 4 5 2 ．3 2 2 ． 7 2 0 ．82 ．6 0 ．6 0 ．9
無 回 答 － － － － － －
F 2　 年 齢
1 8 ′、 1 9 歳 4 4 6 3 ．6 2 0 ．5 1 3 ．6 2 ．3 － －
2 0 へノ2 4 歳 1 0 9 5 6 ．0 2 1 ． 1 2 0 ．21 ．8 0 ．9 －
2 5 一㌧ 2 9 歳 9 0 5 2 ．2 2 7 ．8 2 0 ．0 － t－－ ．．
3 0 ′、 3 4 歳 9 9 5 7 ．6 2 9 ．3 1 1 ． 12 ．0 ・－ －
3 5 ′、 3 9 歳 1 3 3 5 4 ．9 2 4 ．8 16 ．5 3 ．0 0 ．8－
4 0 一㌧ 4 4 歳 1 3 3 6 1． 7 2 1 ．8 14 ．3 0 ．81 ．5 －
4 5 一㌧ 4 9 歳 1 3 9 5 5 ．4 2 4 ．5 1 8 ．7 0 ．7 0 ．7－
5 0 ′、 5 4 歳 1 4 0 5 5 ．0 2 4 ．3 1 7 ．91 ．4 － 1 ．4
5 5 へ一5 9 歳 1 0 1 4 4 ．6 3 1 ．7 1 8 ．83 ．0 1 ．0 1 ．0
6 0 ㌧ 6 4 歳 1 0 9 3 8 ． 5 2 8 ．4 2 5 ．7 4 ．61 ．8 0 ．9
6 5 ′㌧ 6 9 歳 9 0 3 6 ． 7 2 4 ．4 3 2 ．2 3 ．31 ．1 2 ．2
： 7 0 歳 以 上 6 2 4 6 ．8 1 4 ．5 3 5 ．51 ．6 － 1．6
無 回 答 － － － － － －
間 1 製 品 の 構 造 や 仕 組 み へ の 関 心
非 常 に 関 心 が あ る 1 5 9 5 2 ．2 3 1 ．4 1 1 ．91 ．3 1 ．9 1 ．3
あ る 程 度 関 心 が あ る 6 7 2 5 4 ．0 2 2 ．6 2 0 ．5 1 ．9 0 ．3 0 ．6
ど ち ら と も い え な い 1 7 7 4 7 ．5 2 6 ．6 2 3 ．7 0 ．61 ． 1 0 ．6
あ ま り 関 心 が な い 1 8 9 5 1 ．9 2 5 ．4 1 9 ．6 2 ．6 0 ．5 －
全 然 関 心 が な い 2 6 4 2 ．3 2 3 ． 1 2 6 ．97 ．7 －－ －－
無 回 答 2 6 4 6 ．2 2 6 ．9 1 5 ．4 7 ．7 3 ．8 －
間5－①　早期実現期待度
49）土や水の中に捨てても自然に分解されて無害なものになるプラスチックができる。
N
今す ぐに 予測疇 予画疇］‾ 予測時．、 実現は
無回答で も より早く ぐらいに より遅く っと遅く
してほ し 実現して 実現 して ても構 ても構
い ほしい ほ しい ない ない
総　 数 1 2 4 9 4 9 ．7 2 8 ．5 1 8 ．2 2 ．2 0 ．7 0 ．6
F l 性 別
． 男
6 0 5 4 9 ．9 2 7 ．9 18 ．3 2 ．8 0 ．7 0 ．3
： 女 6 4 4 4 9 ．5 2 9 ．0 18 ．01 ．7 0 ．8 0 ．9
無 回 答 － － － － － －
F 2　 年 齢
1 8 ′、 1 9 歳 4 4 4 5 ．5 3 8 ．6 1 3 ．62 ．3 － －
2 0 ㌧ 2 4 歳 10 9 4 4 ．0 3 0 ．3 2 1 ．12 ．8 1 ．8 －
2 5 ～ 2 9 歳 9 0 4 2 ．2 3 1 ． 1 2 2 ．24 ．4 ・－ －－
3 0 ′、 3 4 歳 9 9 5 1 ．5 2 9 ．3 18 ．2 ・－ 1 ．0 －－
3 5 ′、 3 9 歳 13 3 4 8 ．9 2 7 ．8 2 1 ．1 2 ．3 －－ －－
4 0 ・、 4 4 歳 13 3 4 9 ．6 3 1 ．6 1 3 ．53 ．8 0 ．8 0 ．8
4 5 ＼ ′4 9 歳 13 9 5 1 ． 1 2 8 ．8 1 5 ．81 ．4 2 ．2 0 ．7
5 0 ′し 5 4 歳 14 0 5 3 ．6 2 5 ．7 1 7 ．12 ．1 ・－ 1 ．4
5 5 ′、 5 9 歳 10 1 5 0 ． 5 2 9 ．7 1 7 ．8 －－ 1 ．0 1 ．0
6 0 ′、 6 4 歳 10 9 4 9 ．5 2 8 ．4 18 ．32 ．8 － 0 ．9
6 5 ・、 6 9 歳 9 0 4 7 ．8 2 5 ．6 2 2 ．2 3 ．3－ 1 ． 1
7 0 歳 以 上 6 2 6 2 ．9 1 6 ． 1 1 6 ．1 1 ．61 ．6 1 ．6
無 回 答 － － － － － －
間 1 製 品 の 構 造 や 仕 組 み へ の 関 心
非 常 に 関 心 が あ る 1 5 9 6 1 ．6 2 4 ．5 1 1 ．9 1 ．3 － 0 ．6
あ る 程 度 関 心 が あ る 6 7 2 5 0 ． 1 2 8 ．3 1 7 ．62 ．4 0 ．6 1 ．0
ど ち ら と も い え な い 1 7 7 4 2 ．4 2 7 ．7 2 7 ．7 1 ．7 0 ．6 －
あ ま り 関 心 が な い 18 9 4 5 ．0 3 3 ．3 1 6 ．9 2 ．6 2 ． 1 －
全 然 関 心 が な い 2 6 4 2 ．3 3 8 ．5 1 5 ．4 3 ．8 ・－－ －－
無 回 答 2 6 5 7 ．7 1 9 ．2 1 9 ．2 3 ．8 － －
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間5－①　早期実現期待度
12）医薬品の有効性や安全性を迅速にかつ確実に確かめることができるようになる。
N
今 す ぐ に
で も 実 葦
し て ほ し
い
予 測 時 壬
よ り早 く
実 現 し て
ほ し い
予 測 時
ぐ ら い に
実 現 し て
ほ し い
予 測 時
よ り 遅 く
て も 楕
な い
実 現 は
っ と 遅 く
て も 構 わ
な い
無 回 答
総　 数 1 2 4 9 4 9 ．6 2 7 ．6 1 8 ．7 2 ．01 ．2 0 ．9
F l 性 別
男 6 0 5 4 5 ．5 3 0 ． 7 1 9 ．82 ．0 1 ．2 0 ．8
女 6 4 4 5 3 ．6 2 4 ． 7 1 7 ．5 2 ．01 ．2 0 ．9
無 回 答 － － － － － －
F 2　 年 齢
1 8 ′、 1 9 歳 4 4 4 5 ． 5 3 8 ．6 1 3 ．6 － 2 、3 －
2 0 ′、 2 4 歳 1 0 9 3 9 ．4 3 3 ．0 2 1 ． 1 3 ．71 ．8 0 ．9
2 5 ・、 2 9 歳 9 0 4 7 ．8 3 3 ．3 1 7 ．8 －－ 1 ． 1 －
3 0 一一 3 4 歳 9 9 5 5 ．6 2 4 ．2 19 ．21 ．0 ．－－ －
3 5 ′、 3 9 歳 1 3 3 4 8 ．1 2 6 ．3 1 8 ．0 6 ．8・－ 0 ．8
4 0 へ ノ4 4 歳 1 3 3 5 1 ．9 2 8 ．6 1 4 ．3 3 ．0 2 ．3－
4 5 ノ、 4 9 歳 1 3 9 5 4 ．0 2 1 ．6 2 0 ．91 ．4 2 ．2 －
5 0 ・、 5 4 歳 1 4 0 5 0 ．7 2 4 ．3 2 2 ． 1 0 ．7 0 ．71 ．4
5 5 ′、 5 9 歳 1 0 1 4 9 ．5 2 7 ．7 1 7 ．81 ．0 1 ．0 3 ．0
6 0 ′、 6 4 歳 1 0 9 4 9 ．5 3 3 ．0 12 ．8 0 ．91 ．8 1 ．8
6 5 へノ6 9 歳 9 0 5 1 ． 1 2 8 ．9 16 ．71 ． 1 1 ． 1 1． 1
7 0 歳 以 上 6 2 4 8 ．4 1 7 ．7 3 0 ．61 ．6 － 1 ．6
無 回 答 － － － － － －
間 1 製 品 の 構 造 や 仕 組 み へ の 関 心
非 常 に 関 心 が あ る 1 5 9 5 6 ．6 2 4 ．5 1 5 ． 1 1 ．9 0 ．61 ．3
あ る 程 度 関 心 が あ る 6 7 2 5 1 ．3 2 6 ．3 18 ．51 ．8 0 ．9 1 ．2
ど ち ら と も い え な い 1 7 7 4 2 ．9 3 1 ．6 2 3 ．21 ． 1 1 ． 1 －
あ ま り 関 心 が な い 18 9 4 4 ．4 3 0 ．2 1 9 ．0 4 ．21 ．6 0 ．5
全 然 関 心 が な い 2 6 5 0 ．0 2 6 ．9 1 9 ．2 －．・ 3 ．8 ・－
無 回 答 2 6 4 6 ．2 3 4 ．6 1 1 ．5－ 7 ．7 －
間1－①　早期実現斯得度
13）動脈硬化を治すことができるようになる。
N
今 す ぐ に
で も 実 葦
し て ほ し
い
予 測 時
よ り早 く
実 現 し て
ほ し い
予 測 時 ．
ぐ ら い に
実 現 し て
ほ し い
予 測 時
よ り遅 く
て も 構
な い
実 現 は
っ と 遅 く
て も 構
な い
無 回 答
総　 数 1 2 4 9 4 4 ．9 3 4 ．9 1 7 ．51 ．4 0 ．7 0 ．6
F l 性 別
男 6 0 5 4 2 ． 1 3 7 ．5 1 7 ．91 ．7 0 ．5 0 ．3
女 6 4 4 4 7 ．5 3 2 ．5 1 7 ． 1 ．2 0 ．9 0 ．8
無 回 答
－ － － － － －
F 2　 年 齢
1 8 ・、 1 9 歳 4 4 3 8 ．6 4 7 ．7 13 ．6 － － －
2 0 、 ・2 4 歳 1 0 9 3 8 ．5 3 9 ．4 2 0 ．20 ．9 0 ．9 －
2 5 ′、 2 9 歳 9 0 4 4 ．4 3 3 ．3 2 0 ．01 ． 1 1 ． 1 －
3 0 ′、 3 4 歳 9 9 4 9 ． 5 3 6 ．4 1 3 ．11 ．0 －－ ．－－
3 5 ・、 3 9 歳 1 3 3 4 0 ．6 3 1 ．6 2 1 ．83 ．0 3 ．0 －
4 0 ・、 4 4 歳 1 3 3 4 5 ．1 3 9 ．8 1 2 ．81 ．5 0 ．8 －
4 5 ′、 4 9 歳 1 3 9 4 6 ．0 3 0 ．2 2 3 ．0 ．7 － －
5 0 ′、 5 4 歳 1 4 0 4 7 ． 1 3 3 ．6 1 4 ．3 ．6 － 1．4
5 5 へ ノ5 9 歳 10 1 4 6 ． 5 3 4 ．7 1 6 ．8－ 1 ．0 1．0
6 0 へ ノ6 4 歳 10 9 4 7 ．7 3 6 ．7 1 3 ．80 ．9 － 0 ．9
6 5 ′、 6 9 歳 9 0 3 8 ．9 3 4 ．4 2 1 ．1 2 ．21 ． 1 2 ．2
7 0 歳 以 上 6 2 5 6 ． 5 2 5 ．8 1 6 ． 1 － ・－．・ 1 ．6
無 回 答
－ － － － － －
間 1 製 品 の 構 造 や 仕 組 み へ の 関 心
非 常 に 関 心 が あ る 1 5 9 5 2 ．2 3 2 ．7 13 ．21 ．3 － 0 ．6
あ る 程 度 関 心 が あ る 6 7 2 4 6 ． 1 3 5 ．6 16 ． 1 ．2 0 ．3 0 ．7
ど ち ら と も い え な い 1 7 7 3 9 ．0 3 3 ．3 2 4 ．31 ．7 1． 7 ・－．
あ ま り関 心 が な い 1 8 9 4 0 ．2 3 7 ．6 1 8 ．02 ． 1 1．6 0 ．5
全 然 関 心 が な い 2 6 4 2 ．3 2 3 ．1 2 6 ．93 ．8 3 ．8 －－
無 回 答 2 6 4 6 ．2 3 4 ．6 1 9 ．2 － － －
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間1－①　早期実現期待度
62）アルツハイマー型痴呆などの老人性痴呆を治すことができるようになる。
N
今 す ぐ に
で も 実 葦
し て ほ し
い
予 測 時
よ り 早 く
実 現 し て
ほ し い
予 測 時
ぐ ら い に
実 現 し て
ほ し い
予 測 時 某
よ り 遅 く
て も 楕
な い
実 現 は
っ と 遅 く
て も 楕
な い
無 回 答
総　　 数 1 2 4 9 4 2 ． 73 7 ．6 1 6 ． 1 1 ．9 0 ．61 ．1
F l 性 別
ロ］プフ 6 0 5 3 8 ． 5 4 0 ．5 1 7 ．9 2 ．0 0 ．7 0 ． 5
女 6 4 4 4 6 ．6 3 4 ．8 1 4 ．4 1 ．9 0 ．6 1 ．7
無 回 答 － － － － － －
F 2　 年 齢
1 8 へ ノ1 9 歳 4 4 3 1 ．8 4 7 ．7 18 ．2 2 ．3－ －
2 0 ～ 2 4 歳 1 0 9 3 7 ．6 3 2 ． 1 2 4 ．81 ．8 2 ．8 0 ．9
2 5 へ一2 9 歳 9 0 4 3 ．3 3 5 ．6 18 ．91 ．1 1． 1 －・
3 0 ′－ 3 4 歳 9 9 4 5 ．5 3 9 ．4 1 4 ．1 1 ．0 － －
3 5 へ ノ3 9 歳 1 3 3 4 0 ．6 3 8 ．3 1 7 ．3 3 ．0 0 ．8 －
4 0 一、 4 4 歳 1 3 3 4 5 ． 1 4 1 ．4 1 2 ．8 0 ．8 － ・．－
4 5 へ ′4 9 歳 1 3 9 4 3 ．9 3 6 ．0 1 9 ．4 0 ．7 － －
5 0 へノ5 4 歳 1 4 0 4 2 ． 1 3 8 ．6 1 4 ．3 2 ． 1－ 2 ．9
5 5 ′、 5 9 歳 1 0 1 4 0 ．6 4 0 ．6 1 2 ．9 2 ．01 ．0 3 ．0
6 0 へ ′6 4 歳 1 0 9 4 5 ．9 3 9 ．4 1 2 ．8－－ 0 ．9 0 ．9
6 5 ′、 6 9 歳 9 0 4 1 ． 1 3 2 ．2 1 5 ．6 5 ．6 1 ． 1 4 ．4
7 0 歳 以 上 6 2 5 1 ．6 3 0 ．6 1 1 ．3 4 ．8－ 1 ．6
無 回 答 － － － － － －
間 1 製 品 の 構 造 や 仕 組 み へ の 関 心
非 常 に 関 心 が あ る 1 5 9 5 2 ．2 3 3 ．3 10 ． 1 2 ．5－ 1 ．9
あ る 程 度 関 心 が あ る 6 7 2 4 2 ．7 3 9 ．0 14 ．91 ．9 0 ．4 1 ．0
ど ち ら と も い え な い 1 7 7 3 8 ．4 3 5 ．0 2 2 ．61 ．7 1 ．7 0 ．6
あ ま り 関 心 が な い 18 9 3 8 ．6 4 1 ．8 1 6 ．41 ．6 0 ． 5 1 ． 1
全 然 関 心 が な い 2 6 4 2 ．3 1 9 ．2 3 0 ．8 3 ．83 ．8 －
無 回 答 2 6 4 2 ．3 3 0 ．8 2 3 ． 1 3 ．8
間5一①　早期実現斯待度
51）農薬などの化学物質で汚染された土地をもとにもどすことができるようになる。
N
今 す ぐ に
で も
し て ほ し
い
予 測 時
よ り早 く
実 現 し て
ほ し い
予 測 時 ．、
ぐ ら い に
実 現 し て
ほ し い
予 測 時
よ り遅 く
て も 楕
な い
実 現 は
つ と 遅 く
て も 楕
な い
無 回 答
総　 数 1 2 4 9 4 4 ．3 3 3 ．4 1 9 ．31 ．5 0 ．6 1 ．0
F l 性 別
田プフ 6 0 5 4 3 ． 1 3 6 ．2 18 ．21 ．3 0 ．7 0 ．5
女 6 4 4 4 5 ．3 3 0 ．7 2 0 ．3 1． 7 0 ．5 1 ．4
無 回 答 － － － － － －
F 2　 年 齢
1 8 ′、 1 9 歳 4 4 5 2 ．3 3 1 ．8 1 3 ．6 － 2 ．3 －
2 0 へ ・2 4 歳 10 9 4 0 ．4 3 3 ．0 2 6 ．6 － ．． －
2 5 ′、 2 9 歳 9 0 4 3 ．3 3 2 ．2 2 2 ．22 ．2 － －・
3 0 へ ・3 4 歳 9 9 4 3 ．4 3 7 ．4 1 7 ．2 1．0 1 ．0 －
3 5 ′、 3 9 歳 13 3 4 2 ． 1 3 2 ．3 2 3 ．31． 5 0 ．8 ー
4 0 へ ′4 4 歳 1 3 3 4 5 ．9 3 4 ．6 1 7 ．3 1 ．5 1－ 0 ．8
4 5 ～ 4 9 歳 1 3 9 5 4 ．0 2 6 ．6 18 ． 7 0 ．7－ ．－t．l．
5 0 ′、 5 4 歳 14 0 4 7 ． 1 3 0 ．7 1 7 ．9 1 ．4 0 ．7 2 ．1
5 5 ′、 5 9 歳 10 1 4 0 ．6 3 6 ．6 18 ．8－ 1 ．0 3 ．0
6 0 へ ′6 4 歳 10 9 3 8 ．5 3 7 ．6 1 9 ．3 2 ．8 0 ．9 0 ．9
6 5 へ 一6 9 歳 9 0 4 2 ．2 3 5 ．6 1 4 ．4 4 ．4－ 3 ．3
7 0 歳 以 上 6 2 4 0 ．3 3 5 ．5 1 7 ．7 3 ．21 ．6 1 ．6
無 回 答
－ － － － － －
間 1 製 品 の 構 造 や 仕 組 み へ の 関 心
非 常 に 関 心 が あ る 1 5 g 5 1 ．6 2 8 ．3 1 7 ．01 ．3 － 1 ．9
あ る 程 度 関 心 が あ る 6 7 2 4 3 ．5 3 5 ．g 18 ．01 ．0 0 ．4 1．2
ど ち ら と も い え な い 1 7 7 3 9 ．5 3 1 ．6 2 4 ．3 2 ．81 ．7 －－
あ ま り関 心 が な い 1 8 9 4 3 ．9 3 3 ．3 19 ．6 2 ． 1 0 ．5 0 ．5
全 然 関 心 が な い 2 6 3 8 ．5 3 0 ．8 2 6 ．9 3 ．8－－ －
無 回 答 2 6 6 1 ．5 1 5 ．42 3 ． 1 － － －
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間1－①　早期実現期待度
47）地すべりや崖くずれの発生を予測する技術が向上し、人命の損失が大きく減る。
N
今すぐに 予画時其 予測時．、 予測時其 実現は
無回答でも より早 く ぐらいに よ り遅く っと遅く
してほし 実現 して 実現 して ても橋 て も槽
い ほしい ほしい ない ない
総　　 数 1 2 4 9 4 6 ．2 2 9 ．9 1 9 ．8 2 ．3 0 ．61 2
F l 性 別
男 6 0 5 4 3 ．5 3 3 ．2 1 9 ．3 2 ．5 0 ．51 ．0
女 6 4 4 4 8 ．8 2 6 ．7 2 0 ．2 2 ．20 ．8 1 ．4
無 回 答 － － － － － －
F 2　 年 齢
1 8 ′、 1 9 歳 4 4 3 8 ．6 3 6 ．4 1 8 ．2 6 ．8－ －
2 0 ′、 2 4 歳 1 0 9 4 1 ．3 3 0 ．3 2 7 ．5 0 ．9－ －
2 5 ・、 2 9 歳 9 0 4 6 ．7 2 8 ．9 2 0 ．0 3 ．31 ．1 ・．－
3 0 ′、 3 4 歳 9 9 5 2 ．5 2 5 ．3 2 0 ．2 2 ．0 － －
3 5 ＼ノ3 9 歳 1 3 3 3 9 ． 1 3 6 ．8 2 1 ． 1 1． 5 0 ．8 0 ．8
4 0 へノ4 4 歳 1 3 3 5 3 ．4 3 3 ． 1 1 2 ．0 1． 5 － －
4 5 へノ4 9 歳 1 3 9 5 1 ． 1 2 3 ．0 2 1 ．6 2 ．2 0 ．7 1 ．4
5 0 ′、 5 4 歳 1 4 0 4 4 ．3 3 3 ．6 1 7 ．9 0 ． 7 0 ．7 2 ．9
5 5 ′、 5 9 歳 1 0 1 4 0 ．6 3 0 ．7 2 4 ．81 ．0 1 ．0 2 ．0
6 0 ′、 6 4 歳 1 0 9 5 1 ．4 2 3 ．9 1 8 ．3 4 ．6 0 ．9 0 ．9
6 5 へ－6 9 歳 9 0 3 6 ．7 3 3 ．3 1 8 ．9 5 ．61 ． 1 4 ．4
7 0 歳 以 上 6 2 5 6 ．5 2 2 ．6 1 6 ． 1 1．61 ．6 1 ．6
無 回 答 － － － － － －
間 1 製 品 の 構 造 や 仕 組 み へ の 関 心
非 常 に 関 心 が あ る 1 5 9 5 4 ． 1 2 7 ．0 1 2 ．6 1 ．9 0 ．6 3 ．8
あ る 程 度 関 心 が あ る 6 7 2 4 7 ．9 2 8 ．7 1 9 ．6 2 ．4 0 ．31 ．0
ど ち ら と も い え な い 1 7 7 3 6 ．7 3 7 ．3 2 2 ．6 2 ．8 0 ．6・．－
あ ま り 関 心 が な い 1 8 9 4 2 ．3 3 1 ．7 2 1 ．7 1 ．6 2 ． 1 0 ．5
全 然 関 心 が な い 2 6 4 6 ．2 1 9 ．2 3 0 ．8 3 ．8－－ ・－－
無 回 答 2 6 4 6 ．2 2 3 ． 1 2 3 ．1 3 ．8 － 3 ．8
間5－①　早期実現期待度
16）人工の目により、目が見えない人が見ることができるようになる。
N
今すぐに 予測時 予画疇‾予測時 実廊 ま
無回答でも より早く ぐらいに より遅く っと遅く
してほし 実現して 実現して ても ても
い ほしい ほしい ない ない
総　 数 1 2 4 9 4 4 ．8 3 4 ．6 1 6 ．01 ．8 1 ．9 0 ．g
F l 性 別
男 6 0 5 4 5 ．0 3 4 ．4 1 5 ．91 ．5 2 ．5 0 ．8
女 6 4 4 4 4 ．7 3 4 ．8 16 ． 1 2 ．01 ．4 0 ．9
無 回 答
－ － － － － －
F 2　 年 齢
1 8 ～ 1 9 歳 4 4 5 2 ．3 2 9 ．5 1 5 ．9 － 2 ．3 －
2 0 ′、 2 4 歳 10 9 4 9 ．5 3 3 ．9 1 4 ．7－ 1 ．8 －
2 5 ′、 2 9 歳 9 0 5 2 ．2 3 3 ．3 1 2 ．2 － 2 ．2 －－．
3 0 へ ノ3 4 歳 9 9 5 1 ．5 3 1 ．3 1 4 ．1 1 ．0 2 ．0－
3 5 ′、 3 9 歳 13 3 4 5 ． 1 3 2 ．3 1 8 ．8 2 ．31 ．5 －
4 0 へ一4 4 歳 1 3 3 4 5 ．9 3 8 ．3 1 2 ．0 0 ．8 3 ．0－
4 5 ・、 4 9 歳 1 3 9 4 1 ．7 3 5 ．3 2 0 ．91 ．4 0 ．7 －
5 0 へ ノ5 4 歳 1 4 0 4 2 ．9 2 7 ．9 18 ．6 6 ．4 2 ．1 2 ． 1
5 5 ′、 5 9 歳 1 0 1 4 6 ．5 3 5 ．6 1 3 ．91 ．0 1 ．0 2 ．0
6 0 ～ 6 4 歳 1 0 9 3 8 ．5 4 0 ．4 1 6 ．5 0 ．91 ．8 1 ．8
6 5 へ ノ6 9 歳 9 0 3 4 ．4 3 8 ．9 1 6 ．7 4 ．4 2 ．2 3 ．3
7 0 歳 以 上 6 2 4 1 ．9 3 8 ．7 1 4 ．5 － 3 ，2 1 ．6
無 回 答 － － － － －
間 1 製 品 の 構 造 や 仕 組 み へ の 関 心
非 常 に 関 心 が あ る 1 5 9 4 4 ．0 3 4 ．0 18 ．2 0 ．61 ．3 1 ．9
あ る 程 度 関 心 が あ る 6 7 2 4 5 ．2 3 5 ．9 1 3 ．2 2 ．2 2 ．41 ．0
ど ち ら と も い え な い 1 7 7 4 1 ．8 3 0 ．5 2 5 ．4 0 ．6 1．7 －－
あ ま り 関 心 が な い 18 9 4 8 ． 1 3 4 ．4 14 ．3 1 ．6 1． 1 0 ．5
全 然 関 心 が な い 2 6 3 4 ．6 3 4 ．6 2 3 ． 1 3 ．8 3 ．8 －
無 回 答 2 6 4 6 ．2 3 4 ．6 1 5 ．4 3 ．8－ －
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問5－①　早期実現期待度
22）家の中の家ダニやかびを、ほとんどの子供がアレルギーを起こさない程度におさえることができるよう
になる。
N
今 す ぐ に
で も
し て ほ し
い
予 測 時 ′
よ り 早 く
実 現 し て
ほ し い
予 測 時
ぐ ら い に
実 現 し て
ほ し い
予 測 時
よ り 遅 く
て も 楕
な い
実 現 は
っ と 遅 く
て も 構
な い
無 回 答
総　 数 12 4 9 4 5 ． 6 3 2 ． 0 1 7 ． 92 ． 3 1． 3 1． 0
F l 性 別
田
ププ 6 0 5 4 2 ． 1 3 4 ． 2 18 ． 22 ． 5 2 ． 0 1 ． 0
女 6 4 4 4 8 ． 8 3 0 ． 0 1 7 ． 52 ．2 0 ． 6 0 ． 9
無 回 答
－ － － － － －
F 2　 年 齢
1 8 一－ 1 9 歳 4 4 5 2 ． 3 3 4 ． 1 13 ． 6 － － －
2 0 ・、 2 4 歳 1 0 9 4 2 ． 2 3 4 ． 9 18 ． 32 ． 8 1 ． 8 －
2 5 へ ゾ2 9 歳 9 0 5 0 ． 0 3 3 ．3 1 5 ． 6 －－ 1 ． 1 －
3 0 ′、 3 4 歳 9 9 5 1 ． 5 2 6 ．3 1 7 ． 2 4 ． 0 1 ． 0 －
3 5 へ ノ3 9 歳 1 3 3 5 1 ． 1 2 9 ．3 1 4 ． 33 ． 0 2 ． 3 －
4 0 へ ノ4 4 歳 1 3 3 4 6 ． 6 3 0 ．8 2 0 ． 30 ． 8 1 ． 5 －
4 5 一一 4 9 歳 1 3 9 4 1 ． 7 3 0 ． 9 2 3 ． 02 ． 9 1 ．4 －・．
5 0 へ ノ5 4 歳 1 4 0 3 9 ．3 3 6 ． 4 1 7 ． 94 ． 3 － 2 ． 1
5 5 ′、 5 9 歳 1 0 1 4 3 ．6 3 6 ． 6 1 5 ． 8 ．胃t－ 1 ．0 3 ． 0
6 0 ′、 6 4 歳 1 0 9 4 5 ． 9 3 1． 2 1 6 ． 51 ．8 1 ．8 2 ．8
6 5 ′、 6 9 歳 9 0 3 7 ． 8 3 4 ． 4 1 8 ． 9 4 ．4 2 ． 2 2 ．2
7 0 歳 以 上 6 2 5 3 ． 2 2 4 ． 2 1 9 ． 4 1 ．6 －・ 1 ．6
無 回 答
－ － － － － －
間 1 製 品 の 構 造 や 仕 組 み へ の 関 心
非 常 に 関 心 が あ る 1 5 9 4 7 ． 8 3 1 ． 4 1 5 ． 71． 9 0 ． 6 2 ． 5
あ る 程 度 関 心 が あ る 6 7 2 4 5 ． 7 3 3 ． 5 1 5 ． 92 ． 8 1 ． 0 1 ． 0
0 ． 5
ど ち ら と も い え な い 1 7 7 4 2 ． 9 2 8 ． 2 2 7 ． 11． 1 0 ． 6
あ ま り 関 心 が な い 18 9 4 3 ． 9 3 3 ． 9 16 ．92 ． 1 2 ． 6
全 然 関 心 が な い 2 6 4 2 ． 3 1 9 ． 2 3 0 ．8 3 ． 8 3 ． 8 －－
無 回 答 2 6 6 1 ． 5 2 3 ． 1 1 1 ． 5 － 3 ． 8 －
間5一①　早期実現期待度
52）地球温暖化の大きな原因とされている二酸化炭素の排出量を、現在の8割程度に抑えることができる
ようになる。
乖N
［
今すぐに ≡；l ！l予 画 顧 予画時． －　≡　一．
無回答でも実葦 より早 く ぐらいに より遅 く っと遅 く
してほし 実現 して 実現して ても楕 ても楕
い ほ しい ほ しい ない ない
総　 数 1 2 4 9 4 3 ． 7 3 4 ．7 1 7 ．02 ．6 1 ．0 1 ． 1
F l 性 別
田
l　　 ブコ 6 0 5 4 4 ．0 3 7 ．5 1 5 ．02 ．0 0 ．7 0 ．8
女 6 4 4 4 3 ．5 3 2 ．0 1 8 ．83 ． 1 1 ．2 1 ．4
無 回 答
－ － － － － －
F 2　 年 齢
1 8 へ一1 9 歳 4 4 4 7 ．7 4 0 ．9 9 ． 1 2 ．3 － －
2 0 ′、 2 4 歳 1 0 9 4 4 ．0 3 4 ．9 1 9 ．31 ．8 － －
2 5 ノ、 2 9 歳 9 0 4 8 ．9 2 7 ．8 2 0 ．02 ．2 1 ．1 －
3 0 へ－3 4 歳 9 9 5 0 ．5 3 3 ．3 1 4 ． 12 ．0 －－ －－
3 5 へ 一3 9 歳 1 3 3 4 5 ．9 3 3 ．8 1 6 ．53 ．0 0 ．8 －
4 0 へノ4 4 歳 1 3 3 4 8 ． 1 3 3 ． 1 1 6 ．51 ．5 －－
0 ．台
4 5 ′、 4 9 歳 1 3 9 5 1 ．1 2 8 ．8 1 5 ．83 ．6 0 ．7 －
5 0 〈し5 4 歳 1 4 0 3 5 ．0 4 0 ．7 1 9 ．32 ． 1 0 ．7 2 ． 1
5 5 ′、 5 9 歳 1 0 1 4 1 ．6 3 6 ．6 1 4 ．92 ．0 3 ．0 2 ．0
6 0 ′、 6 4 歳 1 0 9 3 6 ．7 3 8 ．5 1 7 ．43 ．7 0 ．9 2 ．8
6 5 へ ノ6 9 歳 9 0 3 3 ．3 3 6 ．7 2 0 ．04 ．4 2 ．2 3 ．3
7 0 歳 以 上 6 2 4 1 ．9 3 3 ．9 1 6 ． 11 ．6 3 ．2 3 ．2
無 回 答 － － － － － －
間 1 製 品 の 構 造 や 仕 組 み へ の 関 心
非 常 に 関 心 が あ る 1 5 9 4 9 ．7 3 4 ．0 1 1 ．91 ．3 1 ．3 1 ．9
あ る 程 度 関 心 が あ る 6 7 2 4 4 ．6 3 6 ．2 1 5 ．02 ．5 0 ．3 1 ．3
ど ち ら と も い え な い 1 7 7 4 0 ．1 2 7 ．7 2 5 ．43 ．4 2 ．8 0 ．6
あ ま り 関 心 が な い 18 9 3 9 ． 7 3 8 ．6 1 6 ．43 ．2 1 ．6 0 ．5
全 然 関 心 が な い 2 6 2 3 ．1 3 8 ．5 3 4 ．63 ．8 － －
無 回 答 2 6 5 7 ．7 1 5 ．4 2 6 ．9 － － －
－95－
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間5－①　早期実現期待度
15）多くの種類のアレルギーを治すことができるようになる。
N
今すぐに 予測時其 予測時′ 予測時．、 実現は t
無回答でも より早く ぐらいに より遅く つと遅く
してほ し 実現して 実現 して ても楕 て も楕
い ほしい ほしい ない ない
総　　 数 1 2 4 9 4 2 ．g 3 6 ． 1 1 7 ．1 1 ．91．2 0 ．8
F l 性 別
男 6 0 5 3 9 ．8 3 6 ．2 1 9 ．3 2 ．31 ．7 0 ．7
女 6 4 4 4 5 ．8 3 6 ．0 1 4 ．9 1 ．6 0 ．80 ．9
無 回 答 － － － － － －
F 2　 年 齢
1 8 ～ 1 9 歳 4 4 5 9 ． 1 3 4 ．1 6 ．8 － － －
： 2 0 ～ 2 4 歳 1 0 9 4 1 ．3 3 5 ．8 2 1 ．1 0 ．9 0 ．9－
2 5 ′、 2 9 歳 9 0 4 7 ．8 3 4 ．4 1 4 ．41 ． 1 2 ．2 －
3 0 ′、 3 4 歳 9 9 4 6 ．5 3 4 ．3 1 7 ．2 1 ．01 ．0 －
3 5 へ ・3 9 歳 1 3 3 3 9 ． 1 3 8 ．318 ．0 1 ．5 3 ．0 －
4 0 へ ・4 4 歳 1 3 3 4 5 ． 1 3 6 ．8 1 5 ．81 ． 5 0 ．8 －・
4 5 一、 4 9 歳 1 3 9 4 1 ．0 3 6 ．0 1 8 ．0 3 ．6 0 ．7 0 ．7
5 0 一一 5 4 歳 1 4 0 4 3 ．6 3 4 ．31 8 ．6 1 ．4 0 ．7 1 ．4
5 5 へノ5 9 歳 1 0 1 4 4 ．6 3 3 ．7 1 8 ．8－ 1 ．0 2 ．0
6 0 ′、 6 4 歳 1 0 9 3 6 ．7 4 2 ．2 1 2 ．85 ．5 0 ．9 1 ．8
6 5 へ一6 9 歳 9 0 3 5 ．6 3 7 ．8 1 7 ．8 4 ．4 2 ．2 2 ．2
7 0 歳 以 上 6 2 4 6 ．8 3 2 ．3 1 9 ．4・－ ・－ 1 ．6
無 回 答 － － － － － －
間 1 製 品 の 構 造 や 仕 組 み へ の 関 心
非 常 に 関 心 が あ る 1 5 9 3 9 ．6 3 8 ．4 1 6 ．4 2 ．5 1 ．91 ．3
あ る 程 度 関 心 が あ る 6 7 2 4 4 ．0 3 6 ．3 1 6 ．2 1 ．8 0 ．7 0 ．9
ど ち ら と も い え な い 1 7 7 3 8 ．4 3 6 ．2 2 1 ．5 2 ．31 ．7 －－
あ ま り 関 心 が な い 1 8 9 4 5 ．5 3 4 ．4 1 6 ．4 1 ．61 ．6 0 ．5
全 然 関 心 が な い 2 6 3 8 ．5 2 3 ． 1 2 6 ．9 3 ．8 3 ．83 ．8
無 回 答 2 6 5 0 ．0 4 2 ．3 7 ．7 － －・ －
間1－①　早期実現期待度
48）大気汚染の原因となっている窒素酸化物などの汚染物質を除去することができるようになる。
N
今すぐに 予測時． 予測時 予測時 実現は
無回答でも実葦 より早く ぐらいに より遅く っと遅く
してほし 実現して 実現して ても構 ても槽
い ほしい ほしい ない ない
総　　 数 1 2 4 9 4 6 ．5 2 8 ．0 2 1．2 2 ．21 ．0 1． 1
F l 性 別
男 6 0 5 4 7 ．6 2 8 ．1 2 0 ．8 2 ．01 ．0 0 ． 5
女 6 4 4 4 5 ．5 2 8 ．0 2 1 ．6 2 ．3 0 ．91 ． 7
無 回 答 － － － － － －
F 2　 年 齢
1 8 へ ・1 9 歳 4 4 5 2 ．3 3 4 ． 1 1 3 ．6 － － －
2 0 へ ノ2 4 歳 1 0 9 4 5 ．0 2 8 ．4 2 3 ．9 0 ．91 ．8 －
2 5 ′、 2 9 歳 9 0 4 7 ．8 2 6 ．7 2 3 ．3 2 ．2・－－ －－
3 0 ～ －3 4 歳 9 9 4 8 ．5 2 8 ．3 2 1 ．2 1 ．01 ．0 ・－
3 5 へ ノ3 9 歳 13 3 4 2 ．9 3 3 ．8 2 0 ．3 1 ．5 0 ．80 ．8
4 0 ′、 4 4 歳 13 3 5 3 ．4 2 7 ．8 1 3 ．5 3 ．81 ．5 －－
4 5 一一 4 9 歳 1 3 9 5 1 ．8 2 3 ．7 2 1 ．6 1 ．4 0 ．70 ．7
5 0 ′、 5 4 歳 1 4 0 4 5 ．7 2 6 ．4 2 2 ．1 1 ．4 0 ．7 3 ．6
， 5 5 ′、 5 9 歳 1 0 1 4 2 ．6 2 9 ．7 2 3 ．8 1 ．0 1 ．0 2 ．0
6 0 一、 6 4 歳 1 0 9 4 6 ．8 2 8 ．4 1 7 ．4 3 ．7 2 ．80 ．9
6 5 ′、 6 9 歳 9 0 3 7 ．8 2 5 ．6 2 6 ．7 6 ．7－ 3 ．3
7 0 歳 以 上 6 2 4 1 ．9 2 5 ．8 2 9 ．01 ．6 － 1 ．6
無 回 答
－ － － － － －
間 1 製 品 の 構 造 や 仕 組 み へ の 関 心
非 常 に 関 心 が あ る 1 5 9 5 7 ．9 2 5 ．8 1 1 ．31 ．3 0 ．6 3 ． 1
あ る 程 度 関 心 が あ る 6 7 2 4 8 ．7 2 7 ．4 2 0 ．41 ．9 0 ．6 1 ．0
ど ち ら と も い え な い 1 7 7 3 8 ．4 2 9 ．4 2 8 ．2 2 ．81． 1 一．－
あ ま り関 心 が な い 1 8 9 3 6 ．5 3 2 ．3 2 5 ．4 2 ． 1 2 ．6 1 ． 1
全 然 関 心 が な い 2 6 4 6 ．2 3 0 ．8 19 ．23 ．8 － －
無 回 答 2 6 5 0 ．0 1 5 ．4 2 6 ．9 7 ．7－ －
ー96－
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間1一①　早期実現期待度
45）火災の時に発生するにおいや振動などを感知し、いち早く火災の発生を見つける新しい火災報知器が広
く使われるようになる。
N
今 す ぐに 予測 時 予測 時 予測 時′、 実現は
無回答で も実葦 よ り早 く ぐ らいに よ り遅 く っと遅 く
してほ し 実 現 して 実現 して て も楕 て も楕
い ほ しい ほ しい な い ない
総　 数 1 2 4 9 4 4 ．0 3 1 ． 1 2 1 ．22 ．2 0 ．3 1 ． 1
F l 性 別
男 6 0 5 4 2 ．1 3 3 ． 1 2 1 ．52 ． 1 0 ．2 1 ．0
女 6 4 4 4 5 ．8 2 9 ．2 2 1 ．02 ．3 0 ．5 1 ．2
無 回 答
－ － － － － －
F 2　 年 齢
1 8 （－ 1 9 歳 4 4 4 5 ． 5 3 6 ．4 1 3 ．64 ．5 － －
2 0 ′、 2 4 歳 1 0 9 3 8 ． 5 3 0 ．3 2 9 ．41 ．8 － －
2 5 ′、 2 9 歳 9 0 4 4 ．4 3 3 ．3 2 0 ．02 ．2 － －
3 0 ～ 3 4 歳 9 9 4 0 ．4 3 3 ．3 2 5 ．3 1 ．0 － －
3 5 ㌧ 3 9 歳 1 3 3 3 9 ． 1 3 2 ．3 2 4 ．83 ．8 － －
4 0 ′、 4 4 歳 13 3 5 2 ．6 2 9 ．3 1 6 ．5 1 ．5 － －
4 5 （－4 9 歳 13 9 4 9 ．6 2 5 ．2 2 1 ．62 ．2 0 ．7 0 ．7
5 0 ′、 5 4 歳 14 0 4 6 ．4 3 1 ．4 1 6 ．40 ．7 1 ．4 3 ．6
5 5 へ－5 9 歳 10 1 3 6 ．6 3 2 ．7 2 6 ．71 ．0 1 ．0 2 ．0
6 0 ′、 6 4 歳 1 0 9 4 7 ．7 3 1 ．2 1 6 ．5 3 ． 7 － 0 ．9
6 5 ～ 6 9 歳 9 0 3 5 ．6 3 1 ． 1 2 5 ．65 ．6 － 2 ．2
7 0 歳 以 上 6 2 5 0 ．0 3 2 ．3 1 2 ．9 ・．－ － 4 ．8
無 回 答 － － － － － －
間 1 製 品 の 構 造 や 仕 組 み へ の 関 心
非 常 に 関 心 が あ る 1 5 9 5 3 ．5 3 1 ．4 12 ．60 ．6 － 1 ．9
あ る 程 度 関 心 が あ る 6 7 2 4 4 ．5 3 0 ．1 2 1 ．7 2 ． 1 0 ．1 1 ．5
ど ち ら と も い え な い 1 7 7 3 9 ．5 3 2 ．8 2 5 ．42 ．3 － －－
あ ま り 関 心 が な い 1 8 9 4 0 ．7 3 2 ．8 2 1 ．72 ．6 1 ．6 0 ． 5
全 然 関 心 が な い 2 6 3 4 ．6 3 0 ．8 2 3 ． 1 1 1 ．5・－－ 一－
無 回 答 2 6 3 8 ．5 3 0 ．8 2 6 ．9 3 ．8 － －
問5－①　早期実現朋待度
92）力嚥し漏電、ガスもれなどの際に自動的に安全装置が作動し、留守中や高齢者世帯でも安心できる住宅
の安全システムが広く使われるようになる。
L
今すぐに 予測時′ 予測時． 予測時ハ 実現は
無回答でも より早く ぐらいに より遅く っと遅く
してほし実現して 実現して ても ても橋
い ほしい ほしい ない ない
総　 数 1 2 4 9 4 6 ．4 2 7 ．5 2 1．9 2 ．2 1 ．0 1 ．0
F l 性 別
田ププ 6 0 5 4 5 ．3 2 9 ．4 2 1 ．3 2 ． 1 1 ．0 0 ．8
； 女 6 4 4 4 7 ．5 2 5 ．6 2 2 ．4 2 ．3 0 ．9 1 ．2
無 回 答 － － － － － －
F 2　 年 齢
1 8 へ ノ1 9 歳 4 4 5 4 ．5 2 5 ．01 8 ．2 － 2 ．3 －
2 0 ′、 2 4 歳 1 0 9 3 9 ．4 3 3 ．9 2 2 ．91 ．8 0 ．9 0 ．9
2 5 一、 2 9 歳 9 0 4 5 ．6 3 1 ． 1 2 1 ．1 2 ．2 － －
3 0 ′、 3 4 歳 9 9 4 7 ．5 2 6 ．3 2 2 ．23 ．0 1 ．0 －
3 5 ′、 3 9 歳 13 3 4 0 ．6 2 8 ．6 2 4 ．8 4 ． 5 0 ．8 0 ．8
4 0 一一 4 4 歳 1 3 3 4 8 ．9 2 9 ．3 1 8 ．0 2 ．3 1 ．5 －－
4 5 ′、 4 9 歳 1 3 9 5 2 ．5 2 7 ．3 1 5 ．82 ．2 1 ．4 0 ．7
5 0 ′、 5 4 歳 1 4 0 4 1 ．4 3 0 ．7 2 2 ．9 0 ． 7 1 ．4 2 ．9
5 5 ′、 5 9 歳 1 0 1 4 8 ．5 2 3 ．82 2 ．8 2 ．0 1 ．0 2 ．0
6 0 一一 6 4 歳 1 0 9 4 5 ．9 2 2 ．9 2 6 ．6 3 ． 7 －－ 0 ．9
6 5 へ一6 9 歳 9 0 4 7 ．8 2 0 ．0 2 6 ．7 2 ．2 1 ． 1 2 ．2
7 0 歳 以 上 6 2 5 3 ．2 2 5 ．8 1 9 ．4 － ・－・． 1 ．6
無 回 答 － － － － － －
間 1 製 品 の 構 造 や 仕 組 み へ の 関 心
非 常 に 関 心 が あ る 1 5 9 4 9 ．7 2 8 ．3 1 7 ．6 1 ．9 0 ．6 1 ．9
あ る 程 度 関 心 が あ る 6 7 2 4 8 ．8 2 5 ．3 2 2 ．2 1 ．9 0 ．7 1 ．0
ど ち ら と も い え な い 1 7 7 4 2 ．4 2 7 ．7 2 6 ．0 2 ．3 1 ． 1 0 ．6
あ ま り 関 心 が な い 18 9 3 8 ． 1 3 4 ．9 2 0 ． 1 3 ．7 2 ． 1 1． 1
全 然 関 心 が な い 2 6 5 7 ．7 1 9 ．2 1 9 ．23 ．8 － －
無 回 答 2 6 4 2 ．3 3 0 ．8 2 6 ．9 － － －
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間1一①　早期実現斯待度
2）有害な廃棄物を無害なものに処理することができるようになる。
N
今すぐに 予測時 予測時∃ 予潮時 実現は
無回答でも より早く ぐらいに より遅く っと遅く
してほし 実現して 実現して ても楕 ても構
い ほしい ほしい ない ない
総　 数 1 2 4 9 4 0 ．1 3 7 ．2 1 9 ．91 ．6 0 ．4 0 ．7
F l 性 別
Eコカ 6 0 5 3 8 ．3 4 0 ．3 1 9 ．31 ．3 0 ．2 0 ．5
女 6 4 4 4 1 ．8 3 4 ．3 2 0 ．51 ．9 0 ．6 0 ．9
無 回 答 － － － － － －
F 2　 年 齢
1 8 ′、 1 9 歳 4 4 5 9 ．1 3 1．8 6 ．8 2 ．3－ －
2 0 ′、 2 4 歳 1 0 9 3 8 ．5 3 8 ．5 2 1 ． 1 1 ．8－ －
2 5 一一 2 9 歳 9 0 4 4 ．4 3 6 ． 7 18 ．9 －－ － －
3 0 へノ3 4 歳 9 9 4 2 ．4 3 7 ．4 18 ．21 ．0 1 ．0 －
3 5 ～ 3 9 歳 1 3 3 4 2 ．9 3 5 ．3 18 ．8 2 ．3－ 0 ．8
4 0 －、 4 4 歳 1 3 3 3 9 ．1 4 1．4 18 ．8 0 ．8－ －－
4 5 へ ′4 9 歳 1 3 9 4 3 ．2 3 6 ． 7 18 ．0 2 ．2－－ －
5 0 へ ノ5 4 歳 1 4 0 4 1 ．4 3 3 ．6 2 0 ． 7 2 ． 1 0 ．71 ．4
5 5 へ ・5 9 歳 1 0 1 3 9 ．6 3 4 ．7 2 2 ．8－ 1 ．0 2 ．0
6 0 へ ′6 4 歳 1 0 9 3 6 ．7 3 8 ．5 2 0 ．2 3 ．7－－ 0 ．9
6 5 ～ 6 9 歳 9 0 2 6 ．7 3 7 ．8 3 0 ．0 2 ．21 ． 1 2 ．2
7 0 歳 以 上 6 2 3 2 ．3 4 5 ．2 1 9 ．4 － 1 ．6 1 ．6
無 回 答
－ － － － － －
間 1 製 品 の 構 造 や 仕 組 み へ の 関 心
非 常 に 関 心 が あ る 1 5 9 4 4 ．7 3 5 ．8 1 5 ． 1 2 ．5 0 ．61 ．3
あ る 程 度 関 心 が あ る 6 7 2 4 0 ．3 3 9 ．1 18 ．6 0 ．7 0 ．3 0 ．9
ど ち ら と も い え な い 1 7 7 4 4 ． 1 2 6 ．6 2 7 ． 1 1 ．7 0 ．6－－
あ ま り関 心 が な い 1 8 9 3 4 ．4 4 2 ．3 18 ． 5 3 ．7 0 ．5 0 ．5
全 然 関 心 が な い 2 6 3 0 ．8 3 4 ．6 3 0 ．8 3 ．8－ －
無 回 答 2 6 3 0 ．8 3 4 ．6 3 4 ．6 － － －
間5一①　早期実現期待度
50）少量の化学肥料を効果的に使う農業が行われ、肥料による地下水の汚染が減るようになる。
l
N
今すぐに 予測嘲 予測嘲 予測時′ 実現は
無回答でも実車 より早く ぐらいに より遅く っと遅く
してほし 実現して 実現して ても構 ても
い ほしい ほしい ない ない
総　　 数 1 2 4 9 4 3 ．0 3 2 ．3 2 0 ．5 2 ．6 0 ．6 1 ．0
F l 性 別
男 6 0 5 4 1 ．8 3 4 ．7 1 9 ．0 3 ．0 0 ．7 0 ．8
女 6 4 4 4 4 ． 1 3 0 ． 1 2 1 ．9 2 ．20 ．5 1 ．2
無 回 答 － － － － － －
F 2　 年 齢
1 8 ′、 1 9 歳 4 4 5 2 ．3 2 7 ．3 1 8 ．2 ．3 － －
2 0 へ ノ2 4 歳 1 0 9 3 3 ．9 2 8 ．4 3 4 ．9 1 ．80 ．9 －・
2 5 ・、 2 9 歳 9 0 3 7 ．8 3 7 ．82 3 ．3 1 ． 1 －ー
3 0 へ ノ3 4 歳 9 9 4 2 ．4 3 6 ．4 1 9 ．2 2 ．0－
3 5 ′、 3 9 歳 1 3 3 4 5 ． 1 2 7 ．8 2 4 ．8 2 ．3－
4 0 一、 4 4 歳 1 3 3 4 2 ． 1 3 7 ．6 16 ．5 1 ．50 ．8 1 ．5
2 ． 1
4 5 、 4 9 歳 1＿3 9 4 8 ．2 3 0 ．2 18 ．0 2 ．90 ． 7
5 0 ′、 5 4 歳 1 4 0 4 9 ．3 3 0 ．0 16 ．4 2 ．1・．－
． 5 5 へ ′5 9 歳 1 0 1 4 2 ．6 3 3 ．7 2 0 ．8・－－ 1 ．0 2 ．0
6 0 ・、 6 4 歳 1 0 9 3 5 ．8 3 5 ．8 1 6 ．5 8 ．30 ．9 2 ．8
6 5 ～ 6 9 歳 9 0 4 4 ．4 3 3 ．3 1 3 ．3 5 ．61 ． 1 2 ．2
7 0 歳 以 上 6 2 4 3 ．5 2 7 ．4 2 5 ．8 － 1 ．6 1 ．6
無 回 答
－ － － － － －
間 1 製 品 の 構 造 や 仕 組 み へ の 関 心
非 常 に 関 心 が あ る 1 5 9 5 2 ．2 2 5 ．8 1 6 ．4 3 ．8 0 ．61 ．3
あ る 程 度 関 心 が あ る 6 7 2 4 3 ．3 3 4 ．4 1 8 ．9 1 ．6 0 ．6 1 ．2
ど ち ら と も い え な い 1 7 7 3 6 ．2 3 2 ．8 2 6 ．0 4 ．5－－ 0 ．6
あ ま り 関 心 が な い 1 8 9 4 2 ．3 3 2 ．8 2 0 ．6 2 ．6 1 ． 1 0 ．5
全 然 関 心 が な い 2 6 3 0 ．8 2 6 ．9 3 4 ．6 3 ．8－－ 3 ．8
無 回 答 2 6 4 2 ．3 1 9 ．2 3 4 ．6 3 ．8－ －・
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間1－①　早期実現期待度
94）地震に対応するため、遠くで起きた地震をいち早く検知し、地震波よりも早く情報を伝えるシステムが
広く使われるようになる。
N
今す ぐに 予測 時其 予測時其 予 測時 実魂 は
無 回答で も実車 よ り早 く ぐらいに よ り遅 く つ と遅 く
してほ し 実現 して 実現 して て も橋 て も楕
い ほ しい ほ しい な い な い
総　 数 1 2 4 9 4 4 ．6 2 9 ． 5 2 1 ．9 2 ．1 1 ． 1 0 ．9
F l 性 別
田ブプ 6 0 5 4 3 ． 1 3 0 ．42 2 ．5 2 ．0 1 ．3 0 ．7
女 6 4 4 4 6 ．0 2 8 ．6 2 1 ．3 2 ．2 0 ．9 1 ．1
無 回 答 － － － － － －
F 2　 年 齢
1 8 ～ 1 9 歳 4 4 5 2 ．3 2 9 ．5 1 8 ．2 － － －
2 0 へノ2 4 歳 1 0 9 4 3 ． 1 2 7 ．5 2 6 ．61 ．8 － 0 ．9
2 5 一、 2 9 歳 9 0 4 6 ．7 3 0 ．0 2 0 ．02 ．2 1 ． 1 －・
3 0 へノ3 4 歳 9 9 5 6 ．6 2 5 ．3 1 7 ．2 － 1 ．0 ・－
3 5 へノ3 9 歳 1 3 3 3 9 ． 1 3 2 ．3 2 6 ．31 ．5 0 ．8 －
4 0 ′、 4 4 歳 1 3 3 4 6 ．6 3 3 ． 1 1 9 ．50 ．8 － －－
4 5 ～ 4 9 歳 1 3 9 4 6 ．8 2 6 ．6 2 2 ．32 ．2 2 ．2 ・－
l 5 0 ～ 5 4 歳 1 4 0 4 7 ．9 3 0 ．0 1 6 ．42 ．9 1 ．4 1 ．4
5 5 ～ 5 9 歳 1 0 1 3 3 ．7 3 1 ．72 6 ．7 3 ．0 2 ．0 3 ．0
6 0 ～ 6 4 歳 1 0 9 4 5 ．0 3 1 ．2 1 7 ．4 ．6 0 ．9 0 ．9
6 5 へノ6 9 歳 9 0 3 6 ．7 2 5 ．6 2 8 ．93 ．3 2 ．2 3 ．3
7 0 歳 以 上 6 2 4 3 ．5 2 9 ．0 2 2 ．61 ．6 1 ．6 1 ．6
無 回 答 － － － － － －
間 1 製 品 の 構 造 や 仕 組 み へ の 関 心
．非 常 に 関 心 が あ る 1 5 9 5 2 ．8 3 2 ．1 1 1 ．30 ．6 1 ．3 1 ．9
あ る 程 度 関 心 が あ る 6 7 2 4 3 ．0 3 0 ．5 2 2 ．91 ．8 0 ．9 0 ．9
ど ち ら と も い え な い 1 7 7 4 1 ．2 2 9 ．4 2 5 ．42 ．3 1 ．7 ・－
あ ま り 関 心 が な い 1 8 9 4 4 ．4 2 6 ．5 2 4 ．32 ．1 1 ．6 1． 1
全 然 関 心 が な い 2 6 4 6 ．2 2 3 ． 1 2 3 ．17 ．7 － －－
無 回 答 2 6 5 7 ． 7 1 5 ．4 1 5 ．4 1 1． 5－ －
間5ー①　早期実現期待度
20）障害者が自分の意志を言語に変換できるポータブルな会話装置ができる。
N
今 す ぐ に
で も
し て ほ し
い
予 測 時 享
よ り早 く
実 現 し て
ほ し い
予 測 時
ぐ ら い に
実 現 し て
ほ し い
予 測 時
よ り 遅 く
て も 楕
な い
実 現 は
つ と 遅 く
て も 槽
な い
無 回 答
総　 数 1 2 4 9 4 2 ．3 3 3 ． 5 1 9 ．82 ．2 1 ．0 1 ．2
F l 性 別
男 6 0 5 4 1 ．5 3 4 ．7 1 9 ．5 2 ． 1 1 ．3 0 ．8
女 6 4 4 4 3 ．0 3 2 ． 5 2 0 ．0 2 ．3 0 ．61 ．6
無 回 答
－ － － － － －
F 2　 年 齢
1 8 へノ1 9 歳 4 4 5 2 ．3 3 6 ．4 9 ． 1 － 2 ．3 －
2 0 へノ2 4 歳 1 0 9 3 8 ．5 3 8 ．5 1 8 ．31 ．8 2 ．8 －
2 5 －～ 2 9 歳 9 0 5 2 ．2 3 3 ．3 1 4 ．4 ．． － －
3 0 へノ3 4 歳 9 9 5 2 ．5 2 5 ．3 1 8 ．2 3 ．01 ．0 －
3 5 ′、 3 9 歳 1 3 3 4 3 ．6 3 3 ．1 2 0 ．3 3 ．0－ －
4 0 一一 4 4 歳 1 3 3 4 5 ． 1 3 1 ．6 2 0 ．3 0 ．81 ．5 0 ．8
4 5 ′－ 4 9 歳 1 3 9 3 8 ． 1 4 0 ．3 2 0 ． 1．． 1 ．4 －
5 0 ′、 5 4 歳 1 4 0 4 0 ．0 3 2 ． 1 2 5 ．0 0 ．7－－ 2 ． 1
5 5 ′、 5 9 歳 1 0 1 4 3 ．6 2 8 ．7 2 2 ．81 ．0 1 ．0 3 ．0
6 0 ～ 6 4 歳 1 0 9 3 6 ．7 3 1．2 2 2 ．9 6 ．40 ．9 1．8
6 5 へノ6 9 歳 9 0 3 3 ．3 3 5 ．6 1 8 ．9 7 ．81 ．1 3 ．3
7 0 歳 以 上 6 2 3 7 ．1 3 8 ． 7 1 6 ． 1 3 ．2－ 4 ．8
無 回 答
－ － － － － －
間 1 製 品 の 構 造 や 仕 組 み へ の 関 心
非 常 に 関 心 が あ る 1 5 g 4 7 ．8 3 0 ．2 1 7 ．61 ．3 1 ．3 1 ．9
あ る 程 度 関 心 が あ る 6 7 2 4 2 ．4 3 4 ． 7 1 8 ．62 ．2 0 ．6 1 ．5
ど ち ら と も い え な い 1 7 7 3 9 ．0 3 6 ．2 2 0 ．9 2 ．81 ． 1 －
あ ま り 関 心 が な い 18 9 4 0 ． 7 3 2 ．8 2 2 ．2 ． 1 1 ． 1 1 ． 1
全 然 関 心 が な い 2 6 3 8 ．5 2 3 ． 1 2 6 ．9 7 ． 7 3 ．8・．－
無 回 答 2 6 4 2 ．3 2 3 ． 1 3 0 ．8 － 3 ．8 －
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間1－①　早期実現期待度
49）酸性雨などにより被害を受けた湖や森林をもとにもどすことができるようになる。
N
今すぐに 予測時 予測時其 予測時．、 実現は
無回答でも より早く ぐらいに より遅 く っと遅 く
してほ し 実現して 実現して ても楕 ても楕
い ほしい ほしい ない ない
総　 数 1 2 4 9 4 0 ．6 3 5 ．3 2 1 ．61 ．4 0 ．5 0 ．6
F l 性 別
男 6 0 5 4 0 ．0 3 7 ．5 2 0 ．2 1 ．2 0 ．7 0 ．5
女 6 4 4 4 1 ． 1 3 3 ．2 2 3 ．01 ．6 0 ．3 0 ．8
無 回 答 － － － － － －
F 2　 年 齢
1 8 ・、 1 9 歳 4 4 5 4 ．5 2 9 ．5 1 5 ．9 － － －
2 0 ノ、 2 4 歳 1 0 9 4 5 ．0 2 9 ．4 2 4 ．8 0 ．9－・ －・
； 2 5 ～ 2 9 歳 9 0 4 1 ． 1 3 8 ．9 18 ．9 1 ． 1 － －
1 3 0 ノ、 3 4 歳 9 9 4 6 ．5 3 7 ．4 1 6 ．2 － －－ ・－－
3 5 ′、 3 9 歳 1 3 3 4 5 ． 1 3 2 ．3 18 ．8 3 ．0 0 ．8－．
4 0 一一 4 4 歳 1 3 3 4 6 ．6 3 2 ．3 1 9 ．5 0 ．8 0 ．8 －
4 5 へ ノ4 9 歳 1 3 9 3 8 ．8 3 4 ．5 2 5 ．9－ 0 ．7
2 ．0
－
5 0 へ ′5 4 歳 1 4 0 4 3 ．6 3 0 ．7 2 2 ．1 1 ．4 2 ． 1
5 5 へ ′5 9 歳 1 0 1 3 2 ．7 4 0 ．6 2 1 ．8 2 ．0 1 ．0
6 0 へノ6 4 歳 1 0 9 3 0 ．3 4 7 ．7 1 9 ．31 ．8 －－ 0 ．9
6 5 一一 6 9 歳 9 0 2 6 ．7 3 8 ．9 2 7 ．83 ．3 1 ． 1 2 ．2
7 0 歳 以 上 6 2 3 8 ．7 3 0 ．6 2 7 ．41 ．6 － 1 ．6
無 回 答
－ － － － － －
間 1 製 品 の 構 造 や 仕 組 み へ の 関 心
非 常 に 関 心 が あ る 1 5 9 5 2 ．8 3 4 ．0 1 1 ．9－ 0 ．6 0 ．6
あ る 程 度 関 心 が あ る 6 7 2 4 1 ．2 3 4 ．2 2 2 ．21 ．2 0 ．4 0 ．7
ど ち ら と も い え な い 1 7 7 3 6 ．2 3 2 ．8 2 9 ．41 ．7 －－ －
あ ま り 関 心 が な い 1 8 9 3 2 ．3 4 3 ．4 1 9 ．6 2 ．61 ． 1 1 ．1
全 然 関 心 が な い 2 6 3 0 ．8 4 2 ．3 2 3 ． 1 3 ．8－－ －．・
無 回 答 2 6 5 0 ．0 2 3 ． 1 2 6 ．9 － － －
間1一①　早期実現期待度
76）スパイクタイヤと同等以上の性能を持ち、道路を削らない冬用のタイヤが広く使われるようになる。
N
今すぐに 予測時男 予測時． 予測時其 実現は
無回答でも より早く ぐらいに より遅く っと遅く
してほし 実現して 実現して ても楕 ても槽
い ほしい ほしい ない ない
総　　 数 1 2 4 9 4 4 ．8 2 6 ．7 2 4 ．0 2 ．61 ．0 0 ．9
F l 性 別
EI］力 6 0 5 4 5 ．5 3 0 ．7 2 0 ．7 2 ．00 ． 5 0 ．7
女 6 4 4 4 4 ．3 2 2 ．8 2 7 ．2 3 ．11．6 1 ． 1
無 回 答 － － － － － －
F 2　 年 齢
1 8 ノ、 1 9 歳 4 4 4 3 ．2 2 9 ．5 2 5 ．0 2 ．3－ －
2 0 ′、 2 4 歳 10 9 4 6 ．8 2 4 ．8 2 7 ．5 0 ．9胃 －
2 5 へ ′2 9 歳 9 0 4 6 ．7 3 1 ． 1 2 0 ．0 2 ．2－ ・－
3 0 へ ノ3 4 歳 9 9 4 6 ．5 2 6 ．3 2 4 ．2 2 ．01 ．0 －・
3 5 へノ3 9 歳 1 3 3 4 0 ．6 3 5 ．3 1 9 ．5 3 ．01 ．5 －
4 0 ′、 4 4 歳 1 3 3 5 6 ．4 2 1 ．1 2 1 ．1 1 ．5 － －
4 5 へ一4 9 歳 1 3 9 5 1 ． 1 2 0 ． 12 5 ．2 2 ．9 0 ．7 －
5 0 ′、 5 4 歳 1 4 0 4 3 ．6 3 0 ．7 18 ．6 2 ． 1 2 ．9 2 ． 1
． 5 5 へ ・5 9 歳 1 0 1 3 7 ．6 2 8 ．7 2 4 ．8 5 ．0 2 ．0 2 ．0
6 0 ′、 6 4 歳 1 0 9 4 3 ． 1 1 7 ．4 3 5 ．81 ．8 0 ．9 0 ．9
6 5 へ 6ー 9 歳 9 0 3 1 ． 1 3 2 ．2 2 7 ．8 4 ．41 ． 1 3 ．3
7 0 歳 以 上 6 2 4 5 ．2 2 5 ．8 2 1 ．0 3 ．21 ．6 3 ．2
無 回 答 － － － － － －
間 1 製 品 の 構 造 や 仕 組 み へ の 関 心
非 常 に 関 心 が あ る 1 5 9 5 3 ．5 3 2 ．7 1 1 ．3－ 0 ．6 1 ．9
あ る 程 度 関 心 が あ る 6 7 2 4 4 ．0 2 6 ．0 2 5 ．9 2 ．4 0 ．61 ．0
ど ち ら と も い え な い 1 7 7 4 4 ．6 2 3 ．2 2 8 ．2 3 ．4 0 ．6 ．．
あ ま り 閉 じ、が な い 1 8 9 4 1 ．3 2 8 ．6 2 3 ．3 3 ．2 3 ．2 0 ．5
全 然 関 心 が な い 2 6 3 4 ．6 1 5 ．4 3 4 ．6 1 1 ．5 3 ．8 －
無 回 答 2 6 5 0 ．0 2 6 ．9 1 9 ．2 3 ．8 － －
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間5一①　早期実現期待度
44）レーダーを使った観測網から得られた情報を短時間に分析し、集中豪雨、豪雪などの局地的な気象の正
確を予報が行われるようになる。
N
今すぐに 予測時賀 予測時 予測疇其 実現 ま
無回答でも より早く ぐらいに より遅く っと遅く
してほし 実現して 実現して ても ても構
い ほしい ほしい ない ない
総　 数 1 2 4 9 4 1 ．8 2 9 ．0 2 4 ． 7 2 ．21 ．2 1 ．0
F l 性 別
男 6 0 5 4 3 ．3 3 1 ．7 2 2 ．01 ．2 1 ．2 0 ．7
女 6 4 4 4 0 ．4 2 6 ． 4 2 7 ．3 ．3 1 ．2 1 ．4
無 回 答 － － － － － －
F 2　 年 齢
1 8 一一 1 9 歳 4 4 5 2 ．3 2 5 ．0 2 0 ．52 ．3 － －
2 0 一、 2 4 歳 1 0 9 3 2 ．1 3 0 ．3 3 4 ．91 ．8 0 ．9 －
2 5 へノ2 9 歳 9 0 3 7 ．8 2 1 ． 1 3 6 ．73 ．3 1 ． 1 －
3 0 一一 3 4 歳 9 9 4 1 ．4 3 2 ．3 2 5 ．31 ．0 ．tF． －－
3 5 ′、 3 9 歳 1 3 3 3 6 ．8 3 0 ．8 2 7 ． 1 3 ．01 ．5 0 ．8
4 0 一一 4 4 歳 1 3 3 4 5 ． 1 3 3 ．8 1 7 ．32 ．3 1． 5 ・－－
4 5 へ一4 9 歳 1 3 9 4 8 ．9 2 7 ．3 2 0 ．1 ．4 2 ．2 ・－
5 0 一一 5 4 歳 1 4 0 4 5 ．7 3 0 ．0 2 0 ．0・－ 2 ． 1 2 ． 1
5 5 一㌧ 5 9 歳 1 0 1 3 8 ．6 2 6 ．7 2 8 ．73 ．0 1 ．0 2 ．0
6 0 ′、 6 4 歳 1 0 9 4 5 ．0 2 9 ．4 2 0 ．2 ．8 1 ．8 0 ．9
6 5 へ一6 9 歳 9 0 3 7 ．8 2 6 ．7 2 5 ．64 ．4 － 5 ．6
1 7 0 歳 以 上 6 2 4 1 ．9 2 9 ．0 2 4 ．23 ．2 － 1 ．6
無 回 答
－ － － － － －
間 1 製 品 の 構 造 や 仕 組 み へ の 関 心
非 常 に 関 心 が あ る 1 5 9 4 9 ．7 2 7 ．0 1 8 ．21 ．3 1 ．9 1 ．9
あ る 程 度 関 心 が あ る 6 7 2 4 1 ．2 3 0 ．7 2 4 ． 1 ．9 1 ．0 1 ．0
ど ち ら と も い え な い 1 7 7 3 6 ．7 2 7 ． 1 3 2 ．2 ．3 1 ． 1 0 ．6
あ ま り 関 心 が な い 18 9 4 3 ．4 2 8 ．6 2 2 ．23 ．2 1 ．6 1 ． 1
全 然 関 心 が な い 2 6 3 8 ．5 7 ．7 5 0 ．0 3 ．8 ・．－・ ・－－
無 回 答 2 6 3 4 ．6 3 4 ．6 2 3 ． 1 7 ．7－ －
問5－①　早期実現期待度
64）精神分裂症を治すことができるようになる。
N
今 す ぐ に
で も 実 葦
し て ほ し
い
予 測 時
よ り早 く
実 現 し て
ほ し い
予 測 時
ぐ ら い に
実 現 し て
ほ し い
予 測 時 英
よ り遅 く
て も
な い
実 現 は
っ と 遅 く
て も 楕
な い
無 回 答
総　 数 1 2 4 9 3 7 ．3 3 4 ．7 2 4 ．41 ．8 1 ．0 0 ．8
F l 性 別
男 6 0 5 3 4 ．2 3 4 ．9 2 7 ．41 ．8 1 ．2 0 ．5
女 6 4 4 4 0 ．2 3 4 ． 5 2 1 ．6 1 ．7 0 ．9 1 ． 1
無 回 答 － － － － － －
F 2　 年 齢
1 8 ′、 1 9 歳 4 4 4 0 ．9 4 5 ． 5 1 3 ．6 － － －
2 0 ′、 2 4 歳 1 0 9 3 2 ．1 3 1．2 3 3 ．01 ．8 0 ．9 0 ．9
2 5 へ ′2 9 歳 9 0 3 8 ．9 3 7 ．8 2 1 ． 1 1 ． 1 1 ．1－
3 0 へノ3 4 歳 9 9 3 7 ．4 4 3 ．4 1 7 ．2 2 ．0－ －
3 5 ′、 3 9 歳 1 3 3 3 3 ．8 3 4 ．6 2 7 ．8 3 ．00 ．8 －
4 0 ～ 4 4 歳 1 3 3 4 5 ． 1 3 3 ． 1 2 1 ． 1 0 ．8－－ －－
4 5 ～ 4 9 歳 1 3 9 3 8 ．8 3 3 ． 1 2 6 ．6 0 ．7 0 ．7 ・－
5 0 ′、 5 4 歳 1 4 0 3 7 ．9 3 2 ． 1 2 3 ．6 2 ． 1 2 ．91 ．4
5 5 へ一5 9 歳 1 0 1 3 1 ．7 3 9 ．6 2 4 ．81 ．0 1 ．0 2 ．0
6 0 ′、 6 4 歳 1 0 9 3 3 ．9 3 5 ．8 2 7 ．5－ 1．8 0 ．9
6 5 へ ′6 9 歳 9 0 3 5 ．6 3 1 ． 1 2 3 ．3 5 ．61 ．1 3 ．3
7 0 歳 以 上 6 2 4 5 ．2 2 2 ．6 2 5 ．8 3 ．2 1 ．61 ．6
無 回 答 － － － － － －
間 1 製 品 の 構 造 や 仕 組 み へ の 関 心
非 常 に 関 心 が あ る 1 5 9 4 1 ．5 3 0 ．2 2 4 ．51 ．3 0 ．6 1 ．9
あ る 程 度 関 心 が あ る 6 7 2 3 5 ．7 3 6 ．3 2 4 ．41 ．8 0 ．9 0 ．9
ど ち ら と も い え な い 1 7 7 3 9 ．0 3 2 ．2 2 5 ．41 ．7 1 ．7 －
あ ま り 関 心 が な い 1 8 9 3 6 ．0 3 6 ．0 2 4 ．91 ．1 1 ．6 0 ．5
全 然 関 心 が な い 2 6 4 2 ．3 2 6 ．9 2 3 ． 17 ．7 ・－ ・－
無 回 答 2 6 4 6 ．2 3 4 ．6 1 5 ．4 3 ．8 －
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間2（ア）あなたは、これまで、これらの目標に対して、科学技術がどの程度貢献してきたと思いますか。
（○は1つ）
（Nは人数で、その他の数字は全て％）
N
大 い に あ る ど ち らで あ ま り ま った く わ か ら ナ
無 回 答献 して き
た
貢 献 して
き た
もな い 献 して こ
な か っ た
貢 献 して
こ な か っ
た
い
総　 数 1 2 4 9 1 9 ．8 5 1．2 1 1 ．6 9 ．8 1 ．8 5 ．5 0 ．2
F l 性 別
男 6 0 5 2 0 ．3 5 4 ．4 10 ．2 9 ．8 1 ．7 3 ．6－
女 6 4 4 1 9 ．3 4 8 ．1 1 2 ．9 9 ．9 2 ．0 7 ．3 0 ．5
無 回答 － － － － － － －
F 2　 年 齢
1 8 一、 1 9 歳 4 4 6 ．8 4 5 ．5 6 ．8 2 5 ．0 4 ．5 1 1 ．4－
2 0 へ一2 4 歳 1 0 9 1 1 ．9 5 3 ．213 ．8 1 1 ．0 1 ．8 8 ．3 －・
2 5 ・、 2 9 歳 9 0 1 1 ．1 5 3 ．3 16 ．7 1 1 ．1 1 ．1 6 ．7・－
3 0 へノ3 4 歳 9 9 1 6 ．2 5 5 ．6 1 4 ．1 7 ．1 2 ．0 5 ．1－
3 5 へノ3 9 歳 1 3 3 1 6 ．5 5 4 ．9 1 2 ．0 1 0 ．5 2 ．3 3 ．8－
4 0 へノ4 4 歳 1 3 3 2 1 ．8 5 4 ．1 9 ．0 7 ．5 1 ．5 6 ．0－
4 5 ′、 4 9 歳 1 3 9 2 7 ．3 4 6 ．8 1 0 ．1 9 ．4 1 ．4 5 ．0－
5 0 ′、 5 4 歳 1 4 0 1 8 ．6 4 8 ．6 1 5 ．0 1 2 ．1 1 ．4 3 ．6 0 ．7
5 5 へノ5 9 歳 1 0 1 2 2 ．8 4 5 ．5 9 ．9 8 ．9 2 ．0 1 0 ．9－
6 0 ～ 6 4 歳 1 0 9 2 3 ．9 5 4 ．1 1 1 ．0 6 ．4 1 ．8 2 ．8－
6 5 ′、 6 9 歳 9 0 2 7 ．8 5 1．1 7 ．8 6 ．7 1 ．1 4 ．4 1 ．1
7 0 歳 以上 6 2 2 5 ．8 4 6 ．8 9 ．7 1 1 ．3 3 ．2 1 ．6 1．6
無 回 答 － － － － － － －
F 3　 職 業
農 林 漁 業 の 自 営 者 3 3 2 4 ．2 4 2 ．4 6 ．1 1 2 ．1 6 ．1 9 ．1－
商 工 ・販 売 サ ー ビス 業 の 自営 者 1 2 3 2 6 ．8 4 3 ．1 1 0 ．6 1 3 ．0 3 ．3 3 ．3－
自由 業 （医師 、 弁 護 士 、 著 述 業 な ど ） 1 5 2 6 ．7 6 0 ．0 6 ．7 ．．－ 6 ．7 ．ttt－ －
管 理 職 1 0 6 2 5 ．5 5 3 ．8 6 ．6 1 3 ．2・．－ 0 ．9 －
事 務 職 1 7 9 1 9 ．0 5 6 ．4 1 1 ．2 5 ．6・．－・ 7 ．8 －
労 務 職 1 4 6 1 5 ．1 5 0 ．71 5 ．8 8 ．2 3 ．4 6 ．8 －
専 門 技 術 職 ・研 究 職 9 5 1 7 ．9 5 2 ．6 1 3 ．7 1 2 ．6 2 ．1 1 ．1－
学　 生 6 2 1 6 ．1 4 5 ．2 1 1 ．3 2 1．0 1 ．6 4 ．8－．
パ ー ト ・ア ル バ イ トの主 婦 1 0 5 1 4 ．3 5 4 ．3 1 5 ．2 9 ．5 1 ．0 4 ．81 ．0
専 業 主 婦 2 3 6 2 2 ．5 4 9 ．6 1 2 ．3 7 ．2 1 ．7 6 ．8－
無　 職 1 2 5 1 7 ．6 5 3 ．6 8 ．0 1 1 ．2 1 ．6 6 ．4 1 ．6
そ の 他 1 4 1 4 ．3 4 2 ．9 1 4 ．3 7 ．1 7 ．1 1 4 ．3・．－
無 回 答 1 0 － 6 0 ．0 2 0 ．0 － － 2 0 ．0 －
F 4　 最 終 学 歴
中学 卒 業 1 7 2 2 0 ．3 4 5 ．9 1 2 ．8 9 ．9 1 ．7 9 ．3－
高 校 卒 業 6 1 5 1 9 ．2 4 9 ．4 1 2 ．79 ．8 2 ．4 6 ．5 －
高 等 専 門 学 校 ・短 大 ・大 卒 （理 系 ） 1 5 7 1 9 ．1 6 0 ．5 8 ．3 9 ．6 0 ．61．3 0 ．6
高 等 専 門 学 校 ・短 大 ・大 卒 （文 系 ） 2 7 6 2 1．0 5 4 ．31 0 ．9 9 ．1 0 ．7 4 ．0 －
大 学 院 修 了 （理 系 ） 1 1 2 7 ．3 3 6 ．4 9 ．1 18 ．2 9 ．1－ －
大 学 院 修 了 （文 系 ） 4 5 0 ．0 2 5 ．0 ．． 2 5 ．0 lttt－ t－－
そ の 他 7 1 4 ．3 4 2 ．9 1 4 ．3 2 8 ．6－ － －
無 回 答 7 － 4 2 ．9 14 ．3 1 4 ．3 － 2 8 ．6
恩 豊 や 仕 組 み へ の 関 心　 … 。3 ， ！
2 2 ．5
l
5 2 ・2 E
≡ ：： j
3 ．2
9 ．0
1 1 ．6
3 ．3
1
0 ・2 ！
！忘 孟 完 蓋 ： ： ［ 17 7
2 15
裡
；；：E i
餌 ．ピ
－ ！
0 ・5 手
＿　 l
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間2（イ）　あなたは、今後、これらの目標に対して、科学技術がどの程度貢献するべきだと思いますか。
（○は1つ）
N
大 い に あ る ど ち ら で あ ま り 具 ま っ た く わ か ら ナ
無 回 答献 す る 、．
き
貢 献 す る
べ き
も な い 献 し な く
て よ い
貢 献 し ナ
く て よ し
い
総　 数 1 2 4 9 5 4 ．3 3 7 ． 5 4 ． 2 0 ．8 0 ． 2 2 ． 9 0 ． 2
F l 性 別
男 6 0 5 5 8 ． 7 3 4 ． 7 3 ． 6 0 ．8 0 ． 2 1 ．8 0 ． 2
女 6 4 4 5 0 ．2 4 0 ． 1 4 ． 7 0 ．8 0 ． 2 3 ． 9 0 ． 3
無 回 答 － － － － － － －
F 2　 年 齢
1 8 ～ 1 9 歳 4 4 5 0 ． 0 3 6 ． 4 6 ．8 － 2 ．3 4 ． 5 －
2 0 へ 一2 4 歳 1 0 9 4 7 ． 7 4 2 ． 2 3 ． 7 2 ．8 － 3 ． 7 ・－
2 5 へ ノ2 9 歳 9 0 5 0 ． 0 4 3 ． 3 5 ． 6 ・－ t－－ 1． 1 ttttF
3 0 へ ′3 4 歳 9 9 5 2 ． 5 4 0 ． 4 3 ． 0 1 ．0 － 3 ． 0 －
3 5 ′、 3 9 歳 1 3 3 5 7 ． 1 3 6 ． 8 4 ． 5 － － 1． 5 ・．－－
4 0 へ ノ4 4 歳 1 3 3 5 9 ． 4 3 3 ． 8 2 ． 3 1． 5 － 3 ． 0 －
4 5 へ 一4 9 歳 1 3 9 5 8 ． 3 3 4 ． 5 4 ．3 －－ －－ 2 ． 9 －－
5 0 へ ノ5 4 歳 1 4 0 5 7 ． 9 3 3 ． 6 5 ． 7 0 ． 7 － 1 ． 4 0 ． 7
5 5 ′、 5 9 歳 1 0 1 5 2 ． 5 3 6 ． 6 4 ．0 －－ ．－－ 5 ． 9 1 ． 0
6 0 、 ・6 4 歳 1 0 9 5 5 ． 0 3 7 ． 6 4 ． 6 0 ． 9 0 ． 9 0 ． 9 －－
6 5 へ ノ6 9 歳 9 0 5 2 ． 2 3 7 ．8 5 ． 6 1 ． 1 － 2 ． 2 1 ． 1
7 0 歳 以 上 6 2 4 8 ． 4 4 1 ． 9 － 1 ． 6 － 8 ． 1 －
無 回 答 － － － － － －
F 3　 職 業
農 林 漁 業 の 自 営 者 3 3 4 2 ．4 4 2 ．4 9 ． 1 － － 6 ． 1 －
商 工 ・ 販 売 サ ー ビ ス 業 の 自 営 者 1 2 3 6 1 ．8 3 0 ． 1 4 ． 1 － 0 ．8 2 ． 4 0 ．8
自　　　　 師 、 弁 護 士 、　 、 な ど ） 1 5 5 3 ． 3 4 6 ． 7
0 ． 9管 哩 職 1 0 6 6 5 ． 1 3 0 ． 2 3 ． 8 － － －
事 務 職 1 7 9 5 8 ． 7 3 5 ．8 3 ． 4 0 ． 6 － 1 ． 7 －
労 務 職 1 4 6 4 8 ． 6 3 9 ． 7 7 ．5 0 ． 7 － 3 ． 4 －
専 門 技 術 職 ・研 究 職 9 5 5 6 ． 8 3 5 ．8 2 ． 1 3 ． 2 － 2 ． 1 －
学　 生 6 2 5 1 ． 6 4 3 ． 5 3 ． 2 － ・．－・ 1 ． 6 －
パ ー ト ・ ア ル バ イ ト の 主 婦 1 0 5 5 3 ． 3 3 6 ． 2 6 ． 7 － － 2 ． 9 1 ． 0
専 業 主 婦 2 3 6 5 1 ． 3 4 1 ． 5 3 ．8 0 ． 4 － 3 ． 0 －
無　 職 1 2 5 4 9 ． 6 3 8 ． 4 2 ．4 2 ． 4 － 6 ． 4 0 ． 8
そ の 他 1 4 5 0 ． 0 3 5 ． 7 － 7 ． 1 － 7 ． 1 －
無 回 答 1 0 3 0 ． 0 6 0 ． 0 － － － 1 0 ． 0 －
F 4　 最 終 学 歴
中 学 卒 業 1 7 2 4 8 ． 3 3 5 ． 5 6 ．4 1． 7 － 7 ． 6 0 ． 6
高 校 卒 業 6 1 5 5 3 ． 8 3 7 ． 6 5 ．0 0 ． 7 0 ． 2 2 ．8 ・．－
高 等 専 門 学 校 ・短 大 ・大 卒 （理 系 ） 1 5 7 6 1 ． 1 3 3 ．8 3 ．2 0 ． 6 0 ． 6 0 ． 6 －
高 等 専 門 学 校 ・短 大 ・大 卒 （文 系 ） 2 7 6 5 4 ． 7 4 2 ． 0 1 ． 1 0 ． 4 ・－－ 1 ．8 －
大 学 院 修 了 （理 系 ） 1 1 8 1 ． 8 9 ． 1 － 9 ． 1 － － －－
大 学 院 修 了 （文 系 ） 4 7 5 ． 0 2 5 ． 0 － － － － －
そ の 他 7 5 7 ． 1 4 2 ． 9 － ・－ － －－ ・－－
無 回 答 了 1 4 ． 3 2 8 ． 6 2 8 ． 6 － － － 2 8 ． 6
製 品 の 構 造 や 仕 組 み へ の 関 心
囲 心 が 高 い
忘 至 彗 芸 、＿ V＿ Vh＿rA＿＿＿”＿ ▼1
l
再 1
2 1 5
2 6
5 7 ．6
4 3 ．5
4 8 ．4
6 9 ．2
3 6 ．1 3 ．1　　 0 ．6
。 ．， 』 ．。
8 ．2
4 2 ．9 6 ．8 1 ．1 － 5 ．6 －・
3 8 ．1 5 ．6 1 ．4 0 ．5 5 ．6 0 ．5
1 9 ．2 7 ．7 3 ．8
－
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『科学技術と生活とのかかわりに関するアンケート』
間3　間2で述べたような分野の科学技術について、あなたは、一般の人々に対し情報が十分に提供されてい
ると思いますか。
N
は　 い いいえ わからな
い 無回答
総　 数 1 2 4 9 1 0 ．2 6 2 ．3 2 6 ．9 0 ．6
・ F l 性 別
l］∃ブコ 6 0 5 9 ．4 6 5 ．6 2 4 ．6 0 ．3
女 6 4 4 1 1 ．0 5 9 ．2 2 9 ．0 ．8
無 回 答
－ － － －
F 2　 年 齢
1 8 ′、 1 9 歳 4 4 4 ．5 6 5 ．9 2 9 ．5 －
2 0 ′、 2 4 歳 1 0 9 9 ．2 6 0 ．6 3 0 ．3 ・－
2 5 へノ2 9 歳 9 0 7 ．8 6 4 ．4 2 6 ．7 1 ． 1
3 0 へノ3 4 歳 9 9 8 ． 1 6 7 ．7 2 4 ．2 －
3 5 ′、 3 9 歳 1 3 3 4 ．5 7 2 ．9 2 2 ．6 －
4 0 ′、 4 4 歳 1 3 3 9 ．8 6 6 ．9 2 3 ．3 －
4 5 へ ．4 9 歳 1 3 9 1 0 ．8 5 7 ．6 3 1 ．7－
5 0 へ ′5 4 歳 1 4 0 1 2 ．9 6 2 ．9 2 3 ．6 0 ．7
5 5 ′、 5 9 歳 1 0 1 1 6 ．8 4 6 ．5 3 5 ．61 ．0
6 0 へ ノ6 4 歳 1 0 9 1 1 ．0 6 1 ．5 2 5 ．71．8
6 5 ′、 6 9 歳 9 0 1 6 ．7 6 0 ．0 2 2 ．21． 1
7 0 歳 以 上 6 2 8 ． 1 5 8 ． 1 3 2 ．3 1．6
無 回 答
－ － － －
F 3　 職 業
農 林 漁 業 の 自 営 者 3 3 1 8 ．2 4 8 ．5 3 3 ．3 －
商 工 ・販 売 サ ー ビ ス 業 の 自 営 者 1 2 3 7 ．3 6 1 ．0 3 1 ．7 －
自 由 業 （医 師 、 弁 護 士 、 著 述 業 な ど ） 1 5 1 3 ．3 6 6 ．7 2 0 ．0 －
管 理 職 1 0 6 8 ．5 7 9 ．2 1 2 ．3 －
事 務 職 1 7 9 1 1 ．7 6 3 ．7 2 3 ．51 ． 1
労 務 職 1 4 6 1 1 ．0 5 0 ．0 3 8 ．40 ．7
専 門 技 術 職 ・研 究 職 9 5 5 ．3 7 0 ． 5 2 4 ．2 －
学　 生 6 2 6 ．5 6 4 ．5 2 9 ．0 －
パ ー ト ・ア ノレ 〈イ ト の 主 婦 1 0 5 1 2 ．4 5 5 ．2 3 1 ．41 ．0
専 業 主 婦 2 3 6 1 1 ．9 6 3 ． 1 2 4 ．60 ．4
無　 職 1 2 5 8 ．8 6 1 ．6 2 8 ．01 ．6
そ の 他 1 4 7 ．1 7 8 ．6 1 4 ．3 －
無 回 答 1 0 3 0 ．0 4 0 ．0 3 0 ．0 －
F 4　 最 終 学 歴
中 学 卒 業 1 7 2 1 6 ．9 4 1 ．3 4 0 ．71．2
高 校 卒 業 6 1 5 1 0 ． 1 6 1 ．3 2 8 ．3 0 ．3
高 等 専 門 学 校 ・短 大 ・大 卒 （理 系 ） 1 5 7 8 ．3 6 8 ．8 2 2 ．9 －
高 等 専 門 学 校 ・短 大 ・大 卒 （文 系 ） 2 7 6 8 ．7 7 3 ．9 1 7 ．0 0 ．4
大 学 院 修 了 （理 系 ） 1 1 － 8 1 ．8 1 8 ．2 －
大 学 院 修 了 （文 系 ） 4 － 5 0 ．0 5 0 ．0 －
そ の 他 7 － 7 1 ．4 2 8 ．6 －
無 回 答 7 － 2 8 ．6 4 2 ．9 2 8 ．6
製品の柄造や仕組みへの関心
曲心が高い
どちらでもない
囲心が低い
無回答
????? ? ??????????? ??????? ? ??????????????〞〓?
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『科学技術と生活とのかかわりに関するアンケート』
（間3で「2　いいえ」にOをつけた方に）
間3－1　それでは、あなたは、どのようなことを望みますか∴次の中からあげて下さい（○はいくつでも）。
N
研 究 内 、
　ヽヽ′
祝 な ど
情 報 撰 、
安 全 性
会 へ の 影
響 な ど
情 轍 雛 、
新 聞 、 ‾
レ ビ な ど
に よ る
極 的
情 報 提 供
ネ ッ ト ワ
ー ク な と
の 構 築
そ の 他
無 回 答
総　 数 7 7 8 4 6 ．0 7 3 ．0 6 3 ．9 2 7 ．5 2 ．2 0 ．3
F l 性 別
E8プフ 3 9 7 4 5 ．3 7 1 ．3 6 3 ．0 2 6 ．7 2 ．5 0 ．3
女 3 8 1 4 6 ． 7 7 4 ．8 6 4 ．8 2 8 ．31．8 0 ．3
無 回 答
－ － － － － －
F 2　 年 齢
1 8 へ－1 9 歳 2 9 4 4 ．8 6 9 ．0 6 5 ．5 2 4 ．1 3 ．4－
2 0 ′、 2 4 歳 6 6 4 3 ．9 5 9 ．1 5 6 ． 1 1 9 ． 7 4 ．5－
2 5 ′、 2 9 歳 5 8 6 2 ． 1 7 4 ．1 6 2 ．1 2 5 ．g1 ．7 －
3 0 へ ・3 4 歳 6 7 5 3 ．7 8 5 ．1 6 1 ．2 3 4 ．3－－ －－
3 5 ～ 3 9 歳 9 7 5 1 ．5 7 5 ．3 5 0 ．53 8 ． 1 2 ． 1 －
4 0 ′、 4 4 歳 8 9 5 8 ．4 6 7 ．4 6 7 ．4 2 0 ．21 ． 1 －
4 5 ′、 4 9 歳 8 0 3 8 ．8 8 0 ．0 5 8 ．8 3 1 ．3 3 ．8－
5 0 ～ 5 4 歳 8 8 4 0 ．9 7 2 ． 7 6 4 ．8 1 7 ．0 3 ．4－．
5 5 ′、 5 9 歳 4 7 3 1 ．9 7 2 ．3 6 8 ． 1 3 1 ．9 2 ． 1－
6 0 へ ノ6 4 歳 6 7 3 2 ．8 7 4 ．6 7 1 ．6 2 9 ．9－－ 3 ．0
6 5 ′、 6 9 歳 5 4 4 8 ． 1 7 2 ．2 7 9 ．6 2 9 ．61 ．9
7 0 歳 以 上 3 6 3 3 ．3 6 9 ．4 7 7 ．8 2 7 ．82 ．8
無 回 答 － － － － －
F 3　 職 業
農 林 漁 業 の 自 営 者 1 6 4 3 ．8 5 6 ．3 3 7 ．5 3 1 ．3
商 工 ・販 売 サ ー ビ ス 業 の 自 営 者 7 5 4 2 ．7 7 6 ．0 6 5 ．3 3 6 ．01 ．3 －
自 由 業 （医 師 、 弁 護 士 、 著 述 業 な ど ） 1 0 5 0 ．0 8 0 ．0 6 0 ．0 2 0 ．0
管 理 職 8 4 3 5 ．7 7 6 ．2 6 4 ．3 3 3 ．31 ．2　　 1 ．2
事 務 職 1 1 4 4 7 ．4 7 6 ．3 5 5 ．3 2 1 ．91 ．8 0 ．9
労 務 職 7 3 5 4 ．8 6 3 ．0 6 9 ．91 9 ．2
専 門 技 術 職 ・研 究 職 6 7 5 6 ．7 7 0 ． 1 5 9 ．7 3 5 ．83 ．0 －
学　 生 4 0 4 2 ．5 7 7 ．5 5 2 ．5 2 7 ．5 5 ．0－
パ ー ト ・ア ル バ イ ト の 主 婦 5 8 4 3 ． 1 7 2 ．4 7 5 ．9 2 7 ．6 3 ．4－
専 業 主 婦 1 4 9 4 7 ．7 7 5 ．2 6 1 ． 1 3 0 ．9 2 ．7－
無　 職 7 7 3 9 ．0 7 2 ．7 8 0 ．5 1 9 ．5 3 ．9－
そ の 他 1 1 6 3 ．6 6 3 ．6 6 3 ．6 9 ． 1－ －
無 回 答 4 5 0 ．0 5 0 ．0 7 5 ．0 － － －
F 4　 最 終 学 歴
中 学 卒 業 7 1 3 5 ．2 6 6 ．2 6 9 ．01 8 ．3 － －
高 校 卒 業 3 7 7 4 4 ．0 7 2 ． 1 6 5 ．5 2 9 ．41 ．9 0 ．3
高 等 専 門 学 校 ・短 大 ・大 卒 （理 系 ） 1 0 8 5 1 ．9 6 9 ．4 6 6 ．7 3 1 ．51 ．9 0 ．9
高 等 専 門 学 校 ・短 大 ・大 卒 （文 系 ） 2 0 4 5 0 ．5 7 8 ．9 5 6 ．4 2 4 ．5 3 ．4
大 学 院 修 了 （理 系 ） 9 4 4 ．4 7 7 ．8 6 6 ．7 3 3 ．3 1 1 ．1
大 学 院 修 了 （文 系 ） 2 － 5 0 ．0 10 0 ．0 5 0 ．0 t－－
そ の 他 5 6 0 ．0 1 0 0 ．0 8 0 ．0 4 0 ．0－ －
無 回 答 2 5 0 ．0 10 0 ．0 － － －
一 5 6 5
9 1
10 9
13
且
i
7 3 ．1
7 8 ．0
6 7 ．9
＿＿＿嬰 j
l
l 6 3 ．9
7 0 ．3
5 1 ．5
3 8 ．5
l
l
祖 ．7 i
m ．9 1
2 4 ．8
j 6 ・2
2 ．3 ！ 。．。 i
l
手 9 日 i
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『科学技術と生活とのかかわりに関するアンケート』
間4　間2で述′、法：ような分野の科学技術について、あなたは、一般の人々の多様な希望に沿ったものになっ
ていると思いますか。
N
は　 い い い え わ か ら オ
い 無 回 答
総　 数 1 2 4 9 2 0 ．5 4 1 ．2 3 7 ． 11 ．2
F l 性 別
男 6 0 5 2 0 ．0 4 6 ．3 3 2 ．71 ．0
女 6 4 4 2 1．0 3 6 ．3 4 1 ．31 ．4
無 回 答 － － － －
F 2　 年 齢
1 8 ′、 1 9 歳 4 4 2 5 ．0 3 8 ．6 3 4 ． 1 2 ．3
2 0 一－ 2 4 歳 1 0 9 2 0 ．2 4 3 ． 1 3 6 ．7 －
2 5 ′、 2 9 歳 9 0 2 1 ．1 3 7 ．8 4 0 ．01 ． 1
3 0 ′、 3 4 歳 9 9 2 1 ．2 4 3 ．4 3 5 ．4 ・－
3 5 へ ′3 9 歳 1 3 3 1 7 ．3 4 6 ．6 3 5 ．30 ．8
4 0 へ ノ4 4 歳 1 3 3 2 1 ． 1 4 0 ．6 3 6 ．81 ．5
4 5 へ ′4 9 歳 1 3 9 2 2 ．3 3 7 ．4 3 7 ．42 ．9
5 0 ′、 5 4 歳 1 4 0 1 7 ．9 3 9 ．3 4 0 ．7 2 ． 1
5 5 ′、 5 9 歳 1 0 1 2 2 ．8 2 8 ．7 4 8 ．5・－．・．
6 0 へノ6 4 歳 1 0 9 2 0 ．2 4 8 ．6 2 9 ．41．8
6 5 ′、 6 9 歳 9 0 2 2 ．2 4 8 ．9 2 7 ．81． 1
7 0 歳 以 上 6 2 1 7 ．7 3 8 ．7 4 3 ．5 ・－
無 回 答 － － － －
F 3　 職 業
農 林 漁 業 の 自 営 者 3 3 2 7 ．3 3 6 ．4 3 6 ．4 －
商 工 ・販 売 サ ー ビ ス 業 の 自 営 者 1 2 3 2 0 ．3 3 9 ．0 3 9 ．80 ．8
自 由 業 （医 師 、 弁 護 士 、 著 述 業 な ど ） 1 5 1 3 ．3 6 6 ．7 2 0 ．0 －
管 哩 職 1 0 6 2 0 ．8 5 4 ．7 2 4 ．5－
事 務 職 1 7 9 2 5 ．7 3 5 ．2 3 8 ．5 0 ．6
労 務 職 1 4 6 1 9 ．9 3 7 ．7 3 9 ．7 2 ．7
専 門 技 術 職 ・研 究 職 9 5 1 6 ．8 5 0 ．5 3 0 ． 5 2 ． 1
学　 生 6 2 2 2 ．6 4 6 ．8 2 9 ．01 ．6
パ ー ト ・ア ／レ 〈イ ト の 主 婦 1 0 5 1 9 ．0 3 4 ．3 4 3 ．82 ．9
専 業 主 婦 2 3 6 1 9 ．9 3 8 ．6 4 0 ．70 ．8
無　 職 1 2 5 1 6 ．0 4 4 ．0 3 9 ．20 ．8
そ の 他 1 4 1 4 ．3 4 2 ．9 4 2 ．9 －
無 回 答 1 0 4 0 ．0 3 0 ．0 3 0 ．0 －
F 4　 最 終 学 歴
中 学 卒 業 1 7 2 2 3 ．3 2 5 ．6 5 0 ．60 ．6
高 校 卒 業 6 1 5 2 0 ．2 3 9 ．0 3 9 ．51 ．3
高 等 専 門 学 校 ・短 大 ・大 卒 （理 系 ） 1 5 7 2 0 ．4 4 8 ．4 2 9 ．91 ．3
高 等 専 門 学 校 ・短 大 ・大 卒 （文 系 ） 2 7 6 2 0 ．7 5 0 ．7 2 8 ．30 ．4
大 学 院 修 了 （理 系 ） 1 1 9 ． 1 7 2 ．7 1 8 ．2 －
大 学 院 修 了 （文 系 ） 4 5 0 ．0 －－ 5 0 ．0 ・．－
そ の 他 7 － 7 1 ．4 2 8 ．6 －
無 回 答 7 － 14 ．3 4 2 ．9 4 2 ．9
製品の構造や仕組みへの関心
幽心が高い
どちらでもない
囲心が低い
無l‖1芥
??）???????????????? ???】????
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『科学技術と生活とのかかわりに関するアンケート』
（間4で「2　いいえ」に○をつけた方に）
間4－1それでは、あなたは、そのようなことを望みますか。次の中からあげて下さい（○はいくつでも）。
N
広 く世 言
を聞 くた
め の 三。
の 実 施
個 別 に
望 を聞 き
、反 映 させ る窓 口
人 間 生 手
へ の 影
に 関 す る
評 価
そ の 他
無 回答
総　 数 5 1 4 5 4 ．1 2 6 ．5 7 3 ．7 2 ．5 0 ．4
F l 性 別
男 2 8 0 5 4 ．3 2 4 ．6 7 2 ．5 3 ．9 0 ．7
女 2 3 4 5 3 ．8 2 8 ．6 7 5 ．2 0 ．9－－・
無 回 答 － － － － －
F 2　 年 齢
1 8 へ ・1 9 歳 1 7 4 1 ．2 2 9 ．45 8 ．8 － －
2 0 へ一2 4 歳 4 7 4 2 ．6 2 3 ．4 5 9 ．6 4 ．3－
2 5 へ一2 9 歳 3 4 4 4 ．1 3 2 ．4 7 6 ．5 2 ．9－
3 0 へノ3 4 歳 4 3 5 3 ．5 3 2 ．6 6 5 ．1 2 ．3 －
3 5 一、 3 9 歳 6 2 4 5 ．2 2 4 ．27 7 ．4 1 ．6 1 ．6
4 0 へ′4 4 歳 5 4 5 7 ．4 3 1 ．5 7 5 ．9－－ －
4 5 一－4 9 歳 5 2 5 3 ．8 2 3 ．18 4 ．6 － －－
5 0 へ・5 4 歳 5 5 5 6 ．4 2 5 ．5 7 2 ．7 5 ．5－
5 5 へノ5 9 2 9 6 2 1 2 0　 7 7 2　 4
6 0 ′、 6 4 歳 5 3 5 8 ．5 2 0 ．8 7 9 ．2 1 ．9 1 ．9
6 5 へ一6 9 歳 4 4 6 8 ．2 3 1 ．8 7 5 ．0 6 ．8－
7 0 歳 以 上 2 4 6 6 ．7 2 5 ．0 7 5 ．04 ．2 －
無 回 答 － － － － －
F 3　 職 業
農 林 漁 業 の 自営 者 1 2 6 6 ．7 8 ．3 7 5 ．0 － －
商 工 ・販 売 サ ー ビ ス 業 の 自営 者 4 8 5 8 ．3 2 7 ．1 7 2 ．9－－・ －
自 由 業 （医 師 、弁 護 士 、 著 述 業 な ど） 1 0 5 0 ．0 1 0 ．0 7 0 ．0 10 ．0 1 0 ．0
管 理 職 5 8 5 8 ．6 2 2 ．4 7 2 ．4 1 ．7 1 ．7
事 務 職 6 3 4 6 ．0 2 3 ．8 7 9 ．4 1 ．6－
労 務 暇 5 5 5 8 ．2 2 9 ．1 6 5 ．5．－－ －－
専 門 技 術 職 ・研 究 職 4 8 4 1 ．7 2 2 ．9 8 1 ．3 4 ．2－
学　 生 2 9 4 4 ．8 3 4 ．5 5 1．7 3 ．4－
パ ー ト ・ア ル バ イ トの 主 婦 3 6 5 0 ．0 5 2 ．8 7 5 ．0－ －－
専 業 主 婦 9 1 6 0 ．4 2 4 ．2 7 8 ．0 1 ．1－
無　 職 5 5 5 8 ．2 2 3 ．6 7 4 ．5 9 ．1－
そ の 他 6 3 3 ．3 1 6 ．7 8 3 ．3 － －
無 回 答 3 6 6 ．7 3 3 ．3 6 6 ．7 3 3 ．3－
F 4　 最 終 学 歴
中 学 卒 業 4 4 7 0 ．5 2 5 ．0 7 0 ．5－ －
高 校 卒 業 2 4 0 5 6 ．3 2 7 ．9 7 2 ．9 1 ．7－
高 等 専 門 学 校 ・短 大 ・大 卒 （理 系 ） 7 6 5 5 ．3 2 5 ．0 6 9 ．7 2 ．62 ．6
高 等 専 門 学 校 ・短 大 ・大 卒 （文 系 ） 1 4 0 4 5 ．0 2 5 ．0 7 9 ．3 4 ．3－－
大 学 院 修 了 （理 系 ）
大 学 院 修 了 （文 系 ）
8 2 5 ．0 2 5 ．0 8 7 ．5 1 2 ．5－
蓼 r　 L又 糸
そ の 他 5 10 0 ．0 2 0 ．0 4 0 ．0－・ －
無 回答 1 － 1 0 0 ．0 － － －
軋 晶 の 構 造 や 仕 釦 み へ の 関 心
肌 心 が 高 い 3 7 8 5 3 ．2 2 5 ．4 74 ．92 ．6 ； 0 ．5
ど ち ら で も な い 6 1 5 9 ．0 2 4 ．6 70 ．51 ．6 －
関 心 が 低 い 6 9 5 2 ．2 3 1 ．9 7 1 ．0 2 ．9
－
哩 軍 6 8 3 ．3 5 0 ．0 6 6 ．7 － －
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間5　私たちが豊かでゆとりのある暮らしをしていく上で、あなたは、どのような領域の科学技術についても
っと力を入れることを望みますか。次の中からあげて下さい（○はいくつでも）。
N
交 通 ・年 労 環 境 保 高 齢 者 ・ 健 康 ・ 情 報 ・涌 消 費 生 J 災 害 対 住 宅 ・t、 教 育 ・′、
流 と エ ネ ノ
ギ ー の
効 利 用
障 害 者
の 生 活
援
療 信 ・家 事 環 境 暇
総　　 数 1 2 4 9 3 6 ．4 2 9 ．5 6 7 ． 1 6 2 ．9 7 2 ．8 2 1 ．1 1 9 ．9 6 9 ．6 3 8 ．8 2 1 ．3
F l 性 別
男 6 0 5 4 0 ．0 3 0 ．17 1 ． 1 5 6 ．7 7 1 ．1 2 4 ．0 1 5 ．2 6 7 ． 1 3 9 ．52 2 ．8
女 6 4 4 3 3 ． 1 2 9 ．0 6 3 ．4 6 8 ．67 4 ．4 1 8 ．3 2 4 ．2 7 1． 9 3 8 ．21 9 ．9
無 回 答 － － － － － － － － － －
F 2　 年 齢
1 8 ノ、 1 9 歳 4 4 3 8 ．6 1 5 ．9 7 5 ．0 3 8 ．66 1 ．4 2 0 ．5 4 ．5 5 4 ．5 2 7 ．3 9 ． 1
2 0 へノ2 4 歳 1 0 9 3 2 ． 1 3 2 ．1 5 7 ．8 5 8 ．7 6 5 ． 1 2 4 ．8 1 0 ． 1 6 5 ．1 3 4 ．9 1 5 ．6
2 5 へノ2 9 歳 9 0 4 0 ．0 3 2 ．2 7 2 ．2 6 0 ．07 0 ．0 2 1 ．1 1 8 ．9 6 7 ．8 3 8 ．9 16 ．7
3 0 ノ、 3 4 歳 9 9 3 9 ．4 3 3 ．3 7 3 ． 7 5 6 ．6 7 4 ．7 2 3 ．2 1 7 ．2 7 2 ．7 4 0 ．4 2 9 ．3
3 5 －～ 3 9 歳 1 3 3 3 5 ．3 3 1 ．6 7 0 ．7 6 1 ．77 3 ．7 2 2 ．6 2 0 ．3 7 3 ．7 4 2 ． 1 2 7 ，8
4 0 へノ4 4 歳 1 3 3 3 0 ．8 3 7 ．6 6 3 ．9 6 5 ．4 7 5 ．2 1 5 ．8 18 ．8 7 8 ．9 3 9 ．8 2 1 ． 1
4 5 ～ 4 9 歳 1 3 9 3 6 ．0 2 5 ．97 1 ．2 6 0 ．4 7 0 ．5 2 1 ．6 1 9 ．4 6 9 ．8 4 3 ．2 1 7 ．3
5 0 ′、 5 4 歳 1 4 0 3 9 ．3 2 7 ．9 6 9 ．3 6 6 ．47 5 ．0 1 3 ．6 1 7 ．9 7 2 ．1 3 9 ．3 1 5 ．7
5 5 へノ5 9 歳 1 0 1 3 5 ．6 2 4 ．87 3 ．3 6 3 ．4 7 4 ．3 1 9 ．8 2 1 ．8 6 5 ．3 3 7 ．6 1 9 ．8
6 0 へノ6 4 歳 10 9 3 6 ．7 2 5 ．7 6 2 ．4 7 0 ．67 8 ．0 2 2 ．9 2 7 ．5 7 3 ．4 3 3 ．9 2 8 ．4
6 5 ノ、 6 9 歳 9 0 3 5 ．6 2 7 ．8 6 3 ．3 6 3 ．37 6 ．7 2 6 ．7 2 6 ．7 6 0 ．0 3 8 ．9 2 6 ．7
7 0 歳 以 上 6 2 4 3 ．5 3 2 ．3 4 8 ．4 8 0 ．6 7 1 ．0 2 5 ．8 3 3 ．9 6 4 ．5 4 1 ．9 2 4 ．2
無 回 答
－ － － － － － － － － －
F 3　 職 業
農 林 漁 業 の 自 営 者 3 3 3 3 ．3 2 7 ．3 4 2 ．4 6 0 ．66 9 ．7 1 8 ．2 1 5 ．2 4 8 ．5 1 5 ．2 9 ． 1
商 工 ・販 売 サ ー ビ ス 業 の 自 営 者 12 3 4 2 ．3 2 4 ．4 7 0 ．7 6 1 ．07 4 ，8 2 5 ．2 1 8 ．7 6 5 ．9 4 3 ． 1 3 0 ．9
自 由 業 （医 師 、 弁 護 士 、 著 述 業 な ど ） 1 5 1 3 ．3 2 0 ．07 3 ．3 5 3 ．3 8 6 ．7 2 0 ．0 6 ．7 5 3 ．3 4 6 ． 74 6 ．7
管 理 職 10 6 4 3 ．4 3 1 ． 18 3 ．0 6 7 ．9 7 7 ．4 1 4 ．2 1 8 ．9 7 5 ．5 4 9 ． 12 1 ．7
事 務 職 1 7 9 3 6 ．3 3 3 ．5 6 5 ．9 6 3 ．7 7 3 ．2 2 3 ．5 1 4 ．5 7 6 ．0 3 5 ．8 1 7 ．9
労 務 職 1 4 6 3 9 ．7 3 5 ．6 4 ．4 5 0 ．0 6 9 ．91 8 ．5 2 0 ．5 6 7 ．8 4 1 ． 1 9 ．9
専 門 技 術 職 ・研 究 職 9 5 2 8 ．4 3 1 ．6 8 1 ．1 6 0 ．0 6 1 ． 1 2 8 ．4 1 3 ．7 6 9 ． 5 3 6 ．8 2 2 ．1
学　 生 6 2 3 7 ． 1 2 5 ．86 7 ．7 4 8 ．4 6 6 ．1 2 4 ．2 8 ．1 6 9 ．4 3 8 ．7 1 4 ．5
パ ー ト ・ア ル バ イ トの 主 婦 10 5　　 3 5 ．2 2 9 ．5 6 3 ．8 7 2 ．4 7 臥 1 1 6 ．2 2 7 ．6 7 0 ． 5 3 5 ．22 0 ．0
専 業 主 婦 2 3 6 3 3 ．9 2 7 ． 16 4 ．8 6 8 ．6 7 6 ．3 1 8 ．6 2 8 ．4 7 5 ．4 4 1 ．5 2 3 ．7
無　 職 1 2 5 3 5 ．2 2 4 ．0 5 6 ．0 6 9 ．6 7 0 ．4 2 3 ．2 2 0 ．0 6 0 ．0 3 6 ．0 1 8 ．4
そ の 他 1 4　　 5 0 ．0 4 2 ．9 7 8 ．6 4 2 ．9 5 7 ．1 2 8 ．6 14 ．3 5 7 ． 1 2 1 ．42 8 ．6
無 回 答
F 4　 最 終 学 歴
中 学 卒 業
1 0　　 3 0 ．0 5 0 ．0 6 0 ．0 5 0 ．0 9 0 ．0 3 0 ．0 2 0 ．0 5 0 ．0 2 0 ．0－
1 7 2　　 3 2 ．6 3 6 ．0 5 0 ．6 6 5 ．1 7 4 ．4 2 0 ．3 2 3 ．8 5 9 ．9 3 3 ．7 2 0 ．9
高 校 卒 業 6 1 5　　 3 9 ．0 2 9 ．9 6 5 ．2 6 2 ．3 7 3 ． 7 2 1 ．3 2 2 ．9 6 8 ．5 3 9 ．2 2 1． 1
高 等 専 門 学 校 ・短 大 ・大 卒 （理 系 ） 1 5 7 3 8 ．9 2 7 ．4 7 5 ．2 5 6 ．1 7 0 ． 1 2 4 ．2 1 6 ．6 7 1 ．3 4 1 ．4 2 1．7
高 等 専 門 学 校 ・短 大 ・大 卒 （文 系 ） 2 7 6　　 3 1 ．2 2 6 ．87 6 ． 1 6 6 ．7 7 1 ． 7 1 9 ．2 1 3 ．0 7 6 ．8 3 9 ． 52 2 ．5
大 学 院 修 了 （理 系 ） 1 1 3 6 ．4 18 ．28 1 ．8 5 4 ． 5 7 2 ． 7 3 6 ．4 9 ． 1 7 2 ．7 8 1．8 18 ．2
大 学 院 修 了 （文 系 ） 4 2 5 ．0 2 5 ．0 1 0 0 ．0 7 5 ．0 10 0 ．0－ 2 5 ．0 1 0 0 ．0 2 5 ．0 2 5 ．0
そ の 他 7　　 5 7 ．1 14 ．3 1 0 0 ．0 7 1．4 8 5 ．72 8 ．6 2 8 ．6 8 5 ．7 1 4 ．31 4 ．3
無 回 答　　　　　　　　　　　　　 7　　 4 2 ．9
手 荒 票 宗 禁 や 仕 組 わ の 関 心　 。3 ， 日 7 ．7 ！
2 8 ．6 2 8 ．6
l
5 7 ． 1 2 8 ．6
］
4 2 ．9　　 1 4 ．3
†
凱 8 ） 7 ，．2 i 1　　　　 1
的 ・り　 礼 6　 礼 4 1 g ・5 l l7 1 ．2 i
“ ！ 2 2 ．O i
ど ち ら で も な い　　　　　　　　 1 7 7 1 3 1 ．6 3 2 ．2　 6 1 ．6 i6 3 ．8 6 8 ．9 ． 1 8 ．1　 2 3 ．プ　 6 ．お3 7 ．3 ！ 2 2 ．0
関 心 が 低 い 1　 2 1 5 3 4 ．9 2 2 ．8　 5 6 ．3 ［6 2 ．8 7 0 ．7　　 9 ．針 1 ．ダ 6 9 ．3 3 2 ．1 】 1 8 ．1
無 回 答　　　　 】　 誠　 4 2 j 嬰 旦 6 1 ．5 申 ＿・0 5 7 ．7 ト　　 2 6 ．ダ封 ．ゼ　 6 1 ．5　 4 2 ．3 i 1 9 ．2
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間5　私たちが豊かでゆとりのある暮らしをしていく上で、あなたは、どのような領域の科学技術についても
っと力を入れることを望みますか∴次の中からあげて下さい（○はいくつでも）。
N
そ の 他 わ か ら オ
い 無 回 答
総　 数 1 2 4 9 1 ．6 1 ．3 0 ．5
F l 性 別
男 6 0 5 1 ．8 1．3 0 ．5
女 6 4 4 1 ．4 1 ．2 0 ．5
無 回 答 － － －
F 2　 年 齢
1 8 へ ．1 9 歳 4 4 － － 2 ．3
2 0 一一 2 4 歳 1 0 9 3 ．7 1 ．8 －
2 5 ′、 2 9 歳 9 0 1 ． 1 1 ． 1 1 ． 1
3 0 ′、 3 4 歳 9 9 1 ．0 1 ．0 －
3 5 一、 3 9 歳 1 3 3 1 ．5 ．－－ ・．－
4 0 へ ・4 4 歳 1 3 3 1 ．5 2 ．3 －
4 5 ′、 4 9 歳 13 9 0 ． 7 2 ．9 1 ．4
5 0 ・、 5 4 歳 14 0 1 ．4 ・胃－－ －
．5 5 一、 5 9 歳 1 0 1 2 ．0 2 ．0 1 ．0
6 0 ′、 6 4 歳 1 0 9 1 ．8 1 ．8 －－
6 5 ′、 6 9 歳 9 0 3 ．3 ．－ 1 ．1
7 0 歳 以 上 6 2 － 1 ．6 －
無 回 答
－ － －
F 3　 職 業
農 林 漁 業 の 自 営 者 3 3 3 ．0 － －
商 工 ・販 売 サ ー ビ ス 業 の 自 営 者 1 2 3 1 ．6 2 ．4 －
自 由 業 （医 師 、 弁 護 士 、 著 述 業 な ど ） 1 5 6 ．7 － －
管 哩 暇 1 0 6 1 ．9 － －
事 務 職 1 7 9 1 ． 1 － 0 ．6
労 務 職 1 4 6 ．－ 2 ．7 0 ．7
専 門 技 術 職 ・研 究 職 9 5 2 ． 1 1 ． 1 1 ．1
学　 生 6 2 3 ．2 －－ －
パ ー ト ・ア ル バ イ ト の 主 婦 1 0 5 3 ．8 － 1 ．0
専 業 主 婦 2 3 6 0 ．4 0 ．4 －
無　 職 1 2 5 1 ．6 5 ．6 0 ．8
そ の 他 1 4 －－ 胃－－ 7 ．1
無 回 答 1 0 10 ．0 － －
F 4　 最 終 学 歴
中 学 卒 業 1 7 2 1 ．2 3 ．5 0 ．6
高 校 卒 業 6 1 5 1 ．5 1 ．5 0 ．5
高 等 専 門 学 校 ・短 大 ・大 卒 （理 系 ） 1 5 7 3 ．2 t胃． ・－．・
高 等 専 門 学 校 ・短 大 ・大 卒 （文 系 ） 2 7 6 1 ．4 0 ．4 0 ．4
大 学 院 修 了 （理 系 ） 1 1 － － ・－－
大 学 院 修 了 （文 系 ） 4 － － －
そ の 他 7 － －－ ・－
無 回 答 7 － － 1 4 ．3
製 品 の 構 造 や 仕 組 み へ の 関 心　 l
関 心 が 高 い 8 3 1 2 ．2
l
0 ．8 1 0 ．4
ど ち ら で も な い 17 7 0 ．6 2 ．3 ・．l．l．－
関 心 が 低 い 2 1 5 0 ．5 1 ．9 0 ．9
無 回 答 2 6 － 3 ．8 3 ．8
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問6　高齢者や障害者が、安心で快適な暮らしをしていく上で、あなたは、科学技術に対してどのようなこと
を望みますか∴次の中からあげて下さい（○はいくつでも）。
N
高 健 康 看 護 ・ 学 習 や 住 宅 、 方 日 常 の 緊 急 時 に そ の 他 わ か ら な
無 回 答障 害 者 カ
働 き
く な る
持 ・ ’
が 図 ら
る
護 が 容 易
に な る
会 参 力 、
動 が 腺
に な る
設 等 が 利
用 し
く な る
汀 動 が 衆
に な る
お い て も
安 心 で き
る
い
総　　 数 1 2 4 9 5 7 ．5 5 0 ．6 7 1 ．3 2 7 ．0 4 5 ．9 3 0 ．3 7 4 ．7 0 ．91 ．4 0 ．7
F l　 性 別
男 6 0 5 5 3 ．6 5 2 ．g 7 0 ．g 2 4 ．8 4 4 ．8 2 9 ．1 7 1 ．61 ．0 1． 5 0 ．7
女 6 4 4 6 1 ．2 4 8 ．4 7 1．7 2 9 ．0 4 6 ．9 3 1 ．4 7 7 ．60 ．8 1．4 0 ．8
無 回 答 － － － － － － － － － －
F 2　 年 齢
1 8 へ一1 9 歳 4 4 4 7 ．7 3 4 ． 1 5 6 ．8 2 5 ．0 4 7 ．7 3 4 ．1 5 9 ．1 2 ．3 2 ．3 2 ．3
2 0 ′、 2 4 歳 1 0 9 4 9 ．5 4 3 ． 1 6 4 ．2 2 2 ．0 4 1 ．3 3 3 ．0 7 3 ．4－ 1 ．8 ．－
2 5 一一 2 9 歳 9 0 5 8 ．9 5 0 ．0 7 3 ．3 2 8 ．9 5 1 ．1 4 0 ．0 8 0 ．01． 1 1 ． 1 1 ． 1
3 0 ′、 3 4 歳 9 9 5 9 ．6 4 9 ． 5 7 6 ．8 2 7 ．3 5 0 ．5 2 9 ．3 7 9 ．84 ．0 ・－－ ・．－
3 5 へゾ3 9 歳 1 3 3 5 8 ．6 4 2 ．1 7 2 ．2 3 3 ．8 5 4 ．1 3 6 ． 1 6 9 ．20 ．8 ・．－・ －
4 0 ′、 4 4 歳 1 3 3 5 9 ．4 4 6 ．6 7 5 ．2 3 2 ．3 5 1 ．9 3 6 ．1 7 7 ．40 ．8 3 ．8 －・．
4 5 ′、 4 9 歳 1 3 9 5 8 ．3 4 8 ．2 6 8 ．3 3 0 ．2 4 2 ．4 3 0 ．9 6 9 ．1・－－ 2 ．9 1 ．4
5 0 へ ・5 4 歳 1 4 0 5 7 ．9 5 1 ．4 7 4 ．3 1 7 ． 1 4 7 ． 1 2 9 ．3 7 6 ．4・－－ ．．－ 0 ．7
5 5 へ ．5 9 歳 1 0 1 6 2 ．4 5 0 ．5 6 8 ．3 2 4 ．8 4 1 ．6 2 5 ．7 7 5 ．2－ 2 ．0 1 ．0
6 0 へノ6 4 歳 1 0 9 5 7 ．8 6 7 ．0 7 3 ．4 3 0 ．3 3 3 ．0 2 0 ．2 7 4 ．31．8 0 ．9 1 ．8
6 5 へノ6 9 歳 9 0 5 7 ．8 5 8 ．9 7 2 ．2 2 5 ．6 4 5 ．6 2 0 ． 0 7 6 ．71． 1 1 ． 1 1 ． 1
7 0 歳 以 上 6 2 5 4 ．8 6 7 ．7 7 2 ．6 2 2 ．6 4 1 ．9 2 5 ．8 8 3 ．9－ 1 ．6 －
無 回 答 － － － － － － － － －
F 3　 職 業
農 林 漁 業 の 自 営 者 3 3 5 1 ．5 4 5 ．5 7 5 ．8 1 5 ．2 3 9 ．4 9 ． 1 4 8 ．5－ 3 ．0 －
商 工 ・販 売 サ ー ビ ス 業 の 自 営 者 1 2 3 5 2 ．0 5 2 ．0 7 2 ．42 3 ．6 4 4 ．7 3 1 ． 7 7 4 ．0 0 ．8 3 ．3－・
自 由 業 （医 師 、 弁 護 士 、 著 述 業 な ど ） 1 5 8 6 ．7 6 0 ．0 8 0 ．0 5 3 ．3 5 3 ．3 3 3 ．3 8 0 ．0 6 ．7－ －
管 理 職 1 0 6 5 6 ．6 5 5 ． 7 8 0 ．2 3 0 ．2 5 0 ．9 3 1 ． 1 7 2 ．6 0 ．9－ ・－
事 務 職 1 7 9 5 9 ．2 5 2 ．0 7 1 ．5 2 4 ．0 4 4 ．1 3 4 ． 1 7 3 ．7・－ －－ 1． 1
労 務 職 1 4 6 5 6 ．2 5 4 ． 1 6 3 ．7 2 1 ．2 4 2 ． 5 3 2 ．9 7 6 ．0－． 2 ． 1 0 ． 7
専 門 技 術 職 ・研 究 職 9 5 6 2 ．1 4 7 ．4 6 9 ．5 3 6 ．8 5 1．6 3 3 ．7 6 2 ． 1－ 1 ． 1 2 ． 1
学　 生 6 2 4 6 ．8 3 7 ． 1 6 4 ．5 2 9 ．0 5 1 ．6 4 0 ．3 7 4 ．21 ．6 1 ．6 －
パ ー ト ・ア ル バ イ ト の 主 婦 10 5 6 3 ．8 4 2 ．9 7 3 ．3 2 6 ． 7 4 7 ．6 3 0 ．5 8 4 ．81 ．9 －－ 1 ．9
専 業 主 婦 2 3 6 6 0 ．6 5 0 ．8 7 4 ．2 3 2 ．6 4 9 ．2 2 9 ．2 7 9 ．7 0 ．8 0 ．8・．－－
無　 職 1 2 5 5 2 ．0 5 6 ．8 7 0 ．4 2 1 ．6 3 8 ．4 2 0 ．8 7 5 ．21．6 4 ．0 0 ．8
そ の 他 1 4 5 0 ．0 2 8 ．6 5 0 ．0 1 4 ．3 2 8 ．6 2 8 ．6 7 8 ．67 ． 1 7 ． 1 7 ． 1
無 回 答
F 4　 最 終 学 歴
中 学 卒 業
1 0 6 0 ．0 5 0 ．0 6 0 ．0 2 0 ．0 3 0 ．0 1 0 ．0 7 0 ．0－ － －
1 7 2 5 7 ．6 5 0 ．6 6 5 ． 7 2 4 ．4 3 9 ．5 2 3 ．3 7 3 ．8－ 3 ．5 0 ．6
高 校 卒 業 6 1 5 5 7 ．9 5 3 ．7 7 3 ．2 2 4 ．2 4 5 ．0 2 8 ．8 7 6 ．4 0 ．51 ．5 0 ． 7
高 等 専 門 学 校 ・短 大 ・大 卒 （理 系 ） 1 5 7 5 6 ．7 5 2 ．2 6 7 ．5 3 5 ．7 4 7 ．8 3 3 ． 1 6 8 ．2 2 ．5 0 ．6－－
高 等 専 門 学 校 ・短 大 ・大 卒 （文 系 ） 2 7 6 5 5 ． 1 4 5 ．3 7 3 ．2 3 0 ．4 4 9 ．3 3 7 ．3 7 4 ．6 0 ．7 0 ．70 ．7
大 学 院 修 了 （理 系 ） 1 1 8 1 ．8 2 7 ．3 8 1 ．8 2 7 ．3 6 3 ．6 3 6 ．4 7 2 ．7－－ ・－ －
大 学 院 修 了 （文 系 ） 4 7 5 ．0 2 5 ．0 7 5 ．0 2 5 ．0 1 0 0 ．0 2 5 ．0 1 0 0 ．0－ － l－．
そ の 他 7 7 1 ．4 4 2 ．9 5 7 ． 1 2 8 ．6 8 5 ．7 1 4 ．3 1 0 0 ．0 2 8 ． 6－ －
無 回 答　　　　　　　　　　　　　 7
口　 、鮭　　　　　　　　 l
7 1 ．4 14 ．3 5 7 ． 1 － － － 5 7 ．1
】 i
2 8 ．6
製 品 の 構 壇 や 仕 組 み へ の 関 心
関 心 が 高 い　　　　　　　 E　 8 3 1 ：5 8 ．4
5 5 ．2 70 ．4 2 8 ．9 4 6 ．8 2 9 ．0 7 4 ．41 ．2 ・
i
1 ．2 － 0 ．7
ど ち ら で も な い
1
1 7 7　　 5 7 ．6 4 0 ．1 7 4 ．6 2 8 ．3 4 6 ．93 3 7 8 ．5 0 ．6 ！ 1 ．7 －
関 心 が 低 い　　　　　　　　　　 ］ 2 1 5　　 5 2 ．6 4 1 ．9 7 1 ．6 2 6 ．0 4 1 ．4 3 3 ．07 4 ．4 －　 j
l
1 ．9 1 0 ．9
無 回 答　　　　　　 l　 孤　 6 9 ．2 4 6 ．2 r　 7 6 ．9 I 牲 2 l4 6 ．2 2 3 ．1 i 6 1 ．5 手．－　　 l 3 ．8 3 ．8
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『科学技術と生活とのかかわりに関するアンケート』
間7　通勤等を含め日々の仕事との関係で、あなたは、科学技術に対してどのようなことを望みますか。
次の中からあげて下さい（Oはいくつでも）。
N
労 仕 事 場 に 仕 事 の 3 K 技 術 を 召 通 勤 喝 滞 在 宅 勤 そ の 他 わ か ら ナ
無 回 答の 改 善 お け る 、
力 の 堵至
白 さ な と
に 対 し て
の 配 慮
の 機 械 イ
が 図 ら
る
得 す る イ
組 み が
ら れ る
等 、
環 境 が
善 さ れ る
が 実 現 さ
れ る
い
総　 数 1 2 4 9 6 3 ．2 2 9 ．4 4 0 ．8 3 9 ．9 2 9 ．0 5 0 ．5 2 4 ．7 0 ．4 4 ．00 ．9
F l 性 別
El］
プフ 6 0 5 6 2 ．8 3 0 ．2 4 5 ．3 4 2 ．0 3 0 ．9 4 9 ．1 2 4 ．30 ．3 2 ．6 0 ．7
女 6 4 4 6 3 ．5 2 8 ．6 3 6 ．5 3 7 ．9 2 7 ．2 5 1 ．9 2 5 ．20 ．5 5 ．3 1 ． 1
無 回 答 － － － － － － － － － －
F 2　 年 齢
1 8 へノ1 9 歳 4 4 4 5 ．5 2 0 ．5 3 8 ．6 2 7 ．3 2 0 ． 5 6 3 ．6 1 5 ．9－ 4 ．5 2 ．3
2 0 へ ノ2 4 歳 10 9 5 6 ．0 2 2 ．0 4 5 ．9 2 7 ．5 2 2 ． 9 6 4 ．2 2 2 ．9・－－ 2 ．8 －
2 5 一、 2 9 歳 9 0 6 7 ．8 2 4 ．4 3 4 ．4 3 7 ．8 3 5 ．6 5 4 ．4 2 3 ．3－ 2 ．2 1 ．1
3 0 へ ・3 4 歳 9 9 5 8 ．6 3 3 ．3 4 5 ．5 4 3 ．4 2 5 ．3 5 6 ．6 3 6 ．4・－－ 1 ．0 －
3 5 へ ′3 9 歳 13 3 5 8 ．6 3 3 ． 1 3 8 ．3 3 6 ．8 2 3 ．3 4 8 ． 1 3 5 ．31 ． 5 0 ．8 －
4 0 ▼、 4 4 歳 1 3 3 6 6 ．9 2 6 ．3 4 1 ．4 4 3 ．6 2 7 ．8 4 7 ．4 2 1 ． 1－－ 4 ．5
4 5 ′、 4 9 歳 1 3 9 6 4 ．0 3 0 ．9 3 9 ．6 4 5 ．3 3 1 ．7 4 3 ．9 2 2 ．3 0 ．7 2 ．91 ．4
5 0 ～ 5 4 歳 1 4 0 6 2 ． 1 2 7 ．9 3 9 ．3 3 7 ．9 2 2 ． 1 4 8 ．6 1 9 ．3－ 5 ．0 1．4
5 5 一、 5 9 歳 1 0 1 7 1 ．3 2 3 ．8 4 5 ．5 4 0 ．6 3 2 ．7 5 1 ．5 2 9 ．7・．－・ 5 ．0 1 ．0
6 0 ～ 6 4 歳 1 0 9 6 4 ．2 4 0 ．4 4 2 ．2 4 5 ．9 3 6 ．7 4 6 ．8 2 0 ．20 ．9 7 ，3 0 ．9
6 5 ′、 6 9 歳 9 0 6 3 ．3 3 4 ．4 4 2 ．2 4 6 ．7 4 0 ．0 4 7 ．8 2 4 ．41 ． 1 8 ．9 2 ．2
7 0 歳 以 上 6 2 7 5 ．8 3 0 ．6 3 2 ．3 3 7 ． 1 3 0 ．6 4 1 ．9 2 1 ．0－－・ 4 ．8 1 ．6
無 回 答
－ － － － － － －・’ －
F 3　 職 業
農 林 漁 業 の 自 営 者 3 3 5 7 ．6 3 0 ．3 5 1 ．5 2 7 ．3 2 7 ．3　　 2 4 ．2　　　 9 ． 1－ 1 5 ．2 －
商 工 ・販 売 サ ー ビ ス 業 の 自 営 者 1 2 3 5 6 ．9 2 6 ．0 4 3 ．9 4 8 ．8 2 8 ．5 5 0 ．4 2 8 ．5 0 ．85 ．7 －
自 由 業 （医 師 、 弁 護 士 、 著 述 業 な ど ） 1 5 6 6 ．7 3 3 ．3 5 3 ．3 3 3 ．3 5 3 ．3　　 3 3 ．3　　 2 0 ．0－ －． －
管 哩 職 1 0 6 6 2 ．3 2 9 ．2 5 4 ．7 5 2 ．8 3 1 ． 1　　 5 0 ．0　　 3 1 ． 1－ － －－
事 務 職 1 7 9 5 8 ． 1 2 4 ．0 4 0 ．8 3 5 ．2 2 9 ． 1 5 5 ．3 3 1 ．80 ．6 0 ．6 1 ． 1
労 務 職 1 4 6 6 8 ．5 3 7 ．7 4 0 ．4 3 6 ．3 3 0 ． 1　　 4 5 ．2　　 1 8 ．5－ 3 ．4 0 ．7
専 門 技 術 職 ・研 究 職 9 5 6 7 ．4 3 4 ．7 4 2 ． 1 4 3 ．2 3 5 ．8　　 5 3 ．7　　 2 6 ．3－ 1 ． 1 1 ． 1
学　 生 6 2 5 8 ． 1 1 9 ．4 4 8 ．4 19 ．4 2 2 ．6　　 7 5 ．8　 1 7 ．7－・－ ・．－ －
パ ー ト ・ア ル バ イ ト の 主 婦 1 0 5 6 2 ．9 3 0 ．5 3 3 ．3 4 2 ．9 2 4 ．8 5 2 ．4 2 1 ．0－ 2 ．9 2 ．9
専 業 主 婦 2 3 6 6 7 ．4 3 0 ．1 3 6 ．0 4 1 ． 1 2 7 ．5　　 5 2 ． 1 2 6 ．3－ 5 ． 1 －・
無　 職 1 2 5 6 5 ．6 2 7 ．2 3 1 ．2 3 7 ．6 3 0 ．4 4 0 ．0 2 2 ．41 ．6 1 1 ．2 2 ．4
そ の 他 1 4 3 5 ．7 3 5 ．7 5 7 ．1 2 8 ．6 2 1 ．4 5 0 ．0　　 2 1 ．4－ 1 4 ．3 7 ． 1
無 回 答
F 4　 最 終 学 歴
中 学 卒 業
1 0
1 7 2
8 0 ．0
6 4 ．5
4 0 ．0 3 0 ．0 6 0 ．0 1 0 ．0　　 5 0 ．0 1 0 ．0 － －
3 4 ．9 3 7 ．8 3 5 ．5 2 4 ．4　　 4 1 ．3 1 4 ．5 0 ．6 1 2 ．81 ．7
高 校 卒 業 6 1 5 6 4 ．4 2 9 ．1 3 9 ．2 4 0 ．3 3 1 ．4　　 4 8 ．9　　 2 4 ．60 ．3 4 ．2 0 ．8
高 等 専 門 学 校 ・短 大 ・大 卒 （理 系 ） 1 5 7 6 2 ．4 3 0 ．6 4 8 ．4 4 3 ．9 3 4 ．4 4 9 ．7 3 3 ．8－ － ・．－
高 等 専 門 学 校 ・短 大 ・大 卒 （文 系 ） 2 7 6 6 0 ．5 2 5 ．7 4 2 ．8 3 9 ．9 2 4 ．3　　 6 0 ． 1 2 6 ． 1 0 ．7 0 ．4 0 ．4
大 学 院 修 了 （理 系 ） 1 1 7 2 ．7 1 8 ．2 4 5 ．5 3 6 ．4 4 5 ．5　　 7 2 ．7　　 3 6 ．4－ －－ －
大 学 院 修 了 （文 系 ） 4 5 0 ．0 5 0 ．0 － 5 0 ．0 － 2 5 ．0　　 2 5 ．0 － －． －
そ の 他 7 7 1．4 2 8 ．64 2 ．9 4 2 ．9 1 4 ．3 7 1 ．4 4 2 ．9－ － －
無 回 答 7
l
2 8 ．6 4 2 ．9 1 4 ．3 」4 ．3 1 4 ．3 － 1 4 ．3 2 8 ．6
l 製 品 の 構 造 や 仕 組 み へ の 関 心
8 3 1
1 7 7
2 1 5
彷
6 5 ．2
6 5 ．0
5 3 ．0
6 9 ．2
3 0 ．4
2 7 ．7
2 5 ．5
3 8 ．5
4 2 ．7 － 4 2 ．4 l
3 7 ．3　　 3 2 ．2
3 7 ．2　　 3 5 ．8
凱 8 I 4 6 ．2
i
0 ．5 2 ．3
6 ．8
8 ．4
3 ．8 ，
】
0 ．8 ！
1 ．4
旦 旦
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『科学技術と生活とのかかわりに関するアンケート』
間8　資源の有効利用や廃棄物の処理を図っていく上で、あなたは、科学技術に対してどのようなことを望み
ますか。次の中からあげて下さい（○はいくつでも）。
N
ゴ ミ
別 ・
が 簡 単 に
で き る
製 品 な ど
が 長 く
え る よ う
に な る
少 な い
源 で 製 品
な ど が イ
ら れ る
資 源 の
利 用 が
え る
廃 棄 物 に
よ る
へ の 影
の 低 減
そ の 他 わ か ら な
い 無 回 答
総　 数 1 2 4 9 6 8 ．0 4 3 ．3 4 2 ．2 7 9 ． 1 7 8 ． 71 ．3 1 ．6 0 ．7
F l 性 別
男 6 0 5 6 5 ．8 4 4 ．0 4 1 ．2 7 8 ．8 7 7 ．41 0 1 ．5 0 ．7
女 6 4 4 7 0 ．0 4 2 ．7 4 3 ．2 7 9 ．3 8 0 ．01 6 1 ．7 0 ．8
無 回 答
－ － － － － － －
F 2　 年 齢
1 8 ′、 1 9 歳 4 4 6 1 ．4 4 3 ．2 2 5 ．0 7 2 ．7 7 0 ．56 8 － 2 ．3
2 0 へノ2 4 歳 1 0 9 5 7 ．8 4 7 ．7 4 3 ，1 7 3 ．4 7 5 ．20 9 1 ．8 －
2 5 ′、 2 9 歳 9 0 6 5 ．6 4 4 ．4 4 4 ．4 8 5 ．6 7 5 ．61 1 － 1 ． 1
3 0 へ一3 4 歳 9 9 7 1 ．7 4 8 ．5 4 8 ．5 8 6 ．9 8 1 ．80 － －
3 5 へノ3 9 歳 1 3 3 6 3 ．9 3 8 ．3 3 9 ．1 8 0 ．5 8 4 ．22 3 －・ －
4 0 へノ4 4 歳 1 3 3 6 6 ．2 3 7 ．6 4 8 ．1 8 2 ．0 8 2 ．70 8 3 ．0 －．・
4 5 ′、 4 9 歳 1 3 9 6 1 ．2 4 7 ．5 3 9 ．6 8 2 ．0 7 7 ．0・－ 2 ．9 1 ．4
5 0 ′、 5 4 歳 1 4 0 7 1 ．4 3 5 ．7 3 7 ．9 7 7 ．9 8 1 ．4 0 ．7 0 ．7
5 5 －～ 5 9 歳 1 0 1 7 8 ．2 3 8 ．6 4 0 ．6 7 6 ．2 8 2 ．2．． 3 ．0 1 ．0
6 0 ～ 6 4 歳 1 0 9 7 1 ．6 4 9 ．5 4 5 ．9 7 6 ． 1 7 8 ．00 9 1 ．8 0 ．9
6 5 ′、 6 9 歳 9 0 7 4 ．4 4 8 ．9 3 8 ．9 7 4 ．4 7 0 ．03 3 3 ．3 2 ．2
7 0 歳 以 上 6 2 7 5 ．8 4 5 ．2 5 0 ．0 7 5 ．8 7 5 ．8・－－ 1 ．6 －
無 回 答
－ － － － － － － －
F 3　 職 業
農 林 漁 業 の 自 営 者 3 3 6 3 ．6 4 2 ．4 3 6 ．4 8 1 ．8 6 6 ．7－ 3 ．0 －
商 工 ・販 売 サ ー ビ ス 業 の 自 営 者 1 2 3 6 7 ．5 3 6 ．6 4 2 ．3 7 8 ．0 7 8 ．9－・ 3 ．3 0 ．8
自 由 業 （医 師 、 弁 護 士 、 著 述 業 な ど ） 1 5 6 6 ．7 6 6 ． 7 6 0 ．0 7 3 ．3 8 0 ．0－ ・－ －－
管 理 職 1 0 6 7 2 ．6 4 1． 5 4 4 ．3 8 1 ．1 8 5 ．8－ －
事 務 職 1 7 9 6 7 ．0 3 8 ． 5 4 5 ．3 7 8 ．2 8 1 ．0． 7 0 ．6 1 ． 1
労 務 職 1 4 6 6 7 ．8 5 0 ．0 4 3 ．2 7 8 ．8 7 6 ．7－－ 1 ．4 0 ．7
専 門 技 術 職 ・研 究 職 9 5 5 5 ．8 4 3 ．2 4 1 ． 1 8 4 ．2 7 5 ．8－ 1 ． 1 1 ． 1
学　 生 6 2 5 4 ．8 5 3 ．2 3 8 ．7 7 9 ．0 7 4 ．26 5 1 ．6 －－
パ ー ト ・ア ル バ イ ト の 主 婦 1 0 5 7 1 ．4 4 0 ．0 4 0 ．0 7 5 ．2 8 0 ．02 9 ・－ 1 ．9
専 業 主 婦 2 3 6 7 2 ．5 4 6 ．2 4 4 ．1 8 0 ．9 8 3 ． 11 7 0 ．8 －
無　 職 1 2 5 7 3 ．6 4 2 ．4 3 8 ．4 7 6 ．8 7 1 ．20 8 5 ． 6 0 ．8
そ の 他 1 4 5 7 ． 1 5 0 ．0 2 1 ．4 7 8 ．6 6 4 ．3－ － 7 ．1
無 回 答 1 0 6 0 ．0 1 0 ．0 3 0 ．0 7 0 ．0 8 0 ．0 1 0 ．0 10 ．0－
F 4　 最 終 学 歴
中 学 卒 業 1 7 2 7 2 ． 1 3 8 ．4 4 0 ．7 6 9 ．8 6 9 ．2－ 4 ． 7 0 ．6
高 校 卒 業 6 1 5 7 0 ．9 4 4 ．2 4 1 ．6 8 0 ．0 7 8 ．71．0 1 ．6 0 ．7
高 等 専 門 学 校 ・短 大 ・大 卒 （理 系 ） 1 5 7 6 1 ．8 4 7 ．8 4 3 ．3 8 2 ．2 7 9 ．01．3 － 0 ．6
高 等 専 門 学 校 ・短 大 ・大 卒 （文 系 ） 2 7 6 6 4 ．1 3 9 ．9 4 4 ．6 8 1 ．28 5 ．5 2 ．9 0 ．7 0 ．4
大 学 院 修 了 （理 系 ） 1 1 4 5 ．5 6 3 ．6 4 5 ．5 9 0 ．9 7 2 ．7－－ － －
大 学 院 修 了 （文 系 ） 4 5 0 ．0 5 0 ．0 2 5 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0－ － －
そ の 他 7 7 1．4 8 5 ．7 5 7 ． 1 1 0 0 ．0 10 0 ．0－ － －
無 回 答　1コ　　　　 、l重工 7 4 2 ．9 4 2 ．9 胃　　　 2 8 ．6 1 4 ．3 － 2 8 ．6
製 品 の 構 造 や 仕 組 み へ の 関 心
関 心 が 高 い 8 3 1 6 9 ．9 4 5 ．7 4 3 ．8
8 ，．0 1 肌 。
1 ．7 1 ．2 0 ．6
ど ち ら 七 も な い 17 7 5 9 ．9 3 8 ．4 4 0 ．7 7 6 ．3 7 9 ．11 ． 2 ．8 －・
朗 心 が 低 い 2 1 5 6 6 ．5　　 3 8 ．1 3 8 ．6 74 ．0 7 3 ．5－ 1 ．9 1 ．4
無 回 答 26 7 3 ．1　 4 2 ．3 3 0 ．8　　 8 0 ．8　　 6 5 ．4 3 ．8 ＿ ヨ ・8
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参考資料4
技術予測191課題に関する早期実醐待度指数等
胃113－

技術予測191課題の早期実現期待度指数（期待度高い順）（1／3）
岨位j録星童貞＝』堕塵範名＿＿＿＿＿＿＿－
1　1048地震予知
2　　1063がん予防薬
3　　1061エイズ治療
4　　1094地震等で埋まった人間探索機械
5　　1002重油汚染海域修復
6　　1047火山噴火予知
7　　1045集中豪雨災害の予知・予報
8　　1046消火活動ロボット
9　　1001フロン代替品
10　　1049完全分解性プラスチック
11　1012医薬品の有効性・安全性検定法
12　　2013動脈硬化治療
13　　2062老人性痴呆治療
14　　1051化学物質汚染土壌の無害化
15　　2047地すべり、崖くずれの発生予測
16　　1016人工眼
17　　1022家ダニ、かびの屋内での発生制御
18　　1052二酸化炭素排出抑制
19　　1015アレルギー疾患治療
20　　2048大気汚染物質除去
21　　2045高度火災報知器
22　　1092総合的ホームセキュリティ・システム
23　　2002有害廃棄物の無害化
24　　1050省化学肥料型農業
25　　2094地震発生警報システム
26　　1020障害者用意志言語変換ポータブル装置
27　　2049酸性雨被害回復
28　　2076高度冬用タイヤ
29　　1044集中豪雨等局地気象の短時間予報
30　　1064精神分裂症治療
31　1003熱帯林再生
32　　1062ストレスによる精神障害の予防
33　　1055高度処理排水の雑用水利用
34　　2015胎児の先天異常治療
35　　1095テロなどへの高度防止設備
36　　1034都市ゴミなどの自動分別技術
37　　　2061予防医学
38　　2001太陽光（熱）冷暖房
39　　1096人工降雨
40　　1028サバイパ／レ技術習得用機械
41　　2046一般道路用自動ブレーキシステム
42　　2023高度浄水技術
43　　2060自閉症児治凍
44　　2004アルコール燃料パス・トラック
45　　2078道路縮修期間半減工事法
46　　1058気象予報に対応した冷害回避農業
47　　1093自動排雪システム
48　　2093家庭内応急処置情報システム
49　　2044高度緊急時自動列車停止システム
50　　1071足の不自由な人用の電気自動車
51　　2037家庭用自動分別ゴミ箱
52　　2052ガソリン自動車なみ電気自動車
53　　1030緊急時用双方向ポケットベル
54　　2091津波予報
55　　2092高安全性航空管制システム
56　　1004道路騒音吸収装置
57　　2050動植物絶滅防止
58　　2058飲み込みカプセル型内視鏡
59　　2070高齢者、身障者に対応した公共施設
60　　2012遺伝子治療
61　1059音楽療法
62　　1060高度義足
63　　2014無侵襲血液検査
64　　2030建物、構造物の耐久性向上
65　　2021知能化車椅子
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技術予測191課題の早期実現期待度指数（期待度高い順）（2／3）
実現予測時期早期実現期待度指数匪位j遡重畳＿選墨壷塗色＿胃＿＿＿＿＿＿＿＿－
66　　1031危険環境作業ロボット
67　　　2059在宅診断システム
68　　1011臓器移植
69　　1024日の不自由な人の誘導ロボット
70　　2003砂漠化防止植物
71　　2018家庭介護用テレビ電話
72　　2056アレルギーを起こさない畜産食品
73　　1037道路混雑状況衛星通報システム
74　　1007原紙再利用コピー
75　　2051風力発電
76　　2016生鮮食品の長期鮮度保持
77　　1054宇宙太陽発電
78　　2072介助者不要高齢者、身障者生活支援住宅
79　　2006超伝導送電
80　　2027痴呆老人欲求感知装置
81　1070看護ロボット
82　　1006水素自動車
83　　2067身障者機能補助ロボット
84　　2033薬品、食品の無菌包装化
85　　1005高効率太陽電池
86　　2068高齢者、身障者生活指導用機械
87　　2024中・高年層用訓練システム
88　　1053深海底石油採取
89　　1081正確な長期気象予報
90　　2036作業者疲労監視医学システム
91　　2005海洋温度差発電
92　　1025中高齢者用の個別学習システム
93　　2055高齢者支援農業用ロボット
94　　1014人工臓器
95　　1065海外での国内教育情報ネット利用
96　　　2080自動翻訳装置
97　　1075日英リアルタイム自動通訳電話
98　　1026個人に最適の睡眠環境整備法
99　　1078歴史的街並み保存
100　　2020日己修理機械
101　　2007廃棄物処理用人工島
102　　2079外部空間用省エネ型エアコン
103　　1086実験動物に代替するテスト法
104　　1073テストに代わる人間性重視の評価法
105　　2057健康度測定技術
106　　2077産業用機器の操作簡単化
107　　2011個人用栄養適正指針
108　　1019サイエンスミュージアム
109　　1056バイオテクノロジーによる作物の品種改良
110　　2083電子図書館
111　1066高精細度大型カラー平面テレビ
112　　1069空間の変更、部品交換の容易な住宅
113　　2034音声と映像で答える相談システム
114　　　2073肌の若さを保てる化粧品
115　　1077′ト地域個人向け気象情報サービス
116　　2039消費者の好みの製品の安価生産技術
117　　1032生活情報提供の対話型映像情報システム
118　　　2010食料増産
119　　1038在宅勤務
120　　1036操作を通じての専門能力学習技術
121　　2017画像合成プロセッサ
122　　2065伝統的技術、芸術文化習得プログラム
123　　2031高密度運転通勤電車
124　　2095人間行動警報システム
125　　1009海洋牧場
126　　2053核融合発電
127　　　2085リニアモーターカー
128　　　2019電子カメラ・アルバム
129　　1013人体埋込型装置による診断・治療
130　　2025機械の使いやすさの科学的計測技術
131　　2054深海底鉱物資源採取
132　　1087通常音声入力漢字変換タイプライタ
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技術予測191課題の早期実現期待度指数（期待度高い順）（3／3）
実現予測時期早期実現期待度指数阻重量」魁塾塾塾生＿＿＿＿＿＿－
1085大都市通勤用船舶輸送ネットワーク
1023趣味等の指導用コンピュータシステム
2071家庭用生鮮食品鮮度調整機械
2008バイオテクノロジーによる新作物
1057全自動野菜工場
2087大都市地下の貨物自動輸送システム
1017食品劣化防止
1079パーソナル移動電話
???。??。???????
2005
2003
2005
2003
2005
2009
2000
2001
1035あいまい処理可能な電話番号案内システム　　　　　　2004
2064立体テレビ
2086電子投票
2082手書き文字可読装置
1082文字情報を人間並に音声化する機械
2084次世代IDシステム
147　　1072使用者の習慣を学習する家事ロボット
148　　2081電子化新聞・手紙
149　　1039階段、坂も走る個人用の乗り物
150　　2069高度CGを用いた芸術教育、制作
151　1067伝統の味などを好みに調節できる技術
152　　2009バイオテクノロジーによる家畜の品種改良
153　　1027教師教育用コンピュータシステム
154　　1076地球周辺宇宙観光
155　　2035人工現実感共有ネットワーク
156　　　2038大深度地下工場
157　　1080商売用の人工現実感の立体モニター
158　　1042高速無人貨物運搬システム
159　　1041図書、資料等の自動要約作成装置
160　　1088次世代高度エレベータ
161　　2028「気」の存在の科学的解明
162　　1040高速道路等における自動運転
163　　1018室内環境のパーソナル化
164　　2029線路の上などを利用した立体都市
165　　　2063海中観光
166　　1008月の資漁利用
167　　1083数百mの高度な動く歩道
168　　2090海峡横断用水中モノレール
169　　1084アイデア支援用の対話AIシステム
170　　2032電子化オフィス
171　1033音声の指示でつながる電話
172　　1043特定道路での高速リニア自動車システム
173　　2026次世代CATV
174　　1010バイオテクノロジーによる魚の品種改良
175　　2088空中回廊使用小型都市新交通システム
176　　1090宇宙半導体工場
177　　2041超高速旅客機
178　　2042人間型作業ロボット
179　　2066孤独緩和用対話型ロボット
180　　1089立体映像会議
181　　2022においコントローラー
182　　2040海上都市
183　　1021人工現実感を利用した居間・庭園
184　　1068味覚、歯ざわり測定機
185　　2043一般の人の長期滞在用宇宙施設
186　　1029寝ているうちに若返るカプセル
187　　2074ベビーシッターロボット
188　　1074小規模学校用生徒役ロボット
189　　2089超々高層ビル
190　　1091大深度地下都市
191　　2075冬眠法等による生体保存
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技術予測191課題の生活関連度指数（関連度高い順）（1／3）
瞳位＿＿監阻童二邑＿誼題短艶4」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
1　1048地震予知
2　　1001フロン代替品
3　　1063がん予防薬
4　　1049完全分解性プラスチック
5　　1012医薬品の有効性・安全性検定法
6　　1002重油汚染海域修復
7　　1092総合的ホームセキュリティ・システム
8　　2002有害廃棄物の無害化
9　　2045高度火災報知器
10　　1045集中豪雨災害の予知・予報
11　　2001太陽光（熱）冷暖房
12　　1052二酸化炭素排出抑制
13　　2048大気汚染物質除去
14　　1022家ダニ、かびの屋内での発生制御
15　　2013動脈硬化治療
16　　2061予防医学
17　　1034都市ゴミなどの自動分別技術
18　　1044集中豪雨等局地気象の短時間予報
19　　1096人工降雨
20　　2037家庭用自動分別ゴミ箱
21　　2094地震発生警報システム
22　　1046消火活動ロボット
23　　1051化学物質汚染土壌の無害化
24　　2062老人性痴呆治療
25　　1050省化学肥料型農業
26　　1047火山噴火予知
27　　2049酸性雨被害回復
28　　1015アレルギー疾患治療
29　　2023高度浄水技術
30　　1094地震等で埋まった人間探索機械
31　1003熱帯林再生
32　　2004アルコール燃料バス・トラック
33　　2046一般道路用自動ブレーキシステム
34　　2047地すべり、崖くずれの発生予柵
35　　1055高度処理排水の雑用水利用
36　　1004道路騒音吸収装置
37　　2076高度冬用タイヤ
38　　1061エイズ治療
39　　2012遺伝子治療
40　　2093家庭内応急処置情報システム
41　　2059在宅診断システム
42　　1016人工眼
43　　1062ストレスによる精神障害の予防
44　　2052ガソリン自動車なみ電気自動車
45　　1058気象予報に対応した冷害回避農業
46　　2016生鮮食品の長期鮮度保持
47　　1028サバイバル技術習得用機械
48　　1006水素自動車
49　　2058飲み込みカプセル型内視鏡
50　　1070看護ロボット
51　　2030建物、構造物の耐久性向上
52　　1011臓器移植
53　　1059音楽療法
54　　1054宇宙太陽発電
55　　2014無侵襲血液検査
56　　2078道路補修期間半減工事法
57　　2015胎児の先天異常治療
58　　1030緊急時用双方向ポケットベル
59　　1093自動排雪システム
60　　2027痴呆老人欲求感知装置
61　　2033薬品、食品の無菌包装化
62　　2006超伝導送電
63　　2056アレルギーを起こさない畜産食品
64　　1095テロなどへの高度防止設備
65　1020障害者用意志言語変換ポータブル装置
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技術予測191課題の生活関連度指数（関連度高い順）（2／3）
岨位＿呈阻畳旦＿誼題短艶色＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿－
66　　2044高度緊急時自動列車停止システム
67　　1053深海底石油採取
68　　2072介助者不要高齢者、身障者生活支援住宅
69　　1037道路混雑状況衛星通報システム
70　　2018家庭介護用テレビ電話
71　1005高効率太陽電池
72　　2091津波予報
73　　2051風力発電
74　　1014人工臓器
75　　2070高齢者、身障者に対応した公共施設
76　　2007廃棄物処理用人工島
77　　1013人体埋込型装置による診断・治療
78　　1064精神分裂症治療
79　　1056バイオテクノロジーによる作物の品種改良
80　　2092高安全性航空管制システム
81　1071足の不自由な人用の電気自動車
82　　2005海洋温度差発電
83　　2003砂漠化防止植物
84　　2068高齢者、身障者生活指導用機械
85　　2024中・高年層用訓練システム
86　　2036作業者疲労監視医学システム
87　　2050動植物絶滅防止
88　　20日個人用栄養適正指針
89　　1081正確な長期気象予報
90　　1024日の不自由な人の誘導ロボット
91　1025中高齢者用の個別学習システム
92　　2060自閉症児治療
93　　1060高度義足
94　　2021知能化車椅子
95　　1007原紙再利用コピー
96　　2057健康度測定技術
9ア　　ユ026個人に最適の睡眠環境整備法
98　　2053核融合発電
99　　2010食料増産
100　　1031危険環境作業ロボット
101　1017食品劣化防止
102　　2055高齢者支援農業用ロボット
103　　2067身障者機能補助ロボット
104　　1057全自動野菜工場
105　　2008バイオテクノロジーによる新作物
106　　1009海洋牧場
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107　　1032生活情報提供の対話型映像情報システム　　　　　2001
108　　1069空間の変更、部品交換の容易な住宅
109　　2020日己修理機械
110　　2079外部空間用省エネ型エアコン
111　　2039消費者の好みの製品の安価生産技術
112　　1038在宅勤務
113　　2071家庭用生鮮食品鮮度調整機械
114　　2009バイオテクノロジーによる家畜の品種改良
115　　1075日英リアルタイム自動通訳電話
116　　1073テストに代わる人間性重視の評価法
117　　2034音声と映像で答える相談システム
118　　1077小地域個人向け気象情報サービス
119　　2073肌の若さを保てる化粧品
120　　1019サイェンスミュージアム
121　1079パーソナル移動電話
122　　1078歴史的街並み保存
123　　2095人間行動警報システム
124　　1072使用者の習慣を学習する家事ロボット
125　　2083電子図書館
126　　2031高密度運転通勤電車
127　　2077産業用機器の操作簡単化
128　　2080日動翻訳装置
129　　1066高精細度大型カラー平面テレビ
130　　1010バイオテクノロジーによる魚の品種改良
131　1040高速道路等における自動運転
132　1086実験動物に代替するテスト浩
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技術予測191課題の生活関連度指数（関連度高い順）（3／3）
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腹位＿生見畳畳＿眉と題塵盛名＿＿＿＿＿＿＿＿－
133　　2038大深度地下工場
134　1039階段、坂も走る個人用の乗り物
135　　1036操作を通じての専門能力学習技術
136　　1065海外での国内教育情報ネット利用
137　　1085大都市通勤用船舶輸送ネットワーク
138　　2085リニアモーターカー
139　　2087大都市地下の貨物自動輸送システム
140　　1023趣味等の指導用コンピュータシステム　　　　　　2003
141　　2086電子投票
142　　1067伝統の味などを好みに調節できる技術
143　　2065伝統的技術、芸術文化習得プログラム
144　　2081電子化新聞・手紙
145　　2054深海底鉱物資源採取
146　　1087通常音声入力漢字変換タイプライタ
147　　2025機械の使いやすさの科学的計測技術
148　　2084次世代IDシステム
149　　1018室内環境のパーソナル化
150　　1042高速無人貨物運搬システム
2008
2002
2001
2004
2006
2008
2006
2005
2001
2012
151　1035あいまい処理可能な電話番号案内システム　　　　2004
152　　2019電子カメラ・アルバム　　　　　　　　　　　　　　　2002
153　　1027教師教育用コンピュータシステム　　　　　　　　2007
154　　2017画像合成プロセッサ　　　　　　　　　　　　　　　2000
155　　1043特定道路での高速リニア自動車システム　　　　　2015
156　　2029線路の上などを利用した立体都市
157　　2064立体テレビ
158　　1082文字情報を人間並に音声化する機械
159　　1083数百mの高度な動く歩道
160　　2026次世代CATV
161　1041図書、資料等の自動要約作成装置
162　　1080商売用の人工現実感の立体モニター
163　　2082手書き文字可読装置
164　　2042人間型作業ロボット
165　　2032電子化オフィス
166　　1033音声の指示でつながる電話
167　　2035人工現実感共有ネットワーク
168　　2069高度CGを用いた芸術教育、制作
169　　2040海上都市
170　　2066孤独緩和用対話型ロボット
171　　2074ベビーシッターロボット
172　　2028「気」の存在の科学的解明
173　　1088次世代高度エレベータ
174　　1084アイデア支援用の対話AIシステム
175　　1008月の資源利用
176　　2063海中観光
1999
2001
2003
2004
2007
2010
2002
2005
2013
2002
2002
2005
2003
2009
2002
2010
2021
2008
2005
2018
2000
177　　2088空中回廊使用小型都市新交通システム　　　　　　2011
178　　2041超高速旅客機
179　　1090宇宙半導体工場
180　1021人工現実感を利用した居間・庭園
181　　2090海峡横断用水中モノレール
182　1068味覚、歯ざわり汎定機
183　　1076地球周辺宇宙観光
184　　2022においコントローラー
185　1029寝ているうちに若返るカプセル
186　　1091大深度地下都市
187　　1074小規模学校用生徒役ロボット
188　　1089立体映像会議
189　　2089超々高層ビル
190　　2043一般の人の長期滞在用宇宙施設
191　　2075冬眠法等による生体保存
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2011
2013
2003
2021
2003
2016
2003
2022
2016
2006
2011
2015
2018
2020
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技術予測191課題に対する不安、心配（1／3）
（「特に不安、心配を感じない」が低い順（不安を感じるが高い順））
塞星章狙堕狙＿＿艶に恕山腹
2010　　　　　21．9
2020　　　　　22．1
2002　　　　　27．9
2022　　　　　28．3
2016　　　　　29．7
2006　　　　　31．9
2015　　　　　32．3
2002　　　　　32．7
2006　　　　　35．9
2013　　　　　36．6
2008　　　　　37．2
2007　　　　　37．3
2007　　　　　39．3
2004　　　　　39．6
2000　　　　　41．6
2005　　　　　41．6
2005　　　　　42．1
2009　　　　　42．6
2015　　　　　42．8
2004　　　　　43．1
2009　　　　　44．6
2011　　　　45．0
2003　　　　　45．4
2006　　　　　45．6
2022　　　　　46．8
2003　　　　　46．9
2007　　　　　47．0
2003　　　　　47．2
2005　　　　　47．4
2005　　　　　47．7
2012　　　　　47．8
2003　　　　　48．0
2000　　　　　48．4
2002　　　　　49．2
2018　　　　　49．9
2001　　　　　50．5
2008　　　　　50．7
2002　　　　　51．7
2003　　　　　51．7
2005　　　　　52．0
2007　　　　　52．8
1999　　　　　52．9
2005　　　　　53．2
2004　　　　　53．3
2011　　　　　53．6
2008　　　　　54．0
2001　　　　54．1
2013　　　　　54．5
2005　　　　　54．9
2008　　　　　55．0
2001　　　　55．2
2001　　　　　55．3
2003　　　　　56．0
2007　　　　　56．3
2011　　　　56．4
2010　　　　　56．8
2002　　　　　56．9
2004　　　　　56．9
2021　　　　57．5
2003　　　　　58．0
2001　　　　58．8
2004　　　　　59．2
2006　　　　　59．2
2005　　　　　59．2
2018　　　　　59．4
匿＿址L誼畳麺頭出し＿＿＿－＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
1　　2074ベビーシッターロボット
2　　2075冬眠法等による生体保存
3　　2032電子化オフィス
4　　1029寝ているうちに若返るカプセル
5　　1091大深度地下都市
6　　1074小規模学校用生徒役ロボット
7　　2089超々高層ビル
8　　2066孤独緩和用対話型ロボット
9　　1013人体埋込型装置による診断・治療
10　　2042人間型作業ロボット
11　1040高速道路等における自動運転
12　　1027教師教育用コンピュータシステム
13　　2038大深度地下工場
14　　1072使用者の習慣を学習する家事ロボット
15　　1017食品劣化防止
16　　2009バイオテクノロジーによる家畜の品種改良
17　　1010バイオテクノロジーによる魚の品種改良
18　　2040海上都市
19　　1043特定道路での高速リニア自動車システム
20　1083数百mの高度な動く歩道
21　1014人工臓器
22　　2041超高速旅客機
23　　2008バイオテクノロジーによる新作物
24　　1038在宅勤務
25　　2053核融合発電
26　　1021人工現実感を利用した居間・庭園
27　　1039階段、坂も走る個人用の乗り物
28　　1070看護ロボット
29　　2035人工現実感共有ネットワーク
30　　1057全自動野菜工場
31　1042高速無人貨物運搬システム
32　　2007廃棄物処理用人工島
33　　2063海中観光
34　　1033音声の指示でつながる電話
35　　2043一般の人の長期滞在用宇宙施設
36　　1011臓器移植
37　　2095人間行動警報システム
38　　1056バイオテクノロジーによる作物の品種改良
39　　1023趣味等の指導用コンピュータシステム
40　　2084次世代IDシステム
41　　2026次世代CATV
42　　2029線路の上などを利用した立体都市
43　　1084アイデア支援用の対話AIシステム
44　　2081電子化新聞・手紙
45　　2088空中回廊使用小型都市新交通システム
46　1087通常音声入力漢字変換タイプライタ
47　　1079パーソナル移動電話
48　　1090宇宙半導体工場
49　　1036操作を通じての専門能力学習技術
50　　2086電子投票
51　1018室内環境のパーソナル化
52　　1032生活情報提供の対話型映像情報システム
53　　1082文字情報を人間並に音声化する機械
54　　2085リニアモーターカー
55　　1089立体映像会議
56　　1041図書、資料等の自動要約作成装置
57　1067伝統の味などを好みに調節できる技術
58　　1035あいまい処理可能な電話番号案内システム
59　　2090海峡横断用水中モノレール
60　　2034音声と映像で答える相談システム
61　　2031高密度運転通勤電車
62　　1024日の不自由な人の誘導ロボット
63　　2054深海底鉱物資源採取
64　　1009海洋牧場
65　　1008月の資源利用
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技術予測191課題に対する不安、心配（2／3）
（「特に不安、心配を感じない」が低い順（不安を感じるが高い順））
茎墜蟄坦廻し捜拉な上皿
2005　　　　　59．6
2007　　　　　59．6
2002　　　　　61．1
2006　　　　　61．2
2005　　　　　61．6
2011　　　　62．2
2021　　　　　62．3
2008　　　　　62．4
2003　　　　　62．4
2016　　　　　62．9
2003　　　　　63．2
2005　　　　　63．3
2009　　　　　63．3
2001　　　　　63．6
2004　　　　　63．7
2005　　　　　64．1
2003　　　　　64．6
2015　　　　　65．9
2008　　　　　66．1
1998　　　　　66．5
2006　　　　　67．3
2013　　　　　67．9
2007　　　　　68．4
2005　　　　　68．5
2002　　　　　68．6
2008　　　　　68．6
2014　　　　　68．7
2004　　　　　68．8
2003　　　　　68．9
2001　　　　6乱9
2005　　　　　68．9
2013　　　　　70．7
2003　　　　　70．9
2001　　　　　71．1
2005　　　　　71．7
2000　　　　　71．9
2007　　　　　72．1
2004　　　　　72．4
2017　　　　　72．8
2002　　　　　72．9
2004　　　　　73．5
2008　　　　　73．7
2001　　　　73．9
2003　　　　　74．5
2005　　　　　74．6
2007　　　　　74．7
2002　　　　　74．8
2019　　　　　75．3
2004　　　　　75．4
2007　　　　　75．5
2005　　　　　75．7
2000　　　　　75．7
2003　　　　　76．1
2005　　　　　76．1
1999　　　　　76．2
2006　　　　　76．4
2012　　　　　76．5
2005　　　　　76．6
2012　　　　　76．9
2005　　　　　77．6
2009　　　　　77．7
2003　　　　　77．9
1999　　　　　78．0
2015　　　　　78．1
2001　　　　78．4
2008　　　　　78．5
2001　　　　78．5
贈位＿質且畳皇＿遜厘塵盛名＿＿＿＿＿＿＿－
66　　2012遺伝子治療
67　　2073肌の若さを保てる化粧品
68　　1080商売用の人工現実感の立体モニター
69　　2072介助者不要高齢者、身障者生活支援住宅
70　　1053深海底石油採取
71　　2010食料増産
72　　2028「気」の存在の科学的解明
73　　1088次世代高度エレベータ
74　　　2022においコントローラー
75　　1076地球周辺宇宙観光
76　1068味覚、歯ぎわり測定機
77　　1073テストに代わる人間性重視の評価法
78　　2087大都市地下の貨物自動輸送システム
79　　2077産業用機器の操作簡単化
80　　1002重油汚染海域修復
81　2071家庭用生鮮食品鮮度調整機械
82　　2069高度CGを用いた芸術教育、制作
83　　1096人工降雨
84　　2027痴呆老人欲求感知装置
85　　1001フロン代替品
86　1026個人に最適の睡眠魔境整備法
87　　2015胎児の先天異常治療
88　　1003熱帯林再生
89　1085大都市通勤用船舶輸送ネットワーク
90　　2079外部空間用省エネ型エアコン
91　1075日英リアルタイム自動通訳電話
92　　1004道路騒音吸収装置
93　　2055高齢者支援農業用ロボット
94　　2020自己修理機械
95　　2018家庭介護用テレビ電話
96　　2082手書き文字可読装置
97　　1006水素自動車
98　　2068高齢者、身障者生活指導用機械
99　　1031危険環境作業ロボット
100　　2037家庭用自動分別ゴミ箱
101　　2017画像合成プロセッサ
102　1086実験動物に代替するテスト法
103　　1050省化学肥料型農業
104　1054宇宙太陽発電
105　　2011個人用栄養適正指針
106　1012医薬品の有効性・安全性検定法
107　　2005海洋温度差発電
108　　1049完全分解性プラスチック
109　　2080日動翻訳装置
110　　2059在宅診断システム
111　1051化学物質汚染土壌の無害化
112　　2019電子カメラ・アルバム
113　　1016人工眼
114　　2046一般道路用自動ブレーキシステム
115　　2002有害廃棄物の無害化
116　　2083電子図書館
117　1065海外での国内教育情報ネット利用
118　　2067身障者機能補助ロボット
119　　1037道路混雑状況衛星通報システム
120　　2016生鮮食品の長期鮮度保持
121　2025機械の使いやすさの科学的計測技術
122　　1015アレルギー疾患治療
123　　2056アレルギーを起こさない畜産食品
124　　1028サバイバル技術習得用機械
125　　2036作業者疲労監視医学システム
126　　2003砂漠化防止植物
127　　2092高安全性航空管制システム
128　　1030緊急時用双方向ポケットベル
129　　1052二酸化炭素排出抑制
130　　1007原紙再利用コピー
131　1095テロなどへの高度防止設備
132　　2064立体テレビ
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技術予測191課題に対する不安、心配（3／3）
（「特に不安、心配を感じない」が低い順（不安を感じるが高い順））
塞堅至遡壁塑」皇I；＿盤と」勉＿
2003　　　　　78．6
2009　　　　　78．8
2003　　　　　78．8
2003　　　　　78．8
2013　　　　　79．5
2020　　　　　80．1
2004　　　　　80．1
2011　　　　　80．7
2003　　　　　80．7
1999　　　　　81．0
2008　　　　　81．0
2001　　　　　81．0
2003　　　　　81．1
2005　　　　　81．2
2004　　　　　81．3
2003　　　　　81．5
2006　　　　　81．6
2003　　　　　81．8
2004　　　　　82．0
2002　　　　　82．0
2004　　　　　82．0
2007　　　　　82．2
2009　　　　　82．3
1999　　　　　82．5
2000　　　　　82．7
20］0　　　　　82．8
2004　　　　　83．0
2001　　　　　83．2
2003　　　　　83．8
1999　　　　　84．4
2020　　　　　84．6
2003　　　　　84．9
2002　　　　　85．1
2000　　　　　85．1
2008　　　　　85．3
2001　　　　　85．3
2009　　　　　85．6
2004　　　　　85．8
2003　　　　　86．0
2001　　　　　86．2
2001　　　　86．3
2004　　　　　86．3
2015　　　　　86．9
2004　　　　　87．0
2003　　　　　87．3
2007　　　　　87．4
2010　　　　　87．8
2008　　　　　88．0
1999　　　　　88．1
2007　　　　　88．4
1999　　　　　88．8
2003　　　　　88．9
2006　　　　　89．5
2004　　　　　89．g
2001　　　　　90．2
2001　　　　　g1．2
1999　　　　　91．5
2004　　　　　91．6
2008　　　　　92．1
増進」動乱畳呈」副証塾監査＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿－
133　　1022家ダニ、かびの屋内での発生制御
134　　1062ストレスによる精神障害の予防
135　　2058飲み込みカプセル型内視鏡
136　　2021知能化車椅子
137　　1063がん予防薬
138　　1064精神分裂症治療
139　　1060高度義足
140　　2050動植物絶滅防止
141　1069空間の変更、部品交換の容易な住宅
142　　2057健康度汎定技術
143　　2039消費者の好みの製品の安価生産技術
144　　2065伝統的技術、芸術文化習得プログラム
145　　1034都市ゴミなどの自動分別技術
146　　1025中高齢者用の個別学習システム
147　　1005高効率太陽電池
148　　1071足の不自由な人用の電気自動車
149　　1061エイズ治療
150　　2004アルコール燃料パス・トラック
151　　2023高度浄水技術
152　　1055高度処理排水の雑用水利用
153　　2051風力発電
154　　2049酸性雨被害回復
155　　2014無侵襲血液検査
156　　2044高度緊急時自動列車停止システム
157　　2030建物、構造物の耐久性向上
158　　2061予防医学
159　　2093家庭内応急処置情報システム
160　　1019サイエンスミュージアム
161　　2033薬品、食品の無菌包装化
162　　1077小地域個人向け気象情報サービス
163　　2006超伝導送電
164　　2048大気汚染物質除去
165　　1093日動排雪システム
166　　1078歴史的街並み保存
167　　2052ガソリン自動車なみ電気自動車
168　　1066高精細度大型カラー平面テレビ
169　　1058気象予報に対応した冷害回避農業
170　　1046消火活動ロボット
171　1020障害者用意志言語変換ポータブル装置
172　　2078道路補修期間半減工事法
173　　1059音楽療法
174　　2024中・高年層用訓練システム
175　　2062老人性痴呆治療
176　　2001太陽光（熱）冷暖房
177　　1081正確な長期気象予報
178　　2013動脈硬化治療
179　　1048地震予知
180　　2060日閉症児治療
181　1092総合的ホームセキュリティ手システム
182　　2094地震発生警報システム
183　　2076高度冬用タイヤ
184　　2045高度火災報知器
185　　1047火山噴火予知
186　　2070高齢者、身障者に対応した公共施設
187　　2091津波予報
188　　1045集中豪雨災害の予知・予報
189　　1044集中豪雨等局地気象の短時間予報
190　　1094地震等で埋まった人間探索機械
191　　2047地すべり、崖くずれの発生予測
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〔不安、心配の具体的内容〕
①能力が低下したり怠惰になる（10％以上の課題）
岨＿星匝直臣眉題建建起し＿＿＿＿＿胃ー＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿胃＿
1　－1072使用者の習慣を学習する家事ロボット
2　　1083数百mの高度な動く歩道
3　　2042人同型作業ロボット
4　　1039階段、坂も走る個人用の乗り物
5　　1041図書、資料等の自動要約作成装置
6　　1040高速道路等における自動運転
7　　1087通常音声入力漢字変換タイプライタ
8　　1017食品劣化防止
9　　1067伝統の味などを好みに調節できる技術
10　　1057全自動野菜工場
11　1082文字情報を人間並に音声化する機械
12　　1068味覚、歯ざわり測定機
13　　2034音声と映像で答える相談システム
14　　2095人間行動警報システム
15　　1084アイデア支援用の対話AIシステム
16　　1029寝ているうちに若返るカプセル
17　　2082手書き文字可読装置
18　　2055高齢者支援農業用ロボット
19　　2037家庭用自動分別ゴミ箱
20　　1013人体埋込型装置による診断・治療
21　1075日英リアルタイム自動通訳電話
22　　1036操作を通じての専門能力学習技術
23　　2020自己修理機械
24　　1033音声の指示でつながる電話
25　　2080自動翻訳装置
26　　2071家庭用生鮮食品鮮度調整機械
27　　1018室内環境のパーソナル化
28　　1021人工現実感を利用した居間・庭園
29　　1026個人に最適の睡眠環境整備法
30　　1074小規模学校用生徒役ロボット
31　　2074ベビーシッターロボット
32　　1014人工臓器
33　　2017画像合成プロセッサ
34　1027教師教育用コンピュータシステム
35　　2022においコントローラー
36　　2081電子化新聞・手紙
37　　2077産業用機器の操作簡単化
38　　1032生活情報提供の対話型映像情報システム
39　　2026次世代CATV
40　　2025機械の使いやすさの科学的計測技術
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墨塾至狙壁塑＿。樋旦ごと堅塁整乳魁
2004　　　　　　　　　43．3
2004　　　　　　　　　41．9
2013　　　　　　　　　33．0
2007　　　　　　　　　30．2
2010　　　　　　　　　29．5
2008　　　　　　　　　29．1
2008　　　　　　　　　26．0
2000　　　　　　　　　25．9
2002　　　　　　　　　22．8
2005　　　　　　　　　21．6
2003　　　　　　　　　21．1
2003　　　　　　　　　20．8
2003　　　　　　　　　20．3
2008　　　　　　　　　20．2
2005　　　　　　　　　20．1
2022　　　　　　　　　18．7
2005　　　　　　　　　18．3
2004　　　　　　　　　17．1
2005　　　　　　　　　17．0
2006　　　　　　　　　16．7
2008　　　　　　　　　15．9
2005　　　　　　　　　15．6
2003　　　　　　　　　15．1
2002　　　　　　　　　14．4
2003　　　　　　　　　14．3
2005　　　　　　　　　14．0
2001　　　　　　　　13．9
2003　　　　　　　　　13．1
2006　　　　　　　　　13．0
2006　　　　　　　　12．9
2010　　　　　　　　12．7
2009　　　　　　　　12．7
2000　　　　　　　　　12．3
2007　　　　　　　　12．2
2003　　　　　　　　　11．9
2004　　　　　　　　　11．8
2001　　　　　　　　11．6
2001　　　　　　　　11．5
2007　　　　　　　　　11．3
2006　　　　　　　　10．3
〔不安、心配の具体的内容〕
②環境悪化や健康上の支障が生じる（10％以上の課題）
岨位＿星組重畳＿盈題塵薗名胃－＿＿＿肩＿＿＿＿＿＿
1　1091大深度地下都市
2　　2007廃棄物処理用人工島
3　　2038大深度地下工場
4　　2089超々高層ビ／レ
5　　2040海上都市
6　　2063海中観光
7　　1002重油汚染海域修復
8　　2053核融合発電
9　　2054深海底鉱物資源採取
10　　1001フロン代替品
11　　2029線路の上などを利用した立体都市
12　　1056バイオテクノロジーによる作物の品種改良
13　　1053深海底石油採取
14　　1096人工降雨
15　　2008バイオテクノロジーによる新作物
16　　1009海洋牧場
17　　1010バイオテクノロジーによる魚の品種改良
18　　1003熱帯林再生
19　　2043一般の人の長期滞在用宇宙施設
20　　2041超高速旅客機
21　　2090海峡横断用水中モノレール
22　　1017食品劣化防止
23　　1090宇宙半導体工場
24　　2009バイオテクノロジーによる家畜の品種改良
25　　1050省化学肥料型農業
26　　2010食料増産
27　　1049完全分解性プラスチック
28　　2079外部空間用省エネ型エアコン
29　　1051化学物質汚染土壌の無害化
30　　2005海洋温度差発電
31　1008月の資源利用
32　　2073肌の若さを保てる化粧品
33　　2002有害廃棄物の無害化
34　　1004道路騒音吸収装置
35　　2085リニアモーターカー
36　　1052二酸化炭素排出抑制
37　　2003砂漠化防止植物
38　　2088空中回廊使用小型都市新交通システム
39　　1076地球周辺宇宙観光
40　　　2022においコントローラー
41　　2087大都市地下の貨物自動輸送システム
42　　2056アレルギーを起こさない畜産食品
43　　1014人工臓器
茎塾至遡壁狙＿盈畳悪
2016
2003
2007
2015
2009
2000
2004
2022
2006
1998
1999
2002
2005
2015
2003
2005
2005
2007
2018
2011
2021
2000
2013
2005
2004
2011
2001
2002
2007
2008
2018
2007
2007
2014
2007
2015
2009
2011
2016
2003
2009
2005
2009
上境凰組
48．0
40．6
40．3
37．7
36．8
35．6
29．3
27．9
25．7
25．1
24．9
24．7
24．4
24．3
23．4
23．2
23．2
22．6
21．7
21．5
21．2
20．6
20．6
20．0
19．3
18．8
18．6
18．2
17．5
17．1
17．1
16．3
16．0
15．1
14．7
14．4
14．3
14．3
13，7
13．7
13．6
13．1
12．7
12．2
12．0
11．8
11．8
11．4
11．1
11．0
11．0
11．0
10．9
10．3
44　　1043特定道路での高速リニア自動車システム　　　　　2015
45　　2049酸性雨被害回復
46　　1055高度処理排水の雑用水利用
47　　1057全自動野菜工場
48　　1006水素自動車
49　　1054宇宙太陽発電
50　　1013人体埋込型装置による診断・治療
51　　2071家庭用生鮮食品鮮度調整機械
52　1085大都市通勤用船舶輸送ネットワーク
53　　1022家ダニ、かびの屋内での発生制御
54　　2016生鮮食品の長期鮮度保持
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2007
2002
2005
20ユ3
2017
2006
2005
2005
2003
199g
〔不安、心配の具体的内容〕
③プライバシーが侵害される（10％以上の課題）
実現予測時期
1　1079パーソナル移動電話　　　　　　　　　　　　　　2001
2　　2084次世代IDシステム　　　　　　　　　　　　　　　2005
3　　1035あいまい処理可能な電話番号案内システム　　　　2004
4　　2026次世代CATV
5　1033音声の指示でつながる電話
6　　2086電子投票
7　　1073テストに代わる人間性重視の評価法
8　　2081電子化新聞・手紙
〔不安、心配の具体的内容〕
④犯罪や事故が増える（10％以上の課題）
2007
2002
2008
2005
2004
28．6
24．0
17．5
16．7
14．3
12．7
11．8
11．6
短 実現予測時期
1　1043特定道路での高速リニア自動車システム
2　　1042高速無人貨物運搬システム
3　1040高速道路等における自動運転
4　　2041超高速旅客機
5　　2031高密度運転通勤電車
6　　2085リニアモーターカー
7　　2077産業用機器の操作簡単化
8　　2075冬眠法等による生体保存
9　　2053核融合発電
10　　1088次世代高度エレベータ
11　2088空中回廊使用小型都市新交通システム
12　　1014人工臓器
13　1080商売用の人工現実感の立体モニター
14　　2086電子投票
15　1013人体埋込型装置による診断・治療
16　　1029寝ているうちに若返るカプセル
17　　2084次世代IDシステム
18　　1090宇宙半導体工場
19　　1076地球周辺宇宙観光
20　　2087大都市地下の貨物自動輸送システム
21　1021人工現実感を利用した居間・庭園
22　　2009バイオテクノロジーによる家畜の品種改良
23　　2090海峡横断用水中モノレール
24　　2012遺伝子治療
25　1010バイオテクノロジーによる魚の品種改良
26　　1011臓器移植
27　　2044高度緊急時自動列車停止システム
28　1033音声の指示でつながる電話
29　　2042人間型作業ロボット
30　　2046一般道路用自動ブレーキシステム
31　1031危険環境作業ロボット
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2015
2012
2008
2011
2001
2007
2001
2020
2022
2008
2011
2009
2002
2008
2006
2022
2005
2013
2016
2009
2003
2005
2021
2005
2005
2001
1999
2002
2013
2004
2001
30．6
26．4
24．0
21．1
19、8
19．4
18．7
16．9
16．5
16．2
16．0
14．9
14．8
14．7
14．5
13．9
12．7
12．2
11．9
11．9
11．8
11．6
11．6
10．8
10．8
10．6
10．5
10．3
10．2
10．2
10．0
〔不安、心配の具体的内容〕
⑤人間的触れ合いが減る（10％以上の課題）
短 実現予測時期
1　　2066孤独緩和用対話型ロボット
2　　2074ベビーシッターロボット
3　　2032電子化オフィス
4　　1070看護ロボット
5　1074小規模学校用生徒役ロボット
2002
201（）
2002
2003
2006
6　　1023趣味等の指導用コンピュータシステム　　　　　　2003
7　　1027教師教育用コンピュータシステム
8　　2035人工現実感共有ネットワーク
9　　1038在宅勤務
10　　2072介助者不要高齢者、身障者生活支援住宅
11　1024日の不自由な人の誘導ロボット
12　　1089立体映像会議
13　　2018家庭介護用テレビ電話
14　　2027痴呆老人欲求感知装置
15　　2068高齢者、身障者生活指導用機械
16　1036操作を通じての専門能力学習技術
17　1032生活情報提供の対話型映像情報システム
18　　2081電子化新聞・手紙
19　　1084アイデア支援用の対話AIシステム
20　　2067身障者機能補助ロボット
21　1021人工現実感を利用した居間・庭園
2007
2005
2006
2006
2004
2011
2001
2008
2003
2005
2001
2004
2005
2003
2003
〔不安、心配の具体的内容〕
⑥文化、倫理の面で問題が生じる（10％以上の課題）
54．7
54．5
52．3
40．2
38．4
35．5
34．7
31．9
29．9
27．6
26．7
22．9
19．1
17．3
15．9
15．1
14．7
13．4
12．7
11．8
10．2
実現予測時期
1　　2075冬眠法等による生体保存
2　　1011臓器移植
3　　1029寝ているうちに若返るカプセル
4　　2009バイオテクノロジーによる家畜の品種改良
5　　2069高度CGを用いた芸術教育、制作
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2020
2001
2022
2005
2003
37．2
23．3
20．1
11．8
10．8
技術予測191課題の
生活関連度指数の分布
課題数
5
生活関連度指数
胃128－
参考資料5
技術予測191課題の実現予測時期と早期実醐待度等
－129胃

技術予測191課題に関する実現予測時期と早期実現期待度指数の分布
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実現予測時期
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技術予測191課題の各領域毎の実現予測時期と早期実現期待度指数
技術予測191課題における各課題の実現予測時期と早期実現期待度指数につ
いて、「3．2（4）」において示された各領域毎にまとめたものを、参考（図
5－1）から参考（図5－10）までに示す。
これらの図から、今回選出された技術課題の分布を見ると、一般国民において
もっと力を入れることを望んでいる人の割合が大きな「健康・医療」、「災害対
策」、「環境保全と資源・エネルギーの有効利用」、「高齢者・障害者等の生活
支援」の4領域においては、実現予測時期がかなり遠いものにあっても、早期実
現期待度が高いものが存在することがわかる。
一方、それ以外の「住宅・住環境」、「交通・物流」、「労働環境」、「教育
・余暇」、「情報・通信」、「消費生活・家事」の6領域においては、実現予測
時期が遠いものにあっては、早期実現期待度指数が「0」以上のものがないこと
がわかる。このことから、これら6領域においては、今回選出された技術課題に
あっては、実現予測時期が遠く実現が熱望されるような課題が対象となっていな
いことが判明している。今後、これら6領域の長期的な研究開発課題を選定して
いく　にあたっては、長期的かつ優先度が高い課題を立案していく　ことが重要であ
ると考えられる。
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参考（図5－1）「健康・医療」に関する課題の実現予測時期と
早期実現期待度指数
????????
?????????
実現予測時期
「◆技純JⅧ．il果吋
参考（図5－2）「災害対策」に関する課題の実現予測時期と
早期実現期待度指数
実現予測時期
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l◆叫雨用壁掛
参考（図5－3）「環境保全と資源・エネルギーの有効利用」に
関する課題の実現予測時期と早期実現期待度指数
?????????
?????????
［亘車重車重唾画
参考（図5－4）「高齢者・障害者等の生活支援」に関する課題の
実現予測時期と早期実現期待度指数
実現予測時期
－134肩
巨痙直車重麺］


参考（図5－9）「情報・通信」に関する課題の実現予測時期と
早期実現期待度指数
?????????
?????????
実現予湘時期
参考（図5－10）「消費生活・家事」に関する課題の実現予測時期と
早期実現期待度指数
－137－
◆技術予測課題

参考資料6
生測道科学技柑査委員会における議論
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生活関連科学技術委員会における議論
本調査では、生活関連科学技術を推進するに当たって重要と考えられる視点に
ついても議論を行ったので、その概要を次にまとめる。
（1）生活者重視
総理府世論調査によれば、1970年代後半に「モノの豊かさ」と「心の豊かさ」
を志向する人の割合が逆転し、1994年5月の調査では、「心の豊かさ」を志向す
る人が約6割、「モノの豊かさ」を志向する人が約3割となっている。
これをもう少し広く解釈すると、社会の目指す方向は産業発展、消費生活充実
を経て人間重視へという流れであろう。ここでいう消費生活充実とは、モノ中心
の消費者利益を主眼とした事業規模の拡大やサービスの向上（価格の安さ、品質
の良さ、消費者の買い物の便宜性など）のことであり、人間重視とは、消費生活
充実だけではなく、そういったモノ中心の事業の拡大が、日常生活の安全性、環
境などにどのような影響を与えるかといった生活者利益を主眼として考えること
である。この消費生活充実→人間重視の具体的な軸としては、
欲求満足追求　→　安全・安心追求
医療
量
画一化
モノ
標準状態
（地球環境、防災、福祉等）
→　健康維持・増進
→　質、アメニティ
→　個性化、多様化
→　心、文化
→　バリアフリー
などを挙げることができる。
（2）生活関連科学技術（生活者重視の科学技術）について
平成5年度に科学技術政策研究所が実施した「科学技術が人間・社会に及ぼす
影響に関する調査」によると、科学技術に対する期待は全般的に高い中で、特に
以下のようなことが指摘できる。
・これまでの利便性向上から、環境、防災、福祉、医療等の人類の生存に関わ
るような分野へと科学技術に対する期待がシフトしている。
・経済発展の原動力となったり、人類に新たな発見をもたらすといった経済や
－141－
人類そのものの発展に対しては、科学技術はこれまでと同様に役割を果たす
ことが期待されている。
・科学技術のマイナス面としては、人間の肉体や精神に与える影響を中心に不
安が高まる傾向にあるが、その解決に当たっても科学技術の役割が高く期待
されている。
つまり、科学技術についても、（1）で述べたような消費生活充実→人間重視
というパラダイムシフトが見てとれる。
今年度の議論では、特に次の5点が指摘された。
①安全の確保
・人間のための科学技術という原点に立てば、トータルバランスで技術の是
非を考えるにしても、安全性は最重視されることが必要である。
・そのためには、技術による危険性を事前に幅広く予測する手段が必要であ
る。
②科学技術の透明化の推進
・科学技術の発達に人間があわせていくのではなく、本来、科学技術が人間
が生きてきた環墳・文化にあわせていくべきである。
・しかし、人間環境に科学技術があわせていくといっても、使いやすさのみ
を追求した自動化・機械化とは異なり、あくまでも人間の側にソフトウェ
アが存在している（その科学技術を活用する際に人間が大いに介在する）
ことが必要である。その際、人間がどこまで介在するべきかの基準を明確
にすることも必要である。
・ハードウェアはシンプルに、人間の側にあるソフトウェアは多様に、とい
う方向が必要である。
③科学技術の実用化（社会への適用）に関するビジョンの確立
・1970年代まで科学技術の発達イコール生活の充実であったが、80年代から
は科学技術先行で利便性向上等を追求した結果、国民の生活欲求との問で
鮎酷が生じている。
・高度化した科学技術を社会に適用する際に本当にそれが必要かという視点
が重要であり、そのためには国民の側が明確な生活ビジョンを持つこと、
またそういった国民の希望を国や企業が把握することが必要である。
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④情報相互流通の充実
・以上のことを実現していくためには、生産者側と需要者側との情報の相互
流通が不可欠である。
・また、生産者側、需要者側の両者からの情報を統合すること、さらに統合
した情報を分かりやすく国民に示すことも必要である。
⑤「第2の自然」として科学技術が具備すべき条件の確立
・人間は自然の中で育まれ、その一部として発展してきたが、科学技術は、
人間にとって第2の自然と言っても良いほどに大きく発達してきている。
このため、その発達に応じて科学技術の具備すべき条件を検討し確立する
ことが必要である。
・その際、デジタル革命が進む中で自然科学（ナチュラル・サイエンス）に
対応する人工科学（アーティフィ　ッシァル・サイエンス）についても検討
していく必要がある。
－143－
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